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第２版、第３版の編集と出版ほか

　昭和61（1986）年５月、中国国家教育委員会への辞典贈呈式を兼ね、第２
版出版記念会が名古屋駅前の都ホテルにおいて開催された。浜田稔学長の挨
拶に続き編纂委員長の今泉から編集経過報告がおこなわれた。参加者200人
を超す盛会であったが、壇上に鈴木擇郎編集主幹の姿は見えず御遺族の胸に
掲げられた遺影による出席であった。５年前の昭和56（1981）年１月、鈴木
は不帰の客となった。また本間喜一名誉学長に代わり御息女の殿岡晟子氏が
参列された。
　辞書の編集は途切れることなく続くものであり、出版はただ一区切りに過
ぎない。時代の要請に応える辞典づくりを追求する鈴木が依願退職し（昭和
56年愛知大学教職員定年規程制定施行）、辞典編集に専念することを決意し
たのを受けて昭和50（1975）年４月、辞典編纂所が再開された。
　『中日大辭典』は昭和43（1968）年２月、中日大辞典刊行会（前華日辞典刊
行会）の自費出版で刊行され “本格的中国語辞典” として高い評価を受けて
きた。その後、発売元の倒産騒動に巻き込まれたが発行部数を伸ばし編纂所
再開当時には４刷を重ねた。“編纂所はお荷物” の懸念は払拭され、辞典は
大学に学術上、財政上にいささか寄与する存在となったのである。ゆえに鈴
木の信念と熱意からでた辞典改訂の申し出は大学当局にとって歓迎すべきも
のであったと言えよう。

今泉潤太郎

資料による中日大辞典編纂所の歴史 ８
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　再開された編纂所はこの日付で制定施行された中日大辞典編纂所規程に基
づく研究機関となり、中日大辞典刊行会の下に置かれていた従前とは制度上
の性質を変えた。辞典に係る経理はすでに数年前、大学会計に包括され、い
ままた編纂所も切り離されてしまった刊行会は徐々に有名無実の存在となっ
ていった。
　編纂所は旧本館１階西ウイングの端（もとの国際問題研究所）に設置され
た。設備、備品、図書資料などの調達、搬入などを急ぐ傍ら鈴木は編集を始
めた。今回の編集は現行版の誤植訂正と文化大革命関連語彙の点検が当面の
目的であり、もとより辞典凡例を修正する必要はない。最新の３刷り清刷を
原稿として訂正の朱を入れていった。進むにつれて各頁が赤一色となってし
まい急ぎ従来の原稿カード方式に戻した。またこれまで研究室でおこなって
いた増刷の準備作業も編纂所へ移された。
　新規程に基づく辞典編纂所は編集主幹に鈴木、所長兼編集委員長に今泉、
所員兼編集委員に陶山信男、荒川清秀、森博達、のち白井啓介ら中国語教員
で構成された。高臨渡、のちに黄異の両客員教授がインフォーマントとして
協力された。翌年には編集事務員も配属され一応の態勢がととのった。
　再開の年の８月、東亜同文書院以来、鈴木と辞典編集の苦労をともにして
きた内山が59歳で不帰の客となった。健康上の理由で改訂版の編集には参
加しなかったが、入院わずか20日間で急逝したことに関係者は衝撃をうけ
た。“強い正義感、責任感をもち己を持するに極めて厳であり、これが健康
に影響したのであろう” と鈴木は追悼している。
　昭和51（1976）年に愛知大学は創立30周年を迎えた。中国では１月に周恩
来首相が９月に毛沢東主席が相次いで逝去して権勢を振るっていた “四人
組” が一掃され、翌年には鄧小平副主席が復活し10年間続いた “無産階級
文化大革命” が収束した。やがて待望の中国社会科学院語言研究所詞典編輯
室編の『現代漢語詞典』試用本の公刊、『字源』、『辞海』の修訂本の発行を
始め多種多様な参考図書が次々と出版され入手可能となった。初版編集の時
代とは様変わりし資料の氾濫する中で編集が行われた。
　翌年秋、編集を進める鈴木に瑞寳中綬章が授与され関係者による叙勲祝賀
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会が開催された。本間は席上 “同文書院廃校、引き揚げ時の献身的な行為、
愛大設立への寄与、さらに『中日大辭典』の編纂は歴史に残るもので、日中
の文化交流に果たす役割はいかに高く評価してもしすぎるものではない” と
鈴木を称賛した。本間名誉学長は第一線を退いて久しいが来校時には辞典編
纂所を訪ね鈴木と懇談するのが常であった。この間も鈴木を中心に辞典原稿
カードの点検、整理や新語の収集など編集作業は順調に進行した。
　昭和56（1981）年１月、辞典編纂に情熱をかけた鈴木は83歳の生涯を終え
た。原稿カードの大部分に鈴木の点検の跡を見ることができた。編集再開の
しばらく後に書かれた「中日大辭典の思い出」中の “増改訂の一応の完了予
定は昭和56年である” との言葉が予言めいた感を与えた。この年、初版増
刷りは７回を数えた。
　編集主幹は余人を以て代え難く、編集委員会は残された未処理の原稿カー
ドの完成を急いだ。さいわい後任の専任嘱託の人事枠が認められて前北京農
業機械化学院教授黄志明氏を迎えて編集作業は大いに進捗した。またこの頃
から南開大学、北京語言大学との学術交流が緒につき、交換教授として赴任
した中国人教員から日常的に多岐にわたる協力を得ることが可能となった。
　原稿カードの完成をいそぐ折から編集作業の終結を促す声が起き、やがて
新版の出版を大学創立40周年記念事業の一項目とする旨が大学当局から伝
えられた。
　これにともない辞典刊行会で審議の結果、出版社は諸橋『大漢和辭典』で
有名な大修館書店、印刷会社は CTS（コンピューター印刷）の凸版印刷㈱
にきまった。
　昭和61年２月、大学創立40周年に花を添えて第２版は出版することがで
きた。すぐ翌年に増訂版を出した経緯について詳細は今号の資料８‒２d「中
日大辞典の編纂②」に譲る。なお自費出版であるにもかかわらず辞典奥付の
発行者名が愛知大学辞典編纂所と記載されていないのは、大学と出版社で交
わした覚書に拠ったものであることが後日判明した。ちなみに第３版では編
者・発行者愛知大学中日大辞典編纂所、発売所㈱大修館書店となっている。
　印刷には３年かかった。凸版印刷㈱の CTS印刷は優れもので、誤りない
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漢字索引と日本語索引ができたのはこのおかげである。また我が国で規範化
される簡化漢字の全てを用いて印刷した辞典は『中日大辭典』増訂第２版を
嚆矢とするが、これもそのおかげである。同社はすでに相当多数の簡化漢字
を備えていたが『中日大辭典』が必要とする全てをカバーできるほどではな
かった。不足分の活字の製作費用は半端な金額ではないが、すべて同社が負
担した。同社の御配慮に感謝するとともに、同社といい初版時の図書印刷㈱
といい我が国の文化を支える印刷業界の見識を再認識した次第である。
　大修館書店により増訂版発売の予告広告が朝日、毎日、読売三全国紙に一
斉に掲載され、全国の有名書店で発売されたことは愛知大学関係者にとっ
て何よりの喜びであった。B６版の大きさで初版の３割増の2800頁、ぶ厚く
なった増訂版は “小さな大辞典” と揶揄された。
　辞典内容は初版に加えて文化大革命前後および改革開放以後の語彙が多数
取り入れられた。第２版の編集期間の前半はほぼ文革時期と重なっており、
語彙の選択と語釈に偏りが出た点は否定できない。
　翌年早々、慌ただしく増訂第２版が出版されたのを見届けたように５月に
本間名誉学長が96歳の天寿を全うされた。本間と鈴木なくしてこの辞典は
誕生しなかった。縁あって終生この辞典の編集に関わり両先生と身近に接し
た者の思いは、ただこのことのみ。
　第２版もまた学内外から多くの協力を得た。とくに前名古屋市立大学薬学
部教授稲垣勲氏は専門知識を提供され、そのお陰で中国医薬学方面の語彙に
対する信頼度は揺るぎないものとなった。印刷、校正には３年費やした。こ
の段階では編集事務の加藤寛昭氏、影山裕子氏の協力が大きく、さらに繁忙
期には学内の他部門から助勢を得て凌いだが、大修館書店側の協力も大き
かった。この作業を短期集中的に完了させるため、初版時と同様に学生諸君
の協力を仰いだ。
　第２版の出版即第３版の編集開始である。平成に改まってから国際問題研
究所編『中国政経用語辞典』の編集を担当した近田尚己氏が、後に山田克利
氏が研究員として編集陣に加わり新版の作成に大きく寄与された。
　またこの頃、はじめて “辞典編集を主とする中国語教員” の公募をおこ
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なって辞典編纂の持続的な態勢の構築を図った。遺憾ながら後日、担当授業
回数をめぐる問題が紛糾し他の要因も重なったあげくこの人事は破綻して計
画倒れに終わった。
　この頃、大学間協定に基づき南開大学の王華馥教授、劉叔新教授、北京語
言大学の劉青然教授、張大誠教授、中国人民大学の李宗恵教授らを相前後し
て迎え各専門分野で協力を得た。
　昭和63（1988）年頃、名古屋校舎（三好町。現みよし市）建設に伴い学部
再編など大学の将来計画が浮上し全学的な議論が始まった。平成に入り大学
の基本計画構想、基本計画、実施計画が次々と発表された。議論の深化とと
もにやがて “二十一世紀を展望する愛知大学基本計画” が発表され、以後こ
れをめぐる論議のなかで新学部構想が浮上した。編纂所の構成員にとり自己
の所属する学部、校舎の将来問題と切り離して今後の辞典編纂所、辞典を議
論することは不可能であった。眼前の急務である原稿カードの完成までの範
囲内で編纂所の将来問題に関しする報告書を作成し大学当局へ提出した。こ
の議論はその後、現代中国学部の開設によって自然に決着した。

　一旦ここで話題をかえ、編纂所が関与した辞典編纂以外の行事について主
なものを挙げておく。
　昭和30（1955）年頃、辞典編纂所が開設された年の前後か、読書週間にち
なみ豊橋市立図書館からの依頼で大学図書館、辞典編纂所蔵書の漢籍字典、
中国語辞典類２、30点を鈴木の解説を附して貸し出した。隣接する市公会堂
とともに豊橋空襲の戦火を免れた市立図書館は市民の文化的オアシスとして
愛され、この展示会も好評を得て１ヶ月ほど開催された。
　また、昭和61年11月、第２版刊行の記念行事として日中国際シンポジウ
ム “21世紀の日中関係に向けて” が愛知大学主催で名古屋電気文化会館に
おいて開催された。当初は北京で中国人学生日本語弁論大会、名古屋で日本
人学生中国語弁論大会と両国大学生シンポジウムの開催を計画したが実施に
至らず、これに代わるものであった。
　またこの頃、通産省出身の日中人材交流協会青木光利事務局長（愛知大学
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法経学部卒）から要請を受け、日本企業で実習を終えて帰国する中国人実習
生の終業式として、中日大辞典賞日本語弁論大会を主催した。編纂所の名古
屋校舎（三好）移転まで毎年実施され、二百人にのぼる実習生が愛大で修業
式を終えたことになる。
　また平成元（1989）年、協定校の上海外国語大学王宏教授らが国際協力基金
へ “日本語中国語対照研究” のための助成申請をおこない、これに協力し同
年８月に王教授ら３名の来日調査が実施された。王氏は東亜同文書院（40

期）を卒業し、解放後に上海外大教授として中国の日本語教育界で永く指導
的役割を担い活躍された人物である。
　いま一つ、『中日大辭典』の中国語訳本をめぐる話を紹介する。外国語版
については今号の資料８‒２d「中日大辞典の編纂②」のなかでざっと触れ
ているが、ここでは中国三環出版社・海南出版社及び王同億氏に関わる “事
件” に触れておきたい。
　平成４（1992）年10月、上記両社の日本代理店日中新世紀開発㈱から大修
館書店を経て『中日大辭典』の中国語訳本を出版したい旨提案があった。両
社は海南省最大の出版社で『現代漢語大詞典』、『新現代漢語詞典』、『語言大
典』など大型辞書20余種、年間出版物400余種、売上げ全国第６位である由。
また同社の高級編輯王同億氏は前記の各辞典や『ウエブスター大辞典』の中
国語訳本『英漢辞海』、『漢日科技詞彙大全』などを編集した人物である云々
の自己紹介があった。その後に契約書が提示された。おって王氏から中国語
訳本出版の趣意書と『中日大辭典』本文の第１、２頁分の中国語訳見本刷り
が届けられ、契約すれば即刻同社の翻訳陣を動員し短期間で中国語訳本を完
成できる旨の伝言とともに、早急に返事が欲しいとの催促である。編纂所内
で慎重に審議し大学当局及び出版社の見解を踏まえて翌年１月に契約しない
旨を返事した。辞典編纂所との関係は以上に尽きる。
　さて以下が本題である。この頃、中国の『辞書研究』誌上で王同億主編
の『新現代漢語詞典』、『語言大詞典』など複数の辞書には重大な剽窃、誤謬
が多々あると指弾する論文が次々と発表された。著名な言語学者の呂叔湘氏
は同誌に載せた小文のなかで「海南出版社が1993年９月北京で開催した辞

― 　―
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典編集シンポジウムにおいて王氏は “中国社会科学院語言研究所出版の『現
代漢語詞典』は日本から導入したもので、日本愛知大学中日大辭典編纂処が
1964年に出版した『中日大辭典』の復刻だ” と内幕を暴露した」（‘民政之声
報’ 掲載記事）ことを引用し「私（呂叔湘氏を指す）が主編した『現代漢語
詞典』は1960年に試印本、1965年に試用本を出版しているので王氏は前後
を取り違えたのではないか」と揶揄し、このフェイクニュースを一笑に付し
た。
　いかなる理由で王氏が “『現代漢語詞典』の種本は『中日大辭典』だ” と
噴飯物の与太話を公開の席で語ったのか見当もつかない。その後、同社と王
氏は平成８（1996）年に北京中級法院から著作権侵害で有罪判決、同13年に
『新世紀現代漢語詞典』は販売停止、『高級現代漢語大詞典』は差し押さえ処
分を受けた。いわゆる “王同億現象 “は消滅したが辞書の粗製濫造は後を断
たぬようである。
　平成８年、大学は創立50周年を迎えた。翌年４月、名古屋校舎（三好）
に現代中国学部が開設されたことをうけて辞典編纂所は名古屋校舎へ移転
することとなった。校舎内での部屋替えとは違って他地の校舎への移転で
あり、綿密な移転計画表を作り、平成10（1998）年、恙なく移転は完了した。
これまで長く辞典編纂所事務を担当された草場明子氏のおかげで迅速、正確
に処理された。今度も従前の編纂所解散と同様に資料、書籍その他もろもろ
の不要物多数が適宜処分された。この頃、第２版は７刷をおこなった。
　中日大辞典編纂所は名古屋校舎の現代中国学部棟３階に開設され、現代中
国学部所属中国語教員を中心として辞典編集が進められた。平成13（2001）
年、辞典編纂所の構成は改めて編纂所長兼新版編集委員長安部悟、編纂所委
員兼編集委員藤森猛、吉川剛、編集委員前西安交通大学教授顧明耀、編集主
幹今泉となった。また研究員に前田克彦のほか編集事務員を置いた。この翌
年、退職後あらためて専任嘱託となった今泉、顧明耀を中心に原稿カードの
最終点検が鋭意進められた。
　この頃に大修館書店から電子辞書化について提案があり、編纂所は検討の
結果これを受け入れることとした。従来の著作者―出版社（印刷・製本・販
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売）に介在して機器メーカーが入ることや、デジタル化に伴う技術上の問題
など新たな課題は大修館書店編集部黒崎昌行氏の協力を得て実行に移され、
平成18（2006）年にカシオ、キヤノンの電子辞書に増訂第２版が搭載された。
膨大な積載能力をもつ電子辞書にとって言語（日本語・英語・中国語ほか）
は情報全体の一部分であり、『中日大辭典』はさらにその中の一つに過ぎな
い。これを契機に辞典編纂所は “紙から電子へ” の問題に対し真剣に検討を
始めるに至った。
　平成19（2007）年ようやく凸版印刷による印刷が始まった。第３版の編集
も学内外から多くの協力を得た。特に三田良信氏（東亜同文書院40期）か
らたびたび懇篤な助言をいただいた。松山昭治氏（書院45期、愛知大学旧
法経学部卒）は長期にわたり新語の収集に協力された。また後藤峰春氏は貴
重な資料を提供されたほか、多数の書籍を現代中国学部へ寄贈された。校正
の繁忙期には例の如く学生の協力を得たが、今回は半数以上が中国人学生で
あった。また編集事務の小川朋子氏、村司香子氏は最終段階における印刷、
校正業務を迅速に処理された。このほか大修館書店の手配により舩越國昭
氏、竹村光葉氏が再校、日本語索引作成に協力された。
　平成22（2010）年３月、第３版が出版された。大学の創立60周年に合わせ
完成を期したが遺憾ながら４年遅れの出版となった。出版記念会は同年３
月6日午後、愛知大学車道校舎コンベンションホールで開催され、佐藤元彦
学長の挨拶に続き、今泉編集主幹の「中日大辞典の歩み」と題する講演がお
こなわれた。その後、同窓生有志主催の祝賀会が開催された。翌年１月、第
17回東亜同文書院記念基金会賞が辞典編纂所に贈られ安部所長が受け取っ
た。４月、これを記念し編纂所は今泉編集主幹の「中日大辞典の歴史」、顧
明耀編集委員の「中日大辞典について」の講演会を開催した。顧氏の講演内
容は翌年、『日中語彙研究』創刊号に掲載された。
　第３版において凡例上変更した点は “親字の分項” である。初版、２版は
“親字の集中” としていたので『中日大辭典』としては重大な変更である。
また略号を “語の特性” を示すものと “語の分野” を示すものに分けた。な
お第３版についての詳細は今号の資料８‒４b (1)「第３版の編集を終えて」

― 　―
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に譲る。
　平成24（2012）年４月、念願叶い名古屋駅に隣接する笹島地区に開設され
た新校舎が名実ともに愛知大学名古屋校舎である。
　校舎の移転は新しい中日大辞典編纂所の出発となった。『日中語彙研究』
（年刊・電子版）の創刊と『中日大辭典』を継承する電子版『中国語彙デー
タベース』立ち上げの予告はその宣言である。安部編纂所長は “『日中語彙
研究』刊行にあたって” と題し「現在の組織のあり方を大幅に見直し、これ
までの辞書編纂の技術と伝統を活かしつつ、更なる発展を目指して新たなス
タートを切ることとなった」と述べている。また編纂所は辞典の電子化を見
据えてあらたに研究員として愛知大学、岐阜大学非常勤講師齊藤正高氏を迎
え入れた。
　『中日大辭典』、正確に言えば紙辞書形態の辞典は第３版を以て終了とな
る。この背景にある “紙から電子へ” の流れについて多言は無用であろう。
第３版は発行後12年間増刷無し、この冷厳な事実から辞典編纂所は再出発
した。
　平成30（2018）年11月、名古屋校舎本館において中日大辞典発刊50周年記
念講演会「中日大辞典愛知大学の遺産から人類の遺産へ」が開催され、これ
を記念して中国教育国際交流協会へ第３版1000冊が贈呈された。川井伸一
学長の挨拶ののち、前編纂所長今泉の「編者から見る『中日大辭典』」、顧明
耀編纂所研究員の「中国人の目で見た『中日大辞典』」、齊藤正高編纂所研
究員の「『中日大辞典』データベースの機能」と題する講演がおこなわれた。
講演内容は『日中語彙研究』第８号に掲載された。
　令和２（2020）年３月、待望の「中国語語彙データベース」が公開された。
予告された内容によれば、増訂第２版と第３版合わせて中国語28万、日本
語釈義38万、例文20万の総計86万項目。機能的には、HSKの重要度による
語彙検索ができること、日本語検索ができること、新語登録ができることな
どである。詳しくは辞典編纂所ホームページの同欄によって直接検索してい
ただきたい。なお、翌年に第１次増補、翌々年すなわち本年には第２次増補
がおこなわれている。 完　

― 　―
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資料
８‒１　編纂所再開と改定版編集
　ａ　編纂所の再開
　ｂ　改定版の編集
　ｃ　関連記事 (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11) (12) (13) (14)
８‒２　第２版の出版
　ａ　第２版序文
　ｂ　出版記念会・贈呈式 (1) (2) (3) (4)
　ｃ　関連記事 (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7)
　ｄ　中日大辞典の編纂②
　ｅ　書評 (1) (2) (3) (4) (5)
　ｆ　関連記事 (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7)
８‒３　編纂所の将来問題と新版編集
　ａ　体制と運営 (1) (2) (3) (4)
　ｂ　新版の編集 (1) (2) (3)
　ｃ　書信
　ｄ　関連記事 (1) (2) (3)
８‒４　第３版の出版
　ａ　第３版序文
　ｂ　第３版の刊行 (1) (2) (3) (4) (5)
　ｃ　書評
　ｄ　関連記事 (1) (2) (3) (4)
８‒５　中日大辞典をめぐって
　ａ　米国における中日大辞典 (1) (2)
　ｂ　ピンポン外交と中日大辞典 (1) (2) (3) (4)
８‒６　中日大辞典寄贈 (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11) (12) (13)
８‒７　中日大辞典、辞典編纂所説明・案内・パンフ
　ａ　説明・案内 (1) (2)
　ｂ　パンフ類 (1) (2) (3)
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８‒８　曹全碑

今泉潤太郎　Imaizumi Juntaro　愛知大学名誉教授　専門：中国語学

― 　―
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8-1a 
 

1 
 

編
纂
処
の
解
散
・
再
開
と
第
２
版
の
編
集 

 

今
泉
潤
太
郎
（
『
中
日
大
辞
典
』
前
編
集
委
員
長
） 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー 

 

安
部 

悟 

（
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
助
教
授
） 

 
 

■■
出出
版版
のの
反反
響響
とと
編編
纂纂
処処
のの
解解
散散  

 

安安
部部  

今
お
話
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
『
中
日
大
辞
典
』
は
、
一
九
六
八
年
二
月
に
正
式
に
出
版
さ

れ
る
わ
け
で
す
が
、
出
版
ま
で
に
日
中
両
国
の
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
多
く
の
人
々
の
協
力
や
援
助
が
あ
っ

た
こ
と
を
、
私
を
含
め
新
し
く
辞
典
の
編
纂
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
者
は
、
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
泉
先
生
が
何
度
も
指
摘
さ
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
辞
典
の
刊
行
に
本

間
先
生
の
斬
新
な
発
想
と
優
れ
た
経
営
手
腕
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
う
し
て
出
版
さ
れ
た
『
中
日
大
辞
典
』
で
す
が
、
初
刷
り
は
一
万
冊
、
人
々
の
期
待
も
あ
っ
て
、

な
か
な
か
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
当
時
の
反
響
と
、
『
中
日
大
辞
典
』
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
一
応
当
初
の
目
標
は
達
成
さ
れ
た
わ
け
で
、
そ
の
後
中
日
大
辞
典
編
纂
処
は
ど
う
な
っ
た
の
か
、

そ
の
後
の
経
緯
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
の
で
す
が
。 

今今
泉泉  

辞
典
は
幸
い
好
評
で
、
も
う
亡
く
な
ら
れ
た
橋
本
萬
太
郎
氏
が
、
執
筆
さ
れ
た
三
省
堂
『
言
語

学
大
辞
典
』
の
中
国
語
の
項
の
中
で
、
日
本
で
唯
一
こ
の
『
中
日
大
辞
典
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
要
す
る
に
紙
と
は
さ
み
と
糊
で
切
り
貼
り
し
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
事
実
そ
う
い
う
辞
書
ま
が
い
の
も
の
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
が
世
間
で
評
価
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
て
評
価
も
定
ま
っ
た
の
で
す
が
、
編
集
を
始
め
て
か
ら
と
に
か
く
十
何
年
も
た
ち
、
私
個
人

と
し
て
も
や
は
り
疲
れ
ま
し
た
ね
。
実
際
、
鈴
木
先
生
は
そ
の
後
に
大
病
に
か
か
り
、
も
っ
と
シ
ョ
ッ

ク
な
こ
と
に
は
内
山
先
生
が
そ
の
数
年
後
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
は
辞
書
を
一
冊
作

る
と
目
が
潰
れ
た
り
死
ん
だ
り
す
る
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
や
は
り
大
変
な
苦
労
な
の
で
す
ね
。
他
方
、

大
学
の
方
も
財
政
上
は
不
要
な
支
出
が
減
る
方
が
い
い
わ
け
で
す
か
ら
、
辞
典
編
纂
に
つ
い
て
今
後
ど

う
す
る
か
と
い
う
抜
本
的
な
検
討
が
我
々
三
名
に
委
ね
ら
れ
た
格
好
に
な
り
ま
し
た
。 

具
体
的
に
言
い
ま
す
と
、
辞
典
編
纂
処
に
は
自
前
の
事
務
室
も
あ
り
ま
し
た
し
、
図
書
資
料
等
が
一

万
数
千
点
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、
什
器
備
品
の
類
や
万
余
の
ゲ
ラ
刷
り
、
二
〇
万
枚
の
辞
書

カ
ー
ド
と
カ
ー
ド
ボ
ッ
ク
ス
等
の
物
品
も
相
当
あ
り
、
こ
れ
を
維
持
管
理
す
る
の
に
ど
う
す
る
か
と
い

う
問
題
が
あ
る
わ
け
で
す
。
ま
た
校
正
が
い
か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
が
後
々
わ
か
る
の
で
す
が
、
年

を
追
っ
て
何
万
冊
と
出
版
さ
れ
る
わ
け
で
、
何
万
人
も
の
方
が
こ
れ
を
利
用
さ
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ

８‒１ａ
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8-1a 
 

2 
 

う
し
ま
す
と
、
四
校
ま
で
校
正
し
た
と
は
い
う
も
の
の
、
や
は
り
誤
植
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
の
で
す
。

こ
れ
に
ど
う
対
応
す
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
我
々
三
人
が
集
っ
て
話
し
合
い
を
し

た
結
果
、
完
成
し
て
ほ
っ
と
し
て
い
た
た
め
か
、
そ
の
後
の
見
通
し
を
あ
ま
り
考
え
ず
、
解
散
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
六
九
年
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
辞
典
編
纂
処
が
な
く
な
っ

て
、
じ
ゃ
あ
何
が
残
っ
た
か
と
い
う
と
、
辞
典
刊
行
会
が
残
っ
た
の
で
す
。
組
織
上
は
辞
典
刊
行
会
を

残
し
て
、
辞
典
編
纂
に
か
か
わ
る
資
料
等
は
、
三
人
の
研
究
室
に
置
い
て
お
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
当
時
、
そ
れ
ぞ
れ
に
研
究
室
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
ま
ず
そ
こ
に
保
管
し
て
お
き
、
次
の
増

刷
時
に
は
ま
た
集
っ
て
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
検
討
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
図
書
は
大

学
図
書
館
に
寄
贈
し
、
什
器
備
品
も
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
も
ら
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
辞
典
編
纂
を
事

業
と
し
て
継
続
す
る
場
合
、
一
旦
編
纂
処
を
解
散
す
る
こ
と
が
い
か
に
致
命
的
か
と
い
う
こ
と
に
、
後

に
な
っ
て
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

と
い
う
の
は
、
六
八
年
の
完
成
後
、
中
国
側
に
寄
贈
す
る
と
い
う
形
で
す
で
に
二
、
三
〇
〇
〇
冊
を

そ
れ
ぞ
れ
買
い
上
げ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
名
前
で
送
り
ま
し
た
の
で
、
是
非
中
国
側
の
反
応
も
知
り

た
い
と
い
う
こ
と
と
、
中
国
と
の
交
流
を
愛
知
大
学
と
し
て
も
行
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
郭
沫
若
氏

に
訪
中
を
お
願
い
し
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
一
九
七
一
年
の
こ
と
で
す
。
中
国
は
六
六
年
に
文
化
大
革

命
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
の
方
と
し
て
は
文
化
大
革
命
な
ん
て
い
う
こ
と
は
予
想
せ
ず
に
作
っ

て
、
原
稿
は
一
九
六
四
年
く
ら
い
で
収
集
が
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
印
刷
に
は
一
五
ヶ
月
か
か
り
ま
し

た
か
ら
、
刊
行
の
一
五
ヶ
月
前
に
は
原
稿
が
基
本
的
に
は
完
成
し
て
い
た
は
ず
で
す
。
と
こ
ろ
が
一
九

六
六
年
頃
か
ら
、
文
化
大
革
命
関
係
の
も
の
が
ぼ
つ
ぼ
つ
出
始
め
、
そ
の
後
、
新
し
い
語
彙
が
ど
ん
ど

ん
出
て
く
る
。
そ
し
て
売
り
出
し
た
途
端
に
文
化
大
革
命
で
し
ょ
う
。
こ
れ
を
な
ん
と
か
し
た
い
と
い

う
欲
求
が
出
て
き
て
、
訪
中
し
た
い
と
い
う
申
請
を
出
し
た
の
で
す
け
れ
ど
、
と
て
も
そ
ん
な
時
期
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
実
現
は
日
中
の
国
交
が
回
復
さ
れ
た
翌
年
の
一
九
七
三
年
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

そ
れ
で
訪
中
が
い
よ
い
よ
実
現
す
る
わ
け
で
す
。
愛
知
大
学
の
名
前
で
訪
中
し
た
代
表
団
と
し
て
は
、

こ
の
辞
典
編
纂
の
た
め
に
行
っ
た
学
術
代
表
団
が
最
初
で
す
。
一
九
五
五
年
に
馮
乃
超
氏
が
来
ら
れ
、

そ
れ
か
ら
約
二
〇
年
後
に
愛
知
大
学
側
が
そ
れ
に
応
え
て
行
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
代
表
団
は
鈴
木

先
生
が
団
長
で
、
私
も
団
員
の
一
人
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
内
山
先
生
は
参
加
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。 我

々
は
南
開
大
学
、
北
京
大
学
、
復
旦
大
学
の
三
大
学
で
学
術
交
流
を
し
ま
し
た
。
南
開
大
学
が
ホ

ス
ト
校
と
な
り
二
日
間
に
渡
っ
て
学
術
交
流
を
行
い
ま
し
た
が
、
南
開
大
学
の
言
語
、
文
学
、
歴
史
、

哲
学
な
ど
の
教
授
が
座
談
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
『
中
日
大
辞
典
』
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的

に
何
頁
の
何
は
ど
う
だ
と
い
う
具
合
に
逐
一
指
摘
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
見
落
と
し
が

あ
る
の
か
と
大
変
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
ね
。
一
つ
は
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
に
六
五
年
の
末
に
は
収
集
を
打

ち
切
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
文
化
大
革
命
に
関
す
る
語
彙
は
そ
の
都
度
追
加
と
い
う
形
で
入
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
体
系
的
に
入
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

さ
ら
に
言
え
ば
、
文
化
大
革
命
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
見
方
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
日
本
で
受
け

８‒１ａ
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入
れ
ら
れ
た
の
が
ど
ち
ら
か
と
い
う
中
国
側
に
好
意
的
な
理
解
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
“
五

七
幹
校
”
は
、
我
々
の
辞
典
で
も
そ
う
で
す
が
、
強
制
収
容
所
と
い
う
解
釈
で
は
な
か
っ
た
で
す
よ
。

や
は
り
幹
部
再
教
育
の
施
設
と
い
う
解
釈
で
す
。
そ
う
い
う
面
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
で
す
け
ど

ね
。
こ
う
い
っ
た
実
態
に
つ
い
て
も
見
聞
を
深
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

■■
編編
纂纂
処処
のの
再再
開開
とと
改改
訂訂
作作
業業  

 

今今
泉泉 

中
国
へ
行
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
直
に
目
に
し
、
ま
た
辞
典
の
簡
体
字
は
ま
だ
不
完
全
で
、

残
り
の
何
千
字
と
い
う
の
は
簡
化
字
で
は
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
れ
も
ち
ゃ
ん
と
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
っ
て
、
帰
国
後
再
び
三
人
で
集
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
鈴
木
先
生
か
ら
増
訂
版
を
作
る
こ
と

と
、
中
日
大
辞
典
編
纂
処
を
再
開
し
た
い
と
い
う
提
案
が
さ
れ
た
の
で
す
。
一
旦
解
消
し
た
も
の
を
も

う
一
回
構
築
す
る
と
い
う
こ
と
の
大
変
さ
を
私
は
当
時
十
分
に
は
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

結
果
的
に
内
山
先
生
は
参
加
を
断
ら
れ
ま
し
た
。
内
山
先
生
は
翌
年
亡
く
な
ら
れ
ま
す
か
ら
、
お
体
の

調
子
が
悪
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
鈴
木
先
生
は
、
自
分
一
人
で
も
や
る
覚
悟
で

あ
り
、
そ
の
頃
病
気
で
手
術
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
専
任
教
員
を
退
職
し
て
や
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
そ
う
な
る
と
残
っ
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
す
か
ら
、
私
も
、
じ
ゃ
あ
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
、
初
版
時
の
内
山
先
生
の
役
割
、
つ
ま
り
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
て
『
中
日
大
辞
典
』
の
増
訂
版
の
編
集
が
始
ま
り
ま
す
。 

増
訂
版
は
初
版
の
手
直
し
と
い
う
形
で
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
間
に
文
化
大
革
命
が
終
わ

り
、
そ
の
後
八
〇
年
代
、
九
〇
年
代
に
な
る
と
改
革
開
放
と
い
う
こ
と
で
、
今
度
は
資
本
主
義―

―

市

場
経
済
の
社
会
に
変
わ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
う
な
り
ま
す
と
語
彙
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
変
わ
っ
て
き
ま

す
し
、
何
よ
り
も
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
面
で
の
政
策
が
進
み
、
辞
書
編
纂
に
お
い
て
も
ど
う
し
て
も
取
り

入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
な
事
柄
が
多
々
で
て
き
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
増
訂
版
を
ど
う
し
て

も
作
ら
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
状
況
も
客
観
的
に
み
て
も
あ
り
ま
し
た
。
も
う
一
つ
財
政
的
な
こ
と
で

言
い
ま
す
と
、
華
日
辞
典
刊
行
会
は
ず
っ
と
継
続
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
そ
こ
か
ら
提
出
さ
れ
る
収
支
表

を
見
る
と
、
だ
ん
だ
ん
黒
字
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。
結
果
的
に
は
大
学
の
付
属
事
業
と
し
て
唯

一
、
税
金
を
納
め
る
、
つ
ま
り
利
益
が
出
て
し
ま
う
く
ら
い
の
収
支
に
な
る
わ
け
で
す
。
七
二
年
以
降
、

日
中
の
全
面
国
交
回
復
を
期
に
、
交
流
が
全
面
的
に
広
が
る
と
い
う
背
景
の
も
と
、
中
国
語
の
学
習
人

口
が
増
え
、
ま
た
光
生
館
や
岩
波
書
店
な
ど
か
ら
中
日
辞
典
あ
る
い
は
日
中
辞
典
が
出
て
く
る
状
況
で

し
た
。
こ
れ
ら
が
要
因
と
な
っ
て
、
ど
う
し
て
も
増
訂
版
を
出
さ
な
け
れ
ば
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
て

く
る
わ
け
で
す
。 

中
国
で
も
『
現
代
漢
語
詞
典
』
と
い
う
権
威
性
を
も
つ
国
語
辞
典
が
出
版
さ
れ
ま
す
。
正
式
に
出
版

さ
れ
る
の
は
文
化
大
革
命
が
終
わ
っ
て
か
ら
な
の
で
す
が
、
試
印
本
、
試
用
本
と
い
う
、
正
式
に
出
版

さ
れ
る
以
前
の
版
が
日
本
で
は
公
然
と
市
販
さ
れ
て
い
て
入
手
で
き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
と
の
比
較
対

照
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
も
出
て
き
ま
し
た
。
中
国
国
内
の
状
況

の
大
き
な
変
化
と
も
関
係
が
あ
り
ま
す
。 

８‒１ａ
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そ
れ
か
ら
『
中
日
大
辞
典
』
の
初
版
と
の
比
較
で
言
い
ま
す
と
、
す
で
に
こ
の
頃
は
「
中
ソ
一
辺
倒
」

か
ら
「
中
ソ
論
争
」
に
な
っ
て
、
四
、
五
〇
年
代
製
だ
っ
た
ソ
連
式
の
機
器
は
第
一
線
か
ら
退
き
、
新

し
く
日
本
や
ア
メ
リ
カ
の
機
械
や
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
反
映
し
た
も
の
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き

ま
す
。
そ
う
い
う
点
で
、
初
版
に
取
り
入
れ
た
新
語
が
古
色
蒼
然
と
し
た
感
じ
に
ど
う
し
て
も
見
え
る

の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
増
訂
版
の
編
集
は
客
観
的
に
見
て
も
、
ま
た
我
々
の
側
か
ら
見
て
も
、

ど
う
し
て
も
そ
の
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

鈴
木
先
生
が
編
集
主
任
で
し
た
が
、
お
体
の
こ
と
も
あ
り
週
に
二
、
三
日
程
度
の
出
勤
で
し
た
。
そ

の
他
の
メ
ン
バ
ー
は
私
が
編
集
委
員
長
、
辞
典
編
纂
の
た
め
に
後
に
お
願
い
し
ま
し
た
中
国
人
の
黄
異

先
生
。
そ
れ
か
ら
内
山
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
あ
と
、
陶
山
信
男
先
生
が
み
え
ま
し
た
。
そ
の
他
、
現

在
お
ら
れ
る
荒
川
清
秀
先
生
や
転
出
さ
れ
た
森
博
達
先
生
な
ど
、
中
国
語
の
先
生
方
全
員
に
編
集
委
員

に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
安
部
先
生
に
も
編
集
委
員
を
お
願
い
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
増
訂
版

が
完
成
し
て
か
ら
の
こ
と
で
し
た
ね
。
ま
た
、
こ
の
時
は
編
集
協
力
委
員
を
作
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と

い
う
の
は
中
国
で
『
中
国
大
百
科
全
書
』
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
権
威
あ
る
資
料
が
出
て
き
ま
し
て
、
こ
れ

を
活
用
す
れ
ば
十
分
足
り
る
状
況
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
編
集
委
員
が
新
語
を
入
れ
、
誤
り
を
正
し
、

古
い
も
の
を
取
る
と
い
う
よ
う
な
形
で
進
め
ま
し
た
。
結
果
的
に
一
九
八
六
年
二
月
に
完
成
し
ま
す
。

こ
れ
も
一
三
年
か
一
四
年
の
編
集
時
期
を
要
し
た
わ
け
で
す
の
で
、
初
版
の
一
三
年
と
ほ
ぼ
同
じ
年
月

が
か
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

■■
増増
訂訂
版版
とと
増増
訂訂
第第
二二
版版
のの
出出
版版  

 

安安
部部  

初
版
の
完
成
後
、
一
度
は
解
散
し
た
辞
典
編
纂
所
が
、
一
九
七
三
年
の
訪
中
を
契
機
と
し
て
多

少
の
紆
余
曲
折
を
経
て
、
一
九
七
五
年
に
再
び
開
設
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
増
訂
版
の
出
版
へ
向
け
て
本
格

的
に
動
き
出
し
た
。
鈴
木
先
生
が
退
職
さ
れ
、
編
集
の
主
任
を
務
め
ら
れ
、
今
泉
先
生
が
編
集
委
員
長

と
い
う
、
新
し
い
体
制
が
で
き
た
わ
け
で
す
ね
。
増
訂
版
の
完
成
ま
で
に
は
、
初
版
の
時
と
ほ
ぼ
同
じ

時
間
が
か
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
完
成
ま
で
の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
間
ま

た
い
く
つ
か
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
そ
の
中
の
最
大
の
も
の
は
お
そ
ら
く
、
今

泉
先
生
が
「
増
訂
に
際
し
て
」
の
中
で
も
書
か
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
増
訂
版
の
出
版
に
情
熱
を
傾

け
て
お
ら
れ
た
鈴
木
先
生
が
、
ま
さ
に
「
青
天
の
霹
靂
」
で
、
八
二
年
に
急
逝
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
そ
の
後
は
今
泉
先
生
を
中
心
に
編
集
作
業
を
進
め
、
八
六
年
に
完
成
し
た
わ
け
で
す
が
、

増
訂
版
の
特
徴
や
そ
の
評
価
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

今今
泉泉  

こ
の
増
訂
版
は
、
致
命
的
と
い
う
の
で
は
な
い
の
で
す
け
れ
ど
、
あ
る
意
味
で
は
非
常
に
無
様

な
こ
と
を
や
り
ま
し
た
。
増
訂
版
に
は
簡
化
字
総
表
に
載
る
簡
化
字
を
全
て
入
れ
ま
し
た
。
印
刷
通
用

漢
字
字
形
表
と
い
う
の
が
中
国
で
出
て
い
て
、
こ
の
七
〇
〇
〇
字
近
く
を
全
部
取
り
込
ん
で
作
り
ま
し

た
。
日
本
の
辞
書
の
中
で
唯
一
中
国
の
漢
字
に
関
す
る
決
定
を
完
全
に
反
映
し
た
も
の
だ
と
い
う
自
負

が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
実
は
増
訂
版
が
出
来
上
が
っ
た
翌
年
に
わ
ず
か
な
数
で
す
が
、
簡
化
漢
字
の
追

加
が
出
た
の
で
す
。
わ
ず
か
七
字
で
す
が
、
初
版
の
ほ
ぼ
倍
の
頁
数
に
あ
た
る
二
五
〇
〇
頁
中
の
ど
こ

８‒１ａ
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か
に
入
っ
て
い
る
こ
の
七
字
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
正
確
に
捕
捉
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
後
さ
ら

に
五
三
個
の
漢
字
の
発
音
も
訂
正
さ
れ
た
の
で
、
合
計
六
〇
字
で
す
。
六
〇
個
の
漢
字
の
字
形
を
す
べ

て
網
羅
し
て
修
正
し
た
い
と
、
増
訂
版
の
増
刷
の
時
に
見
積
り
を
と
っ
た
ら
、
通
常
の
印
刷
費
用
よ
り

か
な
り
高
く
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
改
版
す
れ
ば
完
璧
な
の
で
、
こ
れ
を
評
議
会
に
お
願
い
し

た
の
で
す
が
、
手
続
き
上
の
瑕
疵
を
指
摘
さ
れ
ま
し
て
、
一
年
待
っ
た
が
か
か
り
ま
し
た
。
結
局
、
翌

年
改
訂
版
が
出
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
大
学
に
も
大
変
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
訂
正
を
加
え

ま
し
た
の
で
、
増
訂
版
は
一
刷
だ
け
で
終
わ
り
、
翌
年
六
〇
字
を
取
り
入
れ
た
増
訂
第
二
版
を
出
版
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。 

こ
れ
も
非
常
に
売
れ
行
き
が
良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
は
初
版
の
成
果
の
上
に
立
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、

出
版
社
を
今
度
は
大
手
の
大
修
館
書
店
に
し
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
修
館
書
店
は

『
大
漢
和
辞
典
』
を
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
大
手
出
版
社
で
す
か
ら
全
国
の
書
店
の
店
頭
に
中
日
大
辞

典
が
な
ら
び
、
初
版
出
版
時
に
大
学
当
局
か
ら
期
待
さ
れ
な
が
ら
実
現
で
き
な
か
っ
た
、
愛
知
大
学
の

知
名
度
を
全
国
的
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
実
現
で
き
た
わ
け
で
す
。
こ
の
増
訂
第
二
版
は
、
初
版
の
性

格
を
そ
の
ま
ま
に
し
た
の
で
、
全
体
の
語
彙
数
は
相
当
数
増
え
ま
し
た
し
、
新
し
い
語
彙
も
三
万
語
ほ

ど
増
や
し
た
の
で
、
そ
の
点
で
は
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
初
版
で
は
新
中
国

に
な
っ
て
か
ら
の
作
家
の
作
品
を
取
り
入
れ
た
の
で
、
今
回
も
新
時
期
文
学
な
ど
か
ら
の
語
彙
や
用
例

の
収
集
を
予
定
し
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
ま
り
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
古

い
語
彙
を
カ
ッ
ト
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
点
に
お
い
て
は
比
較
的
古
い
と
こ
ろ
を
や
っ
て
お
ら
れ
る

方
々
か
ら
は
、
初
版
の
特
徴
の
一
つ
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
不
満
が
出
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、

中
国
語
学
習
者
が
飛
躍
的
に
増
え
た
の
で
、
学
習
者
向
け
の
辞
書
を
と
い
う
期
待
も
あ
っ
て
、
そ
う
い

っ
た
点
も
盛
り
込
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
結
果
的
に
か
な
り
分
量
が
増
え
ま
し
た
。
逆
に
言
う
と
、
両
者

の
折
衷
で
特
徴
が
や
や
曖
昧
に
な
っ
た
と
い
う
点
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
の
増
訂
第
二
版
は
、
初
版
に
劣
ら
ぬ
売
れ
行
き
で
し
た
。
一
方
で
、
中
国
語
学
習
者
や

中
国
語
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
の
層
が
さ
ら
に
飛
躍
的
に
伸
び
ま
し
た
の
で
、
そ
う
い
っ
た
需
要
に
百

パ
ー
セ
ン
ト
応
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
状
況
も
あ
り
ま
す
。
文
化
大
革
命
が
終
わ
り
、
八
、

九
〇
年
代
以
降
中
国
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
近
代
国
家
に
な
っ
た
と
い
う

の
は
変
で
す
け
れ
ど
。
例
え
ば
、
今
度
の
新
型
肺
炎
な
ど
で
も
こ
れ
に
関
連
し
た
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
、
要

す
る
に
近
代
科
学
の
用
語
を
、
今
中
国
で
は
日
本
な
ど
と
同
時
並
行
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

そ
う
い
う
事
例
が
急
速
に
増
え
た
の
で
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
係
な
ど
の
語
彙
に
つ
い
て
は
、
今
の
増
訂

第
二
版
は
不
足
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。
現
在
、
売
上
げ
が
当
初
の
半
分
ぐ
ら
い
に
減
っ
て
い
る
こ

と
も
、
そ
の
一
つ
の
反
映
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
間
、
多
種
多
様
な
中
日
辞
典
や
日

中
辞
典
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
の
影
響
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
平
成
一
四
年
一
〇
月
に
中
日
大
辞
典
編
纂
所
を
豊
橋

校
舎
か
ら
名
古
屋
校
舎
に
移
転
し
、
第
三
版
の
編
纂
が
始
動
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
愛
知
大
学
が
八
年
前

に
中
国
関
係
の
特
化
と
名
古
屋
校
舎
へ
の
集
中
化
と
い
う
こ
と
で
現
代
中
国
学
部
を
設
立
し
、
そ
れ
を

背
景
に
辞
典
編
纂
所
も
名
古
屋
校
舎
に
移
転
し
た
も
の
で
す
。
こ
う
し
て
、
新
し
い
体
制
の
も
と
に
第
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6 
 

三
版
の
編
集
が
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

（
二
〇
〇
三
年
六
月
二
日
） 

 

〔
注
〕『
中
国
２
１
』Vol.18

 

（
二
〇
〇
四
年
三
月
二
〇
日
） 

所
載
『
中
日
大
辞
典
と
私
』
よ
り
抜

粋
。 
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1 
 

増訂版の編纂経過について 
 

Ⅰ‐１．1955（S.30）年 4 月、中国より日中文化交流のため日本人民に贈呈された東亜

同文書院大学で作成の 14 万枚の資料カードの到着を出発点とし、愛知大学（本間喜

一学長）は中日辞典出版を決意しました。そして、鈴木択郎編集委員長、内山雅夫、

今泉潤太郎、張禄沢等を編集員とする編集委員会及び学外の協力を得、経費の調達を

計る辞典刊行会を成立させました。 
 
‐２．1968（S.43）年 2 月、13 年の歳月をかけて辞典は完成しました。2,000 頁、親

字 1 万 1 千、語彙 10 万を越え、当時唯一の本格的中日辞典であったので敢えて中日

大辞典と名づけました。 
  発行・発売は株式会社大安、のち株式会社燎原、印刷は図書印刷株式会社でありま

す。 
  辞典の出版を記念し、中国人民対外友好協会へ 2,000 冊を寄贈、中国人民の好意を

謝しました。この年の中日文化賞を受賞し、1982 年の 8 刷まで好評裡に 7 万冊を印

刷、国外では中国をはじめ香港・東南アジアなどから多数、ヨーロッパ・アメリカな

どからも需要があり、台湾を含む中国では多数が内部発行されているようであります。 
 
Ⅱ‐１．1973（S.48）年 6 月、辞典関係者が訪中し、南開大学、北京大学、復旦大学で

開催された辞典座談会に参加し有益な教示を得ました。帰国後、かねて時代の変化に

応ずる辞典作りを考えていた鈴木先生は増訂版の編集を提唱、1975（S.50）年 4 月、

大学当局は正式に辞典改訂を決定、編集主任 鈴木択郎、編集委員長 今泉潤太郎、

編集委員 陶山信男・荒川清秀・白井啓介・黄異（1986 年 2 月現在）らにより改訂

がはじまりました。 
 
 ‐２．改訂に際しては、基本的性格、編集原則は変えず、誤りを正し不備を補うこと、

できるだけ新語彙を加えることに重点をおきました。以来、本学に赴任された北京語

言学院の先生方、また北京農業機械化学院の黄志明先生ら中国人スタッフの協力を得

て、11 年を費やし、本年完成した増訂版は旧版にくらべ 700 頁増の 2,700 頁、親字

同じく 2,000 字増の 13,000 字、語彙 3 万増の 14 万語となりました。発行は大修館

書店、印刷は凸版印刷株式会社、17,000 冊を印刷いたしました。 
 
 ‐３．この間、1981（S.56）年 1 月、本辞典生みの親ともいう鈴木先生が逝去されま

した。1984 年 9 月には 2 年間にわたる編集に協力された黄志明先生が中国に帰られ

間もなく逝去されました。中日大辞典増訂版が今日ここで盛大に出版記念会を祝賀さ

れるはこびとなったのも、お二人はじめ日中両国の人々の協力の賜物であります。ま

８‒１ｂ(1)
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2 
 

た本学で中国語を学ぶ学生諸君が多数、校正などに積極的に援助をしてくれたことを

申し添えておきます。 
  甚だ簡単ではありますが、以上を以って編纂経過といたします。 
 

 
〔注〕1986 年 6 月今泉編集委員長の編纂経過報告骨子。 
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1 

中中国国文文献献のの勉勉強強  
稲垣 勲 

 
現在中国が出している学術雑誌約 70 種のうち薬学関係は化学学報，化学通報，中国

科学*，中華医学雑誌*（中草薬の臨床報告がよく出る），植物学報などである。永らく

中絶していた葯学学報も今年から出るようである。 
* には英文誌もあるが、中文誌は漢字ばかりでこれが誠に読みにくい。化合物名，術語，

その他が日本のそれと非常に違い，また簡体字が次々と増加しつつあるからである。日

本人は欧米の文献と情報さえ調べていれば学術の進歩には遅れないだろうが，中国の医

薬学には 2000 年以上の独特の歴史がある。現在日本の薬学の水準は非常に高いが、中

国には我々がもっと学ばねばならぬものが数多くあるのではないか？隣国の文献が満

足に読めないというのは我々の大きな手落ちではないのか？ 
単行本で今出ている無機，有機などの化学書はまだ日本の高校教科書程度だが，生薬

書は本場だけに優れた書籍がいくつかある。少し古いが約材学１巻とくに中葯志４巻は

名著である。中国薬学大辞典上下は充実しているが古過ぎて誤りが多い。新しく中草葯

学３巻と四川中葯志 10 巻が出る。各地方の図譜入中草葯～葯物志は診療所で赤脚医生

用らしいが草薬草百種を載せている。日本でいう漢方薬は数百種で桁はずれに多い。近

来の傑作は江蘇新医学院編中葯大辞典上下と付篇の３巻で，本文 2754 頁，5767 品目

（同一基原でも用部により分載），各品目に異名，基原，性状，成分，薬理，用途，処

方，古今論説適用，文献等が詳記され正に 20 世紀の新本草綱目といってよい（香港版

が日本でも買える）。林啓寿編中草葯成分化学は 876 頁，中国特有植物の成分の記述も

あり，NMR（核磁共振），MS（質譜），生合成（正源途径）も書いてある。陳新謙編新

編葯物学も洋薬と中草薬を豊富に収載した好著である。なお中国葯典（薬局方）の新版

は一応全文が完了して現在各省で検討中だそうだから今年中に出版される可能性があ

る。 
中国の化学辞典（どれも英漢辞典）には薛徳炯訳編英漢化学辞典（Ⅰ），化学化工名

詞彙編（Ⅱ），海氏有機化合物辞典４巻（Ⅲ）がる。Ⅰは語数８万，解説はなく無味乾

燥だが付録の無機有機化学物質系統命名原則が好い。これは IUPAC 命名規約の漢訳で

はなく中国式命名法の草案で，漢字の化学名を読解するための鍵である。Ⅲは HEILBRON

の全訳で上海葯物研究所の先生は推奨していたが，我々にとって重宝な辞典とはいい難

い。 
日本の中日辞典はここ数年間に何種か出たが，これだけでは専門書は読みこなせない。

愛知大学編中日大辞典は語数 13 万という大著で薬品，植物，生薬，それらの異名まで

多数収載され群を抜いているが，誠に惜しいことに専門語に誤りが多い（目下改訂作業

進行中）。最近山田編日中英化学用語辞典（Ⅳ）と田村・白鳥編中英日化学用語辞典（Ⅴ）
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方，古今論説適用，文献等が詳記され正に 20 世紀の新本草綱目といってよい（香港版

が日本でも買える）。林啓寿編中草葯成分化学は 876 頁，中国特有植物の成分の記述も

あり，NMR（核磁共振），MS（質譜），生合成（正源途径）も書いてある。陳新謙編新

編葯物学も洋薬と中草薬を豊富に収載した好著である。なお中国葯典（薬局方）の新版

は一応全文が完了して現在各省で検討中だそうだから今年中に出版される可能性があ

る。 
中国の化学辞典（どれも英漢辞典）には薛徳炯訳編英漢化学辞典（Ⅰ），化学化工名

詞彙編（Ⅱ），海氏有機化合物辞典４巻（Ⅲ）がる。Ⅰは語数８万，解説はなく無味乾
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はなく中国式命名法の草案で，漢字の化学名を読解するための鍵である。Ⅲは HEILBRON

の全訳で上海葯物研究所の先生は推奨していたが，我々にとって重宝な辞典とはいい難

い。 
日本の中日辞典はここ数年間に何種か出たが，これだけでは専門書は読みこなせない。

愛知大学編中日大辞典は語数 13 万という大著で薬品，植物，生薬，それらの異名まで

多数収載され群を抜いているが，誠に惜しいことに専門語に誤りが多い（目下改訂作業

進行中）。最近山田編日中英化学用語辞典（Ⅳ）と田村・白鳥編中英日化学用語辞典（Ⅴ）
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2 

が出て，お蔭で中国式化学名が大部解りやすくなった。ただしⅣは中国名の発音が分か

らないと引けないのが甚だ不便である。Ⅴは字画，発音，日英から引けて好著だが，両

書とも薬学用には少し物足りない。 
中国の薬学文献を読むための主冊か詞典があってもよい筈だと前から考えていた。6

年前大学を定年退職したのを機会にそんなものを作ってみようかと独りひそかに心を

決めて，ずっと調査に専念してきた。たまたま前記中日大辞典の改訂に少しばかり参与

させていただき，これが実にいい勉強になったが，化学と生薬だけが薬学ではない。薬

剤，薬理，生物，中医学基礎（これを知らないと中草薬は分らない）等，等，いろんな

領域がある。広汎な薬学用語を網羅しようとしたらすごく膨大なものになるだろうし，

到底独りでやれる仕事ではない。うんざりせざるを得ない。しかし日本の薬学研究者は

みんな英独（中には佛，露，中国）の文献を大辞典など使わずに楽に読んでいる。専門

分野の外国文献を読むだけなら必ずしも語学の達人や生字引になるを要しない。こう考

えると一応の詞典ぐらいなら何とかできそうな気もする。帯にもタスキにもならぬよう

なものを作ろうとは思わない。未完成は覚悟の上だから，気楽に慢慢地にこつこつとカ

ードの作成を続けている。ただ残念ながら既に 69 歳，もう先が見えている。もし恍惚

化重篤の気配が出たら，その時はどなたか同じような仕事を考えておられる篤志家かグ

ループに，書きなぐった？万枚のカードと少しばかりの書斎とともに，あっさりバトン

をお渡ししよう。それともこんな弱気は出さないで，愚公山を移すという中国の故事も

あることだから，少々欲ばってあと 15 年くらいマイウェイを歩き続けることにしまし

ょうか？ 
 

 
注 日本薬学会 ファルマシア vol. 15，No. 4，1979 

8-1c(1) 
 

2 

が出て，お蔭で中国式化学名が大部解りやすくなった。ただしⅣは中国名の発音が分か

らないと引けないのが甚だ不便である。Ⅴは字画，発音，日英から引けて好著だが，両

書とも薬学用には少し物足りない。 
中国の薬学文献を読むための主冊か詞典があってもよい筈だと前から考えていた。6

年前大学を定年退職したのを機会にそんなものを作ってみようかと独りひそかに心を

決めて，ずっと調査に専念してきた。たまたま前記中日大辞典の改訂に少しばかり参与

させていただき，これが実にいい勉強になったが，化学と生薬だけが薬学ではない。薬

剤，薬理，生物，中医学基礎（これを知らないと中草薬は分らない）等，等，いろんな

領域がある。広汎な薬学用語を網羅しようとしたらすごく膨大なものになるだろうし，

到底独りでやれる仕事ではない。うんざりせざるを得ない。しかし日本の薬学研究者は

みんな英独（中には佛，露，中国）の文献を大辞典など使わずに楽に読んでいる。専門

分野の外国文献を読むだけなら必ずしも語学の達人や生字引になるを要しない。こう考

えると一応の詞典ぐらいなら何とかできそうな気もする。帯にもタスキにもならぬよう

なものを作ろうとは思わない。未完成は覚悟の上だから，気楽に慢慢地にこつこつとカ

ードの作成を続けている。ただ残念ながら既に 69 歳，もう先が見えている。もし恍惚

化重篤の気配が出たら，その時はどなたか同じような仕事を考えておられる篤志家かグ

ループに，書きなぐった？万枚のカードと少しばかりの書斎とともに，あっさりバトン

をお渡ししよう。それともこんな弱気は出さないで，愚公山を移すという中国の故事も

あることだから，少々欲ばってあと 15 年くらいマイウェイを歩き続けることにしまし

ょうか？ 
 

 
注 日本薬学会 ファルマシア vol. 15，No. 4，1979 

８‒１ｃ(1)



22

『日中語彙研究』第12号

― 　―

8-1c(2) 
 

1 

书书讯讯二二则则  
 

（一）爱知大学编《中日大辞典》修订工作已告完毕，修订目前在排版校对中，预计明年

4 月出版。自铃木択郎教授逝世以后，主持修订工作的是今泉润太郎教授。 
 
（二）早稲田大学森田良行教授著深受广大读者欢迎的《基础日本语》（角川小辞典丝书）

1，2，3 册、已出齐，它的合订本不久即可问世。 
 

 
注 ＜日语学习＞总 14号 １９８５年４月 
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（二）早稲田大学森田良行教授著深受广大读者欢迎的《基础日本语》（角川小辞典丝书）

1，2，3 册、已出齐，它的合订本不久即可问世。 
 

 
注 ＜日语学习＞总 14号 １９８５年４月 

８‒１ｃ(2)
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今今
春春
でで
改改
訂訂
作作
業業
終終
わわ
るる  

中中
日日
大大
辞辞
典典  

五五
十十
九九
年年
早早
々々
にに
発発
刊刊  

愛愛
大大  
客客
観観
的的
事事
実実
をを
基基
調調
にに  

 
 

 

愛
知
大
学
（
久
曽
神
昇
学
長
）
の
中
日
大
辞
典
編
纂
（
へ
ん
さ
ん
）
処
（
編
集
委
員
長
・
今
泉
潤
太

郎
教
授
）
は
、
同
辞
典
の
第
一
回
脱
稿
以
来
、
十
五
年
間
に
わ
た
っ
て
進
め
て
き
た
改
訂
作
業
を
こ
と

し
三
月
い
っ
ぱ
い
で
終
え
、
終
訂
版
の
印
刷
に
入
る
こ
と
を
決
め
た
。
終
訂
版
は
、
第
八
版
で
一
万
部

を
印
刷
、
五
十
九
年
早
々
に
発
刊
に
こ
ぎ
つ
け
た
い
意
向
で
あ
る
。 

十十
四四
万万
語語
をを
収収
録録  

同
辞
典
は
昭
和
二
十
九
年
末
、
日
中
友
好
協
会
を
通
じ
て
中
国
人
民
保
衛
世
界
和
平
委
員
会
か
ら
日

本
人
民
に
寄
贈
さ
れ
る
形
で
、
中
国
に
あ
っ
た
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
大
学
の
中
日
辞
典
編
纂
室
が
集

め
た
中
日
辞
典
の
単
語
カ
ー
ド
十
四
万
枚
が
返
還
さ
れ
、
こ
の
単
語
カ
ー
ド
を
基
礎
に
、
十
三
年
間
に

及
ぶ
困
難
な
作
業
を
へ
て
昭
和
四
十
三
年
に
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
。 

同
辞
典
の
刊
行
は
、
中
国
で
文
化
大
革
命
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
こ
ろ
で
、
中
国
社
会
の
価
値
観
が

大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
た
。
そ
の
語
、
文
化
大
革
命
は
反
革
命
の
ラ
ク
印
を
押
さ
れ
て
終
わ
り
を
告
げ
、

四
人
組
事
件
を
へ
て
、
い
ま
“
四
つ
の
近
代
化
”
路
線
を
歩
む
中
国
社
会
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
一
八
〇

度
の
方
向
転
換
を
し
て
い
る
。 

こ
う
し
た
中
国
社
会
の
大
き
な
変
革
の
嵐
は
、
言
葉
の
解
釈
に
も
変
革
を
も
た
ら
し
た
が
、
同
辞
典

は
、
編
集
の
基
本
方
針
と
し
て
「
事
実
を
客
観
的
に
と
ら
え
る
」
と
い
う
姿
勢
を
貫
い
て
き
た
た
め
に
、

収
録
し
た
一
三
万
余
語
に
わ
た
っ
て
基
本
的
な
変
更
は
な
く
、
初
版
刊
行
以
来
、
十
四
年
余
を
へ
た
今

日
で
も
中
国
は
も
ち
ろ
ん
、
各
国
の
中
国
関
係
の
研
究
者
た
ち
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。 

今
泉
教
授
は
、
昭
和
四
十
八
年
、
文
化
大
革
命
の
最
中
に
辞
典
編
集
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
故
鈴
木

択
郎
名
誉
教
授
を
団
長
に
、
学
術
訪
中
団
を
組
織
し
て
辞
典
改
訂
の
た
め
訪
中
し
た
。
こ
の
と
き
、
訪

問
先
で
辞
典
に
対
す
る
評
価
を
聞
く
と
同
時
に
、
中
国
社
会
事
情
か
ら
、
“
革
命
の
意
義
を
解
説
し
て

い
な
い
”
と
の
批
判
も
受
け
た
。
し
か
し
、
鈴
木
団
長
は
“
批
判
は
素
直
に
受
け
と
め
る
が
、
客
観
的

事
実
を
と
ら
え
る
基
本
方
針
を
変
え
る
つ
も
り
は
な
い
”
と
断
言
し
た
こ
と
を
い
ま
で
も
覚
え
て
い
る
。

十
数
年
を
へ
た
今
日
、
そ
の
姿
勢
に
誤
り
の
な
か
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
よ
う
だ
」
と
話
し
て
い
る
。 

同
辞
典
の
改
訂
作
業
は
、
一
昨
年
一
月
に
他
界
し
た
故
鈴
木
名
誉
教
授
を
中
心
に
今
泉
教
授
、
荒
川
清

秀
助
教
授
、
黄
異
客
員
教
授
、
白
井
敬
介
講
師
、
陶
山
信
男
助
教
授
、
高
臨
渡
教
授
ら
同
大
学
中
国
語
、

中
国
文
学
関
係
教
授
陣
を
は
じ
め
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
、
交
換
教
授
の
中
国
北
京
語
言
学
院
劉
青

然
教
授
な
ど
、
多
数
の
長
年
に
わ
た
る
膨
大
な
作
業
の
集
大
成
と
し
て
、
こ
と
し
三
月
を
メ
ド
に
最
終

脱
稿
を
行
い
、
印
刷
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
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こ
の
改
訂
作
業
の
結
果
、
同
辞
典
は
単
語
数
で
約
二
〇
％
増
の
十
四
万
語
を
こ
え
、
ペ
ー
ジ
数
も
現

在
の
本
文
二
千
㌻
か
ら
二
千
四
百
余
㌻
に
な
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。 

今
泉
教
授
は
「
単
語
は
、
主
に
中
華
民
国
以
降
の
近
代
中
国
か
ら
現
代
中
国
の
言
葉
を
中
心
に
宗
、

明
代
の
話
し
言
葉
で
あ
る
『
白
話
小
説
』
の
類
か
ら
も
単
語
を
拾
っ
て
い
る
ほ
か
古
典
か
ら
も
単
語
を

収
録
し
て
お
り
、
伝
統
的
中
国
を
知
る
う
え
で
も
役
立
つ
は
ず
。
単
語
の
解
釈
、
用
例
は
文
化
大
革
命

を
柱
に
中
国
社
会
の
中
で
大
き
な
変
革
が
あ
っ
た
も
の
の
、
現
在
は
、
こ
れ
が
も
と
に
戻
っ
た
感
じ
だ
。

た
だ
、
文
化
大
革
命
の
と
き
に
始
ま
っ
た
文
字
改
革
の
簡
体
字
の
扱
い
が
ど
う
な
る
か
だ
が
そ
れ
も

（
以
下
１
４
字
不
明
）
う
だ
か
ら
印
刷
開
始
に
間
に
合
う
と
思
う
」
と
話
し
て
い
る
。 

中
国
語
辞
典
は
、
昨
年
十
二
月
に
大
東
文
化
大
学
の
香
坂
順
一
教
授
が
「
現
代
中
日
辞
典
」
（
光
生

館
）
を
発
刊
し
て
お
り
、
こ
の
辞
典
が
約
十
三
万
語
を
収
録
し
て
関
係
方
面
に
話
題
を
ま
い
て
い
る
が
、

内
容
的
に
は
中
日
大
辞
典
に
い
ま
一
歩
と
い
っ
た
と
こ
ろ
の
よ
う
だ
。 

と
も
あ
れ
、
同
辞
典
は
初
版
発
行
以
来
、
中
国
国
内
を
は
じ
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
中
国
関
係
研
究
機
関
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
同
大
学
か
ら
の
研
究
留
学
生
ら

が
各
国
で
「
あ
の
中
日
大
辞
典
を
発
行
し
た
大
学
で
す
ね
」
と
聞
か
れ
る
ほ
ど
関
心
を
集
め
て
い
る
だ

け
に
、
終
訂
版
発
刊
へ
の
各
方
面
の
期
待
は
大
き
い
。 

 

〔
注
〕
東
海
日
日
新
聞 

一
九
八
二
年
一
月
所
載
。 
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一一
段段
とと
ビビ
ッッ
ググ
にに  

秋秋
にに
「「
増増
改改
訂訂
版版
」」
発発
行行  

 

愛
知
大
学
（
浜
田
稔
学
長
）
は
今
年
十
一
月
十
五
日
の
創
立
記
念
日
に
あ
わ
せ
て
、
中
日
大
辞
典
の

増
改
訂
版
を
発
行
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
同
辞
典
は
創
立
二
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
四
十
三
年

二
月
に
初
版
を
発
行
し
て
以
来
、
八
版
を
重
ね
延
べ
十
万
冊
が
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
中
国
を
は
じ
め

世
界
各
国
で
愛
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
国
は
文
化
大
革
命
以
後
、
近
代
化
を
目
ざ
し
て
大
き
く

変
化
し
、
同
辞
典
の
内
容
に
全
面
的
な
改
訂
が
望
ま
れ
て
い
た
。 

中
日
大
辞
典
の
増
改
訂
版
は
、
収
録
し
て
い
る
十
三
万
七
千
余
語
の
う
ち
約
三
割
を
新
し
い
用
語
に

変
え
る
ほ
か
、
経
済
関
係
を
中
心
に
約
二
万
語
を
追
加
、
全
体
で
十
五
万
語
を
収
録
、
現
在
の
二
千
㌻

か
ら
二
千
五
百
㌻
余
と
す
る
な
ど
世
界
で
最
も
大
き
な
語
学
辞
典
の
ひ
と
つ
に
な
る
。 

中
国
は
、
一
九
七
六
年
の
文
化
大
革
命
以
後
、
内
政
も
落
ち
つ
き
経
済
発
展
を
目
ざ
し
た
四
つ
の
近

代
化
を
推
進
、
用
語
も
文
革
中
と
比
べ
る
と
大
幅
に
変
化
し
て
い
る
。
出
版
物
も
自
然
科
学
を
は
じ
め

政
治
、
経
済
な
ど
全
般
に
わ
た
っ
て
数
多
く
出
ま
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

中
日
大
辞
典
は
、
文
化
大
革
命
の
影
響
で
改
訂
を
重
ね
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
中
国
の
国
語
事
情

に
合
わ
な
い
用
語
も
目
立
っ
て
い
た
た
め
、
五
十
年
（
一
九
七
五
年
）
に
「
中
日
大
辞
典
編
纂
所
」
を

再
開
、
十
年
を
つ
い
や
し
て
全
面
改
訂
に
取
り
組
ん
で
き
た
。 

改
訂
作
業
は
、
昨
年
三
月
に
脱
稿
、
最
終
の
校
正
に
入
っ
て
い
た
も
の
で
、
今
年
夏
ま
で
に
は
印
刷

に
入
り
、
十
一
月
に
は
発
行
の
予
定
。 

同
辞
典
の
改
訂
作
業
に
あ
た
っ
て
い
る
今
泉
潤
太
郎
教
授
は
「
一
口
に
十
五
万
語
と
い
う
が
、
気
の

遠
く
な
る
仕
事
。
私
の
視
力
も
か
な
り
落
ち
て
し
ま
い
、
虫
メ
ガ
ネ
を
使
わ
な
け
れ
ば
よ
く
見
え
な
く

な
っ
た
。
だ
か
ら
、
今
度
初
め
て
“
拡
大
版
”
も
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。 

中
日
大
辞
典
は
戦
前
、
同
大
学
の
前
身
で
あ
る
中
国
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
大
学
時
代
に
編
集
が
計

画
さ
れ
、
故
鈴
木
択
郎
名
誉
教
授
ら
を
中
心
に
十
数
年
を
か
け
て
約
十
四
万
枚
に
の
ぼ
る
単
語
カ
ー
ド

を
作
成
し
た
。
し
か
し
、
敗
戦
で
こ
の
単
語
カ
ー
ド
は
中
国
側
に
没
収
さ
れ
、
中
日
大
辞
典
の
編
集
計

画
は
挫
折
し
た
。 

戦
後
、
中
国
側
の
理
解
も
得
ら
れ
、
二
十
八
年
夏
に
返
還
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
鈴
木
名
誉
教
授
を

中
心
に
今
泉
教
授
ら
も
加
わ
っ
て
三
十
年
四
月
か
ら
、
編
集
が
行
わ
れ
た
。 

完
成
ま
で
に
十
三
年
の
歳
月
を
つ
い
や
し
、
四
十
三
年
二
月
に
初
版
を
発
行
、
世
界
の
中
国
研
究
者

の
賞
賛
を
受
け
た
。 

中中
国国
でで
高高
いい
評評
価価
うう
けけ
るる  

同
辞
典
は
、
中
国
国
内
で
の
評
価
は
高
く
、
同
大
学
に
研
修
生
と
し
て
来
日
し
て
い
る
大
連
外
国
語

大
学
の
日
本
語
講
師
の
阮
守
勤
さ
ん
も
「
中
国
の
大
学
で
は
中
日
大
辞
典
は
、
多
く
の
人
に
使
わ
れ
て
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い
ま
す
。
こ
の
辞
典
と
愛
知
大
学
を
知
ら
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
」
と
話
し
て
お
り
、
今
度
の
増
改
訂
版

に
熱
い
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。 

 

〔
注
〕
東
海
日
日
新
聞 

一
九
八
五
年
一
月
一
日
所
載
。 
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愛愛
知知
大大
学学
がが
新新
たた
にに
３３
校校
とと
協協
定定  

学学
術術
交交
流流
のの
成成
果果
吸吸
収収
へへ
正正
念念
場場  

 
 

第
二
次
大
戦
後
、
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
大
学
な
ど
を
母
体
に
誕
生
し
た
愛
知
県
豊
橋
市
の
愛
知
大

学
（
浜
田
稔
校
長
）
は
、
中
国
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
従
来
北
京
語
言
学
院
、

南
開
大
学
（
天
津
）
の
二
校
だ
っ
た
中
国
の
学
術
・
教
育
交
流
協
定
校
を
今
年
四
月
か
ら
五
校
に
増
や

す
こ
と
に
な
っ
た
。
中
国
側
の
申
し
込
み
に
応
じ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
交
流
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に

な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
「
平
等
互
恵
」
と
い
い
な
が
ら
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

「
中
国
側
に
プ
ラ
ス
が
大
き
い
交
流
」
の
色
合
い
が
濃
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
だ
け
に
、
愛
大
側
が
交
流

の
成
果
を
ど
う
吸
収
し
て
い
く
か
、
正
念
場
は
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
だ
。 

「
と
に
か
く
中
国
の
方
が
ず
っ
と
熱
心
で
。
我
々
は
受
け
身
で
し
た
。
日
本
滞
在
中
に
で
き
る
だ
け

た
く
さ
ん
の
も
の
を
利
用
し
、
吸
収
し
よ
う
と
い
う
意
欲
は
大
変
な
も
の
で
す
」―

中
国
と
の
交
流

に
携
わ
っ
て
き
た
今
泉
潤
太
郎
教
養
部
教
授
は
こ
う
言
う
。 

二
校
と
協
定
を
結
ん
だ
昭
和
五
十
五
年
以
来
、
こ
れ
ま
で
に
同
大
学
が
中
国
か
ら
受
け
入
れ
た
交
換

教
員
や
研
修
生
は
二
十
二
人
。
い
ず
れ
も
四
、
五
十
歳
代
の
日
本
語
や
日
本
文
学
、
日
本
史
な
ど
の
中

堅
研
究
者
で
、
一
－
二
年
間
滞
日
、
ナ
マ
の
話
し
言
葉
に
接
し
て
“
た
た
み
水
練
”
だ
っ
た
日
本
語
の

軌
道
修
正
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
関
心
に
よ
っ
て
「
江
戸
期
の
日
本
文
学
」
「
日
本

現
代
史
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
研
究
を
進
め
る
。
も
ち
ろ
ん
、
愛
大
の
学
生
に
対
し
て
中
国
語
を
教
え
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
日
本
か
ら
何
を
吸
収
す
る
か
に
留
学
の
重
点
が
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。 

一
方
、
愛
大
か
ら
中
国
へ
派
遣
さ
れ
る
教
員
は
自
分
の
研
究
よ
り
も
、
む
し
ろ
教
育
が
中
心
だ
そ
う

で
、
六
十
年
度
に
南
開
大
学
へ
派
遣
す
る
四
人
も
、
一
ヵ
月
ず
つ
リ
レ
ー
方
式
で
上
古
か
ら
現
代
ま
で

の
日
本
文
学
史
を
集
中
講
義
す
る
計
画
だ
と
い
う
。
日
本
人
学
生
の
た
め
の
中
国
語
の
教
科
書
は
ま
だ

編
集
の
計
画
段
階
だ
が
、
中
国
人
学
生
の
た
め
の
日
本
語
教
科
書
は
愛
大
の
教
員
が
中
国
滞
在
中
に
書

き
上
げ
る
な
ど
、
教
材
面
で
も
日
本
か
ら
中
国
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
先
行
し
て
い
る
。 

だ
か
ら
、
今
泉
教
授
も
「
派
遣
教
員
に
比
べ
て
受
け
入
れ
る
人
数
は
ず
っ
と
多
い
し
、
研
究
内
容
の

や
り
と
り
で
い
え
ば
我
々
の
“
出
超
”
で
す
」
と
い
さ
さ
か
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
交
流
ぶ
り
を
認
め
る
。

四
月
か
ら
新
た
に
北
京
第
二
外
国
語
学
院
、
上
海
外
国
語
学
院
、
復
旦
大
学
（
上
海
）
の
三
校
が
学
術
・

教
養
交
流
協
定
校
に
な
り
、
人
や
図
書
な
ど
の
行
き
来
が
よ
り
盛
ん
に
な
れ
ば
、
費
用
も
そ
の
分
余
計

に
か
か
る
。
一
私
大
が
損
得
勘
定
も
考
え
な
が
ら
ど
こ
ま
で
交
流
を
拡
大
で
き
る
か
、
予
算
に
も
限
り

が
あ
る
だ
け
に
難
し
い
。 

愛
知
大
学
は
四
十
三
年
に
中
日
大
辞
典
を
刊
行
、
現
在
そ
の
改
訂
作
業
を
急
い
で
い
る
。
特
に
自
然

科
学
の
分
野
で
は
わ
が
国
に
中
国
語
に
詳
し
い
学
者
が
少
な
い
た
め
、
中
国
人
研
究
者
の
協
力
は
不
可

欠
だ
。
中
国
人
教
師
に
よ
る
唐
詩
の
集
中
講
義
な
ど
も
魅
力
が
あ
る
。
私
大
ベ
ー
ス
の
国
際
交
流
の
ヒ

ナ
型
の
一
つ
と
し
て
、
愛
知
大
学
の
今
後
は
注
目
さ
れ
る
。 

 

〔
注
〕
日
経
新
聞 

一
九
八
五
年
二
月
九
日
所
載
。 

８‒１ｃ(5)
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完完
成成
近近
づづ
くく
増増
改改
訂訂
版版  

六六
年年
がが
かか
りり
のの
作作
業業  

来来
年年
四四
月月
にに
刊刊
行行
予予
定定  

 
 

愛
知
大
学
（
浜
田
稔
学
長
）
の
中
日
大
辞
典
の
増
改
訂
版
は
五
十
五
年
の
改
訂
作
業
着
手
以
来
、
満

六
年
が
か
り
の
作
業
を
終
え
て
来
年
四
月
刊
行
の
運
び
と
な
っ
た
。
増
改
訂
さ
れ
た
中
日
大
辞
典
は
、

従
来
の
同
辞
典
と
同
じ
大
き
さ
の
Ａ
５
判
だ
が
、
収
録
単
語
は
一
万
語
以
上
多
い
十
四
万
余
語
、
本
文

二
六
二
五
㌻
に
及
ぶ
国
内
で
は
最
大
の
中
日
辞
典
と
な
る
。 

 

国
内
で
最
大 

十十
四四
万万
余余
語語
をを
収収
録録 

 

同
辞
典
の
増
改
訂
作
業
は
、
同
大
学
中
日
辞
典
編
纂
（
さ
ん
）
処
（
編
集
委
員
長
・
今
泉
潤
太
郎
教

授
）
で
続
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
最
終
の
第
五
校
正
を
今
月
中
に
完
了
し
二
月
か
ら
凸
版
印
刷
（
東
京
）

で
印
刷
に
入
る
。
中
国
の
文
化
大
革
命
、
四
人
組
の
時
代
が
終
わ
り
四
つ
の
近
代
化
が
始
ま
っ
た
一
九

七
八
年
（
昭
和
五
十
三
年
）
以
降
、
中
国
国
内
で
も
本
格
的
に
出
版
物
が
出
回
る
よ
う
に
な
り
、
中
国

辞
典
も
数
多
く
出
版
さ
れ
、
同
辞
典
の
増
改
訂
に
せ
ま
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
一
九
八
〇
年
（
五
十

五
年
）
四
月
に
同
編
纂
処
が
正
式
に
発
足
、
鈴
木
択
郎
名
誉
教
授
を
中
心
に
、
改
訂
作
業
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。 

当
初
、
四
年
前
に
す
べ
て
の
増
改
訂
作
業
を
終
え
、
一
九
八
四
年
（
五
十
九
年
）
春
に
は
刊
行
の
予

定
だ
っ
た
が
、
五
十
七
年
一
月
に
鈴
木
名
誉
教
授
が
他
界
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
刊
行
が
遅
れ
て
い
た
。 

し
か
し
、
同
大
学
の
学
術
・
教
育
交
流
の
協
定
校
の
中
国
北
京
語
言
学
院
の
交
換
教
員
、
研
修
生
は

じ
め
中
国
人
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
と
後
を
引
き
継
い
だ
今
泉
教
授
ら
の
努
力
で
、
初
版
以
来
十
八
年
ぶ
り

に
内
容
を
一
新
し
た
同
辞
典
が
刊
行
さ
れ
た
。 

同
辞
典
は
、
愛
大
の
前
身
で
中
国
の
上
海
に
あ
っ
た
東
亜
同
文
書
院
時
代
に
鈴
木
名
誉
教
授
（
当
時

は
同
文
書
院
教
授
）
ら
が
「
中
国
語
の
本
格
的
な
辞
典
を
」
と
単
語
カ
ー
ド
の
収
集
を
は
じ
め
た
の
が

は
じ
ま
り
。
当
時
、
中
国
語
の
「
国
語
辞
典
」
は
な
く
、
中
国
語
を
学
ぶ
各
国
の
人
た
ち
を
悩
ま
せ
て

い
た
。
本
格
的
な
中
国
語
辞
典
の
出
現
は
一
九
三
六
年
（
昭
和
十
一
年
）
で
、
日
本
で
も
一
九
三
五
年

（
同
十
年
）
に
中
国
語
辞
典
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
内
容
的
に
は
未
完
成
の
部
分
が
多
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
常
時
十
数
人
の
日
中
両
国
の
中
国
語
教
師
を
擁
し
て
い
た
同
書
院
で
中
日
辞
典
の
編
集
を
手
が

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
集
め
ら
れ
た
単
語
カ
ー
ド
は
十
四
万
枚
に
の
ぼ
っ
た
。
語
数
で
七

～
八
万
語
だ
っ
た
と
い
う
が
、
終
戦
の
さ
い
、
同
カ
ー
ド
は
中
国
政
府
に
接
収
さ
れ
、
中
日
辞
典
の
編

集
は
中
座
し
た
。 

８‒１ｃ(6)
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戦
後
、
一
九
五
三
年
（
同
二
十
七
年
）
に
当
時
の
本
間
喜
一
学
長
（
元
同
文
書
院
大
学
長
）
か
ら
、

中
国
側
に
同
カ
ー
ド
の
返
還
願
い
を
出
し
、
翌
年
九
月
日
中
友
好
協
会
を
通
し
て
同
大
学
に
ゆ
だ
ね
ら

れ
た
。 

こ
の
単
語
カ
ー
ド
を
基
に
十
三
年
間
に
及
ぶ
困
難
な
作
業
を
経
て
四
十
三
年
に
中
日
辞
典
初
版
が

刊
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
当
時
は
中
国
の
文
化
大
革
命
が
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
で
激
し
い
文
革
批
判
の

中
、
同
辞
典
も
一
部
内
容
の
手
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
四
十
八
年
、
愛
大
は
辞
典
改
訂
を
目
的
に

鈴
木
教
授
を
団
長
と
す
る
学
術
訪
中
団
を
派
遣
、
訪
問
先
で
辞
典
に
対
す
る
率
直
な
評
価
を
聞
く
と
と

も
に
「
革
命
の
意
義
を
解
説
し
て
い
な
い
」
と
す
る
批
判
に
、
鈴
木
団
長
は
「
批
判
は
率
直
に
受
け
る

が
、
客
観
的
事
実
を
と
ら
え
る
編
集
の
基
本
方
針
を
変
え
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
断
言
し
た
と
い
う
。

こ
の
こ
と
が
今
回
の
増
改
訂
版
の
一
新
を
容
易
に
し
た
。 

今
泉
教
授
は
「
鈴
木
先
生
は
、
辞
書
は
十
年
ぐ
ら
い
た
つ
と
ボ
ケ
て
く
る
。
新
し
い
血
を
入
れ
な
け

れ
ば
い
け
な
い―

と
常
々
話
し
て
い
た
。
初
版
以
来
、
小
さ
な
改
訂
を
続
け
た
が
満
足
の
い
く
結
果
が

出
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
鈴
木
先
生
は
五
十
三
年
退
職
後
、
辞
典
の
改
訂
作
業
に
余
生
を
か
け
ら
れ

た
。
そ
の
遺
志
を
継
い
で
よ
う
や
く
完
成
に
近
づ
い
た
」
と
い
う
。 

増
改
訂
版
は
、
こ
れ
ま
で
の
辞
典
の
、
主
に
中
華
民
国
以
降
の
近
代
中
国
か
ら
現
代
中
国
ま
で
の
言

葉
を
中
心
に
、
宋
、
明
時
代
の
話
し
言
葉
で
あ
る
「
白
話
小
説
」
の
類
か
ら
も
単
語
を
拾
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
古
典
か
ら
も
単
語
を
収
録
し
て
お
り
、
伝
統
的
な
中
国
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
四
つ
の
近

代
化
以
降
、
中
国
出
版
物
の
増
加
で
中
国
辞
典
は
数
多
く
出
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
増
改
訂
で
は
、

基
本
的
な
単
語
の
一
部
変
更
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

こ
の
た
め
、
今
泉
教
授
は
「
中
国
の
辞
書
づ
く
り
の
基
本
に
関
す
る
論
文
も
多
い
。
単
語
の
発
言
、

字
画
に
つ
い
て
も
ま
だ
不
確
定
の
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
解
決
す
る
に
は
増
改
訂
で
は
無
理
。

新
し
い
発
想
で
全
く
初
め
か
ら
辞
書
を
つ
く
り
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
今
回
の
増
改
訂
で
最

後
」
と
話
し
て
い
る
。 

 

〔
注
〕
東
海
日
日
新
聞 

一
九
八
五
年
一
二
月
一
六
日
所
載
。 

８‒１ｃ(6)
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「「
中中
日日
大大
辞辞
典典
」」
のの
増増
改改
訂訂
版版  

４４
月月
発発
刊刊  

 
 

わ
が
国
初
の
本
格
的
中
国
語―

日
本
語
の
辞
典
と
し
て
さ
る
四
十
二
年
刊
行
さ
れ
た
「
中
日
大
辞

典
」
の
増
改
訂
作
業
が
豊
橋
市
町
畑
町
の
愛
知
大
学
内
「
中
日
大
辞
典
編
さ
ん
処
」
で
進
め
ら
れ
て
い

る
。
現
在
、
最
後
の
校
正
作
業
に
入
り
、
四
月
下
旬
ご
ろ
に
は
、
東
京
の
「
大
修
館
」
か
ら
出
版
さ
れ

る
。
収
録
語
も
大
幅
に
増
え
、
国
内
で
最
大
の
日
中
辞
典
と
な
る
。 

同
大
の
母
体
で
、
戦
前
、
中
国
の
上
海
に
あ
っ
た
東
亜
同
文
書
院
大
学
が
、
中
国
語
の
辞
典
を
発
行

し
よ
う
と
、
昭
和
九
年
か
ら
十
九
年
ま
で
、
カ
ー
ド
の
作
成
を
進
め
て
い
た
が
、
カ
ー
ド
は
終
戦
で
中

国
側
に
没
収
さ
れ
た
。 

敗
戦
の
混
乱
も
落
ち
着
い
た
二
十
八
年
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
最
後
の
学
長
で
、
当
時
の
愛
大
学
長

だ
っ
た
本
間
喜
一
・
名
誉
学
長
の
発
案
で
再
び
、
日
中
辞
典
を
発
行
す
る
機
運
が
盛
り
上
が
っ
た
。
こ

の
た
め
、
国
交
の
な
か
っ
た
中
国
に
カ
ー
ド
の
返
還
を
求
め
た
が
、
断
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
二
年
後
の

三
十
年
に
な
っ
て
、「
中
国
人
民
か
ら
日
本
国
民
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
し
て
、
同
大
に
返
還
さ
れ
た
。 

し
か
し
、
カ
ー
ド
が
返
還
さ
れ
た
当
時
、
中
国
語
は
戦
前
と
大
き
く
変
化
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、

故
鈴
木
択
郎
教
授
が
中
心
と
な
っ
て
、
カ
ー
ド
を
基
に
十
二
年
が
か
り
で
編
さ
ん
、
四
十
二
年
に
よ
う

や
く
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
本
格
的
な
中
国
語
の
辞
典
が
な
か
っ
た
時
だ
け
に
、
画
期
的
な
辞
典
と
し

て
、
注
目
を
浴
び
、
こ
れ
ま
で
に
約
七
万
部
が
出
て
い
る
。 

そ
の
後
の
中
国
は
、
文
化
大
革
命
な
ど
で
、
さ
ら
に
文
字
の
略
字
や
内
容
が
違
っ
て
き
た
た
め
、
さ

る
五
十
五
年
か
ら
鈴
木
教
授
が
中
心
に
増
改
訂
作
業
を
始
め
た
。
鈴
木
教
授
は
志
半
ば
の
翌
五
十
六
年

に
亡
く
な
っ
た
が
、
教
え
子
だ
っ
た
今
泉
潤
太
郎
教
授
（
五
三
）
（
豊
橋
市
植
田
町
）
が
、
恩
師
の
遺

志
を
受
け
継
い
で
作
業
を
進
め
て
き
た
。 

 

〔
注
〕
中
部
讀
賣
新
聞 

一
九
八
六
年
一
月
三
一
日 

８‒１ｃ(7)
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中中
国国
人人
民民
のの
感感
情情
をを
尊尊
重重
しし
てて  

 
 

 

六
年
が
か
か
り
で
進
め
ら
れ
て
き
た
愛
知
大
学
の
『
中
日
大
辞
典
』
増
改
訂
作
業
が
、
同
大
豊
橋
校

舎
に
あ
る
中
日
大
辞
典
編
纂
（
さ
ん
）
処
で
終
盤
を
迎
え
て
い
る
。 

 

「
も
う
す
ぐ
、
も
う
す
ぐ
と
言
っ
て
来
ま
し
た
が
、
今
度
こ
そ
本
当
。
四
月
中
旬
に
は
出
版
の
見
通

し
で
す
」
と
中
心
と
な
っ
て
作
業
に
携
わ
っ
て
い
る
今
泉
潤
太
郎
教
授
（
五
三
）

は
ホ
ッ
と
し
た
顔
。 

 

『
中
日
大
辞
典
』
は
、
そ
も
そ
も
愛
知
大
学
が
戦
前
中
国
に
あ
っ
た
（
前
身
は
東
亜
同
文
書
院
大
学

等
）
こ
ろ
か
ら
の
“
研
究
遺
産
”
を
も
と
に
、
昭
和
四
十
二
年
、
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
増
訂
版
は
、

当
時
の
編
集
委
員
長
だ
っ
た
故
鈴
木
択
郎
氏
の
遺
志
と
い
う
。 

 

「
翌
年
、
中
国
・
北
京
へ
行
っ
て
学
術
的
な
座
談
会
を
行
っ
た
。
そ
の
時
、
非
常
に
歓
迎
さ
れ
た
け

れ
ど
も
“
中
国
人
民
の
感
情
を
尊
重
し
て
ほ
し
い
”
と
い
う
意
見
が
で
て
、
手
直
し
の
必
要
を
痛
感
し

た
ん
で
す
ね
」 

 

主
に
歴
史
観
。
賊
と
日
本
で
と
ら
え
ら
れ
た
も
の
が
、
革
命
だ
っ
た
り
す
る
。
翻
訳
は
字
面
の
問
題

だ
け
で
は
な
い
以
上
、
変
わ
り
ゆ
く
中
国
へ
の
対
応
は
容
易
で
な
い
。
こ
の
間
、
文
化
大
革
命
も
あ
っ

た
。 

 

「
歴
史
的
事
実
は
曲
げ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
人
民
感
情
に
違
和
感
な
い
よ
う
に…
…

。
ミ
ス
の
チ

ェ
ッ
ク
は
あ
る
し
、
ま
あ
、
一
日
に
一
語
の
ペ
ー
ス
で
し
た
」 

 

増
や
し
た
語
は
二
割
近
く
、
ペ
ー
ジ
数
は
一
九
五
〇
か
ら
二
五
七
〇
に
。 

 

着
手
し
た
こ
ろ
は
鈴
木
択
郎
氏
も
健
在
で
、
大
体
の
と
こ
ろ
は
支
持
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
中
国
人

ス
タ
ッ
フ
の
力
を
借
り
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の
協
力
を
得
て
の
地
道
な
作
業
。
中
国
語
が
目
に
つ
け
ば

つ
い
「
あ
れ
、
辞
書
に
ど
う
載
っ
て
た
か
な
」
と
思
う
ク
セ
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
と
か
。 

 

愛
知
大
学
版
の
中
日
辞
典
は
古
典
を
含
む
点
が
貴
重
。
北
京
で
、
安
価
な
海
賊
版
が
出
回
る
の
が
悩

み
だ
そ
う
だ
。 

 

〔
注
〕
中
日
新
聞 

一
九
八
六
年
三
月
五
日
夕
刊
所
載
。 

８‒１ｃ(８)
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年年
かか
けけ
増増
訂訂
版版
がが
完完
成成  

  
  
  
  
  
  
  

愛愛
大大
のの
今今
泉泉
教教
授授
らら
がが
心心
血血  

  

愛
知
大
学
（
豊
橋
市
町
畑
町
一
の
一
・
浜
田
稔
学
長
）
が
先
に
発
刊
し
た
「
中
日
大
辞
典
」
の

全
面
的
に
改
訂
し
た
「
増
訂
版
」
を
こ
の
ほ
ど
刊
行
し
た
。 

  

同
大
が
中
国
語
に
つ
い
て
の
一
般
語
彙
（
い
）
は
も
と
よ
り
、
政
経
時
事
か
ら
科
学
技
術
用
語
ま
で
、

十
三
万
語
の
熟
語
を
網
羅
し
た
「
中
日
大
辞
典
」
が
初
め
て
世
に
出
た
の
は
四
十
三
年
二
月
。
構
想
か

ら
刊
行
ま
で
十
三
年
間
を
要
し
た
大
辞
典
は
高
い
評
価
を
受
け
た
。
改
訂
版
発
刊
準
備
か
ら
印
刷
ま
で

十
年
を
費
や
し
完
成
、
収
録
親
字
数
一
万
三
千
、
熟
語
数
は
十
四
万
語
に
達
し
、
文
字
通
り
の
中
国
語

に
お
け
る
全
分
野
の
総
合
辞
典
と
な
る
。 

 

五
月
三
十
一
日
、
名
古
屋
都
ホ
テ
ル
で
、
出
版
記
念
会
お
よ
び
、
中
国
国
家
教
育
委
員
会
へ
の
贈
呈

式
が
行
わ
れ
る
。 

 

中
日
大
辞
典
は
、
二
十
九
年
末
日
中
友
好
協
会
を
通
じ
、
日
本
に
寄
贈
さ
れ
た
旧
東
亜
同
文
書
院
大

学
作
製
の
中
国
語
カ
ー
ド
十
四
万
枚
が
愛
知
大
学
に
付
託
。
こ
れ
を
基
礎
に
故
内
山
完
造
日
中
友
好
協

会
理
事
長
、
故
鈴
木
択
郎
教
授
、
今
泉
潤
太
郎
教
授
（
五
三
）
が
中
日
大
辞
典
編
纂
（
さ
ん
）
委
員
と

し
て
作
製
に
あ
た
り
、
四
十
三
年
に
刊
行
。
当
時
、
中
国
語
に
関
す
る
辞
典
と
し
て
は
世
界
の
学
会
に

誇
り
う
る
金
字
塔
と
し
て
高
く
評
価
。
初
版
一
万
部
か
ら
、
七
万
部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。 

 

増
訂
版
の
出
版
は
、
故
鈴
木
教
授
、
今
泉
教
授
、
大
学
専
任
教
員
中
国
人
ジ
ャ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
黄
異

さ
ん
、
中
国
語
教
員
を
編
さ
ん
委
員
と
し
て
五
十
年
か
ら
業
務
を
再
開
。
五
十
七
年
鈴
木
教
授
病
死
以

降
は
、
今
泉
教
授
が
ほ
と
ん
ど
の
作
業
を
手
が
け
、
十
五
日
完
成
と
な
っ
た
も
の
。 

 

総
ペ
ー
ジ
数
二
千
八
百
。
用
字
は
す
べ
て
正
確
な
簡
体
字
、
一
般
語
は
、
科
学
技
術
用
語
、
方
言
、

俗
語
か
ら
こ
と
わ
ざ
、
古
語
ま
で
十
四
万
語
を
網
羅
し
た
増
訂
版
は
、
文
字
通
り
今
泉
教
授
ら
委
員
の

血
の
汗
の
結
晶
か
ら
生
ま
れ
た
。 

 

五
月
開
か
れ
る
出
版
記
念
会
お
よ
び
贈
呈
式
、
祝
賀
会
で
は
、
文
部
大
臣
祝
辞
、 

 

〔
注
〕
東
愛
知
新
聞 

一
九
八
六
年
四
月
所
載
。 

1100  
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１１
８８
年年
のの
歳歳
月月
かか
けけ  

中中
日日
大大
辞辞
典典
増増
改改
訂訂
版版
がが
完完
成成  

  
  

                                
  

愛
知
大
学
（
浜
田
稔
学
長
）
の
中
日
大
辞
典
増
改
訂
版
は
六
年
が
か
り
の
増
改
訂
作
業
を
終
え
て
よ

う
や
く
完
成
し
、
今
月
下
旬
か
ら
全
国
の
書
店
で
一
斉
に
発
売
さ
れ
る
。
同
辞
典
は
昭
和
二
十
九
年
に

中
国
か
ら
、
同
大
学
の
前
身
の
東
亜
同
文
書
院
大
学
が
集
め
た
中
国
語
の
単
語
カ
ー
ド
十
四
万
枚
が
返

還
さ
れ
た
こ
と
か
ら
故
鈴
木
択
郎
名
誉
教
授
を
中
心
に
編
集
が
進
め
ら
れ
、
四
十
三
年
二
月
に
初
版
本

を
出
し
た
。
以
来
、
十
八
年
の
歳
月
を
か
け
て
最
終
版
と
も
い
え
る
増
訂
改
訂
版
を
完
成
し
た
。 

 

１１
４４
万万
語語
余余
をを
収収
録録  

今今
月月
下下
旬旬
にに
全全
国国
発発
売売  

  

完
成
し
た
同
辞
典
の
増
改
訂
版
は
、
初
版
と
同
じ
大
き
さ
の
Ａ
５
版
だ
が
、
収
録
し
た
単
語
は
約
二

万
語
多
い
十
四
万
語
余
で
中
日
辞
典
と
し
て
は
最
大
。
本
文
二
千
五
百
二
十
二
㌻
、
さ
く
引
百
九
十
六

㌻
で
、
従
来
の
同
辞
典
よ
り
本
文
が
訳
六
百
㌻
も
増
え
て
い
る
。 

 

十
四
万
語
余
に
及
ぶ
収
録
単
語
は
、
中
国
の
四
つ
の
近
代
化
以
後
の
最
新
語
か
ら
、
政
経
時
事
、
科

学
技
術
用
語
や
方
言
、
諺
語
、
古
語
ま
で
幅
広
く
、
字
体
も
簡
体
字
の
ほ
か
親
文
字
の
見
出
し
に
は
反

対
（
旧
字
体
）
、
異
体
字
を
併
記
し
て
使
い
や
す
い
。 

 

中
日
大
辞
典
は
こ
れ
ま
で
に
七
刷
ま
で
出
さ
れ
、
中
国
は
も
と
よ
り
世
界
各
国
の
中
国
研
究
者
の
高

い
評
価
を
得
て
お
り
、
延
べ
七
万
部
が
印
刷
さ
れ
た
。
増
改
訂
版
は
五
十
五
年
か
ら
本
格
的
な
作
業
に

着
手
、
故
鈴
木
名
誉
教
授
の
遺
志
を
継
い
で
今
泉
潤
太
郎
教
授
を
中
心
に
十
年
の
歳
月
を
か
け
て
今
年

一
月
に
完
了
、
印
刷
に
入
っ
て
い
た
。 

 

今
泉
教
授
は
「
今
は
増
改
訂
版
の
新
し
い
中
日
大
辞
典
を
手
に
う
れ
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
反

響
も
大
き
く
、
当
初
予
定
よ
り
五
千
部
多
い
一
万
七
千
冊
が
刷
ら
れ
た
が
、
評
価
は
従
来
の
辞
典
と
新

し
い
増
改
訂
版
を
比
較
し
て
使
っ
て
も
ら
い
“
充
実
し
た
”
と
の
反
応
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ん
と
も

い
え
な
い
」
と
話
し
て
お
り
、
喜
び
半
分
、
不
安
半
分
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。 

 

同
辞
典
の
増
改
訂
版
は
一
万
七
千
部
の
印
刷
で
、
二
十
四
日
か
ら
全
国
の
書
店
に
発
送
さ
れ
る
。
こ

の
う
ち
千
部
は
五
月
三
十
一
日
に
名
古
屋
の
都
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
る
出
版
記
念
会
の
席
上
、
中
国
国
家

教
育
委
員
会
へ
寄
贈
さ
れ
る
。 

 

〔
注
〕
中
日
新
聞 

一
九
八
六
年
四
月
所
載
。 

８‒１ｃ(10)
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愛愛
大大
のの
中中
日日
大大
辞辞
典典  

  
十十
数数
年年
のの
労労
苦苦
、、
増増
訂訂
版版                            

  

中
国
へ
千
冊
寄
贈 

日
本
初
の
本
格
的
中
国
語
辞
典
と
し
て
日
中
文
化
学
術
交
流
に
も
役
立
っ
た
愛
知
大
学
の
「
中
日
大

辞
典
」
の
増
訂
版
が
出
版
さ
れ
た
。
同
辞
典
が
出
版
さ
れ
て
約
二
十
年
。
同
大
中
日
大
辞
典
編
纂
（
さ

ん
）
処
＝
編
集
委
員
長
、
今
泉
潤
太
郎
教
授
（
五
三
）
は
、
著
し
い
変
化
を
と
げ
る
中
国
社
会
に
対
応

し
、
十
数
年
余
に
わ
た
っ
て
増
補
改
訂
作
業
を
進
め
て
い
た
も
の
で
、
コ
ツ
コ
ツ
と
つ
づ
け
ら
れ
た
地

道
な
作
業
の
中
、
一
人
、
二
人
と
他
界
し
た
老
教
授
も
。
数
多
く
の
人
た
ち
の
情
熱
が
こ
も
っ
た
増
訂

版
に
、
今
泉
教
授
は
「
再
度
、
日
中
文
化
交
流
に
役
立
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
す
。
二
十
四
日
に
発

売
。
来
月
末
に
は
千
冊
を
中
国
・
国
家
教
育
委
員
会
へ
寄
贈
す
る
。 

同
大
の
前
身
、
東
亜
同
文
書
院
（
中
国
・
上
海
）
時
代
か
ら
の
教
授
ら
が
中
心
と
な
り
、
約
十
三
年

の
歳
月
を
か
け
て
編
集
し
た
「
中
日
大
辞
典
」
は
、
昭
和
四
十
三
年
に
出
版
。
そ
の
豊
富
な
内
容
は
内

外
か
ら
高
い
評
価
を
得
る
と
と
も
に
、
日
中
国
交
正
常
化
を
前
に
、
両
国
の
友
好
関
係
に
も
貢
献
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
計
七
万
冊
売
れ
て
い
る
。 

増
補
改
訂
が
進
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
、
中
心
人
物
で
あ
る
鈴
木
択
郎
教
授
＝
五
十
七
年
に
病
死
＝

を
は
じ
め
編
集
ス
タ
ッ
フ
が
訪
中
し
、
当
地
の
大
学
な
ど
で
専
門
家
と
意
見
を
交
わ
し
た
こ
と
。
当
時

は
中
国
を
変
容
さ
せ
た
文
化
大
革
命
の
さ
中
。
教
授
た
ち
は
激
し
い
社
会
の
変
化
を
肌
で
感
じ
、
そ
れ

に
対
応
し
た
追
加
訂
正
の
必
要
性
を
実
感
し
た
と
い
う
。 

五
十
年
、
正
式
に
編
纂
処
を
再
設
置
。
す
で
に
退
職
し
て
い
る
鈴
木
教
授
を
編
集
主
任
に
、
今
泉
教

授
、
中
国
か
ら
来
た
黄
異
（
こ
う
・
い
）
教
授
ら
五
人
で
改
訂
編
集
委
員
会
を
組
み
、
本
格
的
に
取
り

組
み
始
め
た
。
中
国
か
ら
の
訪
問
学
者
や
研
修
教
員
の
激
励
、
学
生
ら
の
手
助
け
も
あ
っ
て
、
最
新
の

資
料
を
収
集
、
作
業
は
連
日
連
夜
、
コ
ツ
コ
ツ
と
進
め
ら
れ
た
。 

編
纂
処
（
室
）
は
同
大
本
館
の
一
画
に
あ
る
明
治
時
代
か
ら
の
建
物
。
旧
軍
隊
に
使
用
さ
れ
た
せ
い

か
天
井
は
高
く
、
照
明
、
暖
房
な
ど
が
行
き
届
か
な
い
欠
点
が
あ
る
。
目
が
悪
く
な
る
の
は
日
常
茶
飯

事
。
高
齢
教
授
に
と
っ
て
は
厳
し
い
環
境
だ
っ
た
。
こ
の
間
鈴
木
教
授
は
他
界
。
ほ
か
に
も
黄
教
授
の

兄
で
、
二
年
間
協
力
し
た
北
京
農
場
機
械
化
学
院
の
黄
志
明
教
授
ら
が
逝
去
し
て
い
る
。 

同
大
文
学
部
中
国
文
学
科
を
卒
業
し
た
時
か
ら
約
三
十
年
、
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
今
泉
教
授

は
「
辞
書
を
つ
く
る
と
目
が
不
自
由
に
な
っ
た
り
、
人
が
死
ぬ
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
あ
る
ん
で
す
よ
。

何
し
ろ
五
年
、
十
年
を
単
位
と
す
る
仕
事
だ
か
ら
。
で
も
、
日
中
文
化
交
流
に
役
立
つ
な
ど
『
い
い
仕

事
だ
な
あ
』
と
思
う
か
ら
こ
そ
続
け
ら
れ
た
」
と
振
り
返
る
。 

「
中
日
大
辞
典
・
増
訂
版
」（
大
修
館
・
六
千
八
百
円
）
は
二
千
八
百
㌻
に
熟
語
約
十
四
万
語
を
網

羅
。
従
来
の
も
の
に
は
、
や
や
不
足
し
て
い
た
動
物
・
植
物
・
医
学
な
ど
理
工
系
の
言
葉
、
さ
ら
に
ｊ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
新
し
い
技
術
関
係
も
記
述
し
、
俗
語
も
豊
富
に
盛
り
込
ん
だ
。 

８‒１ｃ(11)
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今
泉
教
授
は
「
い
ま
も
中
国
の
変
化
は
め
ざ
ま
し
い
。
こ
れ
か
ら
は
科
学
的
デ
ー
タ
に
基
づ
く
辞
書

づ
く
り
が
必
要
で
し
ょ
う
。
で
も
、
よ
ほ
ど
気
力
と
体
が
充
実
し
て
な
け
れ
ば
、
も
う
ち
ょ
っ
と…

…

」

と
話
し
て
い
る
。 

 
 

〔
注
〕
毎
日
新
聞 

一
九
八
六
年
四
月
二
五
日
所
載
。 

８‒１ｃ(11)



36

『日中語彙研究』第12号

― 　―

8-1c(12) 
 

 

1 
 

師師
弟弟
二二
代代
のの
執執
念念
がが
実実
るる  

  

わ
が
国
初
の
本
格
的
中
国
語
辞
典
と
し
て
、
愛
知
大
学
（
豊
橋
市
、
浜
田
稔
学
長
）
か
ら

四
十
三
年
に
出
版
さ
れ
た
「
中
日
大
辞
典
」
の
増
訂
版
が
発
行
さ
れ
、
三
十
一
日
午
後
、
名

古
屋
市
中
村
区
の
都
ホ
テ
ル
で
、
出
版
記
念
会
と
中
国
国
歌
教
育
委
員
会
へ
の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
る
。
旧
版
の
出
版
か
ら
十
八
年
。
日
々
、
時
代
の
流
れ
に
後
れ
を
と
る
辞
典
に
、「
み

じ
め
な
姿
で
世
間
を
ふ
ら
つ
く
わ
が
子
の
け
じ
め
」
を
つ
け
よ
う
と
す
る
言
語
学
者
の
執
念

が
実
っ
た
。 

 

増
補
改
訂
作
業
の
た
め
、
同
大
学
に
中
日
大
辞
典
編
纂
（
さ
ん
）
処
が
設
け
ら
れ
た
の
は

五
十
年
四
月
。
旧
版
の
編
纂
委
員
長
で
文
学
部
の
故
・
鈴
木
択
郎
教
授
が
編
集
主
任
、
鈴
木

教
授
の
教
え
子
で
教
養
部
の
今
泉
潤
太
郎
教
授
（
五
三
）
＝
中
国
語
学
専
攻
＝
が
編
集
委
員

長
と
し
て
始
ま
っ
た
。
編
纂
処
と
い
っ
て
も
、
木
造
の
同
大
学
本
館
の
片
隅
に
あ
る
ス
ト
ー

ブ
も
な
い
部
屋
。
鈴
木
教
授
と
今
泉
教
授
の
二
人
は
旧
辞
典
を
ば
ら
し
、
改
め
る
個
所
に
書

き
込
み
が
で
き
る
よ
う
、
一
ペ
ー
ジ
ず
つ
、
わ
ら
半
紙
に
張
り
つ
け
る
作
業
か
ら
手
を
つ
け

た
。 時

代
遅
れ
に
な
る
の
は
辞
典
の
宿
命
で
、
鈴
木
教
授
は
旧
版
を
出
し
た
直
後
か
ら
、
改
訂

版
の
出
版
を
考
え
て
い
た
ら
し
い
。
作
業
は
日
夜
続
け
ら
れ
、
北
京
の
新
聞
社
「
大
公
報
」

の
元
編
集
委
員
で
、
五
十
五
年
に
中
国
語
教
員
と
し
て
同
大
学
に
赴
任
し
た
黄
異
さ
ん
（
六

六
）
が
用
語
解
説
に
助
言
す
る
な
ど
、
編
集
者
は
最
も
多
い
時
で
六
人
を
数
え
た
。
彼
ら
が

集
め
た
用
語
で
、
旧
版
を
張
り
つ
け
た
わ
ら
半
紙
は
朱
直
し
で
真
っ
赤
に
な
っ
た
。 

旧
版
の
準
備
か
ら
含
め
て
約
三
十
年
間
、「
中
日
大
辞
典
」
に
か
か
わ
っ
た
今
泉
教
授
は
、

幼
い
こ
ろ
、
下
宿
屋
だ
っ
た
実
家
で
、
上
海
か
ら
引
き
揚
げ
て
愛
大
に
通
う
元
・
東
亜
同
文

書
院
の
学
生
が
話
す
中
国
語
に
興
味
を
持
ち
、
愛
大
に
進
ん
で
鈴
木
教
授
に
出
会
っ
た
。 

そ
の
鈴
木
教
授
も
「
辞
典
を
一
つ
作
る
と
人
ひ
と
り
、
命
を
落
と
す
」
と
言
わ
れ
て
い
る

か
の
よ
う
に
、
五
十
六
年
一
月
、
改
訂
版
の
完
成
を
待
た
ず
に
八
十
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

死
の
間
際
、
今
泉
教
授
が
病
室
を
見
舞
っ
た
時
、
鈴
木
教
授
の
妻
し
づ
江
さ
ん
（
七
九
）
が

「
辞
典
は
今
泉
さ
ん
が
全
部
や
っ
て
く
れ
る
そ
う
で
す
よ
」
と
語
り
か
け
る
と
「
う
ん
」
と

深
く
う
な
ず
い
た
。「
あ
れ
は
満
足
感
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
自
分
の
生
ん
だ
子
が
ふ
ら
ふ
ら

と
さ
ま
よ
っ
て
い
る
の
に
、
き
ち
ん
と
し
た
形
で
ケ
リ
を
つ
け
た
と
い
う
。
そ
れ
が
今
、
自

分
で
仕
事
を
終
え
て
分
か
り
ま
し
た
」
と
今
泉
教
授
。 

大
修
館
書
店
か
ら
発
行
さ
れ
た
増
訂
版
は
Ｂ
６
判
、
二
千
七
百
五
十
六
㌻
。
不
足
し
て
い

た
動
、
植
物
の
名
前
や
、
日
本
で
も
な
じ
み
に
な
っ
た
「
万
元
戸
」
、
科
学
技
術
の
進
歩
で

「
個
人
電
脳
（
パ
ソ
コ
ン
）」「
語
音
電
脳
（
ワ
ー
プ
ロ
）」
の
新
語
も
加
え
ら
れ
、
旧
版
よ

り
三
万
語
多
い
約
十
四
万
語
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

８‒１ｃ(12)
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2 
 

三
十
一
日
の
会
合
に
は
、「
愛
大
で
中
国
語
を
学
ん
だ
会
」
の
約
百
人
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
る
ほ
か
、

駐
日
中
国
大
使
館
参
事
官
の
陳
彬
（
チ
ン
・
ピ
ン
）
氏
ら
中
国
側
関
係
者
も
出
席
、
一
千
部
が
贈
ら
れ

る
。 

 

〔
注
〕
朝
日
新
聞 

一
九
八
六
年
四
月
二
八
日
所
載
。 

８‒１ｃ(12)
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年年
ぶぶ
りり
増増
訂訂
版版
発発
刊刊
のの
中中
日日
大大
辞辞
典典  

出出
版版
記記
念念
会会                        

  

愛
知
大
学
（
本
部
・
豊
橋
市
町
畑
町
、
浜
田
稔
学
長
）
は
十
八
年
ぶ
り
に
中
日
大
辞
典
増
訂
版
を
発

刊
、
三
十
一
日
、
名
古
屋
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
く
出
版
記
念
会
の
席
上
、
中
国
の
教
育
委
員
会
へ
贈
呈

さ
れ
る
。 

中
日
大
辞
典
は
、
さ
る
四
十
三
年
に
出
版
、
全
国
の
中
国
語
学
習
者
の
高
い
評
価
を
受
け
、
計
七
万
部
印

刷
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
間
、
中
国
の
発
展
は
急
で
「
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
辭
典
を
」
の
要
望
が
大
学

内
外
か
ら
あ
り
、
五
十
年
か
ら
同
辞
典
編
集
委
員
会
（
編
集
委
員
長
・
今
泉
潤
太
郎
同
大
教
授
）
を
発
足
、

増
訂
版
の
編
集
を
進
め
て
き
た
。 

増
訂
版
は
Ｂ
６
判
、
二
千
七
百
六
十
五
㌻
。
六
百
㌻
増
え
、
語
い
は
入
れ
替
え
も
含
め
二
万
語
多
い
十
四

万
語
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
語
音
電
脳
（
ワ
ー
プ
ロ
）
や
生
物
工
芸
学
（
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
愛
姿

病
（
エ
イ
ズ
）
な
ど
が
増
訂
版
で
初
め
て
登
場
し
た
。 

今
泉
編
集
委
員
長
は
「
多
く
の
人
の
協
力
で
〝
愛
大
の
中
日
大
辞
典
〟
の
名
に
恥
じ
ぬ
増
訂
版
が
で
き
た
。

日
中
友
好
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
と
思
う
」
と
話
し
て
い
る
。
定
価
六
千
八
百
円
。
一
万
五
千
部
印
刷
、

書
店
で
発
売
中
。 

 

〔
注
〕
中
日
新
聞 

一
九
八
六
年
五
月
十
一
日
所
載
。 

1188  
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1 
 

愛愛
知知
大大
がが
増増
訂訂
版版  

  
  

万万
語語
収収
録録
のの
中中
日日
大大
辞辞
典典  

  
  
  
  
  
  
  

〝〝
百百
科科
事事
典典
〟〟
とと
しし
てて
もも
活活
用用  

  

愛
知
大
学
（
本
部
・
豊
橋
町
畑
町
、
浜
田
稔
学
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
中
日
大
辞
典
の
増
訂
版
を
発
刊

し
た
。
本
格
的
な
中
国
辞
典
と
し
て
四
十
三
年
に
出
版
さ
れ
た
旧
版
以
来
十
八
年
ぶ
り
の
集
大
成
で
、

三
十
一
日
に
は
名
古
屋
市
中
村
区
の
都
ホ
テ
ル
で
出
版
記
念
会
と
、
中
国
国
家
教
育
委
員
会
へ
の
増
訂

版
一
千
部
の
贈
呈
式
も
行
わ
れ
る
。 

増
訂
版
は
Ｂ
６
版
大
で
、
二
千
七
百
六
十
五
㌻
、
一
万
七
千
部
（
一
部
定
価
六
千
八
百
円
）
を
印
刷

す
る
。 

七
万
部
刊
行
さ
れ
た
旧
版
と
比
べ
て
、
増
訂
版
は
三
万
語
多
い
十
四
万
語
が
収
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

中
国
の
総
合
辞
典
と
し
て
も
役
立
つ
よ
う
百
科
項
目
は
じ
め
ス
ラ
ン
グ
、
方
言
な
ど
を
多
用
し
て
編
さ

ん
し
た
こ
と
な
ど
が
特
色
。
収
録
語
類
の
中
で
は
科
学
技
術
分
野
や
動
植
物
関
係
、
医
学
部
門
を
主
体

に
新
登
場
の
も
の
も
豊
富
で
、「
電
脳
」（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
）「
個
人
電
脳
」（
パ
ソ
コ
ン
）「
愛
姿
病
」

（
エ
イ
ズ
）「
録
像
機
」（
ビ
デ
オ
）「
健
美
舞
」（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）
な
ど
が
あ
る
。
中
国
語
学
専
攻
の

今
泉
潤
太
郎
教
授
（
五
三
）
は
「
日
中
友
好
合
作
、
学
術
交
流
の
所
産
で
増
訂
版
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。
中
日
大
辞
典
が
今
後
の
日
中
交
流
拡
大
に
役
立
て
ば
」
と
話
し
て
い
る
。 

三
十
一
日
午
後
二
時
か
ら
開
か
れ
る
出
版
記
念
会
に
は
愛
知
大
の
中
国
語
講
座
を
学
ん
だ
受
講
生

も
お
祝
い
に
駆
け
付
け
る
。
ま
た
、
増
訂
版
の
贈
呈
式
で
は
中
国
側
か
ら
陳
彬
駐
日
中
国
大
使
館
参
事

官
が
出
席
す
る
。 

 

〔
注
〕
静
岡
新
聞 

一
九
八
六
年
五
月
三
十
日
所
載
。 

1144  
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増訂に際して 
 
 かねてより、日新月異の中国の進展に応じて、いかに増改訂をすべきかを考えておら

れた鈴木択郎先生が、本辞典の改訂を始めたいと内山雅夫氏及び私に相談されたのはい

つ頃だったか。1968 年 2 月の中日大辞典刊行を機に郭沫若氏に願い出ていた辞典関係

者訪中希望が 1973 年 6 月漸く実現、南開大学・北京大学・復旦大学で中国の専門家と

長時間に亙り意見を交わすことができ貴重な経験を得たのだが、これを改訂に活かした

いと思っておられた。結局、鈴木先生は教授を辞し、胃切除の身をおして辞典改訂に専

念する決意を固められた。幸い久曽神昇学長（当時）はじめ大学当局の賛同を得、1975
年 4 月、中日大辞典編纂処を再び設置、編集主任 鈴木択郎、編集委員長 今泉潤太郎、

編集委員 陰山信男、黄異、荒川清秀、白井啓介の諸氏（1986 年 1 月現在）による中

日大辞典改訂編集委員会を発足させた。内山氏は参加されなかったが、この年の 8 月逝

去された。心から御冥福を祈る。 
 今回の改訂は、あくまで現行版の枠組内での全面的増訂であるため、最近の“漢語詞

滙的統計与分析”・“国家標準信息交換用漢字編碼字符集”・“統一漢字部首表”・“起筆統

計表”・“漢語拼音正詞法基本規則（試用稿）”・“普通話異読詞審音表”等の資料や最新

の工具書を参照した抜本的改訂は将来に期することとした。改訂も軌道にのった 82 年

1 月、鈴木先生が急逝された。青天の霹靂である。先生の発意で始まり、情熱で進めら

れてきた仕事であり、余人を以っては代え難いが、我々が引き継ぎ完成させる他なかっ

た。ただ、本文の大部分に目を通されていたことは不幸中の幸いであった。 
 増訂版は現行版にもまして日中友好合作・学術交流の所産である。前述の南開大学等

に於ける辞典座談会をはじめ、交流の拡大に伴い増えてきた中国訪問学者や中国研修教

員から多くの激励や援助を受けた。高臨渡氏・黄異氏の終止変わらぬ真摯な協力に対し

謝意を表するとともに、高氏の御冥福を祈る。 
 北京語言学院劉青然氏・諸在明氏・蔡振生氏、中国人民解放軍外国語学院楊春臣氏ら

の協力に対し感謝の意を表する。特に、北京農業機械化学院黄志明氏は二年間も編集に

協力された後帰国、間もなく病を得て逝去された。ここに御冥福を祈るとともに衷心よ

り謝意を表する。池上貞一氏、井芹貞夫氏、岩尾正利氏、大林洋五氏、木田弥三旺氏、

中山欽司氏、浜田国貞氏、森博達氏らの一方ならぬ協力に対し謝意を表する。特に名古

屋市立大学薬学部稲垣勲氏の専門面での協力に対し感謝の意を表するとともに御冥福

を祈る。この十年間、多数の本学学生の協力を仰いだ。この増訂版もまた学生諸君の協

力の賜物である。ここに心からの謝意を表する。また当初より各種の事務を処理された

松田文美子氏、1981 年印刷段階に入り面倒な問題を解決しつつ校正に精進された加藤

寛昭氏、日本語索引・検字表など最終段階の業務を遂行された影山裕子氏らの協力に対

し衷心から感謝の意を表する。 

８‒２ａ
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 本書の印刷・製本は凸版印刷株式会社に依頼した。同社はその CTS を駆使して本書

を完成させた。増訂版の発行はこれを大修館書店にゆだねた。またこれまで中日大辞典

発行に尽力された燎原書店に対し感謝の意を表する。 
 ここに見られる中日大辞典増訂版が世に出るまでには長年月に及ぶ学内外の多数の

人達から様々な援助があった。衷心より感謝の意を表する。終りにあらためて謹んで鈴

木択郎先生の御冥福を祈る。 
 
1986 年 2 月 1 日 

増訂版編集委員長 今泉 潤太郎 
 
 
 
 
 
 

増訂版の補訂に当って 
 1985 年 12 月、国家語言文字委員会・国家教育委員会・広播電視部の連名で発表さ

れた“関于普通話異読詞審音表的通知”及び 1986 年 10 月、用字混乱を是正するため

改めて人民日報に発表された簡化字総表の説明（国家語言文字委員会による）には、

新たに前者には 52 字、後者は 7 字についてそれぞれ重要なる決定がなされている。

昨年出版した増訂版には時間的にこれら決定を盛り込むことは不可能であった。増訂

版は幸い好評裡に迎えられ、いま増刷の必要が生じたので、この際これらを全面的に

取り入れるとともに、新たに付録として審音表一覧を加え、更に本文の内容を追補

し、表装も一新したので、ここに版を改め本書を増訂第二版とする。 
 
1987 年 2 月 1 日 
 
〔注〕後段は増訂第２版の序。 

８‒２ａ
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昭和 61 年度第 4 回評議会速報 
 
日 時  昭和 61 年 4 月 17 日（木）18 時 45 分～21 時 35 分 
場 所  本館第 1 会議室 
出席者  議長 浜田会長 
     委員 14 名 
     幹事 3 名（特別出席 2 名） 
欠席者  委員 3 名 
     幹事 1 名 
欠 員  名古屋校舎学監 
 

議  事 
Ⅰ 審議事項 
１． 内部委員の選任について 

略 
２． 中日大辞典（改訂版）刊行に関して 

① 5,000 部を追加印刷することにした。 
② 贈呈式を次のとおり行う。 

 日 時  5 月 31 日（土）14 時～ 
 場 所  名古屋都ホテル 
 経 費  概算 100 万円 
 主 催  愛知大学 
 後 援  同窓会 

３． 将来計画について 
次回継続審議。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８‒２ｂ(1)
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出
版
記
念
会
と
中
国
へ
の
辞
典
贈
呈
式 

―

名
古
屋
で
盛
大
に
ー 

 

五
月
三
十
一
日
名
古
屋
都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
各
界
著
名
人
、
同
窓
生
お
よ
び
愛
知
県
内
各
大
学
へ

の
中
国
留
学
生
な
ど
約
三
百
人
が
集
っ
て
、
愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
増
訂
版
出
版
記
念
会
と
中
国
国
家

教
育
委
員
会
へ
の
中
日
大
辞
典
贈
呈
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。 

 

式
典
は
、
浜
田
学
長
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
今
泉
編
集
委
員
長
の
編
集
経
過
が
紹
介
さ
れ
、
文
部
大
臣

（
代
読
）、
愛
知
県
知
事
（
代
読
）
、
平
岩
名
古
屋
市
助
役
（
本
学
二
十
八
年
卒
）
等
の
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
さ
ら
に
中
国
の
南
開
大
学
を
は
じ
め
提
携
校
か
ら
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
た
。 

 

続
い
て
、
中
国
国
家
教
育
委
員
会
を
代
理
し
て
、
駐
日
中
国
大
使
館
陳
彬
教
育
担
当
参
事
官
に
千
冊

の
目
録
が
浜
田
学
長
か
ら
贈
ら
れ
た
。
こ
れ
に
こ
た
え
て
陳
参
事
官
よ
り
「
中
日
大
辞
典
は
、
新
し
い

資
料
と
と
も
に
語
彙
は
豊
富
で
解
釈
も
正
確
で
あ
り
、
中
国
で
の
評
価
も
極
め
て
高
い
、
こ
れ
を
機
に

さ
ら
に
中
日
両
国
の
友
好
の
輪
が
広
が
り
、
学
術
文
化
交
流
の
懸
け
橋
と
な
り
、
船
と
な
っ
て
欲
し
い
」

と
強
調
さ
れ
万
雷
の
拍
手
を
浴
び
た
。 

 

こ
こ
で
式
典
は
終
了
し
、
記
念
講
演
会
に
移
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
で
元
北
京
支
局
長
の
小
林
一
夫
氏

（
本
学
旧
法
二
十
五
年
卒
）
が
「
現
代
中
国
へ
の
視
点
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
。 

 

最
後
に
出
版
記
念
祝
賀
会
に
入
り
、
こ
の
辞
典
の
生
み
の
親
と
も
い
う
べ
き
故
鈴
木
拓
郎
教
授
未
亡

人
し
ず
江
殿
、
さ
ら
に
当
初
か
ら
辞
典
編
纂
に
深
い
理
解
と
情
熱
を
傾
け
て
こ
ら
れ
た
本
学
名
誉
学
長

本
間
喜
一
氏
代
理
令
嬢
殿
岡
晟
子
殿
、
ま
た
地
味
に
コ
ツ
コ
ツ
と
二
年
余
に
わ
た
り
編
纂
に
協
力
さ
れ

た
故
黄
志
明
北
京
農
業
機
械
化
学
院
教
授
の
ご
令
弟
林
誠
（
黄
異
）
教
授
、
中
日
大
辞
典
編
纂
委
員
長

今
泉
潤
太
郎
教
授
に
そ
れ
ぞ
れ
永
年
に
わ
た
る
編
集
事
業
を
労
う
花
束
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
名
古
屋
国

際
セ
ン
タ
ー
理
事
長
本
山
政
雄
氏
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、

中
国
歌
舞
団
“
華
音
”
の
演
奏
が
花
を
添
え
た
。 

 

な
お
、
こ
れ
よ
り
先
の
五
月
二
十
一
日
中
国
大
使
館
に
お
い
て
折
か
ら
来
日
中
の
中
国
国
家
教
育
委

員
会
何
東
昌
副
主
任
に
浜
田
学
長
よ
り
、
中
日
大
辞
典
贈
呈
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
何
副
主
任
は
「
有

難
く
頂
戴
し
、
国
内
各
関
係
方
面
に
配
布
し
有
効
に
利
用
し
た
い
」
と
感
謝
の
意
を
表
明
さ
れ
た
。 

  

〔
注
〕
愛
知
大
学
通
信
第
五
十
五
号 

昭
和
六
十
一
年
六
月
二
〇
日
所
載 

８‒２ｂ(2)
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増
訂
版
刊
行
に
つ
い
て 

中
日
大
辞
典
改
訂
編
集
委
員
長 

 
 

 
 

今
泉
潤
太
郎 

 

中
日
大
辞
典
は
、
一
九
六
八
年
二
月
発
行
以
来
、
八
三
年
の
第
八
刷
ま
で
七
万
余
を
印
刷
、
唯
一
の

本
格
的
中
日
辞
典
と
し
て
、
幸
い
国
内
外
よ
り
一
定
の
評
価
を
受
け
る
に
至
っ
た
。 

 

こ
の
間
、
中
国
に
お
い
て
は
一
九
六
七
年
か
ら
十
年
に
及
ぶ
文
化
大
革
命
を
経
、
各
方
面
で
の
変
化

著
し
い
も
の
が
あ
り
、
七
三
年
六
月
我
々
辞
典
編
集
関
係
者
の
訪
中
時
、
南
開
大
学
、
北
京
大
学
、
復

旦
大
学
で
行
っ
た
座
談
会
で
は
、
こ
れ
を
特
に
実
感
し
た
。
七
二
年
の
日
中
国
交
正
常
化
に
伴
う
両
国

関
係
の
発
展
に
は
、
近
年
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
ま
た
現
代
化
を
め
ざ
す
現
在
の
中
国
の
情
勢
に
適
応

す
る
辞
典
と
す
べ
く
、
一
九
七
五
年
四
月
、
本
学
は
中
日
大
辞
典
改
訂
編
集
委
員
会
（
編
集
主
任
鈴
木

択
郎
、
編
集
委
員
長
今
泉
潤
太
郎
）
を
発
足
さ
せ
た
。 

 

今
回
は
、
あ
く
ま
で
現
行
の
枠
組
内
で
の
全
面
的
増
改
訂
で
あ
る
た
め
、
辞
典
の
基
本
的
性
格
や
編

集
原
則
の
変
更
は
な
く
、
誤
り
を
正
し
至
ら
ざ
る
を
補
う
こ
と
を
旨
と
し
た
。
結
果
、
本
文
は
旧
版
に

比
し
約
六
百
頁
増
、
付
録
、
索
引
を
含
め
総
頁
数
二
千
八
百
頁
、
所
載
見
出
字
（
簡
化
字
、
繁
体
字
、

異
体
字
を
含
む
）
は
、
二
千
字
増
え
一
万
三
千
二
百
字
、
見
出
語
は
増
加
分
約
三
万
語
を
含
め
、
十
四

万
語
と
な
っ
た
。 

 

一
九
八
二
年
初
、
鈴
木
先
生
が
急
逝
さ
れ
た
。
先
生
の
発
意
で
始
ま
り
、
情
熱
で
進
め
ら
れ
た
増
改

訂
で
あ
り
、
余
人
を
も
っ
て
は
替
え
難
い
が
、
辞
典
本
文
の
大
部
分
に
一
応
の
目
を
通
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
。 

 

中
日
大
辞
典
に
つ
い
て
、
「
そ
れ
は
実
に
日
中
両
国
人
の
心
血
が
そ
そ
が
れ
て
い
た
」
と
言
わ
れ
た

の
は
、
初
版
刊
行
時
、
推
薦
文
を
よ
せ
ら
れ
た
故
倉
石
武
四
郎
氏
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
増
改
訂
も
黄

異
先
生
を
は
じ
め
多
数
の
中
国
人
教
員
の
協
力
な
し
に
は
完
成
し
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
北

京
農
業
機
械
化
学
院
黄
志
明
教
授
は
二
年
間
に
わ
た
り
編
集
に
協
力
さ
れ
た
の
ち
帰
国
、
ま
も
な
く
病

歿
さ
れ
た
。
と
も
に
大
痛
恨
事
で
あ
る
。 

 

校
正
な
ど
に
は
、
本
学
学
生
や
卒
業
生
諸
君
の
熱
心
に
し
て
真
摯
な
協
力
が
あ
っ
た
。
本
学
中
国
語

関
係
教
職
員
・
学
生
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
増
改
訂
事
業
と
言
っ
て
過
言
で
な
い
。 

 

今
回
は
旧
版
刊
行
の
際
の
如
き
経
費
面
で
の
苦
労
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
中
日
大
辞
典
に

対
す
る
評
価
が
す
で
に
確
立
し
て
い
る
た
め
財
政
上
の
目
処
が
た
っ
て
い
る
こ
と
、
本
間
学
長
以
来
、

歴
代
の
学
長
を
は
じ
め
と
す
る
当
局
者
の
理
解
と
援
助
が
あ
っ
た
こ
と
と
承
知
し
て
い
る
。 

 

中
日
大
辞
典
増
訂
版
の
発
行
は
全
面
的
に
大
修
館
書
店
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
し
た
。
同
社
の
「
大
漢

和
辞
典
」
は
つ
と
に
有
名
で
あ
り
、
中
日
大
辞
典
に
つ
い
て
も
こ
れ
と
同
様
に
力
を
入
れ
て
く
れ
て
い

る
の
で
、
誠
に
力
強
い
。
今
後
は
、
各
地
の
読
者
に
対
し
て
購
入
に
つ
い
て
の
不
便
を
か
け
る
こ
と
は

あ
る
ま
い
。 

 

な
お
、
中
日
大
辞
典
初
版
の
刊
行
に
つ
い
て
最
初
か
ら
尽
力
さ
れ
た
燎
原
書
店
に
対
し
こ
こ
に
謝
意

８‒２ｂ(3)
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を
表
す
る
。 

 

中
日
大
辞
典
増
訂
版
が
従
来
に
も
増
し
て
各
方
面
で
活
用
さ
れ
、
日
中
文
化
交
流
の
発
展
に
い
さ
さ

か
な
り
と
も
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
こ
れ
に
す
ぎ
る
も
の
は
な
い
。 

  〔
注
〕
愛
知
大
学
通
信
第
五
五
号
（
昭
和
六
一
年
六
月
二
〇
日
） 

所
載
。 

８‒２ｂ(3)
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陳
彬
中
国
大
使
館
教
育
参
事
官
か
ら
の
謝
辞 

  

尊
敬
す
る
浜
田
稔
学
長
。
尊
敬
す
る
御
来
賓
、
御
在
席
の
皆
様
。 

 

今
日
、
私
は
光
栄
に
も
、
中
華
人
民
共
和
国
中
日
特
命
全
権
大
使
章
曙
に
代
わ
り
、
こ
の
盛
大
で
荘

厳
な
、
『
中
日
大
辞
典
』
増
訂
版
出
版
記
念
会
な
ら
び
に
中
国
国
家
教
育
委
員
会
に
対
す
る
『
中
日
大

辞
典
』
贈
呈
式
に
出
席
で
き
ま
す
こ
と
を
、
非
常
に
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
ず
、
私
は
、
章
曙
大
使
に
代
わ
り
、
『
中
日
大
辞
典
』
増
訂
版
の
出
版
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
同
時
に
ま
た
、
愛
知
大
学
が
中
国
国
家
教
育
委
員
会
に
『
中
日
大
辞
典
』
を
一
千
冊
贈
呈
し

て
下
さ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
中
国
駐
日
大
使
館
と
中
国
国
家
教
育
委
員
長
を
代
表
し
て
、
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

『
中
日
大
辞
典
』
の
出
版
は
、
愛
知
大
学
の
関
係
部
門
の
先
生
方
が
長
期
に
わ
た
っ
て
努
力
し
て
こ

ら
れ
た
結
果
で
あ
り
、
愛
知
大
学
が
中
日
友
好
に
力
を
尽
く
し
て
き
た
結
晶
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の

増
訂
版
は
、
学
術
的
価
値
か
ら
い
う
と
、
内
容
は
豊
富
、
資
料
は
清
新
、
注
釈
は
精
確
で
、
中
日
両
国

の
言
語
を
学
習
・
研
究
す
る
上
で
の
す
ぐ
れ
た
辞
書
で
す
。
辞
書
の
活
用
範
囲
と
影
響
力
は
、
そ
の
他

の
専
門
書
よ
り
も
、
い
っ
そ
う
広
く
深
い
も
の
で
す
。
同
時
に
、『
中
日
大
辞
典
』
の
価
値
と
意
義
は
、

学
術
面
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
、
中
日
友
好
と
文
化
交
流
の
橋
で
あ
り
船
で
あ
る
と
、
私
は
思

い
ま
す
。
皆
様
御
承
知
の
よ
う
に
、
我
々
中
日
両
国
は
、
一
衣
帯
水
の
隣
国
で
、
二
千
年
に
わ
た
る
友

好
往
来
の
歴
史
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

国
が
異
な
れ
ば
言
語
も
異
な
り
ま
す
か
ら
、
友
好
往
来
と
文
化
交
流
の
面
に
お
い
て
は
、
言
語
の
道

具
で
あ
る
辞
書
を
欠
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
川
や
海
を
渡
る
の
に
橋
や
船
（
も

ち
ろ
ん
、
現
在
で
は
飛
行
機
も
）
に
た
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
重
要
な
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
次
の
よ
う
な
比
喩
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
『
中
日
大
辞
典
』
は
中
日

友
好
の
橋
で
あ
り
、
中
日
文
化
交
流
の
船
で
あ
る
と
。
『
中
日
大
辞
典
』
の
出
版
は
、
必
ず
や
中
日
両

国
人
民
の
友
好
と
文
化
交
流
を
よ
り
い
っ
そ
う
お
し
す
す
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

最
後
に
、
中
日
両
国
の
文
化
と
教
育
の
交
流
が
日
に
日
に
発
展
し
、
中
日
両
国
人
民
が
世
々
代
々
に

わ
た
っ
て
友
好
関
係
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
九
八
六
年
五
月
三
十
一
日 

  

〔
注
〕
愛
知
大
学
通
信
第
五
五
号
（
昭
和
六
一
年
六
月
二
〇
日
）
所
載
。 
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中中
日日
大大
辞辞
典典
増増
訂訂
版版  

中中
国国
へへ
贈贈
呈呈
式式  

愛愛
大大
がが
完完
成成
記記
念念
しし  

  

冊冊  
  
  
  

                                
  

  

わ
が
国
で
最
も
権
威
の
あ
る
中
国
語
辞
典
「
中
日
大
辞
典
」
の
増
訂
版
が
完
成
、
三
十
一
日
午
後
、

名
古
屋
市
内
の
都
ホ
テ
ル
で
、
編
さ
ん
に
あ
た
っ
た
愛
知
大
学
か
ら
、
完
成
を
記
念
し
て
中
国
の
国
家

教
育
委
員
会
へ
贈
ら
れ
る
一
千
冊
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。 

 

初
版
の
中
日
大
辞
典
は
、
故
鈴
木
択
郎
同
大
教
授
を
編
集
委
員
長
に
、
さ
る
三
十
年
か
ら
十
三
年
が

か
り
で
編
さ
ん
さ
れ
、
四
十
三
年
に
画
期
的
な
中
国
語
辞
典
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。 

 

し
か
し
、
中
国
の
文
化
大
革
命
や
文
字
の
略
字
、
内
容
な
ど
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
五
十
年

か
ら
鈴
木
教
授
を
中
心
に
、
増
訂
作
業
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。 

 

五
十
六
年
に
は
、
鈴
木
教
授
が
志
半
ば
で
死
去
、
今
泉
潤
太
郎
教
授
（
五
三

）
が
、
恩
師
の
意
志
を

継
続
。
同
大
へ
赴
任
中
の
北
京
語
言
学
院
の
先
生
ら
中
国
側
の
協
力
を
得
て
作
業
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。 

 

贈
呈
式
は
、
同
大
関
係
者
ら
三
百
人
が
見
守
る
中
で
、
浜
田
稔
学
長
か
ら
駐
日
中
国
大
使
館
の
陳
彬

参
事
官
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。 

 

陳
参
事
官
は
「
学
術
的
に
も
高
水
準
の
辞
典
完
成
は
喜
ば
し
い
。
こ
れ
も
、
両
国
協
力
の
成
果
」
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。 

 

増
訂
版
は
、
Ａ
６
判
、
二
千
七
百
六
十
五
㌻
で
、
収
録
単
語
も
約
三
万
語
増
え
て
、
約
十
四
万
語
と

な
っ
た
。 

 

〔
注
〕
中
部
讀
賣
新
聞 

一
九
八
六
年
六
月
一
日
所
載
。 

 

11000000  

８‒２ｃ(1)



48

『日中語彙研究』第12号

― 　―

8-2c(2) 
 

 
 

  
  
  
  
  
  

愛愛
大大
がが
中中
国国
へへ
寄寄
贈贈  

  
  

                                
  

  

愛
知
大
（
本
部
・
愛
知
県
豊
橋
市
町
畑
町
、
浜
田
稔
学
長
）
が
刊
行
し
た
中
日
大
辞
典
の
増
訂
版
出

版
記
念
会
が
三
十
一
日
、
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
の
名
古
屋
都
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
席
上
、
中
国
の
国

家
教
育
委
員
会
に
千
冊
贈
ら
れ
た
。 

 

中
日
大
辞
典
は
、
愛
大
が
十
三
年
か
け
さ
る
四
十
三
年
に
刊
行
。
そ
の
年
の
中
日
文
化
賞
を
受
け
た
。

増
訂
版
は
三
十
年
に
着
手
。「
誤
り
を
正
し
不
備
を
補
う
」
を
基
本
方
針
に
十
一
年
が
か
り
で
完
成
さ

せ
た
。
旧
版
に
比
べ
て
七
百
㌻
増
の
約
二
千
七
百
㌻
、
語
い
は
三
万
語
増
え
十
四
万
語
収
録
さ
れ
て
い

る
。
Ｂ
６
判
で
定
価
は
六
千
八
百
円
。 

 

出
版
記
念
会
に
は
、
編
集
委
員
長
の
今
泉
潤
太
郎
教
授
ら
約
三
百
人
が
出
席
。
浜
田
学
長
が
中
国
の

駐
日
大
使
代
理
、
陳
彬
さ
ん
（
文
化
教
育
担
当
参
事
官
）
に
千
冊
の
目
録
を
手
渡
し
た
。 

 

陳
さ
ん
は
、
通
訳
を
介
し
「
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。
中
日
大
辞
典
は
、
中
国
と
日
本
の
文
化
交
流

の
架
け
橋
で
あ
り
、
船
で
あ
る
」
と
礼
を
述
べ
た
。 

 

〔
注
〕
中
日
新
聞 

一
九
八
六
年
六
月
一
日
所
載
。 

 

中中
日日
大大
辞辞
典典
のの  

増増
訂訂
版版
千千
冊冊  

８‒２ｃ(2)
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文文
化化
交交
流流
のの
〝〝
かか
けけ
橋橋
〟〟
にに  

  
  
  
  

中中
国国
側側
にに
千千
冊冊
寄寄
贈贈  

  
                                
  

  

愛
知
大
学
（
浜
田
稔
学
長
）
の
中
日
大
辞
典
増
訂
版
出
版
記
念
会
・
中
国
国
家
教
育
委
員
会
へ
の
贈

呈
式
は
三
十
一
日
午
後
二
時
か
ら
、
名
古
屋
市
中
村
区
の
名
古
屋
都
ホ
テ
ル
で
日
中
両
国
の
関
係
者
、

同
大
学
教
職
員
、
卒
業
生
ら
約
二
百
五
十
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。
席
上
、
同
辞
典
編
さ
ん
の
経
過

報
告
、
中
国
・
南
開
大
学
な
ど
か
ら
の
祝
電
披
露
の
あ
と
、
浜
田
学
長
か
ら
中
国
大
使
館
大
使
代
理
・

陳
彬
文
化
教
育
担
当
参
事
官
に
同
辞
典
千
冊
を
贈
る
目
録
が
渡
さ
れ
た
。 

  

同
辞
典
は
、
同
大
学
の
前
身
で
中
国
上
海
に
あ
っ
た
東
亜
同
文
書
院
大
学
が
戦
争
中
に
本
格
的
な
中

日
大
辞
典
の
編
集
を
目
ざ
し
て
、
日
中
両
国
の
教
授
陣
が
収
集
し
た
中
国
語
十
四
万
枚
の
単
語
カ
ー
ド

が
、
戦
後
の
二
十
九
年
に
中
国
か
ら
返
還
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
編
さ
ん
が
進
め
ら
れ
た
。 

 

同
大
学
で
は
、
故
鈴
木
択
郎
名
誉
教
授
を
中
心
に
辞
典
の
編
さ
ん
を
行
い
、
四
十
三
年
に
初
版
を
刊

行
し
た
。
そ
の
後
、
中
国
は
文
化
大
革
命
、
四
人
組
時
代
を
経
て
現
在
四
つ
の
近
代
化
路
線
を
推
進
と

大
き
く
変
化
、
五
十
年
ま
で
に
七
刷
、
約
七
万
冊
を
発
行
し
た
が
、
同
年
四
月
に
鈴
木
名
誉
教
授
か
ら

「
中
国
の
変
化
に
対
応
で
き
る
増
改
訂
作
業
開
始
を
」
と
の
意
向
を
受
け
て
増
改
訂
作
業
が
、
鈴
木
名

誉
教
授
の
教
え
子
の
今
泉
潤
太
郎
教
授
を
編
さ
ん
委
員
長
に
十
一
年
の
歳
月
を
か
け
て
進
め
ら
れ
、
今

年
四
月
に
完
成
し
た
。 

 

増
改
訂
作
業
に
は
北
京
の
新
聞
社
「
大
公
報
」
の
元
編
集
委
員
で
五
十
五
年
に
中
国
語
教
員
と
し
て

同
大
学
の
赴
任
し
た
黄
異
さ
ん
（
六
六

）
が
用
語
解
説
で
助
言
す
る
な
ど
、
日
中
両
国
の
語
学
関
係
者

の
協
力
も
得
て
、
五
十
五
年
暮
れ
に
主
な
朱
直
し
の
作
業
を
終
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
の
五
十
六

年
一
月
鈴
木
名
誉
教
授
が
他
界
し
、
今
泉
潤
太
郎
教
授
が
意
志
を
継
い
で
作
業
開
始
以
来
、
十
一
年
ぶ

り
に
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
で
、
師
弟
二
代
の
努
力
の
結
晶
と
な
っ
た
。 

 

三
十
一
日
の
式
典
で
、
浜
田
学
長
は
「
増
改
訂
作
業
に
は
長
い
時
間
と
日
中
両
国
の
先
生
方
の
努
力

が
積
み
重
ね
ら
れ
た
。
困
難
な
作
業
を
支
援
し
て
く
れ
た
多
く
の
人
々
に
感
謝
し
た
い
。
今
後
と
も
日

中
友
好
に
学
術
文
化
の
交
流
に
ま
い
進
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
。 

 

ま
た
、
同
辞
典
の
贈
呈
を
受
け
た
陳
文
化
教
育
担
当
参
事
官
は
、
「
完
成
し
た
中
日
大
辞
典
は
〝
語

い
〟
も
豊
か
で
、
高
い
学
術
的
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
学
術
的
な
面
で
重
要
な
だ
け
で
な
く
、
中
日
文
化
交

流
の
か
け
橋
で
あ
り
、
舟
で
も
あ
る
」
と
賛
辞
を
送
り
盛
ん
な
拍
手
を
受
け
た
。 

 

〔
注
〕
東
海
日
日
新
聞 

一
九
八
六
年
六
月
一
日
所
載
。 

出出
版版
記記  

念念
会会
でで  

８‒２ｃ(3)
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「「
中中
日日
友友
好好
のの
懸懸
けけ
橋橋
にに
」」  

中中
日日
大大
辞辞
典典
増増
訂訂
版版
のの
贈贈
呈呈
式式  

  
  
  

                                
  

  

愛
知
大
学
（
浜
田
稔
学
長
）
が
十
一
年
の
歳
月
を
か
け
て
刊
行
し
た
「
中
日
大
辞
典
」
増
訂
版
の
出

版
記
念
会
と
中
国
国
家
教
育
委
員
会
へ
の
贈
呈
式
が
三
十
一
日
、
名
古
屋
市
中
村
区
の
名
古
屋
都
ホ
テ

ル
に
同
窓
生
、
企
業
関
係
者
ら
約
三
百
人
が
集
ま
っ
て
催
さ
れ
、
浜
田
学
長
が
駐
日
中
国
大
使
代
理
の

陳
彬
・
文
化
教
育
担
当
参
事
官
に
千
冊
分
の
目
録
を
贈
っ
た
。 

 

記
念
会
で
浜
田
学
長
は
「
中
国
に
も
大
き
な
変
化
が
あ
る
な
ど
で
増
補
、
改
訂
し
た
が
、
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
、
さ
ら
に
中
国
語
学
習
、
日
中
の
友
好
、
交
流
に
努
力
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
編
集
委
員

長
を
務
め
た
今
泉
潤
太
郎
教
授
が
編
集
の
経
過
を
紹
介
、
浜
田
学
長
が
陳
参
事
官
に
目
録
を
贈
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
陳
参
事
官
は
「
大
辞
典
の
語
い
は
豊
富
で
、
最
新
の
資
料
に
基
づ
き
解
釈
は
正
確
。
今

後
の
影
響
は
大
き
い
。
単
に
学
術
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
中
日
友
好
の
懸
け
橋
、
船
に
な
る
」
と
強
調

し
た
。 

 

中
日
大
辞
典
は
東
亜
同
文
書
院
大
作
成
の
十
四
万
枚
の
資
料
カ
ー
ド
を
も
と
に
、
三
十
年
に
出
版
を

計
画
、
四
十
三
年
に
完
成
。
増
訂
版
は
五
十
年
に
編
集
を
始
め
、
こ
の
ほ
ど
、
七
百
㌻
増
の
二
千
七
百

㌻
、
親
字
二
千
字
増
の
一
万
三
千
字
、
語
い
三
万
増
の
十
四
万
語
と
し
て
結
実
、
大
修
館
書
店
か
ら
出

版
さ
れ
た
。 

 

〔
注
〕
朝
日
新
聞 

一
九
八
六
年
五
月
三
一
日
所
載
。 

 

８‒２ｃ(4)
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三三
百百
人人
招招
いい
てて
中中
日日
大大
辞辞
典典
増増
訂訂
版版
のの
贈贈
呈呈
式式  愛愛

知知
大大
学学  

  
  
  

                                
  

  

「
中
日
大
辞
典
増
訂
版
出
版
記
念
会
・
中
国
国
家
教
育
委
員
会
へ
の
辞
典
贈
呈
式
」
が
五
月
三
十
一

日
、
名
古
屋
駅
前
の
名
古
屋
都
ホ
テ
ル
に
来
賓
の
本
山
政
雄
名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー
理
事
長
、
平
岩
利

夫
名
古
屋
市
助
役
ら
約
三
百
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。
主
催
は
愛
知
大
学
。 

 

今
回
の
「
増
訂
版
」
は
、
一
九
六
八
年
刊
行
、
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
「
中
日
大
辞
典
」
を

十
一
年
余
か
け
て
増
補
改
訂
し
た
も
の
。
中
日
両
国
関
係
者
の
大
変
な
労
力
で
、
二
千
七
百
六
十
五
㌻
、

語
彙
（
い
）
十
四
万
語
と
旧
版
に
く
ら
べ
大
幅
に
充
実
さ
れ
た
。 

 

席
上
、
浜
田
稔
学
長
か
ら
陳
彬
中
華
人
民
共
和
国
駐
日
大
使
代
理
に
一
千
冊
（
目
録
）
が
贈
ら
れ
た
。 

 

ひ
き
つ
づ
き
「
現
代
中
国
へ
の
視
点
」
と
題
す
る
小
林
一
夫
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
（
元
北
京
支
局
長
）

の
記
念
講
演
を
聞
い
た
あ
と
、
中
国
歌
舞
団
〝
華
音
〟
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
和
や
か
に
歓
談
し
た
。 

 

〔
注
〕
中
部
経
済
新
聞 

一
九
八
六
年
六
月
一
日
所
載
。 

 

８‒２ｃ(5)
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待
望
の
中
日
大
辞
典
増
訂
版
発
刊 

＝
出
版
記
念
会
行
わ
れ
る
＝ 

   

中
国
語
学
習
者
に
よ
っ
て
待
ち
遠
し
か
っ
た
中
日
大
辞
典
の
増
訂
版
が
十
八
年
ぶ
り
に
発
刊
さ
れ

た
。 

 

中
日
大
辞
典
は
、
日
本
は
も
と
よ
り
中
国
で
も
高
い
評
価
を
う
け
た
が
、
中
国
の
発
展
は
目
覚
し
く
、

そ
れ
に
伴
い
新
し
い
言
葉
も
増
加
し
、
〝
新
時
代
〟
を
盛
り
込
ん
だ
辞
典
の
出
版
が
強
く
望
ま
れ
て
い

た
。 

 

増
訂
版
の
上
部
欄
外
に
は
、
そ
の
ペ
ー
ジ
の
親
字
が
記
載
さ
れ
、
大
変
便
利
に
な
っ
た
。
又
、
六
百

ペ
ー
ジ
も
増
え
、
「
経
済
特
区
」
（
経
済
特
別
区
）
、
「
万
元
戸
」
（
年
収
一
万
元
以
上
の
家
庭
）
等
の
新

単
語
も
登
場
し
て
い
る
。 

 

こ
の
待
望
久
し
か
っ
た
中
日
大
辞
典
増
訂
版
出
版
記
念
会
・
中
国
国
家
教
育
委
員
会
へ
の
贈
呈
式
が
、

五
月
三
十
一
日
（
土
）
、
午
後
二
時
か
ら
名
古
屋
都
ホ
テ
ル
で
、
編
纂
を
担
当
し
た
関
係
者
、
日
本
・

中
国
各
界
の
代
表
者
、
そ
し
て
愛
知
大
学
同
窓
生
・
在
校
生
二
百
余
名
が
出
席
し
盛
大
に
行
わ
れ
た
。 

 

出
版
記
念
会
・
贈
呈
式
は
銀
嶺
の
間
で
、
浜
田
愛
知
大
学
学
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
今
泉
教
授
の
増

訂
版
編
纂
経
過
の
報
告
が
あ
っ
た
あ
と
、
愛
知
大
学
と
友
好
関
係
に
あ
る
中
国
の
五
大
学
（
天
津
・
南

開
大
学
、
北
京
語
言
学
院
、
北
京
第
二
外
国
語
学
院
、
上
海
・
復
旦
大
学
、
上
海
外
国
語
学
院
）
の
各

学
長
か
ら
の
祝
電
披
露
、
そ
し
て
日
中
文
化
交
流
協
会
（
井
上
靖
会
長
）
か
ら
の
祝
電
披
露
が
あ
っ
た
。 

 

中
国
国
家
教
育
委
員
会
を
代
表
し
て
、
駐
日
中
国
大
使
代
理
の
参
事
官
陳
彬
氏
が
寄
贈
目
録
を
受
け

取
り
、
挨
拶
を
さ
れ
た
。 

 

又
、
愛
知
大
学
卒
業
生
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
・
元
北
京
支
局
長
の
小
林
一
夫
氏
が
「
現
代
中
国
へ
の

視
点
」
と
題
す
る
記
念
講
演
を
さ
れ
た
。 

 

次
に
紫
雲
の
間
に
場
所
を
移
し
て
記
念
祝
賀
会
が
開
か
れ
た
。
鈴
木
大
修
館
書
店
副
社
長
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
増
訂
版
出
版
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
、
元
中
日
大
辞
典
編
纂
委
員
長
故
鈴
木
択
郎
教
授
夫
人
、

本
間
喜
一
愛
知
大
学
名
誉
学
長
、
北
京
農
業
機
械
化
学
院
故
黄
志
明
教
授
の
弟
黄
異
愛
知
大
学
教
授
、

そ
し
て
編
纂
委
員
長
今
泉
潤
太
郎
教
授
に
、
中
日
大
辞
典
刊
行
会
か
ら
感
謝
の
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
。 

 

そ
し
て
青
木
愛
知
大
学
同
窓
会
会
長
が
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
た
あ
と
、
中
国
歌
舞
団
「
華
音
」
の
演

奏
を
聞
き
な
が
ら
歓
談
を
楽
し
ん
だ
。 

 

〔
注
〕
一
九
八
六
年
六
月
十
五
日
「
日
本
と
中
国
」
愛
知
県
版 

所
載
。 

８‒２ｃ(6)



53

資料による中日大辞典編纂所の歴史 ８

― 　―

8-2c(7) 
 

 
 

「「
中中
日日
大大
辞辞
典典
」」
増増
訂訂
版版
をを
編編
集集
しし
たた  

今今
泉泉

い
ま
い
ず
み  

潤潤
じ
ゅ
ん

太太
郎郎

た

ろ

う

ささ
んん                            

  

約
十
四
万
の
単
語
を
収
録
し
た
「
中
日
大
辞
典
」
増
訂
版
が
愛
知
大
学
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
「
日
中

友
好
の
財
産
」
。
中
国
側
か
ら
も
絶
賛
を
受
け
た
。 

「
私
が
編
集
委
員
に
な
っ
た
の
は
巡
り
合
わ
せ
。
鈴
木
択
郎
先
生
（
故
人
）
の
手
が
入
っ
て
い
ま
す

し
、
私
が
前
面
に
出
る
の
は
ど
う
も…

…
」
。
大
事
業
の
達
成
に
も
謙
虚
に
語
る
。 

愛
知
大
学
の
母
体
・
東
亜
同
文
書
院
大
（
中
国
）
教
授
だ
っ
た
鈴
木
愛
知
大
教
授
が
編
纂
（
さ
ん
）

に
着
手
し
た
の
は
、
生
ま
れ
た
年
の
昭
和
七
年
。
鈴
木
教
授
と
の
出
会
い
は
地
元
の
愛
知
大
学
に
入
学

し
て
か
ら
。
専
攻
の
中
国
文
学
は
学
生
一
人
で
、
鈴
木
教
授
と
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
授
業
が
続
い
た
。 

終
戦
で
中
国
側
に
没
収
さ
れ
て
い
た
単
語
カ
ー
ド
が
愛
知
大
に
返
還
さ
れ
、
三
十
年
に
愛
知
大
華
日

辞
典
編
纂
処
が
設
置
、
辞
典
づ
く
り
が
再
ス
タ
ー
ト
。
こ
の
年
に
卒
業
し
、
そ
の
ま
ま
編
纂
処
入
り
し

た
。 四

十
三
年
に
発
刊
さ
れ
た
初
版
は
、
評
価
を
集
め
た
が
、
文
化
大
革
命
後
は
社
会
情
勢
が
一
変
し
た
。

「
辞
典
が
古
く
な
り
、
十
一
年
前
に
鈴
木
先
生
が
中
心
と
な
り
、
増
訂
作
業
が
始
ま
っ
た
の
で
す
」。 

が
、
鈴
木
教
授
は
五
十
六
年
一
月
、
志
半
ば
で
死
去
。
編
集
委
員
長
と
し
て
指
揮
を
と
っ
て
い
た
が
、

恩
師
の
“
加
護
”
か
ら
解
か
れ
て
陣
頭
に
。
「
先
生
の
遺
志
を
継
い
で
」
と
休
み
を
返
上
し
て
作
業
に

追
わ
れ
て
き
た
。 

初
版
の
弱
点
だ
っ
た
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
理
解
に
欠
け
る
た
め
の
用
語
の
違
い
」
も
補
っ
て
四
月
に

刊
行
。
肩
の
荷
が
下
り
た
か
と
思
え
ば
、「
中
国
側
の
用
語
統
一
に
伴
う
手
直
し
も
あ
り
、
今
も
圧
迫

感
が
」
と
表
情
を
引
き
締
め
る
。 

細
か
い
作
業
の
後
遺
症
か
、
視
力
が
落
ち
た
。
老
眼
だ
。
眼
鏡
を
か
け
、
さ
ら
に
天
眼
鏡
を
使
う
。

「
そ
う
い
え
ば
鈴
木
先
生
も
」
。
辞
典
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た
鈴
木
教
授
の
姿
が
ダ
ブ
っ
て
見
え
た
。 

 
 

〔
注
〕
朝
日
新
聞
「
顔
」 

一
九
八
六
年
五
月
所
載
。 

８‒２ｃ(7)
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『
中
日
大
辞
典
』
の
編
纂 

② 

今
泉
潤
太
郎 

 

（
承
前
） 

  

辞辞
典典
のの
改改
訂訂 

中
日
大
辞
典
編
集
者
の
鈴
木
・
内
山
・
今
泉
三
氏
は
辞
典
改
訂
の
必
要
性
に
つ
い
て

の
認
識
で
は
一
致
し
て
は
い
た
が
、
改
訂
編
集
の
開
始
に
対
し
て
は
お
の
お
の
の
態
度
を
持
し
て
い
た
。

一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
の
、
南
開
大
学
等
三
大
学
に
お
け
る
辞
典
座
談
会
の
開
催
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
七
五
年
四
月
、
『
中
日
大
辞
典
』
の
前
面
改
訂
を
め
ざ
し
辞
典
編
纂
処
が
七
年
ぶ
り
に
開
設

さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
辞
典
編
集
者
の
改
訂
へ
の
熱
意
に
火
が
着
い
た
こ
と
は
、
辞
典
座
談
会
が
も

た
ら
し
た
最
大
の
成
果
の
一
つ
だ
と
い
え
よ
う
。
鈴
木
教
授
は
七
四
年
に
胃
切
除
の
手
術
後
、
教
授
の

職
を
辞
し
改
訂
版
の
編
集
に
専
念
す
る
決
意
を
披
瀝
し
た
。
三
氏
は
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
改
訂
を
始

め
る
こ
と
に
決
し
た
。
し
か
し
、
内
山
教
授
は
健
康
上
の
理
由
に
よ
り
不
参
加
と
な
っ
た
（
同
年
八
月

逝
去
）
。 

 

改
訂
版
の
編
集
開
始
決
定
に
更
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
『
現
代
漢
語
詞
典
』
の
刊
行
で
あ
っ
た
こ
と

は
ま
ち
が
い
な
い
。
一
九
七
三
年
中
国
国
内
で
の
み
発
行
さ
れ
た
こ
の
辞
典
（
試
印
本
と
試
用
本
）
は
、

中
国
社
会
科
学
院
語
言
研
究
所
の
呂
叔
湘
・
丁
声
樹
両
氏
を
主
編
者
と
し
て
一
九
五
八
年
か
ら
編
集
が

始
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
正
式
の
出
版
は
文
化
大
革
命
も
終
熄
し
た
一
九
七
八
年
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
辞
典
は
中
国
に
お
け
る
初
の
本
格
的
現
代
語
辞
典
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
『
中
日
大

辞
典
』
を
こ
れ
と
対
照
し
て
全
面
的
に
見
直
す
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。 

 

改
訂
に
当
た
っ
て
は
編
集
の
大
綱
を
変
え
る
必
要
は
な
く
、
文
化
大
革
命
な
ど
に
よ
る
変
化
が
語
彙

面
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
正
し
く
紙
面
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
や
、
『
現
代
漢
語
詞
典
』
と
の
対
照
、
新
し

い
語
彙
の
採
録
、
用
例
の
充
実
な
ど
に
改
訂
の
重
点
を
置
く
こ
と
と
し
た
。
紙
面
上
の
大
き
な
変
化
は

漢
字
偏
旁
簡
化
を
全
面
的
に
採
り
入
れ
、
辞
典
に
使
用
す
る
全
て
の
漢
字
を
規
範
化
す
る
こ
と
と
し
た

こ
と
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
と
も
な
い
、
一
定
程
度
の
増
ペ
ー
ジ
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
、
新
活
字
の

作
成
は
費
用
と
時
間
も
か
か
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
り
、
改
訂
計
画
の
策
定
も
簡
単
に
は
い
か
な

か
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
辞
典
関
係
者
間
の
話
し
合
い
を
ふ
ま
え
、
改
訂
版
出
版
の
た
め
の
辞
典
刊
行
会
が
招
集
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
基
本
骨
子
が
了
承
さ
れ
、
大
学
評
議
会
に
提
案
さ
れ
た
。
最
重
要
課
題
の
経
費
問

題
は
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
初
刷
一
万
部
、
七
一
年
四
月
第
二
刷
六
千
部
、
七
三
年
三
月
第
三
刷
三
千

部
、
七
四
年
二
月
第
四
刷
七
千
部
、
合
計
二
万
六
千
部
が
増
刷
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
収
入
は
大
学
当
局
の

貸
付
金
を
返
済
し
て
も
な
お
改
訂
版
出
版
経
費
の
捻
出
が
可
能
と
な
る
額
で
あ
り
、
さ
ら
に
今
後
の
販

売
収
入
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
初
刷
印
刷
時
の
状
況
と
は
一
変
し
、
評
議
会
に
お
い
て
、
改
訂

版
編
纂
が
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
初
版
本
は
こ
の
後
、
七
八
年
十
月
第
五
刷
七
千
部
、

８‒２ｄ
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八
〇
年
四
月
第
六
刷
八
千
部
、
八
二
年
九
月
第
八
刷
六
千
部
と
増
刷
を
重
ね
た
結
果
、
出
版
総
冊
数
は

五
万
五
千
部
と
な
り
、
改
訂
版
に
引
き
つ
が
れ
て
い
っ
た
。
な
お
、
販
売
価
格
は
当
初
三
〇
〇
〇
円
で

あ
っ
た
が
、
最
終
の
第
八
刷
は
四
八
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
た
。
編
纂
実
務
上
に
は
経
費
上
の
問
題
に
比

し
、
大
き
な
問
題
が
累
積
さ
れ
て
い
た
。
六
年
前
に
華
日
辞
典
編
纂
処
を
解
散
し
た
た
め
、
新
た
に
辞

典
編
纂
の
た
め
の
場
所
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
最
低
必
要
と
さ
れ
る
図
書
資
料
・
各

種
器
材
も
再
び
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
以
前
使
用
し
て
い
た
大
型
カ
ー
ド
ボ
ッ
ク
ス
は
大
学

自
動
車
部
へ
払
い
下
げ
ら
れ
て
工
具
入
れ
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
再
度
辞
典
編
纂
用
に
復
活
し

た
。
図
書
館
側
に
寄
贈
し
た
旧
辞
典
室
蔵
書
中
の
多
数
の
参
考
書
を
長
期
借
り
出
す
こ
と
の
了
解
を
得

ら
れ
た
な
ど
、
再
開
へ
の
段
取
り
も
整
い
、
一
九
七
五
年
四
月
、
大
学
評
議
会
に
お
い
て
正
式
に
中
日

大
辞
典
編
纂
処
の
再
設
置
が
決
定
さ
れ
た
。
新
し
い
辞
典
編
纂
処
は
当
時
の
本
館
（
現 

記
念
館
）
西

北
角
の
一
隅
に
き
ま
っ
た
。 

 

改
訂
版
編
集
の
作
業
は
基
本
的
に
初
版
時
と
同
じ
く
、
中
国
語
専
任
教
員
が
講
義
の
な
い
時
間
を
編

集
に
あ
て
る
こ
と
と
し
た
。
改
訂
版
編
集
委
員
長
は
今
泉
潤
太
郎
教
授
、
編
集
委
員
に
黄
異
・
陶
山
信

男
両
教
授
、
お
よ
び
荒
川
清
秀
・
森
博
達
両
講
師
を
あ
て
、
辞
典
編
集
専
従
者
と
し
て
鈴
木
擇
郎
氏
に

編
集
主
任
を
委
嘱
し
、
編
集
委
員
会
が
発
足
し
た
（
以
上
、
肩
書
は
い
ず
れ
も
発
足
時
）
。
編
集
委
員

は
の
ち
高
臨
渡
教
授
や
、
白
井
啓
介
講
師
ら
が
加
わ
っ
た
り
し
、
出
入
り
も
あ
っ
た
。 

 

改
訂
版
の
原
稿
作
成
は
初
版
最
新
刷
の
清
刷
を
本
稿
と
し
、
各
ペ
ー
ジ
に
増
補
訂
正
を
朱
で
書
き
入

れ
る
方
式
に
よ
っ
た
。
こ
れ
は
内
容
の
増
減
が
一
目
で
わ
か
る
利
点
が
あ
る
反
面
、
全
ペ
ー
ジ
が
朱
で

一
杯
と
な
り
紙
を
貼
り
足
し
て
記
入
す
る
な
ど
原
稿
が
乱
雑
と
な
っ
た
り
し
、
多
少
の
混
乱
を
も
た
ら

し
た
。 

 

編
集
作
業
が
進
む
な
か
で
一
九
七
七
年
、
中
国
は
文
化
大
革
命
を
終
息
さ
せ
た
の
ち
方
向
を
大
き
く

切
り
変
え
、
八
〇
年
代
に
入
る
と
「
改
革
開
放
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
著
し
い
変
化
発

展
を
と
げ
、
そ
の
成
果
も
目
に
見
え
て
き
た
。
一
九
八
三
年
改
訂
版
原
稿
の
脱
稿
ま
で
の
間
に
、
言
語

面
の
成
果
の
う
ち
編
集
に
直
接
関
係
す
る
重
要
な
文
献
と
し
て
は
、
七
七
年
計
量
単
位
名
称
統
一
、
八

〇
年
第
二
次
漢
字
簡
化
方
案
草
案
所
載
の
二
四
八
字
の
廃
止
、
八
一
年
国
家
標
準
（
Ｇ
Ｂ
）
コ
ー
ド
制

定
、
八
三
年
漢
字
統
一
部
首
表
草
案
な
ど
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
辞
典
な
ど
参
考
書
類
に

至
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
続
々
と
出
版
さ
れ
た
。
な
か
で
も
戦
前
か
ら
有
名
な
『
辞
源
』
と
『
辞

海
』
は
そ
れ
ぞ
れ
一
九
七
九
年
に
修
訂
本
を
出
し
、
編
集
上
大
い
に
参
照
す
る
所
が
あ
っ
た
。
前
述
し

た
と
お
り
、
『
現
代
漢
語
詞
典
』
は
一
九
七
八
年
に
出
版
さ
れ
、
改
訂
版
編
集
の
上
で
最
も
参
考
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
言
語
以
外
の
各
分
野
に
お
け
る
参
考
書
の
出
版
も
活
発
と
な
り
、
ま
た
出
版
物
は
直

接
中
国
か
ら
取
り
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
、
初
版
編
集
時
と
異
な
り
、
い
わ
ば
資
料
が
氾
濫

す
る
中
で
、
い
か
に
編
集
上
必
要
な
情
報
を
選
択
す
る
か
が
必
要
な
時
代
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

一
九
八
一
年
、
本
学
は
中
国
と
の
学
術
交
流
を
本
格
的
に
進
め
、
ま
ず
南
開
大
学
・
北
京
語
言
学
院

と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
た
。
特
に
北
京
語
言
学
院
か
ら
は
、
毎
年
交
換
教
員
が
派
遣
さ
れ
、
劉
青

然
氏
・
諸
在
明
氏
ら
を
は
じ
め
赴
任
し
た
中
国
人
教
員
が
辞
典
編
集
に
協
力
す
る
体
制
も
で
き
た
。
こ

の
他
、
北
京
農
業
機
械
化
学
院
黄
志
明
教
授
は
二
年
間
に
わ
た
り
そ
の
専
門
分
野
で
編
集
に
協
力
さ
れ

８‒２ｄ
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。 

 

学
内
で
は
と
く
に
池
上
貞
一
教
授
・
中
山
欽
司
氏
ら
、
学
外
で
は
大
林
洋
五
氏
、
も
と
東
亜
同
文
書

院
中
国
語
教
員
の
岩
尾
正
利
氏
・
木
田
彌
三
旺
氏
、
ま
た
浜
田
国
貞
氏
ら
か
ら
協
力
を
得
た
。
名
古
屋

市
立
大
学
稲
垣
勲
教
授
か
ら
専
門
知
識
（
薬
学
）
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
提
供
を
う
け
た
。
１ 

 

こ
う
し
て
改
訂
版
編
集
が
軌
道
に
の
り
、
辞
典
編
纂
処
で
は
十
年
一
日
の
如
く
原
稿
相
手
に
果
て
し

な
い
作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
る
中
で
の
一
九
八
二
年
一
月
、
辞
典
編
集
に
生
涯
を
か
け
、
余
人
を
も
っ

て
は
替
え
が
た
い
鈴
木
擇
郎
氏
が
逝
去
し
た
こ
と
は
一
大
痛
恨
事
で
あ
っ
た
。 

 

改
訂
版
編
集
に
一
応
の
め
ど
が
つ
い
た
の
は
一
九
八
四
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。 

 

編
集
の
進
捗
に
平
行
し
て
印
刷
の
問
題
も
検
討
さ
れ
た
。
経
費
の
中
で
印
刷
費
は
依
然
と
し
て
最
大

の
問
題
で
あ
っ
た
。
初
版
で
は
約
三
〇
〇
〇
の
簡
化
活
字
の
新
鋳
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
今
回
は
一
九
六

四
年
に
発
表
さ
れ
た
印
刷
通
用
漢
字
字
形
表
所
載
の
六
千
二
百
余
字
を
全
て
使
用
し
、
さ
ら
に
こ
の
字

形
表
に
な
い
漢
字
で
も
偏
旁
簡
化
す
べ
き
も
の
は
簡
化
し
た
。
す
な
わ
ち
辞
典
に
使
用
す
る
漢
字
は
例

外
な
く
規
範
化
さ
れ
た
字
形
と
す
る
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
活
字
新
鋳
費
用
は
単
純
計
算
に

よ
っ
て
も
初
版
の
そ
れ
の
二
倍
以
上
に
な
る
た
め
、
印
刷
費
の
総
額
は
巨
額
な
も
の
と
予
想
さ
れ
た
。

印
刷
は
初
版
の
印
刷
を
担
当
し
た
図
書
印
刷
㈱
と
、
大
日
本
印
刷
㈱
・
凸
版
印
刷
㈱
の
大
手
三
社
の
競

争
見
積
り
の
結
果
、
凸
版
印
刷
と
決
定
し
た
。
同
社
の
開
発
し
た
Ｃ
Ｔ
Ｓ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
使
用
印
刷
）

に
よ
る
本
格
的
な
中
国
語
印
刷
と
な
る
た
め
、
活
字
新
鋳
費
は
同
社
の
全
額
負
担
と
す
る
こ
と
に
な
り
、

印
刷
費
を
最
小
限
に
押
え
込
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
Ｃ
Ｔ
Ｓ
印
刷
は
漢
字
索
引
・
日
本
語

索
引
な
ど
の
作
成
に
威
力
を
発
揮
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
た
。 

 

印
刷
と
と
も
に
出
版
の
こ
と
も
懸
案
で
あ
っ
た
。
初
版
と
同
様
に
増
訂
版
も
自
費
出
版
行
な
う
こ
と

は
大
方
の
了
解
事
項
と
な
っ
て
い
た
も
の
の
、
出
版
社
に
つ
い
て
は
刊
行
会
内
部
で
長
い
間
議
論
さ
れ

て
い
た
。
初
版
の
出
版
は
当
初
の
い
き
さ
つ
か
ら
㈱
大
安
に
全
面
的
に
依
託
し
て
い
た
。
し
か
し
同
社

は
主
と
し
て
自
社
の
店
頭
販
売
お
よ
び
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
販
売
に
頼
る
小
売
店
で
あ
り
、
出
版
社
で

は
な
か
っ
た
。
通
常
の
取
次
ル
ー
ト
に
よ
り
注
文
す
る
全
国
の
書
店
か
ら
す
れ
ば
、
客
か
ら
の
注
文
が

あ
っ
て
も
『
中
日
大
辞
典
』
の
版
元
が
ど
こ
で
あ
る
か
分
ら
ず
、
ま
た
大
手
取
次
店
で
も
扱
っ
て
い
な

い
た
め
、
辞
典
を
入
手
す
る
手
段
が
な
い
と
思
う
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
個

人
や
書
店
か
ら
大
学
（
内
の
辞
典
刊
行
会
）
へ
直
接
注
文
が
入
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
こ
の
点
の
改

善
は
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
。 

 

一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
九
月
、
当
時
の
複
雑
な
日
中
関
係
を
背
景
と
し
た
騒
動
に
ま
き
こ
ま

れ
た
大
安
は
自
己
破
産
し
、
事
業
閉
鎖
し
て
し
ま
っ
た
が
、
七
一
年
に
入
っ
て
、
同
社
社
長
で
あ
っ
た

小
林
実
弥
氏
は
㈱
燎
原
を
新
た
に
設
立
し
た
。
こ
れ
以
降
、
燎
原
が
大
安
を
引
き
つ
い
で
『
中
日
大
辞

典
』
の
発
売
元
と
な
り
、
引
き
つ
づ
き
第
二
刷
か
ら
の
印
刷
に
も
関
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

燎
原
に
引
き
つ
が
れ
て
か
ら
は
辞
典
刊
行
会
か
ら
の
要
望
も
い
れ
、
販
売
面
は
一
定
の
改
善
は
図
ら

れ
た
も
の
の
、
読
者
が
一
般
の
書
店
の
店
頭
で
辞
典
を
手
に
取
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
難
点
は
依

然
と
し
て
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
。
辞
典
刊
行
会
か
ら
も
直
接
、
大
手
取
次
ぎ
店
へ
働
き
か
け
を
行
な
っ

た
が
効
果
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
。
当
時
、
最
新
・
最
大
・
最
高
の
中
国
語
辞
典
と
し
て
評
価
が
高
ま
る

８‒２ｄ
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に
つ
れ
て
、
愛
知
大
学
『
中
日
大
辞
典
』
が
全
国
各
地
の
有
力
書
店
に
配
架
さ
れ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る

宣
伝
効
果
を
強
く
期
待
す
る
学
内
外
関
係
者
の
不
満
は
大
き
く
、
無
視
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。 

 

従
っ
て
改
訂
版
に
際
し
て
出
版
社
を
ど
こ
に
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
以
上
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え

て
辞
典
刊
行
会
内
部
で
は
長
い
間
話
し
合
わ
れ
て
き
た
が
、
印
刷
に
入
る
段
階
で
最
終
的
に
結
論
を
出

す
こ
と
と
な
っ
た
。
辞
典
刊
行
会
は
つ
い
に
、
大
安
・
燎
原
と
当
初
よ
り
一
貫
し
て
『
中
日
大
辞
典
』

出
版
に
尽
力
さ
れ
た
小
林
実
弥
氏
の
労
に
対
し
て
深
謝
す
る
も
、
前
記
の
課
題
解
決
が
絶
対
の
条
件
と

な
り
、
増
訂
版
は
大
手
出
版
社
に
委
ね
る
こ
と
と
決
定
し
、
こ
こ
に
改
め
て
出
版
社
の
選
考
と
交
渉
が

は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、『
諸
橋
大
漢
和
辞
典
』
出
版
の
実
績
を
も
つ
㈱
大
修
館
書
店
と
決
定
し
た
。 

 

な
お
こ
の
間
、
『
中
日
大
辞
典
』
の
刊
行
が
大
学
補
助
活
動
事
業
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
た
め
、
一
九

八
一
年
四
月
に
中
日
大
辞
典
刊
行
会
の
経
理
は
大
学
事
務
局
内
へ
移
し
、
辞
典
編
纂
処
事
務
は
庶
務
課

扱
い
と
な
る
な
ど
し
た
が
、
そ
の
後
の
学
内
諸
制
度
の
改
革
に
と
も
な
い
、
刊
行
会
は
事
実
上
活
動
を

停
止
さ
れ
、
の
ち
九
三
（
平
成
五
）
年
に
至
っ
て
解
散
し
た
。 

 

改
訂
版
の
印
刷
・
校
正
に
は
三
年
を
要
し
た
。
Ｃ
Ｔ
Ｓ
印
刷
は
漢
字
索
引
や
日
本
語
索
引
な
ど
に
十

分
威
力
を
発
揮
し
た
が
、
従
来
の
校
正
ゲ
ラ
と
全
く
異
な
る
形
で
打
ち
出
さ
れ
た
初
校
ゲ
ラ
に
は
、
習

熟
す
る
ま
で
は
ま
ご
つ
く
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
。
初
版
時
と
同
じ
く
改
訂
版
の
場
合
に
も
本
学
学
生
の

協
力
が
あ
り
、
校
正
の
追
い
こ
み
の
段
階
で
は
多
数
の
学
生
が
一
斉
に
点
検
作
業
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。 

 

一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
二
月
、
改
訂
新
版
の
編
集
開
始
後
十
二
年
に
し
て
『
中
日
大
辞
典 

増

訂
版
』
が
誕
生
し
た
。
増
訂
版
は
本
文
二
五
二
〇
ペ
ー
ジ
・
漢
字
索
引
一
〇
四
ペ
ー
ジ
・
日
本
語
索
引

九
三
ペ
ー
ジ
・
総
頁
数
二
七
六
五
ペ
ー
ジ
。
初
版
本
に
比
べ
約
七
〇
〇
ペ
ー
ジ
の
増
で
あ
る
。 

 

親
字
は
一
万
三
一
六
六
字
（
簡
化
字
八
八
一
二
字
・
繁
体
字
二
七
五
九
字
・
異
体
字
一
五
九
五
字
）

で
、
初
版
に
比
し
二
四
〇
〇
字
余
り
増
え
た
。
収
録
単
語
数
は
約
十
四
万
三
〇
〇
〇
語
で
、
初
版
に
比

べ
二
万
数
千
語
増
と
な
っ
た
。
日
本
語
索
引
の
日
本
語
は
約
一
万
九
〇
〇
〇
語
で
、
初
版
に
比
べ
約
一

〇
〇
〇
語
増
で
あ
る
。
増
訂
版
の
最
大
の
特
色
は
、
辞
典
本
文
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
規
範
化
さ
れ
た
簡

化
字
を
使
用
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
簡
化
字
総
表
・
印
刷
通
用
漢
字
字
形
表
に
載
っ
て
い
な
い

漢
字
で
も
、
す
べ
て
簡
化
し
た
も
の
を
使
用
し
た
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

表
紙
は
初
版
本
の
黒
に
近
い
紺
色
か
ら
、
あ
ざ
や
か
な
赤
色
に
変
っ
た
。
版
型
は
初
版
本
と
同
じ
Ｂ

６
版
の
た
め
、
初
版
本
の
二
倍
近
い
厚
さ
と
な
り
、
ビ
ニ
ー
ル
素
材
の
表
紙
が
束
を
支
え
き
れ
ず
割
れ

た
り
は
が
れ
た
り
し
て
、
製
本
技
術
上
お
お
い
に
苦
労
さ
せ
ら
れ
た
。
初
版
に
比
べ
印
刷
費
を
は
じ
め

全
て
の
経
費
が
高
騰
し
て
、
こ
れ
を
販
売
価
格
に
一
定
程
度
反
映
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
辞
典
刊

行
の
主
旨
に
照
ら
し
て
で
き
る
限
り
押
さ
え
、
八
六
〇
〇
円
と
決
め
ら
れ
た
。
こ
の
定
価
は
そ
の
後
も

変
更
さ
れ
ず
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
年
の
初
め
三
大
全
国
紙
に
一
斉
に
『
中
日
大
辞
典 

増
訂
版
』

発
売
の
予
告
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
。
増
訂
版
初
版
は
一
万
七
千
部
と
大
目
に
印
刷
し
た
。
初
版
本
の
〝

最
新
・
最
大
・
最
高
〟
の
中
国
語
辞
典
と
し
て
確
立
し
た
評
価
を
再
び
か
つ
一
層
た
し
か
な
も
の
に
し

た
増
訂
版
が
、
大
手
出
版
社
で
あ
る
大
修
館
書
店
に
よ
っ
て
三
、
四
月
の
開
学
期
に
全
国
一
斉
に
発
売

さ
れ
る
や
、
好
評
裡
に
売
行
き
を
の
ば
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
関
係
者
に
と
っ
て
何
よ
り
の
喜
び
で
あ

っ
た
。
本
学
関
係
者
が
待
ち
望
ん
で
い
た
、
全
国
の
有
名
書
店
で
、
愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
編
纂
処
編

８‒２ｄ
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『
中
日
大
辞
典
』
の
文
字
を
見
る
こ
と
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。 

 

一
九
八
六
年
五
月
三
十
一
日
、
名
古
屋
都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
『
中
日
大
辞
典
増
訂
版
』
出
版
記
念
会

が
、
中
国
国
家
教
育
委
員
会
へ
の
一
千
冊
贈
呈
式
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
た
。
濵
田
稔
学
長
の
挨
拶
に
始

ま
り
、
今
泉
潤
太
郎
編
集
委
員
長
か
ら
編
纂
経
過
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
文
部
大
臣
（
代
読
）
は
じ
め

各
界
の
代
表
か
ら
祝
辞
が
よ
せ
ら
れ
、
中
国
か
ら
は
孫
平
化
中
国
日
本
友
好
協
会
会
長
・
滕
維
藻
南
開

大
学
学
長
か
ら
祝
電
が
披
露
さ
れ
た
。
来
賓
を
代
表
し
駐
日
中
国
大
使
代
理
の
陳
彬
参
事
官
か
ら
、
一

千
冊
贈
呈
に
対
す
る
謝
辞
と
出
版
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
ひ
き
つ
づ
き
、
愛
知
大
学
で
中
国
語
を
学

ん
だ
卒
業
生
の
会
主
催
の
記
念
講
演
会
・
出
版
記
念
祝
賀
会
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。 

 

な
お
、
こ
れ
に
先
立
ち
学
長
と
今
泉
教
授
は
、
折
か
ら
来
日
中
だ
っ
た
何
東
昌
中
国
国
家
教
育
委
員

会
主
任
と
東
京
の
中
国
大
使
館
に
お
い
て
会
見
し
、
『
中
日
大
辞
典
』
の
贈
呈
を
申
し
入
れ
た
。
何
主

任
は
感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
辞
典
を
全
国
の
大
学
・
高
等
教
育
機
関
へ
配
布
し
活
用
さ
せ
た
い
旨

を
表
し
た
。 

 

増増
訂訂
第第
二二
版版
のの
製製
作作 

増
訂
版
の
製
本
も
完
了
し
納
品
の
日
も
近
づ
い
た
一
九
八
五
年
十
月
、
人
民

日
報
に
簡
化
字
総
表
が
再
掲
載
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
附
さ
れ
た
国
家
語
言
文
字
工
作
委
員
会
に
よ
る
説

明
文
で
、
七
字
の
漢
字
の
字
形
訂
正
が
な
さ
れ
て
い
た
。
追
い
か
け
る
よ
う
に
同
年
十
二
月
、
国
家
教

育
委
員
会
・
国
家
語
言
文
字
工
作
委
員
会
・
廣
播
電
視
部
の
連
名
で
「
普
通
話
異
読
詞
審
音
表
に
関
す

る
通
知
」
が
発
表
さ
れ
、
五
十
三
の
漢
字
の
字
形
と
字
音
の
訂
正
が
な
さ
れ
た
。
最
新
・
最
大
・
最
高

の
内
容
を
目
指
し
努
力
を
積
み
か
さ
ね
、
や
っ
と
発
売
を
目
前
に
し
た
今
、
わ
ず
か
六
十
字
に
つ
い
て

の
訂
正
が
完
璧
を
期
し
て
き
た
編
集
ス
タ
ッ
フ
に
与
え
た
衝
撃
は
、
ま
さ
に
青
天
の
霹
靂
と
も
い
う
べ

き
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
六
十
字
が
約
二
五
〇
〇
ペ
ー
ジ
の
本
文
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
所
を
漏
れ
な
く
捕
捉
し
象

嵌
・
修
正
す
る
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
Ｃ
Ｔ
Ｓ
に
よ
る
製
版
以
外
に
は
な
い
。
製
版
は
莫
大
な
費
用
を

要
す
る
が
、
た
だ
六
十
字
以
外
は
何
ら
問
題
な
い
の
で
、
こ
の
費
用
は
通
常
の
増
刷
費
の
五
割
程
度
増

と
見
込
ま
れ
た
。
辞
典
編
纂
処
は
直
ち
に
こ
の
訂
正
を
入
れ
た
増
訂
第
二
版
の
作
製
準
備
を
進
め
た
。 

 

増
訂
版
初
刷
り
一
万
七
千
部
は
、
一
九
八
六
年
四
月
の
発
売
以
来
ま
さ
に
飛
ぶ
よ
う
な
売
行
き
を
示

し
た
。
大
修
館
書
店
発
行
に
な
っ
て
か
ら
流
通
上
の
隘
路
も
打
開
さ
れ
、
全
国
の
書
店
に
配
架
さ
れ
て

読
者
が
同
書
を
手
に
取
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ば
か
り
か
、
新
聞
広
告
な
ど
で
書
名

が
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
初
版
以
来
の
評
価
を
さ
ら
に
不
動
の
も
の
と
し
、
さ
ら
に
は
愛
知
大
学

の
宣
伝
に
も
役
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
某
紙
日
曜
版
の
読
者
投
稿
欄
に
「
中
日
び
い
き
の
祖
父
が
大
の

巨
人
フ
ァ
ン
の
孫
か
ら
、
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
を
詳
し
く
紹
介
し
た
本
が
で
た
か
ら
と
言
わ
れ
て
本
屋
に
い
っ

て
探
し
た
が
み
つ
か
ら
な
い
、
ハ
ハ
ー
ン
、
こ
れ
だ
な
と
気
づ
い
た
が
後
の
祭
り
で
、
正
体
は
『
中
日

大
辞
典
』
だ
っ
た
」
云
々
と
載
っ
た
よ
う
に
、
一
般
の
話
題
と
な
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
。 

 

年
末
に
は
残
部
も
三
千
冊
を
切
り
、
翌
年
の
増
刷
を
ど
う
す
る
か
が
出
版
社
と
話
し
合
わ
れ
た
。
増

刷
す
る
な
ら
ば
ど
う
し
て
も
改
版
し
て
、
漢
字
六
十
字
分
の
訂
正
を
盛
り
こ
み
、
中
国
を
含
め
世
界
で

も
初
め
て
発
行
さ
れ
る
辞
典
と
し
た
い
と
の
編
集
者
の
熱
い
思
い
が
、
増
刷
を
増
訂
第
二
版
と
し
て
改

版
す
る
こ
と
を
辞
典
刊
行
会
に
決
定
さ
せ
た
。
た
だ
こ
の
決
定
に
対
し
て
大
学
評
議
会
か
ら
、
刊
行
会

８‒２ｄ
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の
決
議
の
み
で
処
理
し
た
と
い
う
手
続
上
の
瑕
疵
及
び
、
通
常
の
五
割
増
と
い
う
経
費
上
の
問
題
の
二

点
を
追
及
さ
れ
た
。
評
議
会
で
は
再
三
の
継
続
審
議
で
な
か
な
か
了
承
に
い
た
ら
ず
、
関
係
者
は
ひ
た

す
ら
真
意
を
訴
え
て
よ
う
や
く
承
認
さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
増
訂
第
二
版
に
は
付
録
に
「
異
読
詞
審
音
表
に
よ
る
修
訂
音
一
覧
」
を
つ
け
加
え
る
と
と
も

に
、
増
訂
版
既
購
入
者
の
要
求
に
応
じ
て
こ
の
表
を
提
供
す
る
措
置
を
と
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
次
第
で

翌
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
、
増
訂
第
二
版
と
し
て
六
十
字
の
修
正
を
盛
り
こ
ん
で
一
万
部
が
増

刷
さ
れ
た
。
こ
れ
が
現
行
版
と
し
て
現
在
ま
で
引
き
つ
づ
き
発
行
さ
れ
て
き
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
こ
の
年
は
大
修
館
書
店
創
業
七
十
周
年
と
重
な
っ
た
た
め
、
同
社
は
こ
れ
を
記
念
し
て
中
日
大
辞
典

増
訂
版
の
特
装
大
型
限
定
本
（
特
価
二
万
八
〇
〇
〇
円
）
を
出
版
し
た
。 

 

増
訂
第
二
版
に
つ
い
て
章
曙
駐
日
中
国
大
使
は
推
薦
の
辞
を
よ
せ
、 

 

愛
知
大
学
編
纂
の
『
中
日
大
辞
典
』
は
語
彙
が
豊
富
で
大
変
使
い
や
す
く
、
中
国
研
究
者
の
良
き

師
、
良
き
友
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
度
、
中
国
の
最
新
資
料
に
も
と
づ
き
全
面
的
に
修
訂
さ
れ
出
版

さ
れ
た
こ
と
に
心
か
ら
お
祝
い
の
意
を
表
し
ま
す
。 

 

と
述
べ
た
。 

本
学
の
協
定
校
で
あ
る
北
京
語
言
学
院
の
呂
必
松
学
長
は
、 

 

『
中
日
大
辞
典
』
は
中
国
人
が
日
本
語
を
学
ぶ
う
え
で
、
ま
た
日
本
人
が
中
国
語
を
学
ぶ
う
え
で

重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
大
き
な
貢
献
を
な
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
改
訂
後
の
『
中
日
大
辞
典
』
は

よ
り
一
層
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
よ
り
大
き
な
貢
献
を
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

と
期
待
感
を
表
し
た
。 

増
訂
第
二
版
は
そ
の
後
一
万
部
ず
つ
、
八
七
年
二
月
第
一
刷
、
八
八
年
九
月
第
二
刷
、
八
九
年
一
月

第
三
刷
、
九
二
年
四
月
第
四
刷
、
九
四
年
六
月
第
五
刷
、
九
六
年
八
月
第
六
刷
の
、
計
六
万
部
発
行
さ

れ
て
い
る
（
そ
の
後
、
九
九
年
に
一
万
部
発
行
）。 

 

国国
外外
にに
おお
けけ
るる
『『
中中
日日
大大
辞辞
典典
』』 

『
中
日
大
辞
典
』
の
出
版
の
出
発
点
は
、
日
本
人
民
に
対
す
る

中
国
の
友
好
を
原
点
と
し
て
い
る
と
い
え
る
。
東
亜
同
文
書
院
大
学
の
辞
典
カ
ー
ド
の
返
還
が
な
か
っ

た
ら
、
愛
知
大
学
の
『
中
日
大
辞
典
』
は
誕
生
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
日
中
友
好
の
精
神
を
基

礎
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
と
の
認
識
は
本
学
と
中
国
側
に
共
有
さ
れ
て
お
り
、
編
纂
の
過
程
で
示
さ
れ
た

激
励
や
配
慮
の
み
な
ら
ず
、
本
学
の
教
育
事
業
に
対
し
て
一
貫
し
て
示
さ
れ
た
対
応
か
ら
も
中
国
側
の

好
意
が
読
み
と
れ
る
。 

 

し
た
が
っ
て
辞
典
刊
行
会
は
、
辞
典
完
成
の
暁
に
は
こ
れ
を
中
国
に
寄
贈
し
感
謝
を
表
す
と
と
も
に
、

日
本
語
を
学
ぶ
上
で
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
の
考
え
を
も
っ
て
い
た
。
特
に
初
版
時
の
印
刷
費
捻
出
の

手
段
に
し
た
辞
典
の
贈
呈
は
、
そ
の
後
も
本
学
の
変
わ
ら
ぬ
方
針
と
し
て
行
な
わ
れ
、
現
在
ま
で
に
次

の
と
お
り
中
国
側
へ
贈
ら
れ
て
い
る
。 
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一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
初
版
出
版
時
に
中
国
日
本
友
好
協
会
へ
千
二
百
冊
、
八
六
年
増
訂
版

出
版
時
、
本
学
創
立
四
十
周
年
を
記
念
し
て
中
国
国
家
教
育
委
員
会
へ
一
千
冊
、
駐
日
中
国
大
使
館
へ

百
冊
、
八
七
年
増
訂
第
二
版
出
版
時
に
中
国
国
家
経
済
委
員
会
へ
一
千
冊
、
九
四
（
平
成
六
）
年
に
原

稿
カ
ー
ド
返
還
四
十
周
年
を
記
念
し
て
中
国
日
本
友
好
協
会
に
一
千
冊
、
駐
日
中
国
大
使
館
へ
五
百
冊

と
ま
と
ま
っ
た
数
量
を
贈
呈
し
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
中
国
の
関
係
下
部
機
関
へ
配
布
さ
れ

友
好
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

一
九
七
三
年
、
南
開
大
学
等
に
お
け
る
『
中
日
大
辞
典
』
に
関
す
る
座
談
会
の
た
め
訪
中
し
た
愛
知

大
学
学
術
代
表
団
の
メ
ン
バ
ー
が
、
た
ま
た
ま
上
海
で
バ
ス
に
乗
り
合
わ
せ
た
中
年
婦
人
が
『
中
日
大

辞
典
』
を
手
に
し
て
い
る
の
を
見
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
彼
女
は
上
海
市
政
府
の
幹
部
で
、
仕
事
上
中
国

日
本
友
好
協
会
か
ら
上
海
市
教
育
局
に
配
布
さ
れ
た
こ
の
辞
典
を
使
用
し
大
変
役
立
っ
て
い
る
と
の
、

報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
２

。
文
化
大
革
命
の
さ
な
か
に
お
い
て
も
本
学
の
期
待
し
た
と
お
り
、
全
国
の

関
係
機
関
に
辞
典
は
配
布
さ
れ
て
い
た
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
八
七
年
の
贈
呈
に
際
し
て

は
中
国
国
家
教
育
委
員
会
か
ら
の
礼
状
に 

 

对
于
贵
方
的
友
谊
情
谊
，
我
们
深
表
感
谢
。
如
同
所
期
望
那
样
，
我
们
即
将
这
些
辞
典
转
发
下
去
，

同
时
转
达
贵
方
的
友
好
之
情
，
相
信
这
一
千
册
辞
典
将
在
中
日
友
好
及
中
日
人
才
交
流
事
业
中
得
到

十
分
利
用
（---

）。 
 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
も
言
葉
ど
お
り
に
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

 

中
国
に
贈
呈
さ
れ
た
総
計
六
〇
〇
〇
冊
余
の
『
中
日
大
辞
典
』
は
大
海
の
一
滴
と
も
い
う
べ
き
も
の

で
は
あ
る
が
、
小
に
し
て
い
え
ば
愛
知
大
学
の
名
を
中
国
に
お
い
て
高
ら
し
め
た
の
み
な
ら
ず
、
大
に

し
て
い
え
ば
〝
日
中
友
好
の
船
、
文
化
交
流
の
橋
〟
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
国
へ
の
辞
典
贈
呈

は
『
中
日
大
辞
典
』
出
版
の
原
点
か
ら
出
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
常
に
再
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

他
方
、
中
国
国
内
で
の
『
中
日
大
辞
典
』
の
売
れ
ゆ
き
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
か
に
は
直

接
愛
知
大
学
宛
て
に
辞
典
が
ぜ
ひ
欲
し
い
と
直
訴
し
て
く
る
中
国
人
も
あ
っ
た
。
中
国
で
は
近
年
ま
で

海
外
の
重
要
な
著
書
は
「
内
部
発
行
」
で
あ
っ
た
。
『
中
日
大
辞
典
』
も
こ
の
例
に
も
れ
ず
初
版
・
増

訂
版
と
も
い
わ
ゆ
る
「
海
賊
版
」
が
相
当
流
通
し
て
い
た
も
よ
う
で
あ
る
。
香
港
で
は
一
九
七
九
年
頃

に
二
、
三
の
出
版
社
か
ら
引
き
合
い
が
入
り
、
結
局
、
㈱
大
安
と
取
引
実
績
の
あ
っ
た
香
港
三
聯
書
店

と
の
間
で
契
約
が
で
き
、
現
地
の
新
聞
広
告
も
出
さ
れ
て
、
一
二
〇
〇
香
港
ド
ル
で
売
り
だ
さ
れ
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
は
香
港
か
ら
出
て
い
っ
た
も
よ
う
で
あ
る
。
台
湾
に
お
い
て
は
辞
典
の
簡
化
字
を
全

て
繁
体
字
に
か
え
、
発
音
表
記
と
配
列
を
（
中
国
の
）
ピ
ン
イ
ン
か
ら
（
台
湾
の
）
注
音
字
母
に
か
え
、

さ
ら
に
本
文
中
の
見
出
語
・
釈
語
用
例
な
ど
の
中
、
台
湾
で
は
不
都
合
な
部
分
（
ほ
と
ん
ど
政
治
関
係

に
属
す
る
も
の
）
だ
け
除
い
た
『
中
日
大
辞
典
』
の
剽
窃
本
が
『
新
編
中
日
大
辞
典
』
の
名
で
新
台
湾

ド
ル
五
五
〇
元
で
発
売
さ
れ
た
。
韓
国
で
出
版
さ
れ
た
中
韓
辞
典
に
は
『
中
日
大
辞
典
』
を
無
断
で
最

大
限
利
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
八
三
年
ソ
ウ
ル
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
へ
の
出
展
を
機
に
、
韓
国
の
出

版
社
と
の
間
で
韓
国
語
出
版
契
約
が
正
式
に
結
ば
れ
た
。 
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欧
米
へ
は
、
初
版
・
増
訂
版
の
出
版
を
記
念
し
て
、
ア
ジ
ア
研
究
で
著
名
な
二
〇
余
の
大
学
図
書
館

へ
『
中
日
大
辞
典
』
を
贈
呈
し
た
。
特
に
一
九
七
一
年
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
の
紀
要
に

紹
介
さ
れ
、
ま
た
七
六
年
『
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
ズ
』
上
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
欧
米
の
書

店
か
ら
の
注
文
も
あ
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
図
書
館
か
ら
は
直
接
本
学
へ
受
贈
の
申
入
れ
も

あ
っ
た
。 

 

日日
中中
友友
好好
のの
船船
、、
文文
化化
交交
流流
のの
橋橋 

「
そ
れ
は
数
奇
を
き
わ
め
た
辞
典
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
中
国
は

上
海
の
同
文
書
院
に
呱
々
の
声
を
あ
げ
、
十
数
年
に
し
て
終
戦
と
と
も
に
中
国
に
接
収
さ
れ
た
。
書
院

の
教
授
た
ち
は
、
お
そ
ら
く
永
久
に
日
の
目
を
み
な
い
も
の
と
お
も
わ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
戦
後
十

年
に
ち
か
く
、
そ
の
厖
大
な
資
料
が
中
国
か
ら
返
還
さ
れ
た
。
そ
だ
て
の
親
た
ち
の
う
れ
し
さ
は
想
像

に
あ
ま
り
あ
る
。
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
十
年
、
日
本
は
豊
橋
の
愛
知
大
学
で
根
本
的
な
検
討
と
整
理
が
く

わ
え
ら
れ
、
い
ま
よ
う
や
く
刊
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
実
に
、
日
中
両
国
人
の
心
血
が
そ

そ
が
れ
て
い
た
。
（…

） 
 

お
も
え
ば
、
こ
の
辞
典
は
、
か
つ
て
日
中
両
国
の
あ
い
だ
に
介
在
し
て
数
奇
の
運
命
を
た
ど
っ
た
が
、

そ
れ
は
や
が
て
両
国
文
化
交
流
の
使
節
た
る
資
格
を
賦
与
さ
れ
る
所
以
と
な
っ
た
。
前
後
三
十
余
年
に

わ
た
る
編
集
各
位
の
努
力
に
た
い
し
、
こ
こ
ろ
か
ら
な
る
敬
意
を
さ
さ
げ
た
い
と
お
も
う
。
」 

 

こ
れ
は
、
初
版
出
版
時
、
〝
日
中
交
流
の
使
節
〟
と
題
す
る
倉
石
武
四
郎
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
推

薦
の
言
葉
で
あ
る
。
ま
た
増
訂
版
出
版
時
に
は
、
駐
日
中
国
大
使
館
の
陳
彬
参
事
官
は 

 

『
中
日
大
辞
典
』
の
出
版
は
愛
知
大
学
の
関
係
者
の
皆
様
が
長
期
に
わ
た
っ
て
努
力
さ
れ
た
結
果

で
あ
り
、
い
ま
ま
で
愛
知
大
学
が
中
日
友
好
に
力
を
つ
く
し
て
き
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の

増
訂
版
は
学
術
的
価
値
か
ら
い
う
と
内
容
は
豊
富
で
、
資
料
は
斬
新
で
注
釈
は
正
確
で
、
中
日
両
国

の
言
語
を
学
習
、
研
究
す
る
う
え
で
極
め
て
す
ぐ
れ
た
辞
書
で
あ
り
ま
す
。
辞
書
の
活
用
範
囲
と
影

響
力
は
他
の
専
門
書
よ
り
い
っ
そ
う
広
く
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
『
中
日
大
辞
典
』
の
価

値
と
意
義
は
学
術
面
に
と
ど
ま
ら
ず
更
に
中
日
友
好
と
文
化
交
流
の
橋
で
あ
り
船
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
『
中
日
大
辞
典
』
の
出
版
は
必
ず
や
駐
日
両
国
人
民
の
友
好
と
文
化
交
流
を
よ
り
い
っ
そ
う

推
し
進
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

と
祝
辞
を
の
べ
た
。
時
を
違
え
、
国
を
異
に
し
て
は
い
て
も
『
中
日
大
辞
典
』
の
原
点
と
も
い
う
べ
き

〝
日
中
友
好
の
船
、
文
化
交
流
の
橋
〟
と
し
て
の
役
割
に
対
す
る
評
価
に
変
わ
り
は
な
い
。 

 

『
中
日
大
辞
典
』
は
こ
の
原
点
か
ら
出
発
し
、
日
進
月
歩
の
中
国
の
発
展
に
応
じ
て
、
そ
の
言
語
面

に
あ
ら
わ
れ
た
様
相
を
新
版
、
増
訂
版
、
増
訂
第
二
版
と
可
能
な
範
囲
で
正
確
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
努

力
を
重
ね
て
き
た
。
こ
の
間
、
現
代
中
国
語
の
標
準
的
辞
典
と
し
て
最
も
権
威
あ
る
『
現
代
漢
語
詞
典
』

が
一
九
九
六
年
修
訂
さ
れ
た
。
七
八
年
に
初
版
が
出
て
以
来
の
全
面
的
な
改
版
で
あ
る
。
ま
た
、
最
近

の
国
内
外
に
お
け
る
多
種
多
様
な
中
日
辞
典
の
出
現
に
は
実
に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
中
日
大
辞

典
編
纂
所
３

は
、
こ
れ
を
機
に
『
中
日
大
辞
典
』
の
新
た
な
船
出
を
め
ざ
し
第
三
版
の
編
集
に
と
り
組

ん
で
い
る
。 

８‒２ｄ
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8-2d 
 

9 
 

 

註 
 

１ 

『
中
日
大
辞
典 
増
訂
版
』（
一
九
八
六
年
）「
増
訂
に
際
し
て
」
に
よ
る
。 

２ 

『
愛
大
通
信
』
第
２
号
（
一
九
七
三
年
十
一
月
）
に
よ
る
。 

３ 

一
九
九
八
年
一
月
、
処
を
所
と
改
め
た
。 

 
 

〔
注
〕
『
愛
知
大
学
五
十
年
史 
通
史
編
』
よ
り
抜
粋
。 

 

 

８‒２ｄ
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8-2e(1) 
 

書 評 

辻 康 吾 

 
 評者が勤務する東海大学でも今年は中国語を選択する学生が大幅に増え、クラスの再

編、教員の確保に嬉しい悲鳴を上げた。各地の大学でも中国語選択者が増えているとい

う。一時中国語学習者数は日中関係の動向に従って増減すると言われたこともあるが、

両国関係の安定の中で中国語学習も拡大安定の時期に入ってきたようである。 
 その中で今年は中国語関係の辞典 4 冊がほぼ同時に出版された。その総てをまだ使い

込んではいないが、それぞれに新しい工夫や改善のための大きな努力が窺われ、かつて

頼るは井上『中国語新辞典』一冊という時代の評者にとってはなにか夢のように思われ

る時代となった。 
 とりわけ 68 年の初版に際してちょっとした感激を感じた『中日大辞典』が大幅増訂

の後出版されたことは量、質ともに向上、拡大を続ける中国語学習にとって大きな励ま

しである。 
 収録親文字 14000 字、収録語 14 万語、中国を含めて当面最大の現代中国語辞典とな

った。語学というより、主として文学、社会科学の角度から辞典を利用する評者にとっ

て満足しているのは大幅に現代用語が収録されたことである。周知のように社会主義中

国もまた文字の国であり、ごく平凡な時事用語を確認するのにかなりの時間を割いてき

たものにとって“包干到户”、“四个现代化”、“关系学”などの採録は大きな助けとなる。 
 技術的には旧版に無かった各ページ上端に親字が配列され、検索を楽にしている。無

いものねだりをするなら、どうせ親字を上端に出したならそこにも声調をつけてあれば

発音字典としてもより便利であったような気もする。そういえば旧版で 68 ページだっ

た「日本語索引」も 92 ページに増えている。しかしこれだけ周到な配慮をしながらと

も思えるのだが、本文部分のみでも 2522 ページのこの大著を B6 版に仕立てた結果、

旧版でも感じた分厚さが一層増したことである。もちろん辞典は小型であることも望ま

しいが、評者を含め老眼鏡世代のものにとって、これだけのボリュームの辞典はせめて

机上版は欲しいところだった。もう一言いえば、最近の美しい挿絵、写真に溢れる英語

辞典類をみるにつけても『最新中国情報辞典』（小学館）を先例に、図版や表があれば

もはやテレビ世代が絶対量を占める最近の中国語学習者にも喜ばれたのではないだろ

うか。 
 
〔注〕「中国語」1986 年 7 月号所載。辻康吾氏は東海大学教授。 
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8-2e(2) 
 

1 
 

書 

評 

 

『
中
日
大
辞
典
』
評
価
高
く
増
刷 

 

こ
と
し
、
十
八
年
ぶ
り
に
「
中
日
大
辞
典
増
訂
版
」
を
発
刊
し
た
が
、
愛
大
が
続
け
て
い
る
中
国
と

の
交
流
が
編
集
の
大
き
な
力
に
な
っ
た
。 

中
日
大
辞
典
は
四
十
三
年
に
出
版
。
「
愛
大
の
中
日
大
辞
典
」
と
全
国
的
に
高
い
評
価
を
受
け
、
計

七
万
部
印
刷
さ
れ
た
。
以
後
、
文
化
、
経
済
な
ど
す
べ
て
に
中
国
の
発
展
は
急
で
「
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
辞
典
を
」
の
要
望
が
強
く
な
り
、
五
十
年
か
ら
増
訂
版
作
り
を
始
め
た
。 

生
活
の
中
で
の
言
い
ま
わ
し
の
変
化
、
科
学
、
技
術
分
野
の
新
用
語
の
多
さ
は
予
想
以
上
で
、
編
集

作
業
は
大
変
だ
っ
た
。
愛
大
は
中
国
の
北
京
語
言
学
院
、
南
開
大
な
ど
と
学
術
教
育
交
流
協
定
を
結
ぶ

な
ど
、
中
国
と
の
交
流
は
盛
ん
。
そ
こ
で
、
中
国
の
大
学
か
ら
の
交
換
教
員
や
留
学
生
ら
に
協
力
を
あ

お
い
だ
。 

激
光
自
導
導
弾
（
レ
ー
ザ
ー
ミ
サ
イ
ル
）
や
方
便
面
（
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
）
な
ど
、
彼
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
で
採
用
さ
れ
た
新
し
い
言
葉
は
多
い
。
縄
跳
び
は
中
日
大
辞
典
で
跳
縄
だ
っ
た
が
、
留
学

生
の
指
摘
で
、
増
訂
版
で
は
跳
皮
筋
に
。
中
国
で
も
、
昔
は
縄
で
遊
ん
で
い
た
が
、
い
ま
は
、
ゴ
ム
を

使
う
か
ら
と
い
う
。 

一
万
五
千
部
印
刷
。
「
中
国
の
人
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
」
と
、
愛
大
は
中
国
国
家
教
育
委
員
会
に

増
訂
版
を
千
冊
と
中
国
の
大
学
に
約
百
冊
贈
っ
た
。 

  

〔
注
〕
中
日
新
聞 

一
九
八
六
年
七
月
十
三
日
所
載
。 
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8-2e(3) 
 

近
代
化
に
対
応
し
生
き
た
言
葉
を
豊
富
に 

 
 

外
国
語
の
辞
書
の
水
準
は
、
そ
の
国
の
語
学
研
究
の
水
準
を
示
す
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る

と
、
日
本
で
出
版
さ
れ
て
い
る
英
国
の
辞
書
は
も
と
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ロ
シ
ア
語
の

辞
書
の
水
準
に
は
定
評
が
あ
る
。
中
国
語
の
辞
書
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
そ
れ
ら
の
辞
書
に
比
べ
て
、

ま
だ
開
き
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

そ
う
し
た
中
で
、
一
九
六
八
年
に
出
版
さ
れ
た
『
中
日
大
辞
典
』
は
、
豊
富
な
言
葉
と
的
確
な
解
釈

で
高
い
評
価
を
得
て
、
長
い
間
、
中
国
語
の
辞
書
の
〝
王
座
〟
を
占
め
て
き
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
こ

ん
ど
出
版
さ
れ
た
、
そ
の
増
補
版
は
、
収
録
親
字
数
一
万
三
千
字
、
熟
語
数
十
四
万
語
。
二
千
五
百
二

十
二
ペ
ー
ジ
で
、
約
五
百
ペ
ー
ジ
も
増
え
て
い
る
。 

 

目
立
つ
の
は
、
近
代
化
を
進
め
る
中
国
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

例
え
ば
、「
軟
件
」
＝
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、「
万
元
戸
」
＝
年
収
入
が
一
万
元
を
超
え
る
家
庭
。
お
な
じ
み

の
「
鉄
飯
碗
」
＝
確
か
な
（
食
い
は
ぐ
れ
の
な
い
、
解
雇
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
）
職
業
、
〝
親
方
日
の

丸
〟
な
ど
。 

 

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
「
文
革
」
中
に
、
し
き
り
に
使
わ
れ
た
「
様
板
戯
」
＝
模
範
劇
な
ど
も
加
え

ら
れ
て
い
る
。
か
な
り
、
目
く
ば
り
が
き
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
増
訂
版
は
、
以
前
の
も
の
に
も
ま
し
て
、
日
中
友
好
協

力
と
学
術
交
流
の
結
晶
で
あ
る
こ
と
だ
。
こ
の
点
で
、
日
中
双
方
の
関
係
者
の
労
を
多
と
し
た
い
。 

 

い
ま
、
こ
の
辞
書
を
手
に
す
る
と
、
新
た
な
感
慨
が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。
中
国
語
は
長
い
間
、
日

本
で
は
〝
実
用
語
学
〟
の
域
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
増
訂
版
の
出
版
は
、
日
本
の

中
国
語
学
の
研
究
に
、
新
た
な
展
開
を
促
す
こ
と
に
な
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
だ
。 

 
 
 
 
 
 

（
英
） 

 

〔
注
〕
「
日
本
と
中
国
」
第
１
２
９
６
号
（
一
九
八
六
年
七
月
五
日
）
所
載
。 
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8-2e(4) 
 

1 

 
新新
語語
やや
方方
言言
なな
どど
１１
４４
万万
語語
収収
容容  

  

『『
中中
日日
大大
辞辞
典典  

増増
補補
改改
訂訂
版版
』』  

愛愛
知知
大大
学学
中中
日日
大大
辞辞
典典
編編
纂纂
処処
編編  

  

愛
知
大
学
が
昭
和
五
十
年
か
ら
進
め
て
き
た
改
訂
作
業
が
完
成
し
た
も
の
。
旧
版
の
刊
行
は
四
十
三

年
で
、
二
千
㌻
、
親
字
一
万
一
千
、
語
彙
（
い
）
十
万
語
強
。
五
十
七
年
ま
で
に
八
刷
、
七
万
冊
を
印

刷
し
た
。 

今
回
、
完
成
し
た
改
訂
版
は
旧
版
に
比
べ
七
百
㌻
増
の
二
千
七
百
㌻
、
親
字
は
同
じ
く
二
千
字
増
の

一
万
三
千
字
、
語
彙
は
三
万
語
増
え
て
十
四
万
語
と
政
経
時
事
、
科
学
技
術
用
語
か
ら
方
言
、
こ
と
わ

ざ
、
古
語
、
俗
語
に
お
よ
ぶ
豊
富
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
北
京
語
言
学
院
、
北
京
農
業
機
械
学

院
の
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を
得
て
新
語
彙
を
加
え
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
（
大
修

館
書
店
刊
＝
℡
〇
三
（
２
９
４
）
二
二
二
一
＝
Ｂ
６
、
二
、
七
〇
〇
㌻
、
六
、
八
〇
〇
円
） 

  

〔
注
〕
日
刊
工
業
新
聞 

一
九
八
六
年
七
月
七
日
所
載
。 
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8-2e(5) 
 

1 
 

 

中 

国 

関
係
書 

  

東
京
都
内
の
中
国
関
係
書
を
取
り
扱
う
書
店
六
社
に
、
八
一
年
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
七
点
を
上
げ
て
も

ら
っ
た
。
各
書
店
の
特
色
も
う
か
が
わ
れ
て
、
な
か
な
か
興
味
深
い
結
果
が
出
て
い
る
。 

■
亜
東
書
店 

１
『
全
国
鉄
路
旅
客
列
車
時
刻
表
』
中
国
鉄
道
出
版
社
、
２
『
Ｌ
Ｌ
中
国
語
初
級
』

大
修
館
、
３
『
中
華
人
民
共
和
国
地
図
・
日
本
語
版
』
亜
東
書
店
、
４
『
現
代
日
中
辞
典
』
光
生
館
、

５
『
中
国
共
産
党
の
歴
史
に
つ
い
て
の
決
議
』
外
文
出
版
社
、
６
『
中
日
大
辞
典
』
燎
原
書
店
、
７
『
袖

珍
日
漢
会
話
手
冊
』
知
識
出
版
社 

■
内
山
書
店 

１
『
中
日
大
辞
典
』
燎
原
書
店
、
２
『
中
国
語
基
本
語
ノ
ー
ト
』
大
修
館
、
３
『
中

国
語
手
紙
の
書
き
方
』
金
星
堂
、
４
『
中
国
社
会
主
義
経
済
問
題
研
究
』
外
文
出
版
社
、
５
『
総
合
力

ア
ッ
プ
中
国
語
問
題
集
・
’82

年
版
』
現
代
出
版
、
６
『
文
芸
読
本
・
魯
迅
』
河
出
書
房
新
社
、
７

『
現
代
の
エ
ス
プ
リ
№162

・
中
国
人
と
日
本
人
』
至
文
堂 

■
東
方
書
店 

１
『
中
日
大
辞
典
』
燎
原
書
店
、
２
『
一
人
歩
き
の
中
国
旅
行
会
話
』
東
方
、
３
『
中

国
社
会
主
義
経
済
問
題
研
究
』
中
華
書
店
、
４
『
中
国
語
基
本
語
ノ
ー
ト
』
大
修
館
、
５
『
中
国
語
手

紙
の
書
き
方
』
金
星
堂
、
６
『
中
国
歴
史
の
旅
』
東
方
、
７
『
現
代
日
中
辞
典
』
光
生
館 

■
燎
原
書
店 

１
『
中
日
大
辞
典
』
燎
原
、
２
『
新
日
漢
辞
典
』
内
山
書
店
、
３
『
中
医
学
基
礎
』

燎
原
、
４
『
東
医
雑
録
』
燎
原
、
５
『
中
医
学
入
門
』
医
歯
薬
出
版
、
６
『
ポ
ケ
ッ
ト
日
漢
辞
典
』
燎

原
、
７
『
中
国
貿
易
用
語
辞
典
』
燎
原 

 

〔
注
〕
「
日
本
と
中
国
」
一
一
四
八
号 

一
九
八
一
年
一
二
月
一
五
日
所
載
。 

 
81 

 年
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー 
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8-2f(1) 
 

いい
たた
ずず
らら
仕仕
掛掛
けけ
人人  

   

中
三
の
孫
は
大
の
巨
人
フ
ァ
ン
で
、
私
は
中
日
び
い
き
。
こ
の
い
た
ず
ら
坊
主
が
、
先
日
猫
な
で
声

で
「
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
を
詳
し
く
紹
介
し
た
本
が
出
て
い
る
の
で
、
買
っ
た
ら
」
と
い
う
。 

 

猫
な
で
声
は
危
険
信
号
な
の
だ
。「
そ
の
手
は
く
わ
な
い
よ
。
お
子
様
向
け
の
恐
竜
の
本
だ
ろ
う
が
」

「
信
用
し
な
い
ん
だ
な
ぁ
。
本
当
に
中
日
に
関
し
た
本
だ
っ
て
い
う
の
に
」
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
い
う
な

ら
、
と
書
店
に
行
き
、
隅
々
ま
で
探
し
た
が
見
つ
か
ら
な
い
。 

 

ハ
ハ
ー
ン
、
こ
れ
だ
な
、
と
気
づ
い
た
と
き
は
後
の
祭
り
で
、
正
体
は
「
中
日
大
辞
典
」
。
た
し
か

に
「
中
日
（
中
国
語
と
日
本
語
）
」
に
関
す
る
詳
し
い
本
に
は
違
い
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
腹
が
立

つ
。
こ
う
な
っ
た
ら
、
天
神
様
に
坊
主
の
高
校
入
試
絶
対
不
合
格
祈
願
の
絵
馬
を
奉
納
せ
ね
ば
な
る
ま

い
。
そ
れ
も
、
特
別
大
き
く
、
目
立
つ
、
ご
利
益
の
あ
る
や
つ
を
。 

（
宮
城
県
・
破
顔
亭
立
腹
・6

5

歳
） 

  

〔
注
〕
「
朝
日
新
聞
」
日
曜
版 

一
九
八
六
年
五
月
二
十
五
日
所
載
記
事
。 

８‒２ｆ(1)
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日
中
友
好
の
橋
、
文
化
交
流
の
船―

愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
増
訂
版
の
刊
行 

今
泉 

潤
太
郎
（
愛
知
大
学
教
授
） 

   
 

中中
日日
大大
辞辞
典典
改改
訂訂
のの
歩歩
みみ  

  

訪
中
学
術
代
表
団
は
大
き
な
成
果
を
え
て
帰
国
し
た
。
座
談
会
で
も
辞
典
は
高
く
評
価
さ
れ
た
。

数
百
項
目
に
の
ぼ
る
具
体
的
な
指
摘
も
有
益
で
あ
っ
た
。
上
海
訪
問
の
際
、
筆
者
ら
は
た
ま
た
ま
バ

ス
の
中
で
中
日
大
辞
典
を
腋
に
か
か
え
た
中
年
の
中
国
人
女
性
と
隣
り
合
わ
せ
、
尋
ね
て
み
る
と
上

海
市
教
育
局
に
勤
め
仕
事
上
よ
く
利
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
、
一
行
の
来
訪
も
『
人
民
日
報
』
で
報

道
さ
れ
た
の
で
承
知
し
て
い
る
由
、
偶
然
の
出
来
事
な
の
で
感
銘
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。
南
開
大
学

に
対
し
て
は
愛
知
大
学
と
し
て
正
式
に
両
校
間
の
交
流
を
提
案
し
た
。
状
況
が
許
せ
ば
応
じ
た
い
と

の
返
事
で
あ
っ
た
が
、
両
校
間
の
協
定
が
実
際
に
締
結
さ
れ
た
の
は
文
化
大
革
命
が
終
り
四
年
目
の

昭
和
五
十
五
年
の
事
で
あ
る
。
こ
の
た
び
の
訪
中
が
愛
知
大
学
の
中
国
と
の
学
術
交
流
に
果
た
し
た

役
割
も
実
に
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。
昭
和
五
十
年
鈴
木
は
前
年
胃
切
除
の
大
手
術
を
行
っ
た
身
を

鞭
打
つ
ご
と
く
辞
典
改
訂
の
決
意
を
披
瀝
し
た
。
内
山
は
長
年
月
の
辞
典
編
集
の
苦
労
が
こ
た
え
た

の
か
健
康
上
不
安
を
感
じ
て
お
り
、
訪
中
代
表
団
の
参
加
も
断
っ
て
い
た
の
で
、
改
訂
の
仕
事
に
は

加
わ
る
考
え
は
無
か
っ
た
。
予
感
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
こ
の
年
の
八
月
不
帰
の
客
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
筆
者
は
協
力
を
約
し
、
結
局
鈴
木
は
辞
典
改
訂
に
専
念
す
べ
く
教
授
を
辞
し
た
。
四
月
、

大
学
当
局
は
正
式
に
辞
典
編
纂
処
を
設
置
し
、
鈴
木
を
編
集
主
任
、
筆
者
を
編
集
委
員
長
、
陶
山
信

男
、
荒
川
清
秀
、
黄
異
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
編
集
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。
文
化
大
革
命
を
経
て
四

つ
の
現
代
化
を
目
指
す
中
国
で
は
学
術
界
も
活
気
を
呈
し
、
各
種
辞
典
を
は
じ
め
工
具
書
も
初
版
編

集
時
と
ち
が
い
多
数
出
版
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
五
十
五
年
か
ら
愛
知
大
学
は
中
国
教
育
部
派
遣
の
研

修
教
員
の
受
け
入
れ
を
は
じ
め
、
ま
た
北
京
語
言
学
院
と
の
間
で
交
換
教
員
制
度
を
発
足
さ
せ
え
た

の
で
、
毎
年
数
名
の
中
国
人
教
員
が
来
学
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
中
国
人
教
員
の
協

力
は
辞
典
編
集
に
と
っ
て
大
い
に
役
立
っ
た
。
北
京
農
業
機
械
化
学
院
黄
志
明
教
授
は
二
年
間
に
わ

た
り
編
集
に
協
力
、
帰
国
後
半
年
足
ら
ず
で
病
を
得
て
逝
去
さ
れ
た
こ
と
は
特
に
銘
記
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
改
訂
作
業
も
軌
道
に
の
っ
た
昭
和
五
十
六
年
一
月
鈴
木
択
郎
が
急
逝
し
た
。
そ
の
生
涯
を

か
け
た
辞
典
編
纂
の
情
熱
は
最
後
の
瞬
間
ま
で
う
し
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
鈴
木
の
発
意
で
は
じ
ま
っ

た
改
訂
で
あ
り
余
人
を
以
っ
て
は
替
え
が
た
い
が
、
当
初
よ
り
助
勢
し
て
き
た
筆
者
が
以
降
中
心
と

な
り
、
つ
い
に
昭
和
六
十
一
年
四
月
増
訂
版
が
完
成
し
た
。
改
訂
編
集
を
始
め
て
か
ら
十
一
年
、
初

版
編
集
開
始
よ
り
数
え
れ
ば
実
に
三
十
一
年
の
日
子
を
費
や
し
て
い
る
。
今
回
の
改
訂
は
初
版
の
枠

組
内
で
の
前
面
増
補
で
あ
り
、
辞
典
の
基
本
的
性
格
、
編
集
原
則
は
変
更
せ
ず
、
誤
り
を
正
し
不
備

を
補
う
こ
と
、
で
き
る
限
り
新
語
彙
を
加
え
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
た
。
時
間
的
に
も
無
理
で
あ
っ

８‒２ｆ(2)
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た
が
「
漢
語
詞
滙
的
統
計
与
分
析
」
「
国
家
標
準
信
息
交
換
用
漢
字
編
碼
字
符
集
」
「
統
一
漢
字
部
首

表
」
「
起
筆
統
計
表
」
「
漢
字
拼
音
正
詞
法
基
本
規
則
（
試
用
稿
）
」
「
普
通
話
異
読
詞
審
音
法
」
等
々

を
織
り
こ
ん
だ
改
訂
は
今
後
に
期
す
る
こ
と
と
し
た
。
「
普
通
話
異
読
詞
審
音
法
」
は
三
十
年
ぶ
り
に

文
字
改
革
委
員
会
か
ら
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
初
版
編
集
の
時
、
審
音
に
関
し
て
百
項
目
に
近

い
質
問
を
同
委
員
会
に
出
し
た
が
返
事
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
な
ん
と
い
ま
回
答
が
出
た
わ
け
で
あ

る
。
か
く
し
て
完
成
し
た
増
訂
版
は
初
版
に
く
ら
べ
七
百
頁
増
の
二
千
七
百
頁
、
見
出
字
二
千
字
増

の
一
万
三
千
字
、
新
語
を
加
え
十
四
万
の
語
彙
を
も
ち
、
初
版
の
特
徴
を
生
か
し
た
最
新
の
本
格
的

中
日
大
辞
典
で
あ
る
。 

  
 

日日
中中
友友
好好
のの
橋橋
、、
文文
化化
交交
流流
のの
船船  

  

本
年
五
月
三
十
一
日
、
中
日
大
辞
典
増
訂
版
出
版
記
念
会
と
中
国
国
家
教
育
委
員
会
へ
の
辞
典
贈

呈
式
が
開
催
さ
れ
た
。
席
上
中
国
側
を
代
表
し
て
中
国
大
使
館
陳
彬
参
事
官
は
こ
の
辞
典
を
「
日
中

友
好
の
橋
、
文
化
交
流
の
船
」
と
評
し
、
贈
呈
に
対
し
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
刊
行
を
祝
福
し

た
。
こ
れ
に
先
立
つ
五
月
二
十
一
日
に
は
折
か
ら
来
日
中
の
何
東
昌
国
家
教
育
委
員
会
副
主
任
と
東

京
に
お
い
て
会
見
、
会
談
の
な
か
で
日
中
両
国
民
の
協
力
で
完
成
さ
せ
発
展
さ
せ
て
き
た
と
も
言
え

る
こ
の
辞
典
が
、
中
国
で
も
広
く
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
責
任
者
の
口
か
ら
直
接
聞
く
こ
と
に
よ

っ
て
あ
ら
た
め
て
強
く
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
現
在
の
日
中
間
に
お
け
る
交
流
の
発
展
は
十
年
前
二
十

年
前
と
は
較
べ
る
こ
と
も
で
き
ぬ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
辞
典
の
ご
と
き
工
具
書
は
両
国
と
も

に
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
前
述
の
各
資
料
を
参
照
し
、
今
後
の
発
展
に
応
ず
る
こ
と

の
で
き
る
中
日
大
辞
典
と
し
て
い
く
の
は
日
中
両
国
民
の
付
託
に
応
え
る
愛
知
大
学
の
責
任
と
も
言

え
よ
う
。
ま
た
、
愛
知
大
学
内
に
お
い
て
み
れ
ば
、
辞
典
編
集
に
あ
た
っ
た
中
国
語
教
員
の
熱
意
お

よ
び
こ
れ
を
支
援
し
た
大
学
当
局
の
み
で
な
く
、
愛
知
大
学
で
中
国
語
を
学
ん
だ
学
生
た
ち
が
三
十

年
余
に
わ
た
っ
て
辞
典
編
纂
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
協
力
し
て
き
た
事
実
が
あ
る
か
ら
こ

そ
『
愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
増
訂
版
』
の
名
に
背
か
な
い
の
で
あ
る
。
日
中
両
国
民
の
合
作
と
愛
知

大
学
教
職
員
学
生
の
協
力
で
完
成
さ
せ
た
辞
典
を
い
か
に
継
承
さ
せ
る
か
が
こ
れ
か
ら
問
わ
れ
る
の

で
あ
る
（
文
中
敬
称
略
） 

 

〔
注
〕
「
大
学
時
報
」
一
八
九
号
（
一
九
八
六
年
七
月
）
所
載
。 

 

８‒２ｆ(2)



71

資料による中日大辞典編纂所の歴史 ８

― 　―

8-2f(3) 
 

公公
開開
しし
なな
がが
らら
〝〝
秘秘
密密
〟〟
とと
はは  

日
本
で
も
そ
う
だ
が
、
僕
、
旅
先
で
は
デ
パ
ー
ト
と
本
屋
さ
ん
に
必
ず
寄
る
。
そ
の
土
地
の
生
活
水

準
、
文
化
水
準
が
わ
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
か
ら
だ
。 

中
国
で
南
方
へ
取
材
に
行
っ
た
。
例
に
よ
っ
て
、
町
の
中
心
部
の
本
屋
へ
。
中
国
の
本
屋
さ
ん
は
、
例

外
を
除
い
て
「
新
華
書
店
」
と
い
う
屋
号
で
あ
る
。
二
階
の
学
術
図
書
コ
ー
ナ
ー
、
熱
帯
植
物
の
研
究
な

ど
地
域
の
特
色
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
隅
「
日
語
関
係
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
み
つ
け
た
。「
日
語
」
と
は
日
本
語
。

こ
こ
で
は
ほ
か
に
日
本
関
係
図
書
も
入
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
面
白
い
、
と
十
冊
近
く
を
カ
ウ
ン
タ
ー
に
持

っ
て
い
っ
た
。
と
、
ガ
イ
ド
の
女
性
に
店
の
オ
ヤ
ジ
が
何
か
言
っ
て
い
る
。
聞
き
耳
を
た
て
る
と
「
こ
れ

は
、
外
国
人
に
は
売
れ
な
い
」。
そ
の
書
名
は
『
中
日
大
辞
典
』
。
同
じ
経
験
は
東
北
地
方
で
も
あ
っ
た
。『
中

国
共
産
党
史
』
。 

こ
ん
な
ク
レ
ー
ム
が
つ
く
だ
ろ
う
、
と
わ
か
っ
て
い
た
。
で
も
、
万
一
お
目
こ
ぼ
し
に
あ
ず
か
れ
ば
の

期
待
、
ダ
メ
元
精
神
か
ら
の
チ
ョ
ッ
カ
イ
な
の
だ
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
二
つ
、
と
も
に
奥
付
け
に
「
内

部
発
行
」
と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
の
こ
ろ
は
、
僕
は
少
し
は
事
情
通
に
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
当

初
「
内
部
発
行
」
と
い
う
字
を
見
れ
ば
、
え
ら
く
興
奮
し
た
も
の
だ
。「
秘
密
文
書
を
み
つ
け
た
！
」
と
い

う
気
に
な
っ
て
。「
内
部
」
も
の
は
、
外
国
人
に
は
〝
秘
密
〟
に
な
っ
て
い
た
か
ら
。 

「
内
部
発
行
」
に
は
、
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
る
。
辞
典
な
ど
完
成
品
で
は
な
く
、
広
く
意
見
を
求
め

修
正
し
て
、
あ
と
で
公
刊
さ
れ
る
も
の
、
あ
る
研
究
組
織
や
行
政
機
関
な
ど
が
特
定
の
読
者
を
対
象
に
し

た
も
の
、
地
域
を
限
っ
て
発
行
す
る
も
の
、
な
ど
で
あ
る
。
も
う
一
つ
、
日
本
の
出
版
社
が
聞
く
と
ヨ
ダ

レ
が
垂
れ
そ
う
な
話
。
そ
れ
は
、
中
国
で
の
出
版
物
は
最
低
で
も
五
万
部
は
出
る
。
い
や
、
そ
れ
以
上
売

れ
る
も
の
で
な
い
と
、
出
版
し
に
く
い
。
紙
が
十
分
で
は
な
い
か
ら
だ
。
そ
こ
で
、
ど
う
し
て
も
出
版
し

た
い
も
の
が
あ
る
と
「
内
部
発
行
」
の
手
続
き
を
と
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
千
部
で
も
一
万
部
で
も
出
版
許

可
が
得
ら
れ
る
、
と
い
う
仕
組
み
が
あ
る
。
『
党
史
』
の
方
は
、
未
完
成
品
。
『
辞
典
』
は
、
実
は
未
完
成

品
で
は
な
く
、
海
賊
版
。
そ
う
「
内
部
発
行
」
の
も
う
一
つ
は
、
こ
の
海
賊
版
。
そ
し
て
、
そ
の
種
類
が

圧
倒
的
に
多
い
。『
辞
典
』
は
日
本
製
。
い
ま
、
日
本
で
は
改
訂
し
た
て
で
六
千
八
百
円
だ
が
以
前
は
四
千

八
百
円
。
そ
れ
を
中
国
で
は
十
元
（
当
時
で
日
本
円
約
千
円
）
の
安
さ
で
売
っ
て
い
た
。
紙
質
や
表
紙
が

や
や
違
う
が
、
写
真
製
版
ら
し
く
中
身
は
全
く
同
じ
。
海
賊
版
は
学
術
・
専
門
雑
誌
に
と
く
に
多
く
、
あ

る
専
門
図
書
館
を
の
ぞ
い
た
ら
、
書
架
が
こ
の
手
の
雑
誌
で
埋
ま
っ
て
い
た
。 

も
っ
と
も
、
中
国
は
万
国
著
作
権
保
護
条
約
に
加
入
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
違
法
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
い
ま
、
加
入
検
討
中
で
、
そ
の
前
準
備
と
し
て
国
内
の
著
作
権
問
題
と
取
り
組
ん
で
い
る
。 

同
じ
「
内
部
」
も
の
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。『
内
部
参
考
』
と
い
う
高
級
幹
部
向
け
の
雑

誌
、
『
参
考
資
料
』
と
い
う
情
報
誌
な
ど
、
「
機
密
」
や
「
極
秘
」
と
表
紙
に
印
刷
し
て
あ
り
、
書
店
に
は

な
い
。 

 

〔
注
〕 

中
公
新
書
「
現
代
中
国
百
景
」
今
田
好
彦 

昭
和
六
一
年
九
月
「
ヒ
ゲ
で
撫
で
た
胡
同
」
所

載
。 
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愛
大
四
〇
年 

今
泉 

潤
太
郎
（
愛
知
大
学
教
授
） 

  

愛
知
大
学
が
豊
橋
市
に
創
立
さ
れ
た
の
は
二
十
一
年
一
月
。
こ
と
し
四
十
周
年
を
迎
え
た
。
卒
業
生

は
短
大
、
二
部
を
含
め
計
六
万
六
千
人
。
東
三
河
地
方
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
各
界
に
広
が
っ
て
い
る
。

上
海
の
東
亜
同
文
書
院
大
学
な
ど
、
終
戦
で
閉
鎖
さ
れ
た
日
本
の
海
外
大
学
の
後
身
と
し
て
創
立
さ
れ

た
経
緯
な
ど
か
ら
、
中
国
と
の
交
流
、
研
究
で
は
常
に
他
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
四
十
周
年
を
機
に
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
見
る
。 

 

７
回
の
増
刷
、
全
国
へ 

中
日
大
辞
典 

上 
 

中
日
大
辞
典
発
刊
以
来
、
十
八
年
ぶ
り
の
増
訂
版
が
完
成
、
こ
と
し
四
月
、
最
初
の
刷
り
上
が
り
百

五
十
冊
が
、
大
学
に
届
い
た
。
編
さ
ん
委
員
長
の
今
泉
潤
太
郎
教
授
（
五
三
）
は
、
浜
田
稔
学
長
（
五

七
）
と
岩
井
透
事
務
局
長
（
六
〇
）
＝
現
・
参
与
＝
に
見
せ
た
後
、
著
書
贈
呈
分
の
五
冊
を
抱
え
、
同

辞
典
生
み
の
親
の
故
鈴
木
択
郎
教
授
宅
に
走
り
、
仏
前
に
供
え
て
報
告
し
た
。「
先
生
、
や
っ
と
で
き

ま
し
た
」
。 

 

鈴
木
ら
が
、
上
海
東
亜
同
文
書
院
大
学
時
代
に
書
き
た
め
、
敗
戦
に
よ
り
接
収
さ
れ
た
十
四
万
枚
の

辞
典
原
稿
カ
ー
ド
が
中
国
側
の
好
意
で
二
十
九
年
暮
れ
、
返
還
に
な
り
、
翌
春
か
ら
、
鈴
木
を
委
員
長

に
愛
大
で
の
中
日
大
辞
典
編
さ
ん
は
始
ま
っ
た
。 

 

卒
業
を
控
え
な
が
ら
就
職
先
の
決
ま
ら
ぬ
教
え
子
・
今
泉
も
、
鈴
木
の
勧
め
で
見
習
い
と
し
て
メ
ン

バ
ー
に
加
わ
っ
た
。 

 

当
初
、
五
年
間
で
完
成
の
予
定
だ
っ
た
。
だ
が
、
頼
み
の
カ
ー
ド
は
戦
後
の
中
国
の
変
身
で
既
に
古

典
。
再
び
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
十
三
年
後
の
四
十
三
年
二
月
、
よ
う
や
く
刊
行
に
こ
ぎ

つ
け
た
。 

 

訂
正
前
の
原
稿
の
一
部
が
、
そ
の
ま
ま
印
刷
さ
れ
る
ミ
ス
を
寸
前
に
発
見
し
、
再
訂
正
と
あ
わ
た
だ

し
く
刊
行
を
迎
え
た
鈴
木
ら
が
、
喜
び
に
ひ
た
っ
た
の
は
三
ヶ
月
後
。
画
期
的
な
辞
典
完
成
に
対
し
、

中
日
新
聞
社
か
ら
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
に
中
日
文
化
賞
が
贈
ら
れ
た
。
授
賞
式
の
あ
っ
た
夜
、
鈴
木
は
、

既
に
助
教
授
に
な
っ
て
い
た
今
泉
ら
を
自
宅
に
招
き
「
長
い
こ
と
、
ご
苦
労
さ
ん
」
と
初
め
て
ね
ぎ
ら

い
の
言
葉
を
か
け
た
。 

 

中
日
大
辞
典
は
七
回
も
増
刷
、
計
七
万
部
出
版
し
「
愛
大
の
中
日
大
辞
典
」
と
し
て
全
国
に
知
れ
渡

っ
た
。 

（
敬
称
略
） 

 ８‒２ｆ(4)
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2 
 

   

中
国
を
訪
れ
検
討
会 

中
日
大
辞
典 

下 
 

千
二
百
冊
の
中
日
大
辞
典
を
中
国
に
贈
っ
た
後
、
「
も
し
か
し
た
ら
」
の
期
待
を
込
め
て
申
し
入
れ

た
中
国
公
式
訪
問
が
四
十
八
年
に
実
現
。
鈴
木
択
郎
団
長
率
い
る
愛
大
学
術
訪
中
団
は
、
南
開
、
北
京
、

復
旦
の
三
大
学
で
そ
れ
ぞ
れ
辞
典
の
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
会
を
行
っ
た
。 

 

中
国
側
は
「
中
日
友
好
に
役
立
つ
優
れ
た
辞
典
」
と
評
価
し
た
う
え
で
、
現
在
の
文
化
、
生
活
に
合

わ
な
い
と
約
二
百
項
目
を
指
摘
。
訪
中
団
は
、
将
来
の
改
訂
を
約
束
し
て
帰
国
し
た
。 

 

約
束
を
果
た
す
べ
く
五
十
年
、
今
泉
潤
太
郎
を
委
員
長
に
編
さ
ん
を
再
開
。
鈴
木
は
自
ら
教
授
職
を

退
き
、
こ
の
作
業
に
専
念
。
七
十
歳
代
の
半
ば
を
超
え
、
体
調
を
崩
し
た
こ
と
も
あ
り
、
急
い
で
い
た
。 

 

五
十
五
年
暮
れ
、
一
応
、
全
部
の
原
稿
に
目
を
通
し
終
わ
っ
て
帰
宅
し
た
鈴
木
は
妻
し
づ
子
（
八
〇
）

に
う
れ
し
そ
う
に
言
っ
た
。「
若
い
人
が
い
る
か
ら
も
う
安
心
だ
」
。
翌
年
一
月
六
日
朝
、
鈴
木
は
中
国

語
で
何
か
歌
っ
た
後
、
静
か
に
息
を
引
き
取
っ
た
。
八
十
二
歳
だ
っ
た
。 

 

そ
れ
ま
で
の
中
日
大
辞
典
よ
り
六
百
ペ
ー
ジ
増
え
、
二
万
語
多
い
十
四
万
語
を
収
録
し
た
増
訂
版
の

完
成
は
鈴
木
の
死
後
、
さ
ら
に
、
五
年
間
か
か
っ
た
が
、
す
で
に
一
万
四
千
部
も
出
て
い
る
。 

 

「
増
訂
版
も
鈴
木
先
生
の
辞
典
。
私
は
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
で
し
の
い
で
き
た
だ
け
」
と
今
泉
は
い
う
。

「
今
度
は
自
分
の
」
と
は
口
に
し
な
か
っ
た
が
、
今
泉
が
「
中
日
大
辞
典
」
と
か
か
わ
っ
て
も
う
、
三

十
年
が
過
ぎ
た
。 

（
敬
称
略
） 

 〔
注
〕
中
日
新
聞 

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
年
）
一
二
月
二
日
、
三
日
所
載
。 

８‒２ｆ(4)
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『『
中中
日日
大大
辞辞
典典
』』  

  

冊冊
をを
寄寄
贈贈
へへ  

  

原原
稿稿
カカ
ーー
ドド
返返
還還  

  

周周
年年  

愛愛
大大
がが
友友
好好
協協
会会
にに  

 
 

中
国
研
究
者
必
携
の
辞
典
と
し
て
知
ら
れ
る
「
中
日
大
辞
典
」
を
編
さ
ん
し
て
い
る
愛
知
大
学
中
日

大
辞
典
編
纂
（
さ
ん
）
処
は
、
辞
典
の
も
と
に
な
っ
た
原
稿
カ
ー
ド
が
中
国
か
ら
返
還
さ
れ
て
四
十
年

に
な
る
の
を
記
念
し
て
、
中
日
友
好
協
会
に
同
辞
典
一
千
冊
を
寄
贈
す
る
。
二
十
八
日
、
石
井
吉
也
学

長
が
東
京
の
中
国
大
使
館
を
訪
れ
、
徐
敦
信
大
使
に
目
録
を
手
渡
す
。 

 

二
千
八
百
㌻
、
約
十
四
万
語
が
収
録
さ
れ
て
い
る
同
辞
典
は
、
国
内
最
高
水
準
の
中
国
語
辞
典
で
、

一
九
六
八
年
の
初
版
発
行
以
来
、
十
二
万
三
千
冊
を
出
版
。
香
港
や
北
京
で
も
販
売
さ
れ
、
中
国
政
府

に
は
、
こ
れ
ま
で
に
愛
大
か
ら
約
五
千
冊
が
贈
ら
れ
て
い
る
。 

 

中
日
大
辞
典
は
、
愛
知
大
ゆ
か
り
の
東
亜
同
文
書
院
（
中
国
・
上
海
）
が
一
九
三
二
年
に
「
華
日
辞

典
」
と
し
て
出
版
を
計
画
。
辞
典
の
原
稿
カ
ー
ド
を
作
成
中
、
敗
戦
の
た
め
没
収
さ
れ
、
そ
の
後
、
中

国
政
府
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
。
五
三
年
、
当
時
の
本
間
喜
一
愛
知
大
学
長
が
郭
沫
若
中
国
科
学
院
院

長
に
カ
ー
ド
の
返
還
を
要
望
。
「
日
中
文
化
交
流
の
懸
け
橋
」
と
し
て
翌
五
四
年
、
辞
典
編
さ
ん
の
準

備
を
し
て
い
た
愛
大
に
引
き
渡
さ
れ
た
。 

 

返
還
四
十
周
年
記
念
事
業
で
は
、
寄
贈
と
と
も
に
、
九
八
年
刊
行
を
め
ど
に
同
辞
典
を
全
面
改
定
す

る
こ
と
も
決
定
。
八
〇
年
代
以
降
の
中
国
の
改
革
・
開
放
路
線
に
伴
う
学
術
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
内
容

に
す
る
。 

 

〔
注
〕
中
日
新
聞 

一
九
九
四
年
七
月
二
八
日
所
載
。 

11000000  
4400  
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愛愛
知知
大大
がが
中中
日日
友友
協協
にに
辞辞
典典
千千
冊冊
をを
贈贈
呈呈  

原原
稿稿
カカ
ーー
ドド
返返
還還  

  

周周
年年
記記
念念  

 
 

中
国
語
辞
典
の
最
高
峰
の
一
つ
『
中
日
大
辞
典
』（
愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
編
纂
＝
へ
ん
さ
ん
＝
処

編
）
の
刊
行
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
東
亜
同
文
書
院
制
作
「
華
日
辞
典
原
稿
カ
ー
ド
」
の
日
本
変
換

四
十
周
年
を
記
念
す
る
、
中
日
友
好
協
会
（
孫
平
化
会
長
）
へ
の
同
辞
典
一
千
冊
寄
贈
が
七
月
二
十
八

日
、
東
京
・
港
区
の
駐
日
中
国
大
使
公
邸
で
行
わ
れ
た
。
同
辞
典
の
編
纂
に
あ
た
る
愛
知
大
学
（
石
井

吉
也
学
長
）
が
行
っ
た
。 

『
中
日
大
辞
典
』
の
編
纂
は
戦
前
、
中
国
研
究
の
中
心
地
と
さ
れ
た
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
で
企
画

さ
れ
、
原
稿
カ
ー
ド
約
十
四
万
枚
（
約
七
万
語
分
）
が
作
成
さ
れ
た
が
、
敗
戦
で
カ
ー
ド
を
国
民
政
府

軍
に
接
収
さ
れ
た
。
し
か
し
、
終
戦
当
時
の
同
書
院
院
長
で
愛
知
大
学
学
長
の
本
間
喜
一
氏
は
、
編
纂

を
あ
き
ら
め
き
れ
ず
、
日
中
文
化
交
流
に
貢
献
し
た
い―
と
内
山
完
造
日
中
友
好
協
会
理
事
長
を
経
て
、

郭
沫
若
中
国
科
学
院
院
長
（
後
の
中
日
友
好
協
会
名
誉
会
長
）
に
返
還
を
希
望
。
そ
の
結
果
、
翌
一
九

五
四
年
の
引
揚
船
「
興
安
丸
」
で
、
日
中
友
好
協
会
本
部
（
東
京
）
へ
届
け
ら
れ
た
。 

協
会
は
こ
れ
を
同
書
院
関
係
者
を
中
心
に
四
六
年
に
設
立
さ
れ
た
愛
知
大
学
に
ゆ
だ
ね
、
同
大
学
で

は
五
五
年
四
月
か
ら
鈴
木
択
郎
教
授
を
編
集
委
員
長
に
関
係
者
が
編
集
に
取
り
組
み
、
六
八
年
二
月
に

初
版
を
完
成
さ
せ
た
。 

以
来
、
同
辞
典
は
出
版
部
数
十
二
万
三
千
冊
を
数
え
、
豊
富
な
語
い
と
百
科
項
目
な
ど
を
持
つ
中
国

関
係
の
総
合
辞
典
と
し
て
、
国
内
外
の
関
係
者
に
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
の
式
典
に
は
、
愛

知
大
学
の
石
井
学
長
、
今
泉
潤
太
郎
教
授
（
中
日
大
辞
典
編
纂
処
所
長
）
、
山
下
輝
夫
事
務
部
長
兼
広

報
課
長
と
、
中
国
大
使
館
か
ら
徐
敦
信
大
使
、
呉
江
浩
二
等
書
記
官
、
井
頓
泉
三
等
書
記
官
ら
が
出
席
。 

石
井
学
長
は
、
『
中
日
大
辞
典
』
増
訂
第
二
版
数
冊
と
中
日
友
好
協
会
へ
の
一
千
冊
増
訂
目
録
を
手

渡
し
た
あ
と
、
「
こ
と
し
は
辞
典
刊
行
の
契
機
と
な
っ
た
カ
ー
ド
返
還
四
十
周
年
の
記
念
の
年
。
辞
典

は
ま
さ
し
く
、
日
中
友
好
、
日
中
学
術
交
流
の
産
物
で
す
。
カ
ー
ド
返
還
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
中
日

友
好
協
会
孫
平
化
会
長
に
千
冊
を
寄
贈
し
て
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
九
八
年
に
出

版
予
定
の
辞
典
新
版
の
ほ
か
、
コ
ン
サ
イ
ス
版
、
Ｃ
Ｄ
版
の
編
集
の
取
り
組
み
な
ど
事
業
の
現
況
も
紹

介
さ
れ
た
。 

徐
大
使
は
こ
れ
に
こ
た
え
て
「
確
か
に
お
受
け
取
り
し
、
直
ち
に
中
日
友
好
協
会
に
ご
連
絡
い
た
し

ま
す
。
大
辞
典
は
引
き
続
き
未
来
へ
の
日
中
関
係
の
中
で
、
両
国
の
人
材
養
成
、
文
化
交
流
に
役
立
つ

も
の
と
信
じ
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。 

出
席
者
は
こ
の
後
、
日
中
文
化
交
流
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
和
や
か
に
語
り
合
っ
た
。 

愛
知
大
学
で
は
従
来
、
中
日
友
好
協
会
や
中
国
国
家
教
育
委
員
会
な
ど
中
国
側
の
関
係
機
関
に
同
辞

典
を
五
千
冊
増
訂
し
て
い
る
。 

 

〔
注
〕
「
日
本
と
中
国
」
第
１
５
５
５
号 

一
九
九
四
年
八
月
一
五
日
所
蔵
。 

4400  
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競
う 

 

ラ
イ
バ
ル
物
語 

中
国
文
化
研
究
の
パ
イ
オ
ニ
ア
③ 

  

中
国
・
上
海
に
あ
っ
た
旧
制
高
等
専
門
学
校
「
東
亜
同
文
書
院
」
の
中
国
語
教
育
の
伝
統
は
、
愛
知

大
学
に
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
た
。 

 

教
養
課
程
に
は
、
英
独
仏
露
語
と
と
も
に
中
国
語
が
必
修
と
な
っ
た
。
ま
た
、
中
国
語
の
授
業
は
、

同
文
書
院
で
使
用
さ
れ
た
「
華
語
萃
編
」
が
再
び
教
科
書
に
な
っ
た
。
学
生
た
ち
は
、
少
人
数
の
ク
ラ

ス
で
熱
心
に
学
ん
だ
。 

 

日
中
間
の
国
交
は
断
た
れ
て
い
た
こ
ろ
。
だ
が
、
学
生
た
ち
は
生
き
た
中
国
語
を
覚
え
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。 

 

当
時
、
文
学
部
で
中
国
文
学
を
専
攻
し
て
い
た
現
名
誉
教
授
の
今
泉
潤
太
郎
（
七
一
）
は
こ
う
回
想

す
る
。 

 

「
新
中
国
に
な
っ
て
か
ら
、
北
京
語
を
も
と
に
し
た
普
通
話
（
共
通
語
）
が
確
立
し
た
。
『
華
語
萃

編
』
に
も
社
会
主
義
体
制
下
、
労
働
者
中
心
の
社
会
の
中
で
新
た
に
現
れ
た
語
彙
を
採
用
す
る
な
ど
若

干
の
改
訂
を
行
っ
た
が
昭
和
四
十
年
代
ま
で
使
っ
た
。
実
際
の
中
国
人
の
会
話
を
取
り
入
れ
て
お
り
、

日
中
両
国
の
教
員
が
教
え
る
と
こ
ろ
も
書
院
の
伝
統
を
守
っ
て
い
た
」 

  

同
文
書
院
の
生
え
抜
き
の
教
授
陣
は
、
発
音
の
基
礎
か
ら
中
国
語
を
学
生
に
た
た
き
こ
ん
だ
。
そ
の

中
の
一
人
に
、
の
ち
に
大
き
な
足
跡
を
残
す
教
授
の
鈴
木
択
郎
が
い
た
。 

 

同
文
書
院
の
支
那
研
究
部
華
語
研
究
室
で
研
究
し
て
い
た
鈴
木
は
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
、
華
日

辞
典
の
編
纂
を
呼
び
か
け
た
。
こ
こ
に
、
中
国
語
の
〝
バ
イ
ブ
ル
〟
と
も
い
わ
れ
る
「
中
日
大
辞
典
」

編
纂
に
至
る
長
い
道
の
り
が
始
ま
っ
た
。 

 

編
集
方
針
は
、
井
上
翠
が
編
纂
し
、
戦
前
出
版
さ
れ
、
評
価
が
高
か
っ
た
「
井
上
支
那
語
辞
典
」
が

出
発
点
。
語
彙
の
数
は
七
万―

八
万
語
。
語
彙
の
収
集
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
資
料
カ
ー
ド
は
十
四
万

枚
に
達
し
た
。
作
業
に
あ
た
っ
た
の
は
、
鈴
木
の
ほ
か
十
人
の
日
本
人
教
員
と
中
国
人
講
師
八
人
だ
っ

た
。
だ
が
、
編
纂
作
業
は
日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
の
た
め
停
滞
。
敗
戦
後
は
、
中
華
民
国
側
に
東
亜

同
文
書
院
が
接
収
さ
れ
た
際
、
辞
書
編
纂
に
か
か
わ
る
資
料
も
引
き
渡
さ
れ
た
。 

 

戦
後
の
混
乱
も
少
し
落
ち
着
い
た
昭
和
二
十
八
年
七
月
、
鈴
木
は
愛
知
大
学
学
長
の
本
間
喜
一
か
ら

辞
典
原
稿
の
返
還
を
中
国
側
に
願
い
出
る
計
画
を
聞
か
さ
れ
た
。
そ
の
四
年
前
の
十
月
一
日
、
毛
沢
東

が
北
京
の
天
安
門
で
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
を
宣
言
し
て
い
た
。 

 

そ
こ
で
鈴
木
は
、
接
収
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
だ
し
た
。 

 

「
も
し
、
事
情
が
許
す
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
手
で
こ
の
辞
典
を
完
成
さ
せ
て
も
ら
い
た

い
」
。
口
頭
で
申
し
出
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

早
速
、
日
中
友
好
協
会
の
内
山
完
造
理
事
長
を
通
じ
て
中
国
科
学
院
の
郭
沫
若
院
長
に
願
書
を
送
っ

８‒２ｆ(7)



77

資料による中日大辞典編纂所の歴史 ８

― 　―

8-2f(7) 
 

2 
 

た
。
内
山
は
戦
前
、
上
海
で
書
店
を
営
み
、
魯
迅
な
ど
中
国
の
知
識
人
と
交
流
が
深
か
っ
た
。
郭
は
日

本
留
学
の
経
験
が
あ
り
、
知
日
派
の
知
識
人
だ
っ
た
。
話
は
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
進
ん
だ
。 

 

郭
の
斡
旋
に
よ
り
、
辞
典
原
稿
は
「
日
中
文
化
交
流
の
た
め
、
改
め
て
日
本
人
民
に
贈
る
」
こ
と
が

決
ま
り
、
昭
和
二
十
九
年
九
月
、
辞
典
編
纂
の
資
料
カ
ー
ド
が
引
き
揚
げ
船
「
興
安
丸
」
に
託
さ
れ
、

日
本
に
返
還
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

翌
三
十
年
四
月
、
愛
知
大
学
に
辞
典
の
編
纂
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
い
よ
い
よ
編
纂
作
業
が
本
格
化

し
た
。 

 

ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
資
料
カ
ー
ド
の
作
成
、
整
理
、
例
文
収
集
な
ど
に
黙
々
と
取
り
組
ん
だ
。
今
泉
は

文
学
部
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
文
学
部
の
助
手
と
し
て
作
業
に
加
わ
っ
た
。
「
講
義
以
外
の
時
間
は
、

す
べ
て
辞
典
の
編
纂
に
あ
て
て
い
た
」
。
そ
う
言
う
よ
う
に
、
今
泉
は
半
生
を
辞
典
編
纂
に
さ
さ
げ
た
。 

 

最
初
の
計
画
で
は
昭
和
三
十
六
年
に
完
成
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
作
業
は
大
幅
に
遅
れ
た
。 

 

中
国
で
漢
字
を
簡
略
化
す
る
文
字
改
革
が
行
わ
れ
た
こ
と
。
原
稿
の
書
き
直
し
を
迫
ら
れ
た
こ
と
や
、

三
千
字
に
の
ぼ
る
新
旧
の
漢
字
の
活
字
を
鋳
造
し
た
こ
と
な
ど
が
主
な
理
由
だ
っ
た
。 

 

資
料
カ
ー
ド
の
返
還
か
ら
十
三
年
。
四
十
二
年
十
一
月
、
つ
い
に
中
日
大
辞
典
の
初
版
が
完
成
を
み

た
。 

 

漢
字
は
簡
体
字
を
、
発
音
の
表
記
に
は
中
国
式
ロ
ー
マ
字
記
号
を
採
用
し
た
中
日
大
辞
典
は
四
十
三

年
二
月
、
初
版
一
万
部
が
発
売
さ
れ
た
。
政
治
、
科
学
用
語
か
ら
方
言
、
四
字
成
語
な
ど
約
十
二
万
の

見
出
し
語
を
収
録
し
た
内
容
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
広
く
中
国
語
圏
で
も
高
い
評
価
を
受
け
た
。
中
国

や
台
湾
で
は
、
海
賊
版
ま
で
出
る
ほ
ど
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。 

 

昭
和
六
十
一
年
に
増
訂
版
、
翌
年
に
増
訂
第
二
版
が
出
さ
れ
た
。
大
辞
典
の
出
版
を
手
が
け
て
い
る

大
修
館
書
店
に
よ
る
と
、
六
十
一
年
か
ら
現
在
に
約
十
万
部
が
販
売
さ
れ
た
と
い
う
。 

 

今
で
は
、
日
本
全
国
で
中
国
語
を
学
習
し
た
り
、
中
国
研
究
に
従
事
す
る
人
た
ち
に
欠
か
せ
な
い
参

考
書
と
な
っ
て
い
る
。 

（
敬
称
略
） 

 〔
注
〕
産
経
新
聞 

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
年
）
一
月
十
四
日
（
水
曜
日
）
所
載
。 

 
 

両
親
に
会
え
る
「
中
日
大
辞
典
」 

 

欧
陽
可
亮
さ
ん 

 
 
 

 

張
禄
沢
さ
ん 

  

～
読
者
か
ら
～ 

今
年
一
月
十
三
日
か
ら
朝
刊
で
連
載
さ
れ
た
「
競
う
ー
ラ
イ
バ
ル
物
語 

中
国
文
化
研
究
の

父 

母

 

８‒２ｆ(7)
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パ
イ
オ
ニ
ア 

愛
知
大
学V

S

大
東
文
化
大
学
」
。
こ
こ
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
「
中
日
大
辞
典
」

（
愛
知
大
学
編
）
の
編
纂
作
業
に
協
力
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
、
私
の
父
「
欧
陽
可
亮
」
と

「
張
禄
沢
」
が
い
ま
す
。
二
人
と
も
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
両
親
に
会
い
た
く
な
る
と
、

私
は
こ
の
辞
典
を
開
き
ま
す
。 

 
 

関
登
美
子
（
五
八
）
＝
兵
庫
県
宝
塚
市 

 

中
日
大
辞
典
は
上
海
に
あ
っ
た
日
本
の
旧
制
高
等
専
門
学
校
（
後
に
大
学
）
の
東
亜
同
文
書

院
で
中
国
語
を
日
本
人
学
生
ら
に
教
え
て
い
た
鈴
木
拓
郎
教
授
（
後
に
愛
知
大
学
教
授
）
が

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
、
質
の
高
い
中
日
辞
典
の
必
要
性
を
呼
び
か
け
、
編
纂
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。 

 

作
業
に
あ
た
っ
た
の
は
日
本
人
教
員
十
人
と
中
国
人
講
師
八
人
。
そ
の
う
ち
の
一
人
が
欧

陽
可
亮
さ
ん
で
す
。
唐
の
時
代
か
ら
書
家
や
詩
人
を
輩
出
し
た
文
人
一
族
の
出
身
で
、
一
九

一
八
（
大
正
七
）
年
、
北
京
生
ま
れ
。
中
国
の
大
学
を
卒
業
後
、
昭
和
十
七
年
四
月
、
東
亜

同
文
書
院
の
講
師
と
な
り
、
こ
の
辞
典
の
編
纂
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

終
戦
後
、
東
亜
同
文
書
院
は
中
国
側
に
接
収
さ
れ
、
欧
陽
可
亮
さ
ん
も
「
日
本
へ
の
協
力

者
」
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
、
混
乱
の
中
、
一
家
で
台
湾
に
移
り
、
そ
の
後
、
昭
和

二
十
九
年
十
一
月
に
来
日
し
た
そ
う
で
す
。 

 

東
亜
同
文
書
院
の
流
れ
を
く
ん
だ
愛
知
大
学
に
、
接
収
さ
れ
た
辞
典
の
資
料
カ
ー
ド
が
中

国
側
か
ら
返
還
さ
れ
た
の
を
機
に
、
翌
三
十
四
年
四
月
か
ら
、
辞
典
の
編
纂
が
再
開
さ
れ
ま

し
た
。 

 

こ
の
作
業
に
欧
陽
可
亮
さ
ん
も
戻
り
、
張
禄
沢
さ
ん
も
加
わ
り
ま
し
た
。
日
中
の
完
璧
な

北
京
語
が
話
せ
る
人
は
少
な
か
っ
た
時
代
。
二
人
は
中
国
語
ネ
ィ
テ
ィ
ブ
の
専
門
家
と
し
て

特
に
貴
重
な
存
在
で
、
例
文
に
関
す
る
多
く
の
疑
問
に
答
え
、
ど
の
語
彙
を
収
録
す
る
か
に

つ
い
て
助
言
。 

 

張
禄
沢
さ
ん
は
愛
知
大
の
あ
る
愛
知
県
豊
橋
市
で
地
元
の
女
性
に
中
国
料
理
の
講
習
会
を

開
く
な
ど
、
文
化
交
流
に
も
励
み
、
編
纂
作
業
を
と
も
に
し
た
愛
知
大
の
今
泉
潤
太
郎
・
名

誉
教
授
は
「
学
生
の
指
導
も
丁
寧
で
、
人
格
的
に
も
す
ば
ら
し
い
女
性
だ
っ
た
」
と
印
象
を

語
り
ま
す
。 

 

欧
陽
可
亮
さ
ん
は
国
際
基
督
教
大
学
な
ど
で
中
国
語
の
教
鞭
を
と
り
、
外
務
省
研
修
所
で

日
本
の
外
交
官
に
中
国
語
を
指
導
。
張
禄
沢
さ
ん
も
愛
知
大
の
中
国
語
講
師
と
し
て
活
躍
し

ま
し
た
。
二
人
は
日
中
の
文
化
の
懸
け
橋
の
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

～
戦
争
を
挟
ん
で
編
纂
、
日
中
の
文
化
結
ぶ
～ 

 

〔
注
〕
産
経
新
聞 

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
年
）
三
月
十
四
日
（
日
曜
日
）
所
載
。 
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愛知大学長殿  

                         1999年 8月 

                                中日大辞典編纂所 

中日大辞典編纂所の将来問題について 

  

かねて本編纂所は表題のことについて審議を重ねてきましたが、このほど名古屋校舎に移設

して組織の再編を行い、ひきつづき中日大辞典を編集していくとの結論にいたりました。 

 ここに報告するとともに今後の措置につきよろしく取り計らい願います。 

以上 

審議の経過 

 本編纂所は中日大辞典の編集発行を目的として設置され、当初より限られた人々の自発性に

より遂行されてきたという歴史経過から、他の研究所と異なる構成と運営によって現在にいた

っている。 

 創立半世紀を経てあらゆる面で変化発展の段階にある本学において、本編纂所も例外ではな

く、小職の定年を目前にする現在、より深刻な状況にあるとの認識から以上の結論に達したも

のである。 

 

移設の理由 

1. 中日大辞典は依然として本学の誇る研究業績の一つたる資格を持っており、今後もこれを

保持すべきであり、本編纂所はこのために不可欠な存在である。 

2. 現在の編集責任者の定年にともない、所員の増強、編集体制の確立が緊急に必要である。 

3. 名古屋校舎では現代中国学部が新設され、その結果 30 名の中国関係教員が集中したこと

から所員の増強を可能とする条件ができた。 

4. 現代中国学部の新設にともない中国関係図書が格段に充実整理され、辞典の編集に必要な

参考文献面での不安が解消した。 

5. さらに国際問題研究所とくにその所蔵図書の直接利用が可能となる。 

以上が主な理由であり、結論的に言えば移設にともなうデメリットはほとんどない。 

 

移設にともなう課題 

1. 現在使用している部屋面積は約 100 平方米であり、編集、事務が半分、書庫が半分であ

る。これに相当する広さが必要である。 

2. 本編纂所の事務局内での位置付けを明確にすること。（従来、本研究所には事務専任者を

配属していない） 

3. 中国人専門家の住居を確保すること。 

4. 移設は遅くとも 2002 年を目途とする。 

８‒３ａ(1)
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愛知大学長殿  

                         1999年 11月 

                                中日大辞典編纂所 

中日大辞典編纂所の体制と運営について 

  

 名古屋校舎への移転の主旨はすでに申し述べたとおりでありますので、移転後の体制と運営

につき申し述べます。 

 

1. 現行規定に定める所員―中日大辞典の編纂に協力する専任教員を拡大する。 

所員は各自の専門領域において協力する辞典編集協力委員、また語学の領域における専門

性を持つ辞典編集委員のいずれかとなる。 

 

2. 現在、名古屋校舎教員を中心として編集協力委員若干名、編集委員 8 名程度の内諾を得て

いる。注：現在は編集委員 4 名。 

 

3. 上に述べた所員（編集協力委員と編集委員）は専任教員であり、兼務して所員となり編集

に参画する。しかし、辞典編集は兼務者のみで進捗するものではなく、従来から中国人 1

名、日本人 1 名の専任教員枠を与えられてきた。今後も維持できるように要望する。 

 
4. 編集委員会の方針にしたがって、日常の編集業務には専従者が主としてあたり、編集委

員、編集協力委員は講義外に適宜編集に加わる。編集委員長は編集全般に責任を持つ。 

 
5. 近年、各種の辞典はコンピューター編集が主流となり、本編纂所もけんとうしたが未だ結

論を得ていない。編集責任者に対する負担が大なる従来のありかたを改める上でも、コン

ピューター化を図るべく本格的検討をはじめる。 

８‒３ａ(2)
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愛知大学長殿  

                        2001 年 8月 10日 

                                中日大辞典編纂所 

中日大辞典編纂所の名古屋校舎移設について 

  

  かねてより本編纂所の将来問題について審議を重ねてきましたが、1999 年 8月名古屋校舎

を移設して組織の再編を行い、ひきつづき中日大辞典を編集していくとの結論に至り、これを

学部長会議に報告し、今後の措置につきご検討をお願い致しました。ここに改めてこのことに

つき、ご決定をお願いいたします。 

 

経過 

 本編纂所は中日大辞典の編集発行を目的として設置され、他の研究所と異なる構成と運営に

よって現在に至っている。 

 創立半世紀を経てあらゆる面で変化発展の段階にある本学において、本編纂所も例外ではな

く、小職の定年退職を目前にして、今後より深刻な状況に至るとの認識から以上の結論に達し

た。 

 

理由 

1. 中日大辞典は依然として本学の誇る業績の一つたる資格を持っており、今後もこれを保

持すべきであり、本編纂所はこのために不可欠な存在である。 

2. 現在の編集責任者の定年退職に伴い、所員の補強と何よりも指導体制の確立が緊急に必

要である。 

3. 名古屋校舎に現代中国学部が設置され、その結果、多数の中国関係教員（日本人、中国

人）が集中したことから所員の補強を可能とする条件ができた。 

4. 現代中国学部の設置にともない中国関係図書が格段に充実整理され、辞典の編集に必要

な参考文献面での不安が完全に解消した。さらに国際問題研究所所蔵の中国刊行物の直

接的な利用が可能である。 

以上が主な理由であり、結論的に言えば移設に伴うデメリットはない。 

 

課題 

1. 現在使用している部屋面積は約 100 平方米であり、編集、事務が半分、書庫が半分であ

る。これに相当する広さが必要である。 

2. 本編纂所には従来、事務専任者を配属していないので、事務局内での位置付け（支援体

制）を確認願いたい。 

3. 移設は遅くとも 2002 年を目途としたい。 

８‒３ａ(3)



82

『日中語彙研究』第12号

― 　―

8-3a(4) 
 

愛知大学長殿  

                          2001年 8月 

                                中日大辞典編纂所 

 

名古屋校舎移設後の中日大辞典編纂所の体制と運営について 

  

  名古屋校舎への移転の主旨は別紙のとおり申し述べたとおりでありますので、移転後の体

制と運営につき再度申し述べます。 

 

1. 現行規定に定める所員すなわち、中日大辞典の編纂に協力する専任教員を拡大する。所員

は各自の専門領域において協力する辞典編集協力委員ならびに語学の領域における専門性

を持つ辞典編集委員のいずれかとなる。 

 

2. 現在、名古屋校舎教員を中心として編集協力委員 11 名、編集委員 8 名程度の内諾を得て

いる。注：2001 年 4 月現在、編集委員 4 名。編集協力委員なし。編集専従者 1 名。 

 
3. 上に述べた所員（編集協力委員と編集委員）は専任教員であり、兼務して所員となり編集

に参画する。しかし、辞典編集は兼務者のみで進捗するものではなく、従来、編集の段階

に応じて中国人、日本人若干名の辞典編集専従者を置いたので、今後もこれを維持する。 

 
4. 編集委員会の方針にしたがって、日常の編集業務には専従者が主としてあたり、編集責任

者は編集全般に責任を持ち、編集協力委員、編集委員は講義、公務外に参加する形態をと

る。 

 
5. 現在、凸版印刷（株）より中日大辞典増訂第二版 7 刷のデータをユニコードに変換し、愛

知大学に提供するとの申し出を受けており、この方向に沿って実現させていく。第三版編

集にあたってこれを利用できるか検討中である。 

現在、中日大辞典のデータ（増訂第二版 7 刷本の本文、索引、付録など全部）は凸版印刷

（株）の CTS でデジタル化されている。今、これのユニコード化が進行中であり、近い将

来、データバンクとして編集に利用できる基礎ができる予定である。 
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新版編集について 
 
目的：一般に定評のある語学辞典は一定期間を経れば必ず版を改め、日進月歩

の社会変化に対応させて内容を改定し、その結果として名声を博すもの
である。例えば国語辞典では岩波書店の広辞苑、英語辞書では研究社の
英和大辞典をあげておく。 

   改革・解放を標榜し、社会主義的市場経済を実施している中国は今、急
激な変化の過程にあり、社会のあらゆる面での変貌も著しい。また急速
な工業化を目指し、都市化が進行する中で、人々の生活意識の変化も起
こり、これらは言語の面にも影響を及ぼさぬはずはない。近年、新語辞
典を称するものが十数種類も出ているのもその証拠の一つである。 

   80年代以降のこうした変化は言語面では主として新語に特徴的に見られ
るがこのような時代相を反映させた辞典は中国語日本語対訳辞典として
の中日大辞典に今、強く求められている。 

   1968年出版の中日大辞典初版が、新しい社会主義中国を理解するための
よき工具所であったように、1986年出版の中日大辞典増訂版は文化大革
命期を含む時期を適切に解説した工具所であった。今回の新版は、80 年
代以降の改革・開放、社会主義市場経済体制の確立に伴う社会変化及び
この間の学術研究の成果ーーーば中国百科全書、漢語辞典 漢語大詞
典、漢語大字典、現代漢語辞海等は一例一を踏まえて 17年目に全面改
版を行うものである。 

   中日大辞典は一貫して常に時代の要請に適格に応えられる工具所たらん
ことを念願して編集してきた。いま計画中の新版は改革・解放を急速に
推進し、21世紀に工業国入りを目指す中国を理解するための格好の工具
書となるであろう。 

 
内容：現行中日大辞典増訂版の基本性格・枠組み、すなわち 
   ①現代中国における文字改革・審音等の規範を拠り所とした正確な簡化

字と正音。 
   ②一般語彙から、政経、芸術、科学、技術など。方言、俗語、成語、諺

語などから古典語に及ぶ。 
   ③充実した百科項目は中国に関する総合字典的性格を持つ。 
   ④使いやすい漢字部首、また日本語索引は日中辞典の機能を持つ。巻末

付録は便利。 
   を保持しつつも、全てにわたる見直しと新語等の補充をはかる。また体

裁などについても見直す。とくに、 
   ①文字を同じくするが音・義を異にするものは別立てとする。 
   ②注音は漢語拼音正詞法にもとづき、改める。 
   ③方言字、古漢字など必要な見出し字を補充する。 
   ④新詞はつとめて採録する。 
    などに意を用いる。 
 
時期：1999年末を刊行の目処とする。原稿提出は 1997年末とする。 
 
組織：中日大辞典編纂処内に編集委員会を設ける。また編集協力委員を委嘱

し、専門分野において協力を得るものとする。 
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1998.12 

                              中日大辞典編纂所 

中日大辞典について 

１． 

 1986 年に出版してからほぼ 2 年で 1 万冊を増訂するパターンで推移してきた中日大

辞典（増訂版）は、最近売れ行きの鈍化が目立ち、本年は増刷の年にあたっていたが在

庫数が十分にあるため、印刷を来年に延ばすことになった。つまりは、ほぼ 3年で 1万

冊程度にダウンしたことになる。 

 従来、販売については大修館側に全面的にまかせており、本学としては何ら特別の措

置はしてこなかった。しかし、大修館の出版広告中での取り扱いが年々低下した感があ

り、この点について大修館側に働きかけるとともに、昨年度より辞典編纂所独自で専門

紙１、雑誌１に年間 30万円の広告をだしている。 

 大修館からはできるだけ早い時期に新版が出ることが望ましいとの表記がなされて

いる。しかし、中日大辞典は 1968年の初版印刷から 2版（増訂版）までは 18年、1986

年の 2 版（増訂版）印刷から 2003年出版予定の第 3版までで 17年である。 

 初版は解放後の社会主義建設期（1949～1965 年）、2 版（増訂版）は文化大革命期と

調整期（1966～1980年代前半）、予定される 3版（新版）は改革・開放期（1990年代以

降）を背景にしている。つまり、現行の増訂版は 80 年代後半からはじまる改革・開放

期の情況が極めて不十分にしか反映されていないのである。 

 一方、ここ数年来新しく出版された中日辞典（小学館中日辞典、同中国語辞典、講談

社中日辞典など数種）はすべて 1990 年代以降の語彙を重点にとり入れている。このこ

とが売れ行きの鈍化の大きな理由の一つであることにまちがいない。 

 

2. 

 中日大辞典増訂版は B6版（181ｍｍＸ128ｍｍ）、2500頁であるが、通常の活字ポイン

トを一段下げたうえ、さらに折り返しを過剰なまでにおこなう等、同一サイズの他の辞

書に比較し内容は 20 パーセント以上多い。これを通常の版組みでおこなえば一回り上

の A4 版のサイズに適当な分量といえる。これは本学の自費出版物として、営利性を追

求せず良い品を安く提供することとを第一に考えた結果であり、もともとサイズの点で

は無理を承知で決定したいきさつがあった。新版ではこの点を改善したいと考えている

が、辞典の大型化は必然的に価格のアップにつながるため、今後十分に検討をしなけれ

ばならない。 

 現在進行中の中日大辞典 新版（第三版）編集は収録語彙の刷新を重点におこなって

いる。現行版の体裁（サイズ・ページ建て）の維持を前提とする限り、新語録を採録す

ると同時にそれと同量の旧語彙（文語・古白語）を削除せざるを得ない。このことは結
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果として中日大辞典の基本である現代口語から文語、更に百科項目を含む豊富な内容と

離反することとなる。  

 そのようにならないために、細心の注意を払って現行版の削除をおこないつつ、新語

彙を増やすことにしているものの、サイズを一廻り大きくすることなしには根本的解決

は難しい。 

 近年、すべて商品は見栄えが良くなくては売れず、また利用者側の便利さを最大限に

追求する傾向が強く、中国語辞書においても同じことがいえる。中日大辞典はこの点に

おいて異なる傾向をもち、見栄えや利便性自体は悪いことではないが、むしろ内容がよ

くて値段も安ければよいとしてきた。新版ではこの点を修正し、基本的枠組みの中での

見やすさを追求していくこととしている。 

 

3. 

 新版修訂は 1994 年（平成 4 年）に企画され、翌年編集担当専任教員を配属するなど

の対応をとった。しかし現代中国語学部、国際コミュニケーション学部の創設に伴う業

務及びその他の要因により修訂業務は当初予定に達していない。 

 中日大辞典は来年 1万冊を増刷する予定であり、これはむこう 3年間の販売数量にあ

たる。すなわち、現在の販売状況からみて 2002 年までをカバーする量である。在庫量

をゼロにして新版を発売するのが通例であるとすれば 2003 年に発行されることが適当

と考えられる。 

 

4. 

 現在、新版（第三版）のための収集新語彙約 3～4 万語のうち、最低必要なものとし

てその半分の 1.5万～2万程度を収録することにしている。中日大辞典現行版に採録さ

れている現代語の基本語彙 4～5 万にこの新語を加え、見出語 8 万、見出字 1 万、ペー

ジ数 1500～2000の現代中国語の辞典の制作を考えてみたい。 

 この中日辞典は主として中級の層を対象とする性格の辞書であり、中日大辞典の対象

とする層との重なりはそれほど大きくはないと推測される。 

 この辞典の作製には一定の時間がみこまれるが、基本的な語彙と新語については現在

進行中の中日大辞典新版編集における作業の成果を最大限に活用することが可能であ

ると考え、今その予備調査をおこなっている。 

 なお、大修館側はかねてより現代語中心の学習者むきの中日辞典を提案してきた経緯

がある。 

 

中中国国語語辞辞書書ののママーーケケッットト  

 現在の中国語学習者は、①高校生、②大学生〔ａ〕選択（第二外国語 4～6単位）、〔ｂ〕

専攻（第一外国語 8～16単位）、③一般（既習者）の 3種に分かれる。①が現在 300校、
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15,000 人程度との数字があるが、履修単位数は大部分が 2～4 単位で、8 単位以上はご

く少数である。②③についてはデータはないが、数の上では、②の〔ａ〕が圧倒的な数

（おそらく数十万人）であり、そのことは辞書が 4、5 月の販売がその年の売り上げ部

数の大半を占めることからも裏付けられる。 

 学習到達度については、①、②〔ａ〕、③の一部が初級、②〔ｂ〕、③が中級となる。 

 

1. 主として中級の層を対象としたものは現在 3種類あり、この既存の辞書の数字をみ

ると、 

  小学館『中日辞典』       2～3万部／年   1992年初版 

  光生館『現代中国語辞典』    2～3千部？／年  1982年初版 

  講談社『中日辞典』（12月発売）     ？／年   1998年初版 

のようである。英語以外の外国語辞典の特徴として、ある外国語の同一クラスの辞

書は、1 種類が売れるとその辞書が「一人勝ち」し、他の辞書は売れなくなるよう

で、現在小学館が売れることによって光生館が売れなくなったのもその典型例と思

われる。 

 

2. 中級の層を対象とする辞書の判型・規模・定価などは、 

①小学館『中日辞典』   B6（181mmX128mm）・2114ページ・6800円 

             親字 1.3万・見出し語 8.5万 

②光生館『現代中国語辞典』B6（181mmX116mm）・2269 ページ・6300円 

             親字 1.2万・語彙 13万 

③講談社『中日辞典』   B6・2000ページ・7000円  

             親字 1.3万字・見出し語 8.6万 

 ・判型は B6が多い。中型の辞書の最も典型的な判型であり、取り次ぎや書店の事

情を考えると、一番扱いやすい判型である。①②③は背（縦）はほぼ同じ寸法であ

るが、幅（横）は１cm余り①と③のほうが長い。（『中日大辞典』と同じ）。見やすさ

と文字数の収録能力（組み版代と収録文字数）から言えば①③のほうが有利。 

 ・定価は 7000円前半である。何といっても一番に問題になるのは定価である。こ

こ 2～3 年の間に①②それぞれ大改訂すると思われるので、改定後の値上げがあっ

たとしても、やはり 7000円代の前半の攻防となる。 

 ・収録、親字及び語彙は、少しでも他の辞書を上回っていることが有利である。

特に親字は載せていなければそれまでになってしまい、また初級に比して収録語彙

（主に熟語）の数は落とせない。 

 

3. 以上は大修館側の提供によるデータをもとにまとめた。 
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                                  1999年 7月 

                              中日大辞典編纂所 

1998年度 自己点検・評価について（報告） 

 

（1） 目的と事業活動 

��現状の説明 

 中日大辞典編纂所の設立は東亜同文書院大学の中国研究・教育と分かちがたい。上

海にあった同文書院では 1932年頃より華日辞典編集のため原稿カード作りが始まり、

敗戦時には約 14万語に及ぶカードが敵産として接収された。愛知大学は創立後、この

原稿カードの返還を中国側に働きかけ、その結果、1954 年 12月、カードが返還され

た。関係者の協議の末、その付託を受けた本学は 1955年 4月 1日華日辞典編纂処を開

設し、辞典の編集が開始された。その後 13年かけて 1968年『愛知大学中日大辞典』

が大学の事業の一環として刊行された。 

 1975 年新版改訂のため、編集用務を再開し、中日大辞典編纂所を発足させた。13 年

の編集期間をかけ『中日大辞典』は 1986年増訂第二版を刊行し、以後本年で第 7刷を

印刷する。初版出版冊数合計 55,146冊、増訂第一版出版冊数合計 17,000冊、増訂第

二版出版冊数合計 70,432冊、総出版合計 142,578冊となる。 

 また、1999年 3月に韓国の進明出版社との間で『中日大辞典韓国語版』の出版契約

が整ったことは特筆すべきである。韓国語版は 2002年の出版予定とされる。 

 

（2） 組織 

��現状の説明 

 ①所員兼編集委員数・・4 名（現代中国語学部：今泉潤太郎・安部悟・法学部： 

陶山信男・国際コミュニケーション学部：荒川清秀） 

 ②研究員数・・・・・・2 名（近田尚己・山田克利） 

 ③補助研究員数・・・・2 名（吉川 剛・斉藤正高） 

 ④編纂所の運営状況 

      編纂所所員会議開催  （年間 2～3回） 

      編纂所運営委員会開催 （年間 3～4回） 

      編集委員会開催    （随時開催） 

⑤経常予算及びその執行状況 

     予算 18,780,000円、執行額 12,653,195円 

⑥特別事業予算及びその執行状況 

     『中日大辞典』増刷・・・2～3年に 1回実施、刷数 10,000冊 

     同上印刷費・倉庫代・・・1,860 万円 
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⑦図書・資料・機器備品の整備状況と利用状況 

     〔蔵書〕 約 10,100冊 

     〔ソフト〕OFFICE97・CHINESE WRITER V4 

     〔備品〕 パソコン 5台、机椅子セット 10セット、書棚 22個、 

          スタンド 5個、書類キャビネット 4個、応接セット 1セット 

          扇風機 2機、エアコン 2機 

⑧学生の編纂所利用状況  ・・・・大学院中国研究科院生 年間延 50人 

⑨辞典編纂所資料展参観者 ・・・・年間約 100人 

⑩学外機関との交流状況  ・・・・中央大学人文科学研究所との刊行物交換。 

                 中国をはじめ世界各国の主要大学図書館等へ 

                 の『中日大辞典』の寄贈。  

                 現在までに 9か国 5,000冊（中国を含む）。 

��点検・評価及び長所と問題点 

①性格 

 学内研究機関としての中日大辞典編纂所の基本性格は、創立から現在まで一貫し

て『中日大辞典』の編集にあり、研究も基本的にはこの範囲に限定されたものであ

る。この基本的性格に基づき辞典の発行に責任を持つ中日大辞典刊行会が当初から設

置され、編纂所と刊行会は車の両輪の役割を分担してきた。 

 しかし 1992 年刊行会が解散された結果、刊行会の役割にも編纂所が持たざるを得

なくなり、編纂所は辞典を編集し、かつ発行するという特殊な位置づけがなされてい

る。 

②専任者の必要性 

 本編纂所は編纂専任者がいない。現在まで教授会構成員（専任教員）が編集委員

を兼務して授業時間外に編集業務にあたる態勢がとられてきた。このため不可避的に

一般の教員、研究所員と異なる勤務態勢を強いられることとなった。従来と異なり、

現在なにより辞典編纂に携わる専任者が必要とされる状況があり、この確保ができな

い以上、継続して『中日大辞典』を発行することが困難となった。また編集上、特定

の分野を担当する中国人専任者が必要であるが、これは 1995年より実現し、現在に及

んでいる。 

 次に、他の研究所等に配属されている専任職員も、本編纂所にはいない。本編纂

所の性格からみて専任職員を置く必然はなく、臨時職員で十分である。ただし、刊行

会業務は本部事務として専任担当者を明確に定めてもらいたい。 

③所員制度のあり方 

 本編纂所の業務は『中日大辞典』の編集に限定されるため、所員資格の条件におの

ずと制約が生じ、本学専任教員で、中国語担当者の中から所員が選ばれてきた。この

点の再検討が必要である。 
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��将来の改善・改革に向けた方策 

①本学における中国研究・教育は最重点の項目として位置してきた。本編纂所の『中

日大辞典』もその内の一つとして一定の役割を果たしており、相応の評価を得てき

た。今後、ひきつづきこれを堅持するか否か、また堅持することができるかどうかの

問題が提起されている。 

 発足以来、辞典編纂に責任を持つ者は、自ら十分に自覚してこの任に当たってき

た。逆に言えば、『中日大辞典』の発行はこのような人と体制を得なければ成り立たな

いとも言える。現在、学内外の情況は一変し、従来の体制・人を維持できない現状に

立ち至った。これが従来の辞典編纂所の在り方に根本的な修正を加える要因である。 

 全学再編成がなされ、現代中国語学部も設立され、多数の中国関係の専任教員がこ

こに集中されている現状を考える時、広く現中学部を含む全学から所員を募り、底辺

の広く厚い編纂所とすることが必要であり、また可能である。これに関連して編纂所

の性格、場所、事業内容についての検討を早めて成案を得る必要がある。 

②電子機器による情報処理は日進月異、まことに目を見張るものがあり、これととも

に各種の電子辞典が無数に出版されている現在、『中日大辞典』においてもこの問題は

避けて通れない。これは編集手法だけでなく、編纂所の事業内容にも及ぶ性格の問題

である。これについての検討を更に進める。 

 

（3） 研究活動 

��現状の説明 

 現在、『中日大辞典』第三版（新版）のための作業が進行中であるが、種々の理由で

当初の計画に遅れが生じている。また近年、日本国内でも新しいタイプの中日辞典が

数種類出版された影響を受け、『中日大辞典』98年度版は販売数をかなり減らしてい

る。中国の急激な変化を背景として中国語日本語対訳辞典は中国の社会情勢を敏感に

反映する面を持つ。このため新たに『中日大辞典』に採り入れる新語を中心とした語

彙蒐集・研究・整理を進めている。 

『中日大辞典』増訂第二版の特色 

 1．14万語をこえる広範な単語、熟語を収める。 

 2．現代口語から文語、古白語、方言、成語、諺、日常用語、新語、百科項目まで 

豊富多彩な語彙。 

 3．語釈は正確で詳しく、例文は常用され、典型的なものが選ばれている。 

 4. 文法説明と用法説明を多く取り入れ、同義、反義、儿化や量詞などもつけ、語の 

硬度、褒義、貶義、敬語などにも目配りしている。 

 5. 語釈、用例中の難読字、多音字にはできるだけ注音を施している。 

 6. 中国特有の百科項目には詳細な注釈を施している。 

 7. 豊富な情報を引きやすくするために、紙面の組み方に工夫が施してある。 
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��点検・評価 

 第二版出版以来、すでに 13年を経た。この間、中国は改革・開放の時代に入り、大

きく変貌を遂げた。言語面でも、1996 年「現代漢語詞典 修訂本」が出版され、これ

の成果を取り込んだ『中日大辞典』の新版発行が焦眉の急となった。 

��長所と問題点 

 『中日大辞典』は当初より日中双方の教員が編纂に参加したが、改訂作業の続く現

在も、中国人学者、研究者を招いて編集上の協力を得ている。今後もこれを維持する

必要性がある。ただ、招聘の手続上、現在種々の問題があり、この改善策が必要であ

る。 

��将来の改善・改革に向けた方策 

 研究活動は『中日大辞典』の編集、出版に限定されたものとなるため、毎回、部分

的に訂正修正を加えて増刷される『中日大辞典』そのものが研究活動の成果であると

してきた。今後はこれに加え広く辞書学的課題について研究成果を発表する機関誌の

発行を検討中である。 

 

（4） 友好・交流活動 

��現状の説明 

 『中日大辞典』は、出版目的たる日中学術文化交流のため、初版以来、これまでに

約 5,000冊を中国側に贈呈し、その一役を果たしてきた。 

      1968年   1.200冊 中国日本友好協会 

      1986年   1,000冊 中国国家教育委員会 

      1988年   1.000冊 中国国家経済委員会 

      1994年   1,000冊 中国日本友好協会 

      1995年まで 約 500冊 中国大使館等 

      合計    4,700冊 

��点検・評価 

 愛知大学は今後も機会あるごとに広く社会（中国を含む）に対し『中日大辞典』の

贈呈をおこなう社会的責務を持つと考える。現在まで本学を訪問された中国人各位、

各代表団に贈呈したり、訪中する本学代表団や個人が中国側に差し上げたものなど多

数にのぼる。また、中国以外の国から訪問者にも贈呈されており、これらの合計で年

間約 100冊に達する。『中日大辞典』はその誕生から日中友好の絆に結ばれており、ま

さに”日中友好の船、文化交流の懸け橋”である。 

��長所と問題点及び将来の改善・改革に向けた方策 

 愛知大学の誇る学術研究上の業績の一産物として『中日大辞典』は今後とも日中間

の文化交流に役立てる。これからも機会あるごとに中国側へ贈呈していくことが必要

である。 
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今泉潤太郎様 
    やっと記録的な猛暑も去り、初秋の候となりました。今年の暑さは老人には特別にこ

たえました。最後の学徒出陣として 18 歳で初年兵として招集され“真夏にストーブをた

く”という暑さで有名な南京で泥水をすすりながら過した日々を想い出す毎日でした。し

かし“大汗淋漓”の中で今泉さんが書院基金の受賞者に決定したとの報に接した時には暑

さも忘れる喜びを覚えました。9 月 29 日に授賞式があるとのこと、中島寛司君より小生

も是非出席してほしいとの要望がありましたが、あいにく当日は通院日に当たりますの

で、やむなく欠礼し、直接お祝いの言葉を差し上げることができないのが残念です。こ

の手紙を以てお祝いの言葉に代えさして頂きますので何卒ご了承下さるようお願い申し

上げます。 
    さて「COE プログラム」「特色ある大学教育支援プログラム」の指定は愛大の多年の

地道な努力が結実し、誇るべき業績であります。しかし正直に言ってこれが愛大の名を

高める永久の手段として利用できるか、ということになりますと、必ずしも“そうだ”

とは言い切れないでしょう。毎年毎年、新しいプロジェクトが文部省から指定されるか

らです。その点中日大辞典は“中日大辞典を発行した愛知大学”として日本でも中国で

も知られています。どうか今後とも末永く中日大辞典の改訂版を発行し“中日大辞典の

愛知大学”という言葉が国内外で語り継がれることを願っています。日本で唯一世界一

の辞典を発行することをいつまでも続けてほしいのです。これに対しては資金面、人員

面から反対の声が出てくるかもしれませんが、今後生存競争がはげしくなっていく中に

あって“中日大辞典を作った愛知大学”という言葉こそ、最も大切に守るべき財産であ

ると信じています。 
    創立当初のことに触れましょう。昭和 22 年正月過ぎ予科の授業が始まるのに先立っ

て書院出身者に本間先生と小岩井先生からお手紙があり、早目に学校に集まるよう呼び

出しがありました。大学に来てびっくりしました。教室には机も椅子もないのです。私

たちは吉田公園にあった旧陸軍の倉庫から机や椅子を大八車にのせて、北風に吹かれな

がら、授業開始に間に合うよう毎日何回も大学に運んだのです。腹を空かせながら小池

の坂を大八車で運ぶのは大変な作業でした。これは予科生として愛大に入った書院生だ

けが知っている話であり、4 月に学部生として入学した方々は知らない話です。 
    さて 3 月初め短い予科の 3 学期が終りました。何と予科 1，2，3 年生の 20％～30％

が落第したのです。成績発表の夜、本間先生と小岩井先生のお二人がお揃いで一部屋一

部屋寮の部屋を深夜まで回られ、“愛大は全国のトップ大学であらねばならない。だから

敢えて非情な措置をとり、語学の不合格者は全員留年してもらうことにした。一流大学

建設のため諸君どうか頑張ってほしい”と落第生を激励されました。こうした経験があ

るだけに、私たち愛大の予科に入学した書院生は、愛大が中部の地方大学である現状に

悲憤を覚えているのです。それだからこそ、中日大辞典をバネに愛大が全国区の大学に

なり、昔の書院同様、全国から英才が集ることを願っているのです。 
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    今泉さんの話の中に“辞書の仕事をやると盲目になるか早死にする”とありましたが、

私も視力がにぶり眼鏡を替えるための眼鏡屋に“いくら補正しても眼自体が衰えている

ので 0.4 以上にはならない”といわれ、“我老了”を痛感しました。しかし弱い視力を奮

い立たせながらこれからもカード作りに精を出すべく頑張る覚悟です。今後ともよろし

くご指導下さるようお願い申し上げます。まだまだ長生きするつもりですが、万が一と

いうこともあります。その節は次の 3 ヵ所に新しい辞典の送付をお願いします。  
① 辽宁省沈阳市和平街 中国医科大学日语组 全体老师 
② 南京市北京东路 30 号 南京外国语学校日语组 全体老师 
③ 〒247‐0033 横浜市栄区桂台南 1 丁目 11 番 12 号 福原昭二 tel (045)892-4668 

 以上何かとお気にさわることを書いたかとは思いますが、年寄の冷水としてご寛恕頂

ければ幸甚です。御健勝をお祈り申し上げます。  
2004 年 9 月 

松山昭治 
 
 
〔注〕松山昭治氏の書信。松山氏は東亜同文書院大学 45 期入学、愛知大学旧制

法経学部を卒業後、中部日本放送（株）記者、同論説委員長。定年後は中国医

科大学を始め上海交通大学などで日本語、日本事情の講師を勤めた。著書に竹

内書店新社『パンダの遺言状』など。 
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思 

う 

億
単
位
の
金
が
か
か
る
が
、
今
世
紀
中
に 

  

「
中
日
大
辞
典
は
十
三
年
の
歳
月
を
か
け
て
一
九
六
八
年
に
初
版
を
出
し
、
五
万
冊
を
発
行
。
一
九

八
七
年
に
増
訂
版
を
印
刷
し
、
二
年
ご
と
に
一
万
冊
の
増
刷
を
続
け
現
在
約
八
万
冊
に
な
り
ま
す
。
増

訂
版
は
本
文
が
二
千
五
百
二
十
ペ
ー
ジ
、
十
四
万
三
千
語
を
収
録
し
て
い
ま
す
が
、
増
刷
ご
と
に
ミ
ス

や
表
現
に
工
夫
す
る
な
ど
手
直
し
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
十
三
万
冊
の
う
ち
初
版
千
二
百
冊
は
、

尽
力
頂
い
た
故
郭
沫
若
中
国
科
学
院
院
長
に
贈
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
長
崎
国
旗
事
件
な
ど
日
本
に
関

心
が
高
ま
っ
た
時
期
で
、
中
国
各
地
の
日
本
語
に
関
係
し
た
研
究
所
な
ど
で
評
判
が
よ
く
対
日
関
係
者

は
皆
知
っ
て
い
ま
す
。
増
訂
版
も
四
千
冊
贈
り
ま
し
た
。
一
時
は
海
賊
版
も
出
る
ほ
ど
で
、
敦
煌
の
研

究
所
で
も
こ
の
版
を
使
っ
て
い
ま
す
」 

 

「
九
六
年
に
大
学
が
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
る
の
で
、
こ
の
夏
、
記
念
事
業
と
し
て
全
面
改
訂
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
大
学
は
戦
前
、
上
海
に
あ
っ
た
東
亜
同
文
書
院
大
学
の
学
長
、
本
間
喜
一
さ

ん
ら
同
大
教
授
、
学
生
が
集
ま
り
作
っ
た
も
の
で
、
東
亜
同
文
書
院
時
代
の
一
九
三
二
年
に
辞
書
編
纂

の
機
運
が
広
が
り
、
約
十
五
万
枚
カ
ー
ド
に
七
万
語
が
採
集
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
戦
後
、
国
民
党
の
国

立
翻
訳
館
に
木
箱
四
、
五
個
に
入
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
り
、
郭
沫
若
さ
ん
ら
の
協
力
で
こ

の
大
学
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
」 

 

「
し
か
し
、
新
政
権
後
は
国
民
党
時
代
の
言
葉
が
排
除
さ
れ
、
文
字
の
形
、
内
容
、
意
味
、
発
音
記

号
な
ど
が
一
変
、
使
い
物
に
な
ら
な
か
っ
た
。
幸
い
四
六
年
か
ら
中
国
と
交
流
が
あ
り
、
新
中
国
の
新

聞
、
月
刊
な
ど
の
雑
誌
、
学
術
論
文
集
を
資
料
に
片
っ
ぱ
し
か
ら
語
彙
を
採
取
。
数
十
万
枚
の
カ
ー
ド

か
ら
十
一
万
語
を
約
二
千
ペ
ー
ジ
に
収
録
し
た
の
が
初
版
で
し
た
。
文
化
大
革
命
後
、
簡
化
字
が
第
二

簡
化
字
に
な
り
八
千
八
百
字
と
四
倍
に
増
え
、
増
訂
版
に
し
ま
し
た
。
語
彙
も
三
万
語
増
え
て
い
ま
す
」 

 

「
辞
典
作
り
は
金
食
い
虫
で
、
金
が
も
の
す
ご
く
か
か
る
。
初
版
の
時
も
『
い
い
こ
と
か
も
し
れ
ん

が
、
金
が
か
か
り
過
ぎ
』
と
猛
反
対
が
あ
っ
た
ほ
ど
。
略
字
作
る
の
に
一
本
一
万
円
も
し
ま
す
。
そ
れ

が
一
万
字
も
あ
る
の
で
す
か
ら
。
し
か
し
、
出
版
社
の
好
意
で
な
ん
と
か
出
せ
ま
し
た
。
今
回
は
全
面

改
訂
す
る
の
で
、
億
単
位
の
金
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
中
国
で
も
復
古
調
が
目
立
ち

同
文
書
院
時
代
の
カ
ー
ド
も
役
立
ち
そ
う
で
す
」 

 

「
大
学
卒
業
の
時
に
『
職
な
か
っ
た
ら
残
ら
ん
か
』
と
言
わ
れ
、
初
版
か
ら
辞
典
作
り
し
て
き
ま
し

た
が
、
中
国
の
日
本
語
教
育
学
会
に
は
五
、
六
百
人
の
メ
ン
バ
ー
が
あ
り
評
判
が
良
く
、
中
国
へ
お
み

や
げ
に
持
っ
て
行
く
人
も
多
い
。
大
学
に
は
毎
年
、
中
国
か
ら
十
人
余
の
研
究
者
が
来
校
し
、
五
、
六

十
人
見
え
る
代
表
団
に
は
一
冊
ず
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
こ
こ
数
年
や
っ
と
辞
典
を

使
っ
て
中
国
語
を
学
ぶ
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
辞
典
は
研
究
者
用
な
の
で
、
初
学
者
向
け
や
発
音

辞
典
も
出
し
た
い
。
大
学
は
四
年
後
に
、
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
専
任
四
人
で
す
か
ら
今
世
紀
中
に
出

せ
れ
ば
。
で
も
、
元
気
で
最
後
ま
で
や
れ
る
か
ど
う
か
。
大
学
院
に
研
究
者
が
お
り
、
後
継
者
は
育
つ
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と
思
っ
て
い
ま
す
が
」 

今
泉 

潤
太
郎
さ
ん 

い
ま
い
ず
み 

じ
ゅ
ん
た
ろ
う 

一
九
三
二
年
豊
橋
市
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
文
学
部
中
国

文
学
専
攻
卒
。
五
十
五
年
か
ら
同
大
華
日
辞
典
編
纂
処

嘱
託
、
教
養
部
助
手
、
講
師
、
助
教
授
を
経
て
七
十
六

年
か
ら
教
授
。
辞
典
の
ほ
か
著
書
に
「
２
１
世
紀
へ
の

日
中
関
係
」「
中
国
語
簡
化
漢
字
要
覧
等
」「
中
文
会
話

教
科
書
」
。 

（
聞
き
書
き
・
星
出 

敏
男
） 

 

〔
注
〕
毎
日
新
聞
（
一
九
九
五
年
十
二
月
二
二
日 
家
庭
面
） 

所
載
。 

 

前
略 

 

先
般
は
御
多
用
中
の
折
、
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
御
座
居
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
中
日
大
辞
典
に
つ
い
て
、
今
泉
教
授
に
取
材
、
家
庭
面
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
読
者
か
ら

同
封
の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。 

 

皆
様
の
励
み
に
な
れ
ば
と
お
送
り
し
ま
す
。 

 

今
泉
先
生
に
も
宜
敷
く
お
伝
え
下
さ
い
。 

石
井
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
七
年
一
月
十
一
日 

 
星 
出 

 

前
略 

 

十
二
月
二
十
二
日
の
朝
刊
に
「
中
日
大
辞
典
」
に
関
す
る
記
事
が
あ
り
思
わ
ず
筆
を
と
り
ま
し
た
。 

 

私
は
現
在
二
十
九
才
の
子
育
て
に
忙
し
い
主
婦
で
す
。
一
九
八
三
年
に
群
馬
県
高
崎
市
に
開
校
さ
れ

た
新
島
学
園
女
子
短
期
大
学
国
際
文
化
学
科
・
中
国
語
文
化
圏
コ
ー
ス
に
一
九
八
四
年
に
第
二
回
生
と

し
て
入
学
し
ま
し
た
。
開
校
二
年
目
の
ほ
と
ん
ど
無
名
の
学
校
で
中
国
語
文
化
圏
コ
ー
ス
の
学
生
は
確

か
四
〇
名
で
私
は
期
待
よ
り
不
安
と
絶
望
に
近
い
も
の
を
持
っ
て
の
入
学
で
し
た
が
、
何
と
中
国
語
だ

け
で
週
に
十
時
間
（
単
位
）
は
あ
り
、
そ
の
他
中
国
語
文
化
圏
の
文
化
や
歴
史
を
学
び
、
ご
指
導
下
さ

る
先
生
方
に
も
恵
ま
れ
学
ぶ
に
つ
れ
中
国
語
が
面
白
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
入
学
し
て
一
ヶ
月
ほ
ど
し
て
中
国
語
の
辞
書
の
使
い
方
を
教
授
さ
れ
、
そ
の
時
に
勧
め
ら
れ

た
辞
書
の
ひ
と
つ
に
「
中
日
大
辞
典
」
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

私
は
ど
う
せ
手
に
入
れ
る
な
ら
と
そ
の
辞
典
を
探
し
て
何
軒
か
の
書
店
を
歩
き
ま
し
た
が
、
県
内
で

一
番
大
き
い
と
言
わ
れ
る
所
で
す
ら
無
く
、
結
局
某
有
名
書
店
で
と
り
寄
せ
て
も
ら
う
事
と
な
り
、
二

週
間
ほ
ど
で
入
荷
し
た
と
言
う
連
絡
を
受
け
た
時
は
、
す
っ
か
り
有
頂
天
で
こ
れ
で
中
国
語
は
マ
ス
タ
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ー
で
き
る
な
ど
と
う
ぬ
ぼ
れ
た
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
「
見
つ
か
っ
て
良
か
っ
た
で
す
ね
、
こ
の
本

は
ど
ち
ら
で
紹
介
さ
れ
た
の
で
す
か
」
『
愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
編
纂
所
』
と
い
う
聞
き
な
れ
な
い
出

所
に
き
っ
と
、
と
り
寄
せ
る
の
に
苦
労
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
店
長
も
喜
ん
で
く
れ
た
の
を
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。 

 

初
心
者
の
私
に
は
少
し
ぜ
い
た
く
な
買
い
物
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
他
の
中
日
辞
典
よ
り
価
格

も
高
く
、
毎
日
持
ち
歩
く
の
に
は
重
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
辞
典
は
い
つ
も
私
と
共

に
い
て
、
毎
日
の
中
国
語
の
学
習
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
在
り
ま
し
た
。 

 

無
名
の
短
大
で
中
国
語
を
勉
強
し
て
い
る
と
人
に
言
う
と
、
好
奇
と
冷
笑
の
視
線
を
受
け
ま
し
た
が
、

私
も
多
く
の
友
人
も
中
国
語
を
楽
し
ん
で
喜
ん
で
学
び
、
充
実
し
た
二
年
間
を
過
し
た
と
思
え
ま
す
。 

 

今
で
も
友
人
た
ち
の
中
に
は
中
国
語
の
学
習
を
続
け
て
い
る
者
、
父
親
の
工
場
で
働
く
中
国
や
台
湾

か
ら
の
研
修
生
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
て
い
る
者
、
後
輩
の
中
に
は
留
学
し
て
そ
の
ま
ま
大
陸
で
仕
事

に
就
い
た
者
も
い
る
と
聞
き
ま
す
。 

 

友
人
の
ひ
と
り
は
卒
業
し
て
か
ら
「
中
日
大
辞
典
」
を
購
入
し
た
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

私
は
記
事
を
読
み
あ
の
毎
日
辞
典
を
片
手
に
、
読
み
方
、
四
声
、
意
味
を
調
べ
た
学
生
時
代
を
、
友

人
の
た
め
に
難
し
い
字
を
引
い
た
あ
の
少
し
優
越
感
を
持
っ
た
時
を
、
懐
し
い
先
生
方
、
友
だ
ち
、
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
あ
の
辞
典
に
は
「
大
辞
典
」
と
言
わ
れ
る
だ
け
の
歴
史
と
価
値
が

あ
る
事
、
今
で
も
作
り
続
け
ら
れ
て
い
る
生
き
た
も
の
で
あ
る
と
知
り
、
感
動
に
う
ち
震
え
て
い
ま
す
。 

 

先
日
、
友
人
か
ら
中
国
語
を
勉
強
し
て
み
た
い
と
言
わ
れ
、
確
か
に
中
国
語
を
学
ぶ
人
も
増
え
て
来

た
、
辞
書
を
は
じ
め
、
中
国
語
関
係
の
書
籍
が
見
ら
れ
る
様
に
な
り
、
喜
ば
し
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

私
は
「
中
日
大
辞
典
」
の
発
行
数
の
少
な
さ
と
「
研
究
者
向
け
」
と
あ
っ
た
の
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

初
心
者
の
私
に
は
辞
典
を
引
い
て
決
し
て
が
っ
か
り
さ
せ
ら
れ
る
事
の
無
い
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

で
す
か
ら
願
わ
く
ば
「
研
究
者
用
」
な
ど
と
言
わ
ず
に
中
国
語
を
学
ぶ
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
が
出
合

え
る
事
を
活
用
さ
れ
る
事
を
思
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

そ
し
て
何
よ
り
こ
れ
か
ら
も
こ
の
「
大
辞
典
」
が
発
行
さ
れ
、
改
訂
編
纂
の
作
業
が
続
い
て
守
ら
れ

ま
す
様
に
祈
ら
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

ま
と
ま
ら
な
い
私
事
ば
か
り
で
し
た
が
、
記
事
を
読
み
本
当
に
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
感
謝
い
た

し
ま
す
。 

 

そ
し
て
何
よ
り
愛
知
大
学
の
先
生
方
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。 

か
し
こ 

一
九
九
四
年
十
二
月
二
十
二
日 

阿 

部 

尚 

子 
 

〔
注
〕
前
掲
の
記
事
を
読
ん
だ
一
読
者
か
ら
新
聞
社
に
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
。
石
井

学
長
に
転
送
さ
れ
た
も
の
。 
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第
３
版
の
出
版
に
向
け
て 今

泉
潤
太
郎
（
『
中
日
大
辞
典
』
前
編
集
委
員
長
） 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー 

 

安
部 

悟 

（
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
助
教
授
） 

 

■■
第第
三三
版版
のの
出出
版版
にに
向向
けけ
てて  

 

安安
部部  

八
六
年
に
増
訂
版
が
出
版
さ
れ
、
翌
年
の
八
七
年
に
は
増
訂
第
二
版
が
ま
た
す
ぐ
に
出
版
さ
れ

る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
間
の
事
情
は
、
先
生
が
書
か
れ
た
「
増
訂
版
の
補
訂
に
当
っ
て
」
で
も
簡
単
に

触
れ
ら
れ
て
は
い
る
の
で
す
が
、
事
情
を
知
ら
な
い
方
に
も
、
今
の
お
話
で
な
ぜ
第
二
版
を
出
さ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
か
の
と
い
う
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
て
出
版

さ
れ
た
増
訂
第
二
版
も
好
評
で
、
初
版
に
劣
ら
ぬ
売
れ
行
き
を
見
せ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
増
訂
第
二

版
も
出
版
か
ら
す
で
に
一
五
年
以
上
の
年
月
が
経
ち
、
時
代
の
変
化
や
要
求
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
第
三
版
の
出
版
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ

て
、
ま
た
辞
典
編
纂
所
の
移
転
と
そ
れ
に
伴
っ
た
新
体
制
へ
の
改
組
な
ど
を
経
て
、
こ
れ
ま
で
少
し
ず

つ
準
備
を
進
め
て
き
た
新
版
出
版
の
た
め
の
編
集
作
業
を
本
格
化
さ
せ
、
愛
知
大
学
の
戦
略
的
事
業
項

目
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
第
三
版
の
刊
行
に
全
力
を
注
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
新
体
制
で
は
、
中

日
大
辞
典
編
纂
所
の
所
長
お
よ
び
編
集
委
員
長
は
私
が
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
先
生
に

は
編
集
主
幹
と
し
て
引
き
続
き
第
三
版
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
編

集
主
幹
の
お
立
場
か
ら
、
第
三
版
出
版
に
向
け
て
の
抱
負
を
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

今今
泉泉  

第
三
版
は
新
し
く
成
立
し
た
中
日
大
辞
典
編
纂
所
で
の
編
集
と
な
り
ま
す
。
編
纂
所
の
新
体
制

は
安
部
先
生
が
所
長
で
、
現
代
中
国
学
部
の
教
員
を
始
め
と
し
て
、
名
古
屋
、
豊
橋
両
校
舎
の
中
国
語

教
員
あ
る
い
は
中
国
関
係
の
各
分
野
の
教
員
が
所
員
と
な
り
、
ス
タ
ッ
フ
は
飛
躍
的
に
増
強
さ
れ
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
編
集
も
、
初
版
の
時
の
編
集
形
態
に
戻
り
、
中
国
語
専
任
の
先
生
方
が
編
集
委
員
、

そ
れ
か
ら
中
国
関
係
各
分
野
の
先
生
方
が
編
集
協
力
委
員
と
い
う
体
制
で
行
い
ま
す
。 

内
容
的
に
は
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
な
点
が
主
と
な
り
ま
す
が
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
増
や
す
こ
と
な
く
い

か
に
充
実
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
第
三
版
は
当
然
初
版
、
増
訂
版
、
増
訂
第
二

版
と
続
い
た
基
本
的
な
性
格
を
さ
ら
に
徹
底
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
中
国
で
は
そ
の
後
も
さ
ら
に
辞
書
編
集
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
政
策
的
な
決
定
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
漢
字
の
部
首
の
数
を
い
く
つ
に
す
る
と
か
、
ど
う
い
う
形
の
部
首
を
残
す
と

か
、
あ
る
い
は
辞
典
の
約
物
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
記
号
類
、
符
号
類
で
す
ね
、
こ
う
い
う
場
合
に
は

こ
う
い
う
矢
印
を
使
う
と
か
、
そ
こ
ま
で
中
国
は
次
々
に
決
め
て
き
て
い
ま
す
。
『
現
代
漢
語
詞
典
』

の
二
〇
〇
二
年
版
は
そ
れ
に
従
っ
て
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
も
の
を
第
三
版
に
取
り
入
れ

る
か
ど
う
か
は
、
最
終
的
に
編
集
委
員
会
で
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
中
国
で
い
う
と
こ
ろ
の
現
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代
漢
語
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
反
映
さ
せ
た
辞
典
に
す
る
と
い
う
基
本
の
考
え
方
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
香
港
や
台
湾
の
語
彙
は
港
台
と
い
う
括
り
方
で
方
言
と
し
て
入
れ
る
こ
と
も
考
え
て
お
り
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
従
来
の
基
本
的
な
性
格
を
生
か
し
て
現
代
の
需
要
に
合
わ
せ
る
と
い
う
点
で

は
、
愛
知
大
学
の
『
中
日
大
辞
典
』
と
い
う
こ
と
で
一
貫
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
増
訂
版
が
出
た
過
程
で
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
な
ど
、
電
子
版
の
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
編
纂
委
員
会
で
一
定
の
方
針
が
立
て
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
の
今
の
仕
事
は
、『
中

日
大
辞
典
』
第
三
版
の
編
集
を
責
任
も
っ
て
や
る
こ
と
で
す
し
、
残
さ
れ
た
時
間
も
多
く
は
な
い
の
で
、

で
き
る
限
り
こ
れ
に
集
中
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

『
中
日
大
辞
典
』
は
、
初
版
以
来
多
く
の
利
用
者
の
支
持
が
あ
っ
て
今
日
ま
で
存
在
し
て
い
ま
す
が
、

と
り
わ
け
今
度
の
第
三
版
の
出
版
に
関
し
て
は
、
非
常
に
熱
心
に
支
え
て
く
れ
る
東
亜
同
文
書
院
や
愛

知
大
学
の
卒
業
生
の
方
々
が
お
ら
れ
ま
す
。
特
に
松
山
昭
二
氏
は
、『
中
日
大
辞
典
』
所
収
の
語
彙
が
、

人
民
日
報
な
ど
で
今
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
情
報
を
、
長
年
に
わ
た
り
多
く
の
カ
ー
ド

に
し
て
送
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
協
力
も
あ
り
ま
す
の
で
、
現
在
の
需

要
に
応
え
ら
れ
る
新
し
い
第
三
版
を
で
き
る
だ
け
早
く
完
成
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
『
中
日
大

辞
典
』
の
編
集
は
、
愛
知
大
学
創
立
一
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
し
、
節
目
と
い
う
こ

と
で
言
え
ば
、
第
三
版
の
出
版
が
六
〇
周
年
記
念
に
間
に
合
え
ば
、
こ
れ
は
願
っ
て
も
な
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
は
大
変
厳
し
い
で
す
け
れ
ど
も
ね
。 

安安
部部  

私
自
身
、
外
大
の
中
国
語
科
に
入
学
し
た
の
が
七
四
年
で
、
そ
の
時
に
購
入
し
た
の
が
『
中
日

大
辞
典
』
の
初
版
本
だ
っ
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
来
の
愛
用
者
で
す
し
、
こ
の
辞
書
の

恩
恵
を
大
い
に
被
っ
た
一
人
で
す
。
今
は
逆
に
、
そ
れ
を
出
版
す
る
側
に
身
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
の

も
、
き
っ
と
〝
有
縁
分
〟
（
縁
が
あ
る
）
か
ら
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
前
回
増
訂
第
二
版
の
出
版

に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
は
第
三
版
の
出
版
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
鈴
木
先
生
や
今
泉
先

生
が
や
っ
て
こ
ら
れ
た
仕
事
と
そ
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
鋭
意
努
力
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
第
三
版
を
、
従
来
の
特
徴
は
残
し
つ
つ
も
可
能
な
限
り
現
在
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
し
、
こ
れ
ま
で
こ
の
『
中
日
大
辞
典
』
を
利
用
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々

や
、
第
三
版
の
出
版
を
心
待
ち
に
し
て
お
ら
れ
る
方
々
の
た
め
に
も
、
一
日
も
早
く
出
版
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
長
時
間
に
わ
た
り
、
『
中
日
大
辞
典
』
に
纏
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
二
〇
〇
三
年
六
月
二
日
） 

 

〔
注
〕『
中
国
２
１
』Vol.18

（
二
〇
〇
四
年
三
月
二
〇
日
）
所
載
。『
中
日
大
辞
典
と
私
』
よ
り
抜
粋
。 

８‒３ｄ(2)



98

『日中語彙研究』第12号

― 　―

8-3d(3) 
 

1 
 

中日大辞典的编篡经过 

今泉 润太郎 
 

下面介绍同文书院编写华日辞典的经过。 
    在 1933 年前后，同文书院华语研究会一该校汉语教研室一决定编写华日辞典的计划。 
    在中国历来的学者中有重文言、轻口语的习惯。因此，中国学者对当代汉语的研究是

不足的，关心也很低。 
    中国出色的辞书《辞源》在 1915 年问世。但这是以文言为对象的辞书。作为汉语口

语辞典最早的大概要周铭三编《国语大辞典》（不到三百页的小型辞书）问世于 1922 年，

《王云五大辞典》是 1930 年，真正的汉语辞书《国语辞典》（中国大辞典编篡处编）第 1
分册的问世已是 1936 年。 
    汉语辞书（内容是汉日词典）的出版莫如说日本更早。在 1910 年代初期就已有石山

福治编《中国语辞典》了。其后，1928 年《井上中国语辞典》问世。但这些都就连学生

使用起来都觉得不满意的。 
    这样情况下，原来的同文书院平时有十几名中日两国汉语老师，有能力编写出汉语辞

书，也感到有其责任。编写华日辞典工作由铃木择郎教授指导。当初的编写方针是：以《井

上华语辞典》为起点，补充必要的词汇，编写出能够适应现实需要的汉语辞书。 
    编写业务都是由全体人员利用教学以外的时间进行的。败战后，被作为敌产由中华民

国政府接收时，原稿卡片约有 14 万张，词汇数有 7，8 万条。 
    新中国成立后，1953 年爱知大学本间喜一校长（原同文书院大学校长）跟铃木教授

热心说要回辞典原稿卡片。铃木想起在交原稿卡片时，对接收委员郑振铎先生口头提出的

愿望：等条件允许时，我们想用我们的双手完成这本辞典。 
    以此，本间试探性地提出了请求。请求信委托日本中国友好协会内山完造理事长送交

中国科学院郭沫若院长。结果，遵照“为了中日文化交流，将原稿再赠送日本人民  ”这

一宗旨，1954 年，中国人民保卫世界和平委员会刘贯一秘书长托付回国船兴安号送来了

原稿卡片。接收单位日中友好协会召集了原有关人员进行协商，最后决定委托原有关人员

多，并对完成这个有意义的历史性的事业抱有热情的爱知大学。 
    这样，1955 年爱知大学创设华日辞典编篡处就开始编写工作。那年在爱知大学刚毕

业的我本人能有机会参加这个工作。以后我直到现在从事着编写工作来的。 
    1967 年，用了 12 年的时间，从同文书院开始编写的时期来算够 34 年，才能出版了

《中日大辞典》。 
    在编写期间，中国方面给予我们很多支持。1956 年，我们收到了由中国人民对外友

好协会赠送的《同音字典》、《中国语文》等其他资料。1955 年，中国学术考察团冯乃超

副团长、1958 年，中国法律家代表团韩幽桐团长等访问我校并给予我们鼓励。1966 年，

郭沫若先生还写给我们“激浊扬清”四字给予我们鼓励。 

８‒３ｄ(3)
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    这《中日大辞典》是从中国送到日本、从同文书院继承到爱知大学而完成的辞书。它

是中日学术合作的一个模特儿。 
  我相信《中日大辞典》是不但作为一个有价值、有意义的工具书，还作为中日友好的

船、文化交流的桥。1986 年出版了第二版，正在进行要明年秋天出版的第三版印刷工作。 
 
〔注〕日中研究者による東亜同文書院研究シンポジュウム（2007 年 7 月 28 日、愛知大

学記念会館）における報告の抜粋。 

８‒３ｄ(3)
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 2006 年の愛知大学創立 60 周年記念事業の項目に『中日大辞典』の新版刊行が採用さ

れ、あらためて新版編集委員会が編纂所内に組織された。 
 新版編集委員会委員長 安部悟、委員 顧明耀・黄英哲・藤森猛・吉川剛、編集主幹 

今泉潤太郎。 
 第二版刊行中も編纂業務は継続していたが、以後、鋭意改定作業につとめ、漸くここ

に版をあらため、『中日大辞典』第三版を出すに至った。とくにこの間、安部悟氏は中

日大辞典編纂所長として指導力を発揮し、この辞典の完成に尽力された。 
 20 世紀末から 21 世紀 10 年代にかけての 20 年間、変化の著しい中国の相貌がどの

ように語彙の面に現れているかを知る為の手懸かりを提供するのは、この辞典の大きな

役割である。第三版は新語と百科項目の充実に一段と意を用いた。なお、初版以来の『中

日大辞典』の性格は堅持したが、親字・見出し語・訳語・用例の全てにわたって見直し

た。辞典の構成上で変わったのは、異なる字音を有する親字の扱いで、集中を廃し字音

別にそれぞれ立項した点である。詳しくは凡例 4 を見られたい。 
 第三版の作製に際して多くの人々から長短期間にわたる様々な御支援御協力をいた

だいたことに対して、ここに心から感謝の意を表すると共に以下に記してその労を謝す

る。 
 中国では主として愛知大学協定校の教員諸氏から、語彙の選択・発音の表記・新語の

採録など編集上多岐にわたり専門的な御助力を得た。 
 王華馥氏・劉叔新氏（以上南開大学）・劉青然氏・張大誠氏（以上北京語言大学）・李

宗惠氏（中国人民大学）。 
 特に最終段階に至り編集・校正に於て顧明耀氏（西安交通大学）の 6 年間にわたるた

ゆまぬ努力に対し深い謝意を表すものである。 
 学外では舩越國昭氏は校正に、竹村光葉氏は校正・日本語索引作成に御協力いただき

感謝の意を表す。 
 とくに松山昭治氏は十数年にわたり自発的に大量の新語資料カードを作成・提供され

たが、刊行を目前にして惜しくも逝去された。衷心より感謝すると共に謹んで御冥福を

お祈り申し上げる。 
 また近田尚己氏・山田克利氏・前田克彦氏の長年にわたる編集協力・辞典本文及び付

録の校正に対して、感謝の意を表する。小川朋子氏・村司香子氏の最終段階に於ける印

刷・校正業務の正確な処理に対して感謝の意を表したい。 
 終わりに、印刷・製本の凸版印刷の関係者各位に対し謝意を表する。また大修館書店

編集部黒崎昌行氏には第二版・第三版と長年にわたりお世話になった。心から感謝の意

を表する。 

８‒４ａ
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 1930 年代初の東亜同文書院に於ける中国語辞典編集の計画はあらためて愛知大学に

引き継がれ、1968 年に初めて『中日大辞典』として達成された。刊行以来 40 余年にわ

たり、『中日大辞典』は幸いにも広く世に受け入れられてきた。この第三版の刊行が 21
世紀に飛躍せんとする愛知大学の発展に些かなりとも寄与する所あれば、初版以来ひた

すらこの辞典の編集に携わってきた者として、これに過ぎる喜びはない。 
 
   2009 年 11 月 15 日 
 

編集主幹 今泉 潤太郎 
 
 
〔注〕第三版の序。 

８‒４ａ
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特
集
●
辞
書
の
ゆ
く
え 

『
中
日
大
辞
典
』
第
三
版
の
編
集
を
終
え
て 

愛
知
大
学
『
中
日
大
辞
典
』
第
三
版
の
完
成
を
間
近
に
ひ
か
え
、
編
纂
所
の
主
要
編
集
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り 

第
三
版
編
集
の
苦
労
話
や
理
想
と
す
る
中
国
語
辞
典
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
は
紙
辞
書
か
電
子
辞
書
か
と
い

っ
た
辞
書
の
将
来
を
そ
の
豊
富
な
経
験
に
基
づ
き
、
時
に
は
裏
話
な
ど
を
交
え
て
大
い
に
語
り
合
う
。 

 

今
泉
潤
太
郎
〈
愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
編
纂
所
編
集
主
幹
〉 

×
 顧 

明
耀
〈
同
編
纂
所
編
集
委
員
〉 

×
 吉

川 

剛
〈
同
編
纂
所
編
集
委
員
〉 

 

司
会 

安
部 

悟
〈
同
編
纂
所
所
長
〉 

 

安安
部部 

待
望
の
『
中
日
大
辞
典
』
第
三
版
が
い
よ
い
よ
年
内
完
成
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
今
泉
先

生
の
後
を
継
ぐ
形
で
二
〇
〇
三
年
か
ら
中
日
大
辞
典
編
纂
所
の
所
長
と
な
り
、
力
不
足
は
承
知
の
上
で
し

た
が
、
第
三
版
を
何
と
し
て
で
も
出
版
し
た
い
と
い
う
一
念
で
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。
そ
し
て
今
や
っ
と
年

内
完
成
の
目
処
が
つ
き
、
こ
れ
ま
で
第
三
版
出
版
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 

本
日
は
、
編
集
作
業
を
終
え
、
現
在
は
そ
の
校
正
作
業
に
追
わ
れ
て
い
る
先
生
方
に
、
お
忙
し
い
な
か
お

集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
は
今
回
、『
中
日
大
辞
典
』
第
三
版
の
完
成
を
目
前
に
し
、『
中
国2

1
』
で

辞
書
特
集
を
組
む
こ
と
に
な
り
、
そ
の
編
集
を
任
さ
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
本
日
は
私
が
司
会
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
先
生
方
に
は
、『
中
日
大
辞
典
』
に
関
す
る
こ
と
も
そ
う
な
の
で
す
が
、
さ
ら
に
そ
れ

を
押
し
広
げ
中
国
語
辞
典
の
現
状
と
将
来
と
い
っ
た
よ
う
な
テ
ー
マ
で
お
話
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

所
長
の
立
場
か
ら
言
い
ま
す
と
、
『
中
日
大
辞
典
』
の
こ
と
を
で
き
る
だ
け
お
話
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
大
い

に
宣
伝
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
う
い
う
わ
け
に
も
い
け
ま
せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

（
笑
）。 

 

で
は
ま
ず
、
当
初
か
ら
こ
の
辞
典
の
編
纂
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
今
泉
先
生
に
、
『
中
日
大
辞
典
』
の
歴

史
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

■
華
日
辞
典
編
纂
処
の
設
立 

 

今今
泉泉  

『
中
日
大
辞
典
』
は
一
九
六
八
年
二
月
に
初
版
が
出
版
さ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
編
集
が
本
格
化
し

た
の
は
、
一
九
五
五
年
四
月
に
愛
知
大
学
に
華
日
辞
典
編
纂
処
が
組
織
さ
れ
て
か
ら
で
、
出
版
ま
で
に
十
年

以
上
か
か
っ
て
い
ま
す
。
編
纂
委
員
長
は
鈴
木
拓
郎
先
生
で
、
私
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
三
月
に
愛
知
大
学
を
卒
業
し

８‒４ｂ(1)
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た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
ま
ま
専
任
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
最
初
の
仕

事
は
、
中
国
語
か
ら
返
還
さ
れ
た
十
四
万
枚
の
カ
ー
ド
を
整
理
す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
は
華
日
辞
典
カ
ー
ド
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
愛
知
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
亜
同
文
書
院
時
代
に
作
成
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
鈴
木
先
生
に

よ
る
と
一
九
三
三
年
に
華
日
辞
典
の
編
纂
が
発
起
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
頃
か
ら
日
本
の
敗
戦
ま
で
カ
ー

ド
作
成
は
継
続
さ
れ
、
敗
戦
と
同
時
に
当
時
の
中
華
民
国
政
府
に
接
収
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
、
東
亜
同

文
書
院
関
係
者
に
よ
り
一
九
四
六
年
に
愛
知
大
学
が
創
立
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
（
編
者
注

＝
東
亜
同
文
書
院
は
一
九
三
九
年
か
ら
大
学
と
な
っ
た
）
の
学
長
で
あ
っ
た
本
間
喜
一
先
生
が
愛
知
大
学
で
の

華
日
辞
典
の
完
成
を
強
く
望
ま
れ
、
中
国
側
に
カ
ー
ド
の
返
還
を
申
し
出
る
こ
と
を
鈴
木
先
生
に
相
談
し
ま
す
。

鈴
木
先
生
は
、
カ
ー
ド
が
接
収
さ
れ
る
時
、
接
収
委
員
で
あ
っ
た
鄭
振
鐸
先
生
、
こ
の
方
は
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ

う
に
著
名
な
文
学
史
家
で
、
後
に
教
育
部
の
副
大
臣
に
な
ら
れ
た
方
で
す
が
、
そ
の
鄭
先
生
に
口
頭
で
、
将
来

我
々
の
手
で
是
非
華
日
辞
典
を
完
成
さ
せ
た
い
と
伝
え
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
鄭
先
生
に
カ
ー
ド
の
返
還
を
申

し
出
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
た
だ
、
当
時
は
日
中
間
の
国
交
が
ま
だ
回
復
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
本
中
国
友

好
協
会
を
通
じ
て
中
国
側
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
協
会
理
事
長
が
内
山
完
造
氏
で
、
内
山
氏
は
も
と

も
と
上
海
に
書
店
を
出
し
て
お
ら
れ
、
魯
迅
と
も
交
友
が
あ
っ
た
方
で
す
が
、
実
は
東
亜
同
文
書
院
と
も
関
係
が

深
く
、
例
え
ば
、
東
亜
同
文
書
院
に
華
語
研
究
会
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
が
出
し
て
い
た
『
華
語
月
刊
』
な

ど
も
内
山
書
店
を
通
し
て
日
本
に
送
っ
て
い
た
よ
う
で
す
し
、
先
生
方
や
書
院
生
も
よ
く
そ
こ
で
本
を
注
文
し

た
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
鈴
木
先
生
が
魯
迅
に
記
念
講
演
を
お
願
い
し
た
の
も
、
内
山
書
店
で
た
ま
た
ま
会
わ

れ
て
の
こ
と
だ
そ
う
で
、
同
文
書
院
そ
の
も
の
が
内
山
書
店
を
ひ
い
き
に
し
て
い
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
本
間
先
生
は
友
好
協
会
設
立
の
際
の
発
起
人
の
一
人
で
も
あ
り
、
そ
れ
で
そ
う
い
う
話
に
な
っ
た
ん

だ
と
思
い
ま
す
。 

安安
部部 

個
人
的
に
は
、
そ
の
あ
た
り
の
お
話
を
も
っ
と
詳
し
く
お
聞
き
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
う
も
い
き
ま

せ
ん
の
で
、
内
山
氏
と
魯
迅
、
さ
ら
に
は
同
文
書
院
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ま
た
是
非
他
の
機
会
に
お
伺
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
話
を
辞
典
の
話
に
戻
し
て
い
た
だ
い
て
、
カ
ー
ド
返
還
の
要
請
を
日
本
中
国
友

好
協
会
を
通
じ
て
行
っ
た
わ
け
で
す
が
、
現
在
編
纂
所
に
は
本
間
先
生
が
お
書
き
に
な
ら
れ
た
返
還
願
い
の
文

書
の
原
本
と
、
内
山
氏
の
書
か
れ
た
文
書
の
コ
ピ
ー
が
保
管
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
送
付
先
が
当
時
中
国
科
学
院
院

長
を
し
て
お
ら
れ
た
日
本
で
も
有
名
な
郭
沫
若
先
生
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今今
泉泉  

そ
う
で
す
。
内
山
氏
の
文
書
は
こ
ち
ら
で
準
備
し
た
下
書
き
の
コ
ピ
ー
で
、
残
念
な
が
ら
内
山
氏
の
書
か

れ
た
原
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後
に
日
本
中
国
友
好
協
会
に
お
願
い
を
し
て
探
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
鈴
木
先
生
が
鄭
振
鐸
先
生
宛
に
出
さ
れ
た
手
紙
の
原

稿
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
が
あ
っ
て
、「
本
来
な
ら
返
還
で
き
な
い
が
、
日
中

友
好
の
見
地
に
立
っ
て
日
本
人
民
に
贈
呈
す
る
」
と
い
う
形
で
、
一
九
五
四
年
に
カ
ー
ド
が
返
還
さ
れ
た
わ
け
で

す
。 

 

返
還
後
、
日
本
中
国
友
好
協
会
主
催
の
会
議
が
開
か
れ
、
最
終
的
に
こ
れ
を
愛
知
大
学
に
ゆ
だ
ね
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
返
還
の
翌
年
、
学
内
に
編
纂
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
華
日
辞
典
編
纂
処
が
設
立
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
返
還
さ
れ
た
十
四
万
枚
の
カ
ー
ド
の
う
ち
、
語
彙
が
古
く
な
っ
た
も
の
や
使
え
な
い
も
の
が
結
構

あ
っ
て
、
す
べ
て
を
活
用
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
編
纂
委
員
会
で
は
、
最
初
に
編
集
方
針
や
執
筆

８‒４ｂ(1)
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基
準
な
ど
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
確
か
二
年
ぐ
ら
い
か
け
て
徐
々
に
決
め
て
い
っ
た

と
思
う
の
で
す
が
、
日
本
の
国
語
辞
典
の
よ
う
な
辞
典
を
作
り
た
い
と
い
う
の
は
最
初
か
ら
あ
っ
て
、
さ
ら
に
時

代
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
カ
ー
ド
の
語
彙
に
限
ら
ず
で
き
る
だ
け
幅
広
く
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
に

集
め
よ
う
と
い
う
方
針
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
う
し
て
編
集
作
業
が
始
ま
り
ま
す
が
、
当
初
は
五
、
六

年
、
長
く
て
も
一
〇
年
ぐ
ら
い
で
完
成
す
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
に
は
基
礎
的
な
作
業
だ
け
で
一

〇
年
か
か
り
ま
し
た
。
そ
の
原
因
は
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は
ス
タ
ッ
フ
数
と
勤
務
時
間
に
か
な
り
制
約
が
あ
っ
た

こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
中
国
に
お
け
る
学
術
研
究
の
成
果
を
で
き
る
だ
け
反
映
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
こ
と
で

す
。
よ
く
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
き
り
が
な
い
。
次
か
ら
次
に
出
て
き
ま
す
か
ら
（
笑
）
。 

 

結
果
的
に
は
当
初
の
予
想
よ
り
も
は
る
か
に
長
い
一
三
年
も
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
見
通
し
が

甘
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
本
来
辞
典
編
集
と
い
う
仕
事
そ
の
も
の
が
や
り
始
め
る
と
き
り
が
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
言
え
ば
、
辞
書
の
刊
行
に
は
、
編
集
側
の
チ
ェ
ッ
ク
と
同
時

に
出
版
側
と
い
う
か
経
営
側
の
チ
ェ
ッ
ク
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
ね
。
我
々
は
、
で
き
る
だ
け
新
し
い
情
報
を

正
確
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
強
い
の
で
、
時
に
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
無
視
し
た
り
し
ま
す
か
ら
。 

安安
部部 

そ
の
点
は
私
も
今
回
実
感
し
ま
し
た
。
よ
り
い
い
も
の
を
出
し
た
い
と
思
う
気
持
ち
と
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
と
の
板
ば
さ
み
に
な
り
、
か
な
り
苦
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
先
生
方
に
も
か
な
り
無
理
を
お
願
い
し
て
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
結
局
ど
こ
か
で
、
エ
イ
ヤ
ッ
と
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
た
だ
こ
の
問

題
は
、
一
度
出
し
た
も
の
に
随
時
改
訂
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
け
れ
ば
、
か
な
り
の
部
分
解
決
で
き
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
点
は
ま
た
後
ほ
ど
お
話
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
、
初
版
出
版
後
の
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。 

  

■
『
中
日
大
辞
典
』
の
刊
行 

 

今今
泉泉  

こ
う
し
て
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
苦
労
し
た
甲
斐
あ
っ
て
、
世
間
か
ら
非
常
に
歓

迎
さ
れ
た
の
は
確
か
で
す
。
中
日
新
聞
社
か
ら
中
日
文
化
賞
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、

辞
典
編
纂
処
は
一
旦
解
散
し
ま
す
。
何
と
か
刊
行
で
き
、
ま
た
そ
れ
が
好
評
だ
っ
た
た
め
に
、
少
し
ほ

っ
と
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
や
は
り
辞
書
編
集
は
大
変
な
苦
労
で
、
鈴
木
先
生
も
そ
の
後
大
病
に

か
か
っ
た
り
し
ま
し
た
か
ら
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
六
六
年
に
始
ま
っ
た
文
化
大
革
命
に
よ
っ
て
、
新
し

い
語
彙
が
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
我
々
も
対
応
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

予
想
外
で
し
た
。
そ
の
後
、
訪
中
の
機
会
が
あ
り
、
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
辞
典
編
纂
処
が
再
開
さ
れ

ま
す
。
こ
こ
か
ら
増
訂
版
の
編
集
が
始
ま
る
の
で
す
が
、
こ
れ
も
結
局
、
初
版
同
様
一
〇
年
以
上
か
か

っ
て
、
一
九
八
六
年
の
出
版
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
に
文
化
大
革
命
が
終
わ
り
、
改
革
開
放
で
市
場

経
済
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
中
国
の
体
制
も
大
き
く
変
わ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
語
彙
も
当
然
変
わ
り
ま
す

よ
ね
。
今
か
ら
考
え
る
と
、
増
訂
版
を
ど
う
し
て
も
出
す
必
要
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
編
集

ス
タ
ッ
フ
は
二
人
だ
け
で
、
鈴
木
先
生
が
体
調
を
壊
さ
れ
た
の
で
編
集
主
任
と
な
り
、
私
が
編
集
委
員

長
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
新
し
く
何
人
か
の
先
生
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
時

間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。
ま
た
、
一
九
八
二
年
に
は
鈴
木
先
生
が
急
逝
さ
れ
、
そ
の
影
響
も

８‒４ｂ(1)
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大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

安安
部部  

増
訂
版
が
出
さ
れ
た
あ
と
、
翌
年
に
は
増
訂
第
二
版
が
出
さ
れ
ま
す
ね
。
増
訂
版
で
簡
化
字
総

表
を
全
面
的
に
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ
、
翌
年
簡
化
字
が
追
加
さ
れ
た
り
、
発
音
が
訂
正
さ
れ
た
り
し
た

た
め
、
こ
れ
に
対
応
し
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
増
訂
第
二
版
が
出
版
さ
れ
た
翌
年
に
愛
知
大
学

に
赴
任
し
、
そ
の
後
編
集
委
員
と
な
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
間
の
事
情
は
よ
く
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
増
訂
第
二
版
の
評
判
は
い
か
が
で
し
た
か
。 

今今
泉泉  

こ
れ
も
非
常
に
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
新
し
い
語
彙
も
か
な
り
入
れ
ま
し
た
し
、
全
体
の
語
彙
数

も
相
当
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
古
い
語
彙
を
削
っ
た
た
め
に
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
や
っ
て
お

ら
れ
る
方
か
ら
は
不
満
も
出
ま
し
た
。 

安安
部部  

こ
れ
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
、
紙
幅
が
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
新
し
い
も
の
を
入

れ
る
た
め
に
は
古
い
も
の
を
削
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
。
我
々
に
と
っ
て
は
最
も
悩
ま
し
い
問
題
の
一

つ
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
第
三
版
で
も
同
様
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

後
ほ
ど
改
め
て
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今今
泉泉  

増
訂
第
二
版
も
初
版
同
様
よ
く
売
れ
た
の
で
す
が
、
出
版
か
ら
一
〇
年
以
上
経
つ
と
や
は
り
こ

れ
も
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
改
訂
の
た
め
の
基
礎
作
業
は
続
け
て
い
た

の
で
す
が
、
本
格
的
に
第
三
版
の
編
集
が
始
ま
る
の
は
、
二
〇
〇
二
年
に
編
纂
所
が
現
代
中
国
学
部
の

あ
る
名
古
屋
校
舎
に
移
転
し
て
か
ら
で
す
。 

安安
部部  

そ
の
時
、
私
が
所
長
兼
編
集
委
員
長
と
な
り
、
今
泉
先
生
に
は
編
集
主
幹
と
し
て
引
き
続
き
編

集
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
現
代
中
国
学
部
の
先
生
方
に
も
編
集
委
員
や
編
集
協
力
委
員
に
な

っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
時
に
今
日
ご
出
席
の
吉
川
先
生
も
編
集
委
員
を
お
願
い
い
た
し
ま

し
た
。
吉
川
先
生
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
詳
し
く
、
増
訂
第
二
版
を
電
子
辞
書
化
す
る
時
に
い
ろ
い
ろ

と
お
願
い
し
ま
し
た
。 

吉吉
川川  

愛
知
大
学
に
赴
任
し
た
ば
か
り
で
、
事
情
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
う
ち
に
編
集
委
員
に
な
っ
て
い

た
と
い
う
感
じ
で
す
。
私
自
身
も
『
中
日
大
辞
典
』
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
と
て
も
光
栄

に
思
い
ま
し
た
。
電
子
辞
書
化
の
と
き
は
、
や
は
り
初
め
て
の
試
み
と
い
う
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
と
大
変

で
し
た
。
今
泉
先
生
、
安
部
先
生
の
英
断
で
す
が
、
待
望
の
と
い
っ
た
感
じ
で
、
好
評
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
辞
典
編
纂
の
大
変
さ
、
諸
先
生
方
の
ご
苦
労
を
垣
間
見
た
気
が
し
ま
し
た
。
『
中

日
大
辞
典
』
収
録
の
電
子
辞
書
は
、
上
級
機
種
と
し
て
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
て
、
上
級
者
向
け
と

か
エ
キ
ス
パ
ー
ト
向
け
と
い
っ
た
展
開
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
点
は
メ
ー
カ
ー
も
市
場
を
意

識
し
て
い
る
と
い
う
か
、
こ
の
辞
書
の
利
用
者
、
辞
書
の
性
格
を
つ
か
ん
で
い
る
な
と
い
う
気
が
し
ま

す
ね
。 

安安
部部  

二
〇
〇
四
年
に
は
、
編
集
業
務
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、
顧
明
耀
先
生
に
来
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
顧
先
生
は
、
す
で
に
日
中
辞
典
を
何
冊
も
出
し
て
お
ら
れ
、
そ
の
豊
富
な
経
験
を
今
回
も
大
い

に
発
揮
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
途
中
参
加
と
い
う
こ
と
で
、
戸
惑
わ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
五
年
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
来
な
ら
こ
の
三

月
末
で
退
官
さ
れ
、
帰
国
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
、
帰
国
を
半
年
延
ば
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
顧
先
生
は
こ
ち
ら
に
来
ら
れ
る
前
に
、
『
中
日
大
辞
典
』

に
ど
の
よ
う
な
印
象
を
お
持
ち
で
し
た
か
。 

顧顧  

実
は
、
『
中
日
大
辞
典
』
の
初
版
が
発
行
さ
れ
た
の
が
一
九
六
八
年
で
す
が
、
た
ぶ
ん
そ
の
直
後

に
入
手
し
て
ず
っ
と
使
っ
て
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
最
も
大
き
な
中
日
辞
典
、
そ
う
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
私
は
こ
の
二
、
三
十
年
来
ず
っ
と
辞
書
の
こ
と
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
て
、
あ
る
大
学
で
一
度

辞
書
に
つ
い
て
の
講
演
を
し
ま
し
た
し
、
ま
た
「
辞
書
の
間
違
い
」
と
い
う
論
文
も
出
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
私
の
昔
の
教
え
子
で
、
今
で
は
あ
る
大
学
の
教
授
を
し
て
い
る
人
が
私
に
言
い
ま
し
た
。

「
先
生
、
も
し
辞
書
の
間
違
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
、
小
さ
な
辞
書
で
は
だ
め
で
す
よ
。
愛
知
大
学

の
『
中
日
大
辞
典
』
で
な
い
と
論
文
に
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
愛
知
大
学
の
『
中
日
大
辞

典
』
が
読
者
の
心
の
中
で
ど
れ
ほ
ど
重
い
も
の
が
こ
れ
で
わ
か
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
五
年
前
、
私

が
広
島
女
子
大
学
を
定
年
に
な
っ
た
時
、
ち
ょ
う
ど
こ
う
い
う
仕
事
が
あ
り
ま
し
て
、
第
三
版
の
編
集

に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
は
非
常
に
光
栄
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
他
の
辞

書
も
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
五
年
間
連
続
し
て
、
他
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
や
ら
ず
に
編
集
に

専
念
し
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
す
。 

安安
部部  

顧
先
生
に
来
て
い
た
だ
き
、
第
三
版
の
編
集
体
制
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
、
二
〇
〇
六
年
に
愛
知

大
学
は
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
第
三
版
の
出
版
が
正
式
に
認
め
ら
れ

る
の
で
す
が
、
初
版
の
編
纂
が
創
立
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
思
う
と
、
何
か

不
思
議
な
巡
り
合
わ
せ
を
感
じ
ま
す
。
実
際
の
完
成
は
二
〇
〇
九
年
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
。

こ
れ
か
ら
は
お
二
人
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
、
第
三
版
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

  

■
第
三
版
の
特
長 

 

安安
部部  

で
は
ま
ず
、
第
三
版
の
特
長
と
い
い
ま
す
か
、
主
な
改
訂
点
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。 

今今
泉泉  

第
三
版
も
編
集
の
基
本
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
従
来
と
違
っ
て
一
番
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
項
と
い
う
か
、
項
目
を
分
け
た
こ
と
で
す
。
複
数
の
発
音
が
あ
る
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の

箇
所
に
見
出
し
字
そ
れ
か
ら
見
出
し
語
を
お
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
編
集
の
内
容
か
ら
い
う
と
こ

れ
が
最
大
の
変
化
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

顧顧  

今
、
今
泉
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
第
三
版
は
分
項
し
た
ん
で
す
が
、
や
は
り
分
け
た
方
が

便
利
だ
と
思
い
ま
す
。
以
前
だ
と
、
調
べ
る
時
に
そ
こ
に
な
け
れ
ば
も
う
一
回
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
回
は
一
発
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
第
三
版
の
大
き
な
変
更
点
で
す
が
、
非
常
に
い

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

安安
部部  

分
項
で
よ
り
使
い
や
す
く
な
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
以
外
の
点
で
言
い
ま
す
と
、
新
版
に
な

る
と
、
大
体
ど
の
辞
書
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
し
、
増
訂
版
の
時
も
そ
う
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
語
彙

に
大
き
な
変
化
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
特
に
中
国
の
こ
の
二
〇
年
間
の
変
化
は
非
常
に
大
き
か
っ

た
と
思
う
の
で
、
そ
う
い
う
部
分
で
苦
労
さ
れ
た
点
と
か
、
新
語
を
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
た
の
か
と
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い
っ
た
点
を
少
し
お
話
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

今今
泉泉  

語
彙
は
、
こ
れ
は
も
う
時
代
に
伴
っ
て
変
わ
る
も
の
で
す
か
ら
。
第
三
版
で
は
特
に
、
『
現
代

漢
語
詞
典
』、『
応
用
漢
語
詞
典
』
、『
現
代
漢
語
規
範
詞
典
』
と
い
う
中
国
で
出
さ
れ
て
い
る
辞
典
が
依

拠
す
べ
き
文
献
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
編
集
、
特
に
辞
書
作
成
の
面
で
言
え
ば
、
中
国
で
は
用
語

や
記
号
の
統
一
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
規
制
を
か
け
て
お
り
ま
す
が
、
『
中
日
大
辞
典
』
は
日
本
で
出
す
辞

典
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
規
制
に
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
は
一
致
さ
せ
て
お
り
ま
せ
ん
。
我
々
の
独
自
基

準
で
編
集
を
し
た
わ
け
で
す
。
新
語
に
つ
い
て
は
、
拠
る
べ
き
も
の
を
ど
こ
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
で

議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
先
ほ
ど
言
っ
た
三
種
の
辞
典
が
い
ず
れ
も
比
較
的
新
し
い
も
の
で
し
た
の
で
、

こ
れ
ら
の
中
に
含
ま
れ
て
い
れ
ば
、
当
然
『
中
日
大
辞
典
』
に
も
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以

外
に
も
各
種
各
様
の
新
語
辞
典
と
い
う
の
が
出
て
お
り
ま
し
て
、
ど
れ
を
と
る
か
は
相
当
な
問
題
で
、

結
局
、
比
較
的
信
頼
で
き
る
も
の
一
冊
を
参
考
の
メ
イ
ン
に
置
き
ま
し
た
。 

顧顧  

新
語
に
つ
い
て
は
三
種
類
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
比
較
的
定
着
し
た
も
の
で
、
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
取

り
入
れ
ま
し
た
。
次
は
他
の
辞
典
に
は
な
い
よ
う
な
本
当
に
新
し
い
語
彙
で
す
が
、
第
三
版
に
は
あ
る

程
度
入
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
意
味
が
定
着
す
る
か
ど
う
か
ま
だ
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
新

語
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
三
年
、
あ
る
い
は
五
年
だ
っ
た
ら
意
味
が
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
二
、

三
年
経
っ
た
ら
死
後
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
我
々
は
新
語
を
採
用
す
る
と
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
が
、
新
し
い
語
彙
で
す
か
ら
市
民
権
を
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
り
に
く

い
。
そ
う
い
う
新
語
も
あ
り
ま
す
。 

安安
部部  

新
語
の
扱
い
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
か
ら
ね
。
大
ま
か
な
数
字
で
結
構
で
す
の
で
、
今
回
だ

い
た
い
ど
れ
く
ら
い
新
し
い
語
彙
が
増
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

今今
泉泉  

ま
だ
精
査
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
三
分
の
一
は
替
わ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
新
語
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
け
ど
、
出
典
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
を
思
い
き
っ
て
カ
ッ
ト
し
ま
し
た
の
で
、

そ
れ
ら
を
削
っ
た
分
は
何
ら
か
の
形
で
新
し
い
語
彙
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
こ
十
年
ぐ

ら
い
の
間
に
新
し
く
出
た
、
ま
た
は
新
し
い
意
味
を
付
与
さ
れ
た
と
い
う
新
語
は
三
分
の
一
も
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
従
来
の
初
版
や
第
二
版
に
載
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
ま
で
入
れ
ま
す
と
、

三
分
の
一
は
替
わ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
大
雑
把
に
い
い
ま
す
と
、
全
部
で
十
数
万
語
で

す
か
ら
五
、
六
万
語
は
入
っ
た
で
あ
ろ
う
と
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
。
我
々
ス
タ
ッ
フ
以
外
に
愛
知
大

学
の
同
窓
生
の
方
が
、
そ
れ
こ
そ
献
身
的
に
と
い
う
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
多
数
の
新
語
を
集
め
て
送

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
新
語
の
一
部
に
は
こ
れ
ら
も
入
っ
て
い
ま
す
。 

安安
部部  

そ
れ
以
外
に
何
か
特
長
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

顧顧  

他
の
辞
書
、
特
に
中
型
以
上
の
辞
書
は
た
い
て
い
複
数
の
方
が
分
担
し
て
や
り
ま
す
。
主
編
者
が

す
べ
て
に
目
を
通
し
て
加
筆
訂
正
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ほ
と
ん
ど
が
そ
う
で

は
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
私
は
日
中
辞
典
を
多
く
手
が
け
て
き
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
研
究
を
少
し

や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
月
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で
を
全
部
辞
書
で
調
べ
て
み
た
ら
、
ほ
と

ん
ど
の
辞
書
は
そ
の
説
明
が
ば
ら
ば
ら
で
す
。
「
日
曜
」
だ
け
、
あ
る
い
は
月
曜
の
時
は
「
月
曜
日
」
、

火
曜
日
は
「
火
」
の
と
こ
ろ
で
説
明
す
る
。
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
分
担
す
る
か
ら
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で
す
。
日
本
語
の
「
こ
・
そ
・
あ
・
ど
」
も
私
は
調
べ
て
み
ま
し
た
。
そ
う
い
う
も
の
も
説
明
が
統
一

さ
れ
た
辞
典
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
。
例
え
ば
、「
こ
ん
な
」
、「
こ
ん
な
に
」。
こ
れ
を
一
つ
の
単
語
に

す
る
か
、
二
つ
の
単
語
に
す
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。「
あ
ん
な
」「
あ
ん
な
に
」
は
一
緒
。
し
か
し
「
こ

ん
な
」
の
場
合
、「
こ
ん
な
」
は
あ
る
が
「
こ
ん
な
に
」
は
な
い
。「
そ
」
の
場
合
は
、「
そ
ん
な
に
」
は

あ
る
が
、
「
そ
ん
な
」
が
な
い
。
こ
の
点
、
今
回
の
第
三
版
は
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
主
幹
の
今
泉
先

生
が
何
十
年
も
か
け
て
目
を
通
し
、
加
筆
訂
正
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
点
か
ら
言
い
ま
す
と
、
他

の
辞
書
と
違
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
や
す
い
。
一
人
で
も
長
年
や
れ
ば
最
初
の
頃
と
後
の
方
で
は
少
し

違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
で
も
大
勢
で
分
担
し
て
や
る
よ
り
は
い
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
『
中
日
大
辞
典
』
が
他
の
辞
書
と
全
然
違
う
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。 

安安
部部  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
第
三
版
は
、
百
科
事
典
的
な
性
格
な
ど
基
本
的
な
編
集
方
針
は

変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
形
式
の
上
で
も
、
ま
た
内
容
面
で
も
か
な
り
大
幅
な
改
訂
が
加
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
さ
ら
に
は
全
体
を
通
し
て
編
集
主
幹
の
今
泉
先
生
の
お
考
え
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。 

顧顧  

も
う
一
つ
。
こ
れ
は
第
三
版
の
特
長
と
い
う
よ
り
、
『
中
日
大
辞
典
』
の
特
長
と
い
っ
た
方
が
い

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
『
中
日
大
辞
典
』
以
外
に
も
中
日
辞
典
は
何
冊
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
そ
の
目
指

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
日
本
人
で
も
中
国
人
で
も
使
え
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
実
は
日
本
人
の

立
場
で
見
た
中
日
辞
典
と
中
国
人
の
立
場
で
見
た
中
日
辞
典
は
違
う
と
私
は
思
い
ま
す
。
中
国
人
が
中

日
辞
典
を
調
べ
る
と
き
、
中
国
語
の
意
味
は
分
か
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
日
本
語
で

表
現
す
る
か
、
そ
の
た
め
に
調
べ
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
日
本
人
の
場

合
は
、
そ
の
中
国
語
が
ど
う
い
う
意
味
か
、
あ
る
い
は
ど
う
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
っ
て
い
る
か
、
そ

う
い
う
こ
と
に
重
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
同
じ
中
日
辞
典
が
、
中
国
人
に

と
っ
て
も
最
適
、
日
本
人
に
と
っ
て
も
最
適
と
い
う
も
の
は
、
ま
ず
あ
り
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
ま

市
販
さ
れ
て
い
る
辞
書
は
、
中
国
人
も
使
い
ま
す
し
日
本
人
も
使
い
ま
す
が
、
結
果
的
に
は
ど
ち
ら
に

も
ち
ょ
っ
と
足
り
な
い
部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
が
こ
の
数
年
間
こ
ち
ら
で
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
痛
感
し
た
の
は
、
『
中
日
大
辞
典
』
は
日
本
人
の
た
め
の
辞
典
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
中
国
人
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
中
国
人
が
使
っ
て
も
結
構
プ
ラ
ス
に

な
り
ま
す
け
れ
ど
、
で
も
出
発
点
は
日
本
人
の
た
め
と
い
う
の
が
私
の
感
想
で
す
。
中
国
人
だ
っ
た
ら

見
れ
ば
わ
か
る
け
ど
、
日
本
人
だ
っ
た
ら
わ
か
ら
な
い
、
そ
う
い
う
語
彙
も
入
っ
て
い
ま
す
。
中
国
人

の
た
め
の
中
日
辞
典
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
と
い
う
の
が
私
の
感
想
で
す
。 

  

■
中
国
語
辞
典
の
現
状
と
今
後 

 

安安
部部  

こ
れ
ま
で
は
『
中
日
大
辞
典
』
の
こ
と
を
中
心
に
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
も
う
少
し

広
く
中
国
語
辞
典
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
、
顧
先
生
が
指
摘

さ
れ
た
よ
う
に
、
日
本
人
が
使
う
中
日
辞
典
と
中
国
人
が
使
う
中
日
辞
典
は
異
な
る
べ
き
な
の
に
、
多

く
の
辞
書
が
両
方
を
追
い
求
め
た
結
果
、
中
途
半
端
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
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今
後
中
国
語
辞
典
が
よ
り
い
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
今
泉
先
生
、
何
か
お
考
え
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

今今
泉泉  

こ
こ
二
〇
年
ぐ
ら
い
、
主
と
し
て
日
本
で
言
い
ま
す
と
、
顧
先
生
の
指
摘
さ
れ
た
点
が
あ
る
に

し
て
も
、
レ
ベ
ル
の
高
い
中
国
語
辞
典
が
一
応
出
ま
し
た
。
ま
だ
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
レ
ベ
ル

に
は
達
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
何
と
い
っ
て
も
日
本
の
中
国
語
辞
典
は
、
辞
書
学
的
な
レ

ベ
ル
が
低
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
を
頑
張
っ
て
一
定
の
レ
ベ
ル
に
急
速
に
引
き
上
げ
ま

し
た
よ
ね
。
と
同
時
に
、
例
え
ば
文
法
的
な
機
能
に
詳
し
い
と
か
、
用
例
が
豊
富
で
あ
る
と
か
、
い
ろ

い
ろ
な
特
長
を
も
っ
た
辞
典
も
数
は
少
な
い
に
し
て
も
出
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
く

と
、
次
に
ど
ん
な
形
で
日
本
人
の
た
め
の
中
国
語
辞
典
と
い
う
も
の
が
追
求
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
、
こ

れ
は
大
き
な
問
題
点
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
多
様
性
、
汎
用
性
と
い
う
よ
り
も
、
ど
う
も
そ
れ

ぞ
れ
の
向
き
、
専
門
性
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
追
求
し
た
も
の
、
つ
ま
り
個
性
的

と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
け
ど
、
そ
う
い
う
辞
書
が
い
く
つ
か
出
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
は
電
子
辞
書
の
と
こ
ろ
で
も
た
ぶ
ん
問
題
に
な
り
ま
す
け
ど
、
例
え
ば
一
つ
の
単
語
を
検

索
す
る
と
、
五
種
類
の
辞
書
の
意
味
が
同
時
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
そ
の
次
は
違
う
も
の

が
必
要
か
な
あ
と
い
う
感
じ
は
し
な
い
で
も
な
い
で
す
ね
。
た
だ
、
本
国
の
中
国
に
お
け
る
辞
書
の
レ

ベ
ル
が
さ
ら
に
上
が
る
こ
と
は
確
実
で
す
の
で
、
例
え
ば
コ
ー
パ
ス
の
よ
う
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使

っ
た
も
の
が
出
て
く
る
と
、
今
の
問
題
に
新
し
い
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

安安
部部  

顧
明
耀
先
生
は
中
国
の
辞
書
の
状
況
に
お
詳
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
先

生
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。 

顧顧  

今
泉
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
私
も
同
感
で
す
。
要
す
る
に
辞
書
は
、
私
の
考
え
で
は
、
誰

の
た
め
の
辞
書
が
と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
『
中
日
大
辞

典
』
は
明
ら
か
に
日
本
人
の
た
め
の
辞
書
で
す
。
そ
の
上
で
、
日
本
人
の
何
の
た
め
の
辞
書
か
と
い
う

こ
と
も
ち
ょ
っ
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
の
考
え
で
は
、
『
中
日
大
辞
典
』
は
日
本
人
の
た
め

の
辞
書
で
す
が
、
さ
ら
に
、
読
む
た
め
の
も
の
つ
ま
り
読
解
用
と
書
く
た
め
の
も
の
つ
ま
り
表
現
用
の

も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
『
中
日
大
辞
典
』
は
表
現
用
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
出
さ
れ
て
い
る
多
く

の
辞
書
は
、
そ
の
両
方
を
狙
っ
て
い
て
、
結
果
と
し
て
中
途
半
端
な
気
が
し
ま
す
。
も
し
語
彙
量
が
一

万
程
度
の
小
型
辞
典
で
、
完
全
に
学
習
者
向
け
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
両
方
ね
ら
う
こ
と
は
可
能
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
読
解
用
と
し
て
は
語
彙
量
が
少
な
す
ぎ
ま
す
。
語
彙
量
が
増
え
る
と
作
文
の
た
め
の
情

報
が
入
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
で
す
か
ら
目
的
に
よ
っ
て
編
纂
す
る
こ
と
が
た
ぶ
ん
必
要
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。 

吉吉
川川  

確
か
に
今
の
紙
辞
書
に
は
量
的
な
制
約
が
あ
る
の
で
、
両
方
を
狙
う
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
電
子
辞
書
に
な
る
と
そ
の
制
約
が
薄
れ
る
の
で
、
可
能
に
な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
た
だ
、
そ
う
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
は
別
の
問
題
で
す
が
。 

顧顧  

電
子
辞
書
に
つ
い
て
は
私
な
り
の
考
え
が
あ
り
ま
す
。
電
子
辞
書
は
調
べ
や
す
い
し
、
持
ち
運
び

が
便
利
な
の
で
、
多
く
の
人
に
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
実
際
あ
ま
り
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ

か
と
い
い
ま
す
と
、
一
つ
の
単
語
を
調
べ
る
時
に
、
そ
の
周
辺
の
情
報
が
見
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
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り
ま
す
。
辞
書
は
引
く
も
の
で
す
か
ら
、
読
む
も
の
で
も
あ
る
ん
で
す
。
で
す
か
ら
私
は
、
学
生
に
は

紙
辞
書
を
薦
め
て
い
ま
す
。 

安安
部部  

確
か
に
、
現
状
で
は
紙
辞
書
に
も
電
子
辞
書
に
も
一
長
一
短
が
あ
り
ま
す
ね
。
た
だ
、
電
子
辞

書
の
普
及
率
を
考
え
る
と
、
辞
書
の
編
集
者
と
し
て
も
対
応
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

顧顧  

話
を
戻
し
ま
す
が
、
も
う
一
つ
例
文
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
例
文
の
中
に
は
か
な
り
古
い
も
の
も

あ
れ
ば
、
新
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
読
者
に
は
わ
か
り
に
く
い
。
も
し
そ
の
辞
書
を
使
っ

て
作
文
す
る
場
合
、
場
合
に
よ
っ
て
は
自
分
の
書
い
た
文
章
の
中
に
、
古
い
表
現
と
新
し
い
表
現
が
同

時
に
出
て
き
て
し
ま
う
。
で
も
、
読
解
用
で
あ
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
先
ほ
ど
今
泉
先
生

が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
辞
典
は
や
は
り
い
ろ
い
ろ
な
必
要
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
。
我
々
も
読
解

の
た
め
か
、
表
現
の
た
め
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
合
わ
せ
て
個
性
の
あ
る
辞
典
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。 

今今
泉泉  

今
、
顧
先
生
の
指
摘
さ
れ
た
『
中
日
大
辞
典
』
は
読
解
用
の
辞
典
で
あ
る
と
い
う
点
は
お
っ
し

ゃ
る
と
お
り
で
、
初
版
以
来
の
特
長
で
、
鈴
木
先
生
の
お
考
え
も
そ
う
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
私

な
ん
か
は
中
国
語
を
耳
か
ら
あ
る
い
は
口
か
ら
と
い
う
よ
り
も
や
は
り
文
字
を
通
し
て
覚
え
ま
し
た

か
ら
。
一
般
的
に
日
本
人
は
二
千
年
来
、
文
字
を
通
し
て
、
つ
ま
り
漢
字
を
通
し
て
中
国
語
を
知
る
と

い
う
の
が
基
本
で
来
ま
し
た
。
我
々
が
中
国
語
を
教
え
る
場
合
、
ド
イ
ツ
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
と
比
べ
て

何
が
決
定
的
に
違
う
か
と
い
う
と
こ
の
点
で
す
。
日
本
語
の
中
に
漢
語
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
日
本
語
が
逃
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
、
こ
れ
が
や
は
り
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
読
解
を
中
心
と
す
る
と
い
う
の
は
つ
ま
り
二
千
年
来
の
歴
史
な
ん
で
す
ね
、
簡
単
に
言
う
と
。
そ

う
し
ま
す
と
例
え
ば
、
時
系
列
で
い
う
と
こ
の
語
が
こ
う
い
う
異
な
る
形
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
の
を
、

つ
ま
り
異
形
字
で
す
ね
、
こ
れ
を
ず
ら
っ
と
並
べ
た
ほ
う
が
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
少
な
く
と
も
文

字
か
ら
中
国
語
を
知
る
と
い
う
場
合
は
、
ご
く
常
識
的
に
必
要
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
た
だ
こ
れ
は
、

人
に
よ
っ
て
は
ば
か
ば
か
し
い
こ
と
で
、
今
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
残
し
、
そ
の
他
は
排
除
す
べ
き
と

い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

顧顧  

私
は
ば
か
ば
か
し
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
し
、
読
解
用
で
あ
れ
ば
当
然
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も

先
生
と
同
感
で
、
日
本
人
の
た
め
の
中
日
辞
典
は
、
他
の
外
国
人
の
た
め
の
中
日
辞
典
、
あ
る
い
は
中

国
人
の
た
め
の
中
日
辞
典
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。 

  

■
品
詞
分
類
に
つ
い
て 

 

安安
部部  

最
近
で
は
、
先
ほ
ど
今
泉
先
生
も
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
よ
う
に
、
様
々
な
出
版
社
か
ら
質
の
高
い

辞
書
が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
い
ろ
ん
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
お
り
、
以
前
は
な
か
っ
た

図
版
や
写
真
が
入
っ
た
り
、
印
刷
に
し
て
も
カ
ラ
ー
印
刷
な
ど
を
使
っ
て
見
や
す
く
工
夫
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
『
中
日
大
辞
典
』
に
は
な
い
も
の
と
し
て
、
品
詞
分
類
が
多
く
の
辞
書
で
付
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
品
詞
分
類
は
な
か
な
か
厄
介
な
問
題
が
あ
る
の
で
す
が
、
例
え
ば
そ
の
点

に
つ
い
て
今
泉
先
生
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
で
し
ょ
う
か
。 
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今今
泉泉  
品
詞
の
問
題
も
先
ほ
ど
の
話
と
若
干
絡
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
こ
れ
は
中
国
の
方
も

認
め
て
お
り
ま
す
け
ど
、
例
え
ば
先
ほ
ど
の
三
種
類
の
権
威
あ
る
辞
典
が
、
同
じ
よ
う
に
決
め
て
い
る

時
は
い
い
ん
で
す
け
ど
、
そ
う
で
な
い
場
合
が
当
然
出
て
き
ま
す
。
同
じ
形
容
詞
で
も
、
日
本
語
の
場

合
、
形
容
詞
と
形
容
動
詞
は
ど
う
違
う
か
と
い
う
問
題
が
出
て
き
ま
す
。
文
法
論
で
い
う
と
、
今
度
は

そ
の
形
容
詞
が
本
当
に
形
容
詞
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
出
て
き
ま
す
。
そ
う
い
う
問
題
点
が
ど
う
し

て
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
『
中
日
大
辞
典
』
は
そ
の
こ
と
に
完
全
に
背
を
向
け
ま
し
た
。
積
極
的
に
背
を

向
け
た
と
い
う
か
、
採
用
し
な
い
と
い
う
方
針
で
来
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
も
、
品
詞
分
類
を
含
め
て

語
の
認
定
の
基
準
を
厳
密
に
す
れ
ば
、
例
え
ば
「
兼
詞
」
で
す
が
、
二
つ
以
上
に
な
っ
て
く
る
も
の
を

排
除
し
て
形
容
詞
と
名
詞
と
い
う
二
つ
の
品
詞
の
み
に
し
た
り
、
中
枢
と
な
る
、
こ
れ
だ
け
は
絶
対
に

譲
れ
な
い
と
い
う
も
の
だ
け
を
選
ん
で
編
集
す
る
と
い
う
こ
と
も
可
能
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
う
す

る
と
中
国
で
出
て
い
る
辞
典
と
基
本
的
に
一
致
す
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
私
は
、
こ
れ
は
も

う
個
人
の
考
え
が
大
き
く
影
響
し
て
き
ま
す
け
れ
ど
、
品
詞
分
類
と
そ
の
読
解
が
、
漢
字
が
日
本
に
与

え
た
影
響
と
い
い
ま
す
か
、
日
本
語
の
中
に
あ
る
漢
字
と
の
違
い
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
そ
の
共
通
性

と
非
共
通
性
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
そ
う
い
う
問
題
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
強
く
働
い
て

い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
批
判
が
あ
る
と
こ
ろ
で
、
第
三
版
も
そ
の
点
で
は
当
然
そ
の
批
判
は
甘

受
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

安安
部部  

品
詞
分
類
は
、
批
判
を
覚
悟
の
上
で
、
意
図
的
に
そ
れ
を
排
除
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

今今
泉泉  

そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
先
ほ
ど
顧
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
点
で
す
が
、「
Ａ
」
か
ら
「
Ｚ
」
ま
で

全
部
一
人
で
見
る
場
合
に
は
プ
ラ
ス
の
面
と
マ
イ
ナ
ス
の
面
が
あ
っ
て
、
私
自
身
は
非
常
に
自
分
の
力

不
足
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
う
し
て
や
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
た
わ
け
で
す
が
、
果
た
し
て
、
神
様
以
外
の
限
界
の
あ
る
も
の
が
、
一
人
で
割
り
振
っ
て
し
ま
っ

て
い
い
の
か
、
自
己
の
判
断
だ
け
で
や
る
の
は
ど
う
か
な
と
、
そ
こ
ま
で
考
え
て
い
き
ま
す
と
自
己
矛

盾
で
す
。
か
と
い
っ
て
、
五
人
が
五
分
の
一
ず
つ
分
担
し
て
も
、
ど
こ
か
で
統
一
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
例
え
ば
あ
る
辞
典
が
そ
う
い
う
作
業
を
し
て
い
ま
す
が
、

い
わ
ゆ
る
見
出
し
語
と
見
出
し
字
の
部
分
で
分
担
す
る
と
い
う
の
も
一
つ
の
手
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

こ
れ
に
も
い
ろ
い
ろ
と
批
判
が
あ
り
、
そ
れ
は
免
れ
な
い
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
辞
典
は
可
能
性

と
し
て
は
今
言
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
で
追
求
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
辞
典
の
編
集
と
出
版
は
別
も
の
で
す
よ
ね
。
出
版
す
る
に
は
当
然
お
金
が
か
か
り
ま
す
。

そ
れ
を
考
え
る
と
、
私
も
顧
先
生
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
、
作
る
側
か
ら
言
え
ば
一
つ
の
夢
に
し

か
過
ぎ
な
い
ん
で
す
。
こ
う
あ
れ
ば
い
い
な
あ
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
そ
れ
が
実
際
に
辞
典
の
形
を
と

る
に
は
非
常
に
困
難
が
大
き
い
と
い
う
か
、
実
現
性
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

顧顧  

確
か
に
出
版
す
る
と
い
う
の
は
大
変
で
す
か
ら
。 

 

先
生
が
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
品
詞
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ
と
私
の
考
え
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
最
近
の
中
国
語
の
辞
書
に
は
ほ
と
ん
ど
品
詞
分
類
が
つ
い
て
い
ま
す
。
今
泉
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
辞
書
に
よ
っ
て
品
詞
が
違
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
あ
る
語
彙
を
最
初
は
名

詞
と
し
て
い
る
の
に
、
あ
と
で
接
辞
と
し
て
名
詞
で
は
な
い
と
い
う
。
『
現
代
漢
語
詞
典
』
に
も
あ
り
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ま
し
た
。
品
詞
分
類
は
確
か
に
難
し
い
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
し
か
し
や
は
り
こ
れ
は
何
の
た
め
の
辞

書
か
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
『
中
日
大
辞
典
』
は
読
解

の
た
め
、
閲
読
だ
け
の
た
め
の
辞
書
だ
と
考
え
れ
ば
、
品
詞
は
そ
ん
な
に
強
調
し
な
く
て
も
差
し
支
え

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
中
国
語
で
何
か
を
表
現
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
品
詞
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。『
中
日
大
辞
典
』
の
場
合
で
も
、
文
法
に
つ
い
て
詳
し
い
と
こ
ろ
は
非
常
に
詳
し
い
で
す
。

例
え
ば
方
向
補
語
の
使
い
方
と
か
あ
る
い
は
数
量
詞
の
数
え
方
と
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
普
通
の
文
法

書
ぐ
ら
い
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。
そ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
学
習
者
の
た
め
で
す
。
し
か
し

も
う
一
方
で
、
基
本
的
な
品
詞
分
類
の
こ
と
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
触
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
、
た

だ
は
っ
き
り
と
書
い
て
い
な
い
だ
け
だ
と
私
は
理
解
し
て
い
ま
す
。
そ
の
語
釈
、
説
明
の
方
法
か
ら
見

れ
ば
、
品
詞
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
す
。
私
は
読
解
用
と
し
て
は
こ
れ
で
い
い
の
か
な

と
思
い
ま
す
。
た
だ
表
現
用
だ
と
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
同
じ
意
味
を
も
つ
言
葉
は
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
が
、
一
〇
〇
％
同
じ
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
意
味
の
幅
が
違
う
、
他
の
語
と
の
結
び
つ
き
が
違
う
、
品

詞
が
違
う
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
、
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
か
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
か
が
違
う
な
ど
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。
も
し
表
現
の
た
め
の
辞
書
だ
っ
た
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
示
さ
な
い
と
読
者

に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
『
中
日
大
辞
典
』
は
や
は
り
読
解
用
で
す
か
ら
、
読
者
に
は
ま
ず
こ
う
い
う
こ

と
を
念
頭
に
お
い
て
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
ど
ん
な
場
合
で
も
同
じ
よ
う
に
使
え
る
と
い
う
わ
け
で
は

ま
っ
た
く
な
い
の
で
す
。 

  

■
コ
ー
パ
ス
の
活
用
と
電
子
化 

 

安安
部部  

お
そ
ら
く
使
っ
て
お
ら
れ
る
多
く
の
方
も
、
そ
の
点
は
あ
る
程
度
理
解
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
こ
の
『
中
国
大
辞
典
』
を
使
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
を
見
て
み
ま

す
と
、
例
え
ば
初
め
て
中
国
語
を
勉
強
す
る
と
い
う
方
よ
り
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
実
際
に
中
国
語
を
使
わ

れ
て
い
る
方
で
す
と
か
、
あ
る
い
は
中
国
研
究
者
、
そ
れ
か
ら
学
生
で
い
い
ま
す
と
、
専
門
課
程
に
進

ん
で
ち
ょ
っ
と
難
し
い
論
文
で
す
と
か
小
説
を
読
む
と
き
に
利
用
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
先

ほ
ど
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
辞
書
の
大
き
な
特
長
は
百
科
事
典
的
な
性
質
で
す
。
で
き
る
だ
け
多

く
の
語
彙
を
入
れ
よ
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
要
す
る
に
他
の
辞
書
で
引
い
て
出

て
こ
な
い
語
彙
が
『
中
日
大
辞
典
』
で
は
出
て
く
る
と
い
う
の
が
大
き
な
特
長
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、

実
際
私
も
学
生
時
代
か
ら
そ
の
恩
恵
を
被
っ
た
者
の
一
人
で
す
。
確
か
に
、
顧
先
生
が
今
お
っ
し
ゃ
っ

た
よ
う
な
細
か
な
点
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
方
に
本
当
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
て
い
る
か
ど
う
か
と
な

り
ま
す
と
、
断
定
は
で
き
ま
せ
ん
が
。
ま
た
文
章
を
書
く
と
な
る
と
、
全
然
違
っ
た
意
味
を
持
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
語
の
軟
ら
か
さ
、
硬
さ
み
た
い
な
も
の
も
実
際
に
使
う
と
き
に
は
本
当
に

重
要
で
、
あ
る
語
彙
が
ど
の
よ
う
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
使
わ
れ
る
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

は
有
名
な
話
で
す
が
、
国
交
回
復
の
交
渉
時
に
、
「
中
国
国
民
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
」
と

い
う
部
分
を
、
通
訳
者
が
「
添
了
很
多
麻
烦
」
と
訳
し
て
問
題
に
な
っ
た
。
辞
書
に
は
「
面
倒
を
か
け

る
」
＝
「
添
麻
烦
」
と
い
う
形
で
必
ず
出
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
実
は
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
シ
チ
ュ
エ
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ー
シ
ョ
ン
で
使
わ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
辞
書
が
網

羅
で
き
る
か
と
い
う
と
、
や
は
り
大
き
な
問
題
が
残
る
と
は
思
う
の
で
す
が
、
表
現
用
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
そ
う
い
う
こ
と
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。
実
際
に
岩
波
書
店
の
中
国

語
辞
典
は
こ
の
点
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
辞
書
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
持
つ

こ
と
と
、
使
う
側
が
そ
の
特
色
を
理
解
し
た
上
で
使
う
こ
と
が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
な
ら
、
先
ほ
ど
今
泉
先
生
も
触
れ
ら
れ
た
よ
う

に
コ
ー
パ
ス
の
活
用
と
い
う
こ
と
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
吉
川
先
生
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。 

吉吉
川川  

英
語
辞
典
で
は
す
で
に
コ
ー
パ
ス
の
活
用
が
進
ん
で
い
て
、
そ
の
便
利
さ
は
多
く
の
人
が
実
感

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
中
国
語
辞
典
で
も
今
後
そ
の
活
用
法
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、

ま
ず
は
常
用
語
と
か
基
本
的
な
語
彙
に
、
コ
ー
パ
ス
に
よ
る
成
果
な
ど
を
取
り
入
れ
る
の
も
お
も
し
ろ

そ
う
で
す
ね
。
あ
と
、
中
国
で
も
大
型
の
コ
ー
パ
ス
が
整
備
さ
れ
て
き
て
も
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
コ

ー
パ
ス
を
利
用
す
る
ソ
フ
ト
と
し
て
は
、
語
の
頻
度
や
共
起
を
検
索
す
る
と
い
っ
た
コ
ン
コ
ー
ダ
ン
ス

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
、
英
語
が
主
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
含

め
、
個
人
ユ
ー
ス
、
研
究
ユ
ー
ス
で
も
使
え
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
有
償
、
無
償
の

ソ
フ
ト
が
あ
る
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
、
無
償
と
い
う
か
、
フ
リ
ー
ウ
ェ
ア
を
利
用
し
て
み
る
の
も

よ
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ー
パ
ス
言
語
学
の
裾
野
が
広
が
っ
て
い
る
な
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。 

安安
部部  

今
後
、
中
国
語
辞
典
に
つ
い
て
も
、
コ
ー
パ
ス
の
活
用
と
い
う
の
は
大
き
な
課
題
の
一
つ
に
な

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
電
子
辞
書
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

吉吉
川川  

国
内
で
は
、
確
か
二
〇
〇
四
年
だ
っ
た
か
た
、
出
荷
台
数
が
二
〇
〇
万
台
ペ
ー
ス
を
超
え
て
か

ら
、
火
が
つ
い
た
み
た
い
で
す
よ
。
各
社
、
入
門
か
ら
上
級
ま
で
、
搭
載
す
る
辞
書
や
機
能
に
応
じ
て

製
品
構
成
を
工
夫
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
最
近
、
あ
ま
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
日

本
メ
ー
カ
ー
の
中
国
向
け
製
品
も
お
も
し
ろ
い
よ
う
で
す
。 

安安
部部  

ジ
ワ
リ
と
い
う
よ
り
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
で
普
及
し
た
感
じ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
愛
知
大
学
の
場

合
、
二
年
生
で
中
国
に
語
学
研
修
に
行
く
の
で
、
そ
の
こ
と
を
考
え
て
電
子
辞
書
を
買
う
学
生
も
け
っ

こ
う
い
る
よ
う
で
す
。
持
ち
運
び
に
便
利
で
す
か
ら
。 

吉吉
川川  

え
え
、
そ
う
で
す
ね
。
先
ほ
ど
今
泉
先
生
が
触
れ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
複
数
の
辞
書
を
串
刺

し
検
索
で
き
る
モ
デ
ル
も
あ
っ
て
、
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
あ
と
は
手
書
き
認
識
で
す
ね
。
学
生
を
見

て
い
る
と
、
画
数
で
引
か
ず
に
、
文
字
認
識
機
能
、
そ
れ
と
音
声
機
能
も
使
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
私

も
学
生
時
代
は
、
中
国
書
を
読
む
と
き
に
は
、
『
中
日
大
辞
典
』
も
そ
う
で
す
が
、
『
現
代
漢
語
詞
典
』

な
ど
の
中
国
の
辞
書
も
机
の
上
に
何
冊
も
並
べ
て
、
さ
ら
に
は
初
版
と
か
前
の
版
も
引
い
て
、
こ
れ
は

ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
入
門
段
階
の
時
は
薄
い
辞
書
か
ら
始
め
て
、
様
々
な
辞

書
を
そ
れ
こ
そ
引
き
倒
し
た
と
い
い
ま
す
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
味
わ
っ
て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
今
で
は
そ
れ
が
、
電
子
辞
書
ひ
と
つ
で
で
き
て
し
ま
う
わ
け
で
す
か
ら
、
本
当
に
便
利
な

時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
あ
の
頃
の
苦
労
が
懐
か
し
い
気
も
し
ま
す
。
個
人
的
な
要
望
な
の
で
す

が
、
『
中
日
大
辞
典
』
の
こ
れ
ま
で
の
各
版
が
串
刺
し
検
索
で
き
る
と
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
も
し
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も
で
す
が
、
辞
書
に
入
れ
る
の
を
断
念
し
た
、
あ
る
い
は
カ
ッ
ト
し
た
語
彙
ま
で
検
索
で
き
る
と
、
と

て
も
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。 

安安
部部  

そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
『
中
日
大
辞
典
』
を
基
に
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
い

っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
個
人
的
に
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

吉吉
川川  

顧
先
生
が
、
先
ほ
ど
挙
げ
ら
れ
て
い
た
一
覧
性
に
つ
い
て
で
す
が
、
電
子
辞
書
は
画
面
サ
イ
ズ

が
小
さ
く
、
こ
れ
は
決
し
て
い
い
こ
と
だ
と
言
え
な
い
で
す
よ
ね
。
た
だ
今
後
、
例
え
ば
Ａ
４
サ
イ
ズ

の
電
子
ペ
ー
パ
ー
や
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
と
い
っ
た
、
新
た
な
デ
バ
イ
ス
の
動
向
に
よ
っ
て
は
、
現
在
の
製

品
と
は
違
っ
た
電
子
辞
書
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
ジ
ャ
ン
プ
機
能
や
ら
、
あ
い
ま
い
検

索
で
遊
ん
だ
り
も
し
て
い
ま
す
。 

 

顧
先
生
に
お
伺
い
し
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
例
え
ば
先
生
が
お
考
え
の
究
極
の
一
冊
、
そ
れ

も
紙
と
か
媒
体
の
制
限
が
な
い
場
合
、
理
想
的
な
辞
書
っ
て
い
う
の
は
ど
う
い
う
形
が
考
え
ら
れ
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
。 

  

■
理
想
的
な
辞
書
と
『
中
日
大
辞
典
』 

 

顧顧  

そ
れ
は
非
常
に
難
し
い
質
問
で
す
ね
。
私
は
日
本
に
来
る
前
、
基
本
的
に
は
日
本
語
教
育
を
や
っ

て
き
ま
し
た
。
国
家
教
育
委
員
会
、
教
育
部
に
頼
ま
れ
て
教
材
を
作
り
ま
し
た
。
教
材
を
作
る
と
同
時

に
、
教
材
の
た
め
の
文
法
書
と
辞
書
も
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
時
に
作
っ
た
辞
書
は
ま
っ
た

く
の
学
習
用
の
辞
書
で
す
か
ら
規
範
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
も
使
っ
て
も
い
い
し
、

こ
う
い
う
ふ
う
に
も
使
え
る
と
い
っ
た
表
現
は
極
力
避
け
、
こ
の
よ
う
に
使
い
ま
す
と
い
う
表
現
に
な

り
ま
す
。
品
詞
と
か
意
味
も
。
そ
う
い
う
辞
書
を
作
り
ま
し
た
。
日
本
で
も
売
っ
て
い
ま
す
し
、
台
湾

で
も
す
ぐ
出
版
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
考
え
る
と
そ
の
利
用
者
層
は
非
常
に
狭
い
で
す
。
こ
れ
は
あ
く
ま

で
も
学
生
用
の
辞
書
で
す
し
、
理
想
の
辞
書
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。 

 

『
中
日
大
辞
典
』
の
こ
と
で
言
い
ま
す
と
、
こ
れ
か
ら
完
璧
に
す
る
余
地
も
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
例

え
ば
表
現
用
の
『
中
日
大
辞
典
』
も
企
画
し
た
ら
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
私
は
初
版
も
第
二
版

も
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
私
の
感
じ
と
し
て
は
、
文
学
、
古
典
を
読
む
な
ら
初
版
の
方
が
使

い
や
す
い
。
も
ち
ろ
ん
今
か
ら
見
れ
ば
間
違
い
や
不
備
な
と
こ
ろ
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

で
も
貴
重
な
部
分
も
か
な
り
あ
り
ま
す
。
第
二
版
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
言
葉
が
結
構
入
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
を
、
例
え
ば
今
の
中
国
の
若
い
人
に
言
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
過
去
の
あ
る
時
代
の
語
彙
を
集
め
た
時
代
別
辞
典
の
よ
う
な
も
の
も
あ
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
第
三
版
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
出
て
く
る
よ
う
な
語
彙
は
、
一
部
を
歴
史
的
な
単
語

と
し
て
残
し
ま
し
た
が
、
あ
と
は
カ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
は
第
三
版
に
と
っ
て
は
必
要

な
作
業
で
し
た
け
れ
ど
も
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を
研
究
す
る
人
に
と
っ
て
は
も
っ
た
い
な
い
よ
う
な

感
じ
が
し
ま
す
。
で
す
か
ら
辞
典
編
纂
所
と
し
て
も
、
も
う
少
し
高
い
レ
ベ
ル
を
目
指
し
て
、
『
中
日

大
辞
典
』
を
よ
り
完
璧
に
す
る
と
同
時
に
、
表
現
用
や
時
代
別
と
い
っ
た
新
し
い
辞
典
を
作
っ
て
い
け

ば
、
愛
知
大
学
の
中
国
語
辞
典
は
日
本
一
ど
こ
ろ
か
世
界
一
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 
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今今
泉泉  
例
え
ば
、
自
動
車
を
考
え
た
時
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ー
カ
ー
が
用
途
別
に
実
に
様
々
な
車
種
を
出

し
て
い
ま
す
よ
ね
。
辞
書
と
自
動
車
を
一
緒
に
は
で
き
ま
せ
ん
け
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
向
け
た
特

長
を
持
っ
た
も
の
が
必
要
で
、
さ
ら
に
基
準
を
明
確
に
し
て
、
後
部
ワ
イ
パ
ー
は
こ
の
車
種
に
は
あ
る

け
ど
こ
れ
に
は
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
、
ユ
ー
ザ
ー
に
も
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
す
る
。
自
動
車
の
場
合

は
主
と
し
て
お
金
儲
け
で
す
け
ど
、
辞
書
の
場
合
は
、
そ
の
基
準
と
い
う
か
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
作
り
と

理
論
化
に
愛
知
大
学
が
貢
献
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
顧
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
世
界
的
な

寄
与
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
も
の
を
作
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
け
ど
、
辞
書
学
の
理
論
化
と
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
作
り
の
方
は
、
総
力
を
結
集
す
れ
ば
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
可
能
か
な
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
が
、
古
典
を
や
る
人
は
黒
の
初
版
を
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を
や
る
人
は
や

っ
ぱ
り
赤
の
二
版
を
、
汎
用
向
け
は
青
の
第
三
版
で
す
よ
、
在
庫
あ
り
ま
す
よ
、
と
い
っ
た
ふ
う
に
や

れ
ば
い
い
ん
で
す
よ
（
笑
）
。
そ
れ
を
、
語
の
基
準
と
か
品
詞
分
類
も
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
辞
書
の

特
色
を
も
う
少
し
整
然
と
し
た
形
に
整
理
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
非
常
に
大
き
な
貢
献
に
な
る
か
も
わ
か

り
ま
せ
ん
ね
。
愛
知
大
学
は
せ
っ
か
く
こ
れ
ま
で
六
〇
年
間
も
辞
書
編
纂
を
や
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
、

そ
れ
な
り
に
蓄
積
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
は
ず
で
、
何
か
辞
書
学
的
な
理
論
の
構
築
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、

そ
れ
が
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
。 

吉吉
川川  

そ
の
上
で
『
中
日
大
辞
典
』
の
体
系
化
と
い
い
ま
す
か
、
シ
リ
ー
ズ
化
を
行
う
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。 

今今
泉泉  

え
え
。
そ
う
い
う
も
の
が
出
れ
ば
い
い
で
す
ね
。 

吉吉
川川  

紙
辞
書
で
歴
代
築
い
て
き
た
も
の
が
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
、
そ
の
系
列
に
電
子
辞
書
も
あ
っ
て
、

こ
れ
に
は
時
代
的
、
技
術
的
な
制
約
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
つ
ま
り
こ
れ
ま
で
の
辞
書
作
り
の
蓄
積
は

中
心
に
あ
り
、
そ
の
特
色
が
分
化
し
て
い
く
中
で
『
中
日
大
辞
典
』
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
で
も
い
う
も
の
が

体
系
化
で
き
て
い
く
の
か
な
と
い
う
こ
と
は
、
編
集
委
員
と
な
り
先
生
方
に
面
倒
を
見
て
い
た
だ
い
て

い
る
中
で
感
じ
て
い
ま
し
た
し
、
そ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
、
こ
の
編
纂
所
の
一
番
の
大
き
な
役
割
で
あ
る

次
の
辞
書
を
生
み
出
す
ジ
ェ
ネ
レ
ー
ト
と
い
う
か
、
動
力
と
い
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
も
の
じ
ゃ
な

い
か
な
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
ん
で
す
。
安
部
先
生
、
い
か
が
で
す
か
。 

安安
部部  

そ
う
で
す
ね
。
私
も
編
集
委
員
と
な
っ
て
随
分
経
ち
ま
す
が
、
今
回
は
所
長
と
し
て
第
三
版
の

編
集
、
出
版
に
か
か
わ
っ
て
、
『
中
日
大
辞
典
』
に
対
す
る
思
い
が
か
な
り
変
わ
り
ま
し
た
。
今
、
吉

川
先
生
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
そ
の
編
纂
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
、
今
泉
先
生
や
顧
先
生
、

そ
の
他
多
く
の
方
々
の
熱
い
思
い
を
、
辞
書
編
纂
の
大
変
さ
と
と
も
に
本
当
に
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
と
同
時
に
、
そ
う
い
う
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
決
し
て
絶
や
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
、
強
い
責

任
も
感
じ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
顧
先
生
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
、
表
現
用
あ
る
い
は
時
代
別
の
『
中
日
大

辞
典
』
の
編
集
の
問
題
や
、
今
泉
先
生
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
、
用
途
別
辞
典
の
理
論
化
と
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
作
り
の
問
題
な
ど
、
我
々
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

電
子
化
の
問
題
や
、
こ
れ
ま
で
カ
ッ
ト
し
て
き
た
語
彙
や
入
り
き
ら
な
か
っ
た
語
彙
を
加
え
た
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
構
築
な
ど
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
、
吉
川
先
生
を
含
め

た
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を
あ
お
ぎ
な
が
ら
、
す
べ
て
実
現
す
る
の
は
難
し
い
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
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で
同
様
、
実
現
に
向
け
て
少
し
ず
つ
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
『
中
日
大
辞

典
』
の
伝
統
の
上
に
、
辞
書
の
将
来
を
見
据
え
た
、
新
た
な
挑
戦
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

な
お
、
本
日
今
泉
先
生
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
『
中
日
大
辞
典
』
の
歴
史
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し

く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
『
中
国2

1

』V
o
l

・1
8

に
今
泉
先
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

先
生
方
、
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
二
〇
〇
九
年
七
月
二
一
日
） 

（
テ
ー
プ
起
こ
し
＝
宮
田
千
信
、
文
章
整
理
＝
安
部 

悟
） 

 

〔
注
〕
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
会
編
『
中
国
２
１
』V

o
l.3

2

（
二
〇
〇
九
年
一
二
月
）
所
載
。 
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愛
知
大
学
と
『
中
日
大
辞
典
』
～
第
三
版
の
刊
行
を
め
ぐ
っ
て
～ 

安
部 

悟 
 

●
愛
知
大
学
と
『
中
日
大
辞
典
』
の
歴
史 

  

上
海
に
あ
っ
た
愛
知
大
学
の
前
身
・
東
亜
同
文
書
院
は
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
学
校
で
、
中
国
語
教
育

や
中
国
研
究
の
面
で
当
時
と
し
て
は
第
一
線
級
だ
っ
た
。
そ
の
中
に
華
語
研
究
会
と
い
う
の
が
あ
り
、

一
九
三
三
年
頃
か
ら
華
日
辞
典
を
作
ろ
う
と
語
彙
の
収
集
を
始
め
た
。 

 

そ
の
後
、
戦
争
に
な
り
、
収
集
し
た
語
彙
の
カ
ー
ド
十
四
万
枚
は
、
敗
戦
で
中
華
民
国
政
府
に
よ
っ

て
接
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
一
九
四
九
年
に
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
、
翌
年
当
時
の
本
間
学
長
が

カ
ー
ド
を
返
し
て
も
ら
う
こ
と
を
発
案
。
中
国
の
鄭
振
鐸
先
生
や
郭
沫
若
先
生
、
日
中
友
好
協
会
の
理

事
長
だ
っ
た
内
山
完
造
先
生
ら
に
お
骨
折
り
を
頂
い
て
、
日
中
友
好
の
た
め
、
カ
ー
ド
は
日
本
に
返
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

カ
ー
ド
の
返
還
を
受
け
て
、
関
係
者
で
協
議
し
た
結
果
、
愛
知
大
学
が
編
纂
し
て
辞
書
の
形
に
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。
一
九
五
五
年
、
華
語
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
鈴
木
擇
郎
先
生
を
中
心
に
華
日

辞
典
編
纂
処
が
創
立
さ
れ
る
。 

 

編
集
方
針
と
し
て
は
、
広
辞
苑
の
よ
う
な
辞
書
、
そ
の
中
国
語
版
の
よ
う
な
も
の
を
作
り
た
い
と
い

う
こ
と
が
最
初
か
ら
あ
っ
た
。
返
還
さ
れ
た
カ
ー
ド
の
語
彙
は
使
え
る
も
の
は
使
い
、
な
お
か
つ
そ
の

時
代
に
必
要
な
中
国
語
の
語
彙
を
新
た
に
集
め
、
分
り
や
す
い
解
説
を
付
け
る
。
古
い
も
の
か
ら
新
し

い
も
の
ま
で
幅
広
く
、
ま
さ
に
百
科
項
目
的
な
辞
書
に
し
て
、
多
く
の
人
が
中
国
語
を
理
解
す
る
一
助

と
し
た
い
、
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
っ
た
。
解
説
は
少
な
く
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
語
彙
を
入
れ

よ
う
と
い
う
、
そ
の
伝
統
は
今
も
強
く
生
き
て
い
る
。 

 

実
際
に
初
版
が
出
た
の
が
一
九
六
八
年
で
、
翌
年
に
は
中
日
文
化
賞
を
頂
い
た
。
辞
書
と
い
う
の
は

作
っ
て
い
る
間
に
も
ど
ん
ど
ん
語
彙
が
変
わ
っ
て
い
く
。
中
国
の
体
制
が
変
わ
れ
ば
、
制
作
も
変
わ
り
、

語
彙
や
漢
字
な
ど
に
も
そ
の
影
響
が
あ
る
。
そ
れ
を
追
い
か
け
て
い
く
と
、
な
か
な
か
出
せ
な
い
。
最

終
的
に
は
、
編
纂
処
が
で
き
て
か
ら
十
三
年
か
か
っ
た
。 

 

初
版
は
非
常
に
好
評
で
、
大
体
六
万
冊
出
て
い
る
。
私
も
大
学
の
時
に
こ
の
初
版
本
を
愛
用
し
た
一

人
で
あ
る
。
今
は
色
々
な
と
こ
ろ
か
ら
中
国
語
辞
典
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
本
格
的
な
辞
書
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
少
し
古
い
小
説
な
ど
を
読
む
時
に
は
、
『
中
日
大
辞
典
』
に
し
か
載
っ
て
い
な

い
語
が
沢
山
あ
っ
た
。 

 

初
版
出
版
の
後
、
編
纂
処
は
一
旦
解
散
す
る
が
、
す
で
に
中
国
で
は
文
化
大
革
命
が
始
ま
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
関
連
し
た
新
し
い
単
語
が
出
て
き
て
、
そ
れ
ら
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
訪
中
し
た

り
し
て
新
た
な
辞
書
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
、
一
九
七
五
年
に
再
び
辞
典
編
纂
所
を
起
ち
上
げ
て
、
改

訂
版
の
編
集
に
取
り
掛
か
っ
た
。 

 

八
六
年
に
出
版
さ
れ
た
増
訂
版
は
、
実
は
一
年
し
か
出
て
い
な
い
。
出
し
た
直
後
に
中
国
で
新
し
い
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簡
化
文
字
七
字
の
追
加
発
表
が
あ
り
、
更
に
発
音
な
ど
の
訂
正
が
五
十
幾
つ
出
て
、
そ
の
た
め
に
刷
り

直
す
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
八
七
年
に
増
訂
第
二
版
が
出
さ
れ
る
。
増
訂
版
の
表
紙
は
従
来
と
同
じ
濃
紺

だ
っ
た
が
、
増
訂
第
二
版
は
真
っ
赤
で
、
ま
さ
に
中
国
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。 

 

●
第
三
版
の
刊
行 

  

そ
れ
か
ら
ま
た
二
十
年
以
上
が
経
ち
、
今
年
の
二
月
末
に
第
三
版
が
出
さ
れ
た
。
初
版
は
三
〇
年
代

に
集
め
ら
れ
た
カ
ー
ド
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
古
い
語
彙
が
豊
富
に
入
っ
て
い
た
。
赤
い
増
訂

第
二
版
は
文
革
関
係
の
言
葉
が
大
量
に
入
っ
て
い
る
。
今
回
第
三
版
を
作
る
に
当
っ
て
、
こ
れ
ら
の
語

彙
を
ど
う
す
る
か
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
が
、
我
々
は
基
本
と
な
る
も
の
だ
け
を
残
し
で
、
あ
と
は

大
幅
に
カ
ッ
ト
し
た
。 

 

そ
の
代
わ
り
に
新
語
を
大
量
に
入
れ
た
。 

 

『
中
日
大
辞
典
』
は
語
彙
が
非
常
に
豊
富
な
の
が
売
り
の
一
つ
で
あ
る
。
最
近
で
は
学
習
者
向
け
の

辞
書
が
沢
山
出
て
お
り
、
書
店
に
行
け
ば
、
分
厚
い
も
の
か
ら
ポ
ケ
ッ
ト
タ
イ
プ
ま
で
、
中
国
語
関
係

の
辞
書
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。
中
国
語
や
中
国
が
注
目
さ
れ
て
い
る
証
拠
だ
と
思
う
が
、
『
中
日

大
辞
典
』
は
そ
う
い
う
辞
書
と
は
違
う
ス
タ
ン
ス
を
一
貫
し
て
貫
い
て
き
た
。
初
学
者
向
け
の
辞
書
は

基
本
的
に
は
文
法
説
明
が
詳
し
く
、
見
や
す
さ
を
追
求
し
て
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
入
れ
た
り
、
カ
ラ

ー
刷
り
し
た
り
し
て
い
る
。
今
回
の
『
中
日
大
辞
典
』
は
、
体
裁
が
多
少
変
わ
っ
た
も
の
の
、
中
味
は

こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
守
り
、
初
学
者
向
け
と
い
う
よ
り
は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
、
つ
ま
り
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
や
研
究
者
が
実
際
に
使
う
こ
と
を
意
識
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
『
中
日
大
辞
典
』
は
、
海
外
で
も
よ
く
名
前
を
挙
げ
て
頂
く
。
特
に
中
国
で
は
日
本
語
を
学
ぶ

方
た
ち
に
、
こ
れ
で
勉
強
し
た
と
い
う
方
が
か
な
り
い
る
し
、
研
究
者
の
評
価
も
高
い
。
ま
た
、
幅
広

い
分
野
の
語
彙
を
収
集
し
て
い
る
の
で
、
様
々
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
実
際
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
も
使
っ
て
頂
い
て
い
る
よ
う
だ
。
今
回
の
三
版
も
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
売
り
上
げ
の
方
も
順
調
で
あ
る
。 

 

●
未
来
の
『
中
日
大
辞
典
』 

  

技
術
的
な
問
題
が
あ
っ
て
、
紙
辞
書
は
こ
れ
以
上
厚
く
で
き
な
い
。
初
版
本
や
増
訂
第
二
版
、
そ
れ

ぞ
れ
が
持
っ
て
い
た
良
さ
を
保
ち
な
が
ら
、
新
た
な
語
彙
を
如
何
に
入
れ
る
か
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

中
国
の
こ
の
十
年
・
二
十
年
の
変
化
は
非
常
に
激
し
い
も
の
が
あ
っ
て
、
文
革
期
に
使
わ
れ
て
い
た
語

彙
の
中
に
は
ほ
と
ん
ど
死
語
の
よ
う
に
な
っ
た
も
の
が
あ
る
一
方
、
近
年
Ⅰ
Ｔ
関
連
な
ど
色
々
な
新
し

い
語
彙
が
大
量
に
出
て
き
た
。
ま
た
、
新
語
と
い
え
ど
も
す
ぐ
に
消
え
て
い
く
語
も
沢
山
あ
る
。
ど
の

新
語
を
入
れ
る
か
が
重
要
な
問
題
に
な
る
。
厚
さ
に
限
り
が
あ
る
か
ら
、
新
語
を
入
れ
る
た
め
に
は
、

同
じ
量
の
語
彙
を
カ
ッ
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
何
を
切
る
か
が
実
は
一
番
悩
ま
し
い
問
題
で
、

今
回
厳
選
し
た
三
万
語
の
新
語
を
入
れ
た
が
、
逆
に
言
う
と
三
万
語
を
落
と
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
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新
た
な
語
彙
を
入
れ
る
に
も
、
古
い
語
彙
を
カ
ッ
ト
す
る
に
も
、
ど
ち
ら
も
明
確
な
ポ
リ
シ
ー
が
必
要

で
あ
る
。 

 

我
々
は
、
古
い
と
こ
ろ
を
や
る
方
は
初
版
を
、
文
革
の
こ
と
を
や
る
方
は
増
訂
第
二
版
を
、
新
し
い

と
こ
ろ
を
勉
強
す
る
な
ら
第
三
版
を
と
奨
め
て
い
る
。
三
冊
の
良
い
と
こ
ろ
を
全
部
ま
と
め
た
ら
と
言

わ
れ
る
が
、
紙
辞
書
で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。 

 

た
だ
、
今
の
時
代
、
紙
辞
書
そ
の
も
の
が
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
紙
辞
書
は
永
遠
に
な

く
な
ら
な
い
し
、
な
く
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
現
状
の
電
子
辞
書
だ
と
、
ど

う
し
て
も
調
べ
る
た
め
だ
け
の
も
の
と
い
う
感
じ
が
強
い
。
辞
書
は
読
ん
で
楽
し
む
も
の
で
あ
っ
て
、

単
に
引
く
だ
け
の
手
段
に
し
て
は
も
っ
た
い
な
い
。
辞
書
に
は
多
く
の
先
達
の
叡
智
が
詰
ま
っ
て
お
り
、

慣
れ
親
し
ん
で
、
何
か
の
折
に
引
い
て
は
色
々
な
発
見
を
し
て
い
く
も
の
だ
と
思
う
。
そ
う
は
言
っ
て

も
、
重
い
の
で
今
の
学
生
は
持
つ
の
を
嫌
が
る
。
す
ぐ
に
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
今
回
の
第

三
版
も
電
子
辞
書
化
を
一
応
考
え
て
い
る
。 

 

最
近
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
コ
ー
パ
ス
言
語
学
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
膨
大
な
量
の
新
聞
・
雑

誌
・
小
説
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
取
り
込
み
、
使
用
頻
度
な
ど
が
一
発
で
分
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
従

来
の
辞
書
だ
と
、
最
初
に
名
詞
が
来
て
次
に
動
詞
が
来
る
。
そ
の
名
詞
が
ほ
と
ん
ど
日
常
で
使
う
こ
と

が
な
く
て
も
、
ま
ず
名
詞
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
コ
ー
パ
ス
を
使
え
ば
、
頻
度
順
に
並
べ
る
こ
と
が
で

き
る
し
、
作
文
を
す
る
時
に
役
に
立
つ
情
報
も
色
々
と
得
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
コ
ー
パ
ス
の
活
用
が
、

今
英
語
の
辞
書
を
中
心
に
進
ん
で
い
る
が
、
中
国
語
辞
書
に
も
こ
の
波
が
押
し
寄
せ
て
き
て
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。 

 

辞
書
を
作
文
用
・
読
解
用
の
二
つ
に
分
け
る
と
す
れ
ば
、
『
中
日
大
辞
典
』
は
後
者
、
文
章
を
読
む

た
め
の
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
作
文
用
で
あ
れ
ば
文
法
説
明
も
必
要
だ
ろ
う
し
、
品
詞
も
明
記
す
べ

き
だ
と
思
う
。
今
の
多
く
の
辞
書
が
、
作
文
用
で
も
あ
り
読
解
用
で
も
あ
る
辞
書
を
目
指
し
て
い
る
が
、

実
際
に
は
中
途
半
端
で
あ
る
。
作
文
用
と
な
れ
ば
、
も
っ
と
徹
底
的
に
コ
ー
パ
ス
な
ど
を
利
用
し
な
い

と
、
実
際
に
使
う
場
合
に
困
る
。
そ
う
な
る
と
、
作
文
用
の
辞
書
は
今
後
別
の
形
を
と
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
。 

 

そ
れ
に
対
し
、
『
中
日
大
辞
典
』
は
読
む
た
め
の
辞
書
で
あ
る
。
こ
の
ス
タ
ン
ス
は
是
非
守
っ
て
い

き
た
い
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
語
彙
を
入
れ
、
最
終
的
に
こ
れ
を
引
け
ば
ど
ん
な
語
彙
で
も
載
っ
て
い

る
よ
う
に
し
た
い
。
紙
辞
書
で
は
限
界
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
限
界
を
他
の
方
法
で
解
決
す
る
。
そ
れ

が
可
能
で
あ
れ
ば
、
愛
知
大
学
が
考
え
る
一
番
理
想
的
な
中
国
語
辞
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
紙
辞
書

を
残
す
一
方
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
検
討
中
で
あ
る
。
初
版
や
増
訂
第
二
版
・
第
三
版
の
語
彙
が
全
部
見

ら
れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
一
番
使
い
や
す
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

も
の
も
大
学
と
し
て
検
討
し
て
、
将
来
に
備
え
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。 

 

二
〇
一
二
年
に
は
、
現
代
中
国
学
部
の
あ
る
愛
知
大
学
名
古
屋
校
舎
が
笹
島
に
移
る
。
笹
島
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
る
「
国
際
化
」
に
、
『
中
日
大
辞
典
』
が
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
う
。 

 

『
中
日
大
辞
典
』
に
は
長
い
歴
史
が
あ
る
。
一
九
三
三
年
の
語
彙
収
集
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
中
国
や
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日
本
の
数
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
今
回
第
三
版
が
出
せ
た
。
こ
の
伝
統
を
絶
や
し
て
は
い
け
な

い
と
強
い
責
任
を
感
じ
て
い
る
。
我
々
の
使
命
は
ま
だ
ま
だ
終
っ
て
い
な
い
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
も
含

め
て
将
来
を
見
据
え
、
愛
知
大
学
の
大
切
な
財
産
を
引
き
続
き
皆
様
方
に
ご
利
用
頂
け
れ
ば
と
思
う
。

そ
れ
を
通
じ
て
中
国
と
の
橋
渡
し
、
更
に
は
世
界
の
橋
渡
し
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。 

  〔
注
〕
第
三
〇
六
回
産
学
官
交
流
サ
ロ
ン
に
お
け
る
講
演
。
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ‐

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ 

 

２
０
１
０ 

ｖ
ｏ
ｌ
．
４
７ 

所
載
。 
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「
中
日
大
辞
典
」
第
３
版
の
刊
行 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

愛
知
大
学
名
誉
教
授 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

今 

泉 
 

潤 

太 

郎 

変
わ
る
中
国
の
現
状
を
反
映 

  

『
中
日
大
辞
典
』
第
３
版
が
こ
の
ほ
ど
出
版
さ
れ
た
。 

 

愛
知
大
学
が
編
纂
・
発
行
す
る
こ
の
辞
典
は
１
９
６
８
年
に
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
中
国

語
研
究
の
泰
斗
・
倉
石
武
四
郎
東
京
大
名
誉
教
授
が
寄
せ
た
推
薦
の
こ
と
ば
に
、
、
こ
ん
な
一
節
が
あ

る
。 

 

「
こ
の
辞
典
は
、
か
つ
て
日
中
両
国
の
あ
い
だ
に
介
在
し
、
数
奇
の
運
命
を
た
ど
っ
た
が
、
そ
れ
は

や
が
て
両
国
文
化
交
流
の
使
節
た
る
資
格
を
付
与
さ
れ
る
所
以
と
な
っ
た
」 

 

私
事
に
な
る
が
、
愛
知
大
学
を
卒
業
し
た
５
５
年
に
学
内
に
設
置
さ
れ
た
華
日
辞
典
編
纂
処
（
現
・

中
日
大
辞
典
編
纂
所
）
に
勤
め
た
こ
と
か
ら
、
私
の
人
生
は
定
ま
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

初
版
か
ら
第
３
版
ま
で
編
集
・
出
版
に
一
貫
し
て
参
与
し
た
関
係
者
は
今
で
は
私
の
み
と
な
っ
た
。
こ

の
辞
典
の
「
数
奇
な
運
命
」
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。 

 

接接
収収
ささ
れれ
たた
原原
稿稿
カカ
ーー
ドド  

  

２
０
世
紀
初
頭
、
中
国
関
係
の
人
材
養
成
の
た
め
の
高
等
教
育
機
関
が
上
海
に
設
立
さ
れ
た
。
東
亜

同
文
書
院
で
あ
る
（
後
に
大
学
に
昇
格
）。
そ
の
華
語
研
究
会
で
３
３
年
ご
ろ
か
ら
中
国
語
辞
典
の
刊

行
が
構
想
さ
れ
、
原
稿
カ
ー
ド
の
作
成
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
カ
ー
ド
は
戦
後
、
当
時
の
中
華
民
国
政

府
に
接
収
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
点
で
約
１
４
万
枚
に
及
ん
で
い
た
。 

 

敗
戦
で
引
き
揚
げ
た
東
亜
同
文
書
院
大
学
の
教
職
員
・
学
生
を
主
体
と
し
て
４
６
年
、
豊
橋
市
に
創

設
さ
れ
た
の
が
愛
知
大
学
で
あ
る
。
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
た
翌
５
０
年
、
愛
知
大
学
は
原
稿
カ

ー
ド
の
返
還
を
新
中
国
政
府
に
願
い
出
た
。
こ
の
年
６
月
に
は
朝
鮮
戦
争
が
起
こ
り
、
米
中
両
軍
が
つ

い
に
戦
火
を
交
え
る
に
至
っ
た
。
緊
迫
し
た
国
際
情
勢
の
下
、
わ
が
国
は
ま
だ
占
領
下
に
置
か
れ
、
中

華
人
民
共
和
国
と
は
国
交
も
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。 

 

愛
知
大
学
は
創
立
か
ら
日
も
浅
く
、
困
難
な
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
行
わ
れ
た
返
還

願
い
は
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
の
責
任
者
で
も
あ
っ
た
本
間
喜
一
学
長
の
並
々
な
ら
ぬ
責
任
感
と
強
い

決
意
の
現
れ
と
見
ら
れ
る
。 

 

返
還
の
要
望
は
、
日
本
中
国
友
好
協
会
の
内
山
完
造
理
事
長
を
通
し
て
中
国
科
学
院
の
郭
沫
若
院
長

ら
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
関
係
者
の
熱
意
と
尽
力
に
よ
り
、
カ
ー
ド
は
５
４
年
「
日
本
人
民
に
贈
呈
す

る
」
形
で
返
還
さ
れ
た
。 
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付
託
さ
れ
た
愛
知
大
学
で
は
、
華
語
研
究
会
の
責
任
者
で
あ
っ
た
鈴
木
擇
郎
教
授
が
委
員
長
と
な
っ

て
辞
典
編
纂
に
あ
た
っ
た
。
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
私
は
、
カ
ー
ド
の
整
理
作
業
に
追
わ
れ
た
。

１
３
年
に
わ
た
る
編
纂
の
結
果
、
『
中
日
大
辞
典
』
初
版
が
出
版
さ
れ
た
。
カ
ー
ド
の
作
成
か
ら
三
十

数
年
を
へ
て
辞
典
は
完
成
し
た
こ
と
に
な
る
。 

 

社
会
主
義
に
転
換
し
た
中
国
で
は
社
会
全
般
に
わ
た
る
大
変
革
が
進
み
、
言
語
の
様
相
を
一
変
さ
せ

て
い
た
。
例
え
ば
「
老
爺
」（
だ
ん
な
様
）
、「
太
太
」（
奥
様
）
は
「
愛
人
」（
夫
ま
た
は
妻
）
、「
同
志
」

に
変
わ
っ
た
。
『
中
日
大
辞
典
』
初
版
は
こ
の
変
化
に
対
応
し
て
、
簡
体
字
を
全
面
的
に
使
用
し
、
新

時
代
の
息
吹
が
伝
わ
る
本
格
的
な
中
国
語
辞
典
と
し
て
世
間
に
迎
え
ら
れ
た
。 

  

文文
革革
のの
新新
語語
収収
録録
しし
増増
訂訂  

  

し
か
し
、
中
国
で
は
６
６
年
か
ら
世
界
を
震
撼
さ
せ
る
文
化
大
革
命
が
起
こ
っ
て
い
た
。
文
革
も
ま

た
数
多
く
の
新
事
象
、
新
語
を
生
み
出
し
、「
開
門
辧
学
」（
社
会
に
出
て
学
ぶ
）
や
「
上
山
下
郷
」（
大

学
生
ら
が
農
山
村
に
定
住
す
る
）
が
叫
ば
れ
た
。
そ
の
終
焉
か
ら
１
０
年
後
の
８
６
年
に
出
版
さ
れ
た

増
訂
版
で
は
、
こ
れ
に
関
連
す
る
語
彙
も
多
数
収
め
ら
れ
、
初
版
に
も
増
し
て
中
国
事
典
的
な
性
格
を

も
つ
辞
書
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。 

 

今
度
出
版
し
た
第
３
版
は
、
「
改
革
・
開
放
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
目
覚
し
い
発
展
を
と
げ
る
中

国
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
全
面
的
に
内
容
を
見
直
し
た
最
新
の
中
国
語
辞
典
で
あ
る
。 

 

中
国
は
い
ま
や
「
高
技
術
」（
ハ
イ
テ
ク
）
産
業
社
会
に
突
入
し
、「
手
機
」（
携
帯
電
話
）
か
ら
「
私

家
車
」（
マ
イ
カ
ー
）
、「
緑
色
汽
車
」（
エ
コ
カ
ー
）
ま
で
も
の
が
当
た
り
前
に
な
り
、「
奥
運
」（
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
）
や
「
世
博
」
（
万
博
）
の
開
催
で
「
文
明
」（
マ
ナ
ー
）
が
問
題
と
さ
れ
る
。 

 

『
中
日
大
辞
典
』
は
現
在
ま
で
に
５
千
冊
以
上
が
中
国
へ
寄
贈
さ
れ
、
大
学
や
中
国
日
本
友
好
協
会
、

駐
日
中
国
大
使
館
な
ど
で
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。
「
日
中
友
好
の
船
、
文
化
交
流
の
懸
け
橋
」
と
呼

ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。
中
国
語
を
一
定
程
度
学
ん
だ
日
本
人
が
主
な
対
象
と
な
る
こ
の
辞
典
を
、
多
数

の
中
国
人
が
日
本
語
を
学
ぶ
学
生
時
代
に
愛
用
し
た
と
い
う
声
を
耳
に
す
る
た
び
、
大
い
に
意
を
強
く

し
て
い
る
。 

 

振
り
返
れ
ば
、
『
中
日
大
辞
典
』
は
ほ
ぼ
２
０
年
ご
と
に
版
を
新
た
に
し
て
き
た
。
今
後
、
情
報
の

多
重
化
、
媒
体
の
電
子
化
が
進
む
一
方
で
、
中
国
語
の
需
要
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し

た
状
況
に
も
十
分
対
応
で
き
る
辞
典
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
念
願
し
て
い
る
。 

    

〔
注
〕
朝
日
新
聞
夕
刊 

二
〇
一
〇
年
六
月
十
七
日
（
木
曜
日
）
所
載
。 
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著
者
に
聞
く

『
中
日
大
辞
典
』
を
改
訂 

 
 

編
集
主
幹 

今
泉
潤
太
郎
さ
ん 

愛
知
大
学
名
誉
教
授 

 

〝
文
化
交
流
の
架
け
橋
に
〟 

 

日
本
初
の
本
格
的
中
国
語
辞
典
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
『
中
日
大
辞
典
』
（
編
・
発
行
＝
愛

知
大
学
中
日
大
辞
典
編
纂
所
、
発
売
＝
大
修
館
書
店
）
の
第
３
版
が
、
十
数
年
に
お
よ
ぶ
改
訂
作
業
を

経
て
刊
行
さ
れ
た
。『
中
日
大
辞
典
』
は
〝
日
中
友
好
の
船
、
文
化
交
流
の
架
け
橋
〟
と
呼
ば
れ
、
日

中
関
係
者
の
尽
力
で
完
成
し
、
日
中
友
好
協
会
と
も
関
係
が
深
い
と
い
う
。
そ
の
辺
り
の
事
情
と
合
わ

せ
、
第
３
版
の
特
徴
を
編
集
主
幹
の
今
泉
潤
太
郎
・
愛
知
大
学
名
誉
教
授
に
う
か
が
っ
た
。 

   

中
日
大
辞
典
は
、
上
海
に
あ
っ
た
東
亜
同
文
書
院
（
愛
知
大
学
の
母
体
）
の
中
国
語
の
教
授
が
作
成

し
た
資
料
カ
ー
ド
が
元
に
な
っ
て
い
る
。
敗
戦
で
カ
ー
ド
は
国
民
政
府
に
接
収
さ
れ
た
が
、
戦
後
、
本

間
喜
一
・
愛
大
学
長
が
カ
ー
ド
返
還
を
中
国
の
新
政
府
に
願
い
出
た
。
内
山
完
造
・
協
会
理
事
長
、
郭

沫
若
・
中
国
科
学
院
長
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
の
尽
力
で
、
「
日
中
文
化
交
流
の
た
め
に
改
め
て
日

本
人
民
に
贈
る
」
と
い
う
異
例
の
取
り
扱
い
で
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
１
９
５
４
年
秋
、
カ
ー
ド

は
木
箱
に
梱
包
さ
れ
て
引
揚
船
・
興
安
丸
で
日
本
へ
運
ば
れ
た…

 

◇ 
 

本
間
学
長
は
日
中
友
好
協
会
発
起
人
の
一
人
で
し
た
。
５
０
年
、
協
会
の
発
起
人
会
で
本
間
学
長
が

顔
見
知
り
だ
っ
た
内
山
理
事
長
に
返
還
の
希
望
を
中
国
側
に
伝
え
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

島
田
政
雄
・
協
会
理
事
が
友
人
の
康
大
川
・
新
聞
総
署
日
本
課
長
（
「
人
民
中
国
」
初
代
編
集
長
）
に

伝
え
て
、
カ
ー
ド
の
保
管
場
所
を
突
き
と
め
ま
す
。
返
還
が
実
現
す
る
と
、
協
会
は
関
係
者
を
集
め
て

協
議
し
、
辞
典
完
成
に
熱
心
な
愛
大
に
そ
の
カ
ー
ド
を
委
託
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
私
が
愛
大
を

卒
業
し
た
５
５
年
に
華
日
辞
典
編
纂
処
が
開
設
さ
れ
、
私
の
指
導
教
授
だ
っ
た
鈴
木
擇
郎
先
生
が
編
集

委
員
長
に
な
ら
れ
た
の
で
す
。 

 

中中
国国
語語
版版
「「
広広
辞辞
苑苑
」」
にに  

 

中
日
大
辞
典
の
初
版
は
新
中
国
建
国
後
、
第
２
版
は
文
革
を
含
め
て
８
０
年
代
ま
で
、
そ
し
て
第
３

版
は
９
０
年
代
か
ら
２
０
０
８
年
ま
で
と
、
３
つ
の
大
き
な
時
代
を
反
映
し
て
い
ま
す
。
他
の
辞
典
に

比
べ
１
・
４
倍
ほ
ど
分
量
が
多
い
の
で
、
第
３
版
は
１
割
カ
ッ
ト
を
め
ざ
し
て
編
纂
し
、
結
果
的
に
５

パ
ー
セ
ン
ト
カ
ッ
ト
し
ま
し
た
。 

 

中
日
大
辞
典
が
め
ざ
し
て
い
る
の
は
中
国
語
版
「
広
辞
苑
」
で
、
大
学
院
生
な
ど
中
国
語
が
一
定
レ

ベ
ル
に
あ
る
人
が
、
近
代
以
降
の
文
献
を
読
む
時
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。
ま
た
、
科
学
技
術
関
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係
の
語
彙
を
で
き
る
だ
け
入
れ
た
の
で
、
中
国
と
関
わ
る
理
系
の
人
た
ち
に
も
使
っ
て
も
ら
い
た
い
。 

 

辞
典
に
対
す
る
〝
日
中
友
好
の
船
〟
と
い
う
呼
び
方
は
、
中
国
の
方
が
揮
毫
し
て
く
れ
ま
し
た
。（
原

稿
を
）
船
に
積
ん
で
持
ち
帰
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

 

長
く
編
纂
に
携
わ
っ
て
き
て
本
間
学
長
、
内
山
理
事
長
、
郭
沫
若
さ
ん
、
康
大
川
さ
ん
ら
（
日
中
友

好
と
中
日
大
辞
典
完
成
の
た
め
に
）
〝
井
戸
を
掘
っ
た
人
〟
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
ま
す

ね
。 

  

〔
注
〕
日
本
と
中
国 

第
２
０
５
５
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
二
十
五
日
）
所
載
。 
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東
亜
同
文
書
院 

記
念
賞
第
十
七
回
授
賞
式 

受
賞
者
挨
拶 

安
部 

悟
氏 

  

本
日
は
こ
の
よ
う
な
栄
え
あ
る
記
念
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
中
日
大
辞
典
編
纂
所
の
代
表
と
し

て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

先
ほ
ど
の
高
瀬
先
生
の
お
言
葉
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
１
９
３
３
年
に
東
亜
同
文
書
院
の
華

語
研
究
部
で
鈴
木
擇
郎
先
生
を
中
心
と
し
て
華
日
辞
典
の
編
纂
が
始
ま
り
ま
し
た
。
語
彙
カ
ー
ド
を

蒐
集
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
最
終
的
に
は
１
４
万
枚
ほ
ど
の
カ
ー
ド
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
日

本
の
敗
戦
で
接
収
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
多
く
の
方
々
の
ご
努
力
で
そ
れ
ら
が
戻
り
、
愛
知
大
学
で
編
纂
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
本
格
的
に
編
纂
が
開
始
さ
れ
る
の
が
１
９
５
５
年
で
、
こ
の
時
に
華
日
辞
典
編
纂
所
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
考
え
ま
す
と
今
の
中
日
大
辞
典
編
纂
所
は
５
６
年
目
に
入
る
わ
け
で
、
か
な

り
長
い
歴
史
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

そ
の
中
で
６
８
年
に
初
版
を
出
し
、
８
６
年
に
は
第
２
版
、
８
７
年
に
は
増
訂
第
２
版
と
い
う
形

で
版
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
そ
の
中
心
と
な
ら
れ
た
鈴
木
擇
郎
先
生
や
今
泉
潤
太

郎
先
生
の
ご
努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
本
当
に
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

編
纂
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
、
何
と
か
第
３
版
を
出
す
事
が
で
き
、
私
も
非

常
に
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
正
直
ほ
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

あ
こ
の
第
３
版
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
考
え
ら
れ
る
我
々
の
力
を
す
べ
て
そ
の
中
に
注
ぎ
込
ん
だ
つ

も
り
で
お
り
ま
す
。
辞
書
と
い
う
の
は
厚
さ
に
制
約
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
あ
れ
以
上
厚
く
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
今
回
の
辞
典
編
纂
の
中
で
一
番
苦
労
し
ま
し
た
の
は
、
前
回
の
改
訂
以
後
新
し
い

語
彙
が
飛
躍
的
に
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
よ
う
に
、
改
革
開
放
路
線
以
降
の
中
国
の
変
化
は
目
ま
ぐ
る
し
い
も
の
が
ご

ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
中
で
中
国
語
の
語
彙
も
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
新
し
い
語
彙
を

い
か
に
取
り
込
ん
で
い
く
の
か
と
い
う
の
が
非
常
に
大
き
な
問
題
で
あ
り
ま
し
た
。
新
し
い
も
の
が

出
た
の
な
ら
古
い
も
の
は
捨
て
た
ら
い
い
と
い
う
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
辞
書
は
や
は
り
ど
う

し
て
も
必
要
な
語
彙
と
い
う
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
初
版
本
で
言
い
ま
す
と
少
し
古
い
時
代
の
語
彙

が
た
く
さ
ん
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。
増
訂
第
２
版
で
は
、
文
化
大
革
命
中
の
語
彙
が
か
な
り
含
ま
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
語
彙
を
ど
の
よ
う
に
残
し
て
新
し
い
語
彙
を
入
れ
て
い
く
の
か
と
い
う
の

が
非
常
に
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
編
集
主
幹
の
今
泉
先
生
の
ご

判
断
で
、
本
当
に
き
ち
っ
と
し
た
形
、
つ
ま
り
古
い
も
の
で
も
残
す
べ
き
も
の
は
残
す
、
ど
う
し
て

も
必
要
な
新
し
い
も
の
は
入
れ
る
と
い
う
考
え
の
も
と
、
今
回
の
第
３
版
は
作
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 
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華
日
辞
典
編
纂
所
は
１
９
５
５
年
に
で
き
て
お
り
ま
す
が
、
私
も
実
は
１
９
５
５
年
生
ま
れ
で
、

中
日
大
辞
典
編
纂
所
と
同
じ
年
を
経
て
き
て
お
り
、
こ
れ
も
何
か
の
ご
縁
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
豊
橋
に
ご
ざ
い
ま
し
た
編
纂
所
が
２
０
０
３
年
に
名
古
屋
校
舎
の
ほ
う
に
移
転
い
た
し
ま
し

て
、
私
は
そ
の
時
か
ら
所
長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

た
だ
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
第
３
版
の
出
版
は
編
集
主
幹
の
今
泉
先
生
の
お
力
に
負
う

と
こ
ろ
が
多
い
で
す
し
、
今
回
は
こ
れ
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
を
代
表
し
て
い
た
だ

い
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
我
々
は
、
東
亜
同
文
書
院
か
ら
の
伝
統
を
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
し
っ
か
り
頑
張
っ
て

や
っ
て
い
け
と
い
う
励
ま
し
の
お
言
葉
だ
ろ
う
と
私
は
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
来
年
か
ら
笹
島
に
移

転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
諸
先
輩
方
や
多
く
の
先
生
方
の
ご
努
力
を
引
き
継
い

で
、
さ
ら
に
発
展
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

宮
田
一
郎
氏
挨
拶
（
４
１
期
） 

 

中
日
大
辞
典
の
第
３
版
が
出
ま
し
た
。
辞
書
の
編
纂
は
大
事
業
で
す
。
中
日
大
辞
典
の
第
１
版
が
出

た
当
時
、
日
本
に
あ
れ
だ
け
の
規
模
・
内
容
の
辞
典
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
は
匹
敵
す
る
よ

う
な
も
の
が
幾
つ
か
出
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
改
訂
版
を
出
し
た
も
の
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ポ
ケ
ッ

ト
辞
典
ク
ラ
ス
で
は
あ
り
ま
す
が
・
・
・
。
こ
の
中
で
こ
の
４
０
年
ほ
ど
の
間
に
２
回
も
改
訂
版
を
出

し
た
と
い
う
の
は
、
愛
知
大
学
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ
ど
に
大
変
な
事
業
で
あ
り
ま
し
て
、
愛

知
大
学
の
皆
さ
ま
が
払
わ
れ
た
ご
努
力
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

か
つ
て
辞
書
を
１
冊
出
す
の
に
、
一
人
は
命
を
縮
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
内
山
雅
夫
先
生

の
訃
報
を
耳
に
し
た
と
き
、
こ
の
こ
と
が
わ
た
く
し
の
脳
裏
に
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
先
生
は
書
院
３
４
期
、

も
と
も
と
丈
夫
な
お
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中
日
大
辞
典
の
完
成
の
た
め
命
を
縮
め
ら
れ
た

と
、
わ
た
く
し
は
い
ま
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。
辞
典
編
纂
の
こ
ろ
、
鈴
木
擇
郎
先
生
に
お
会
い
す
る
と
、

「
内
山
君
が
頑
固
で
ね
ぇ
・
・
・
」
と
よ
く
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
つ
の
親
文
字
に
い
く
つ
意

味
を
立
て
る
か
な
ど
で
、
師
弟
の
間
で
き
び
し
い
や
り
と
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
学
問
を
語
る
と
き

の
内
山
先
生
の
き
び
し
い
お
顔
、
「
内
山
君
が
ね
ぇ
・
・
・
」
と
ぐ
ち
り
な
が
ら
、
愛
弟
子
に
目
を
細

め
て
お
ら
れ
る
鈴
木
先
生
の
温
容
が
い
ま
も
目
に
浮
ん
で
来
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
先
生
が
た
の
志
が
愛
知
大
学
に
よ
っ
て
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に
、
書
院
同
窓

と
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

〔
注
〕
滬
友
会 

基
金
会
に
ゅ
ー
す
第
１
２
号 

二
〇
一
一
年
三
月
所
載
。 
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平平成成２２２２年年度度東東亜亜同同文文書書院院記記念念賞賞・・愛愛知知大大学学同同窓窓会会最最優優秀秀奨奨励励賞賞  

受受賞賞記記念念講講演演会会  

  
  
この度、愛知大学中日大辞典編纂所は、『中日大辞典』第三版の刊行 (2010 年 2 月)と初版

刊行以来の長年にわたる改訂作業に対して、平成 22 年度東亜同文書院記念賞および愛知大

学同窓会最優秀奨励賞を受賞いたしました。これを記念し、前身の華日辞典編纂処創設以来

50 年以上一貫して辞書編纂に携わってこられた今泉潤太郎先生と、『中日大辞典』第三版刊

行にご尽力いただいた顧明耀先生をお招きし、記念講演会を開催する運びとなりました。み

なさま是非ご来聴下さいますようお願い申し上げます。  
 
 

日時：２０１１年４月９日（土）１５：００～１７：００  
  場所：愛知大学車道校舎３階コンベンションホール  
  主催：愛知大学中日大辞典編纂所 
【講演会】  
  挨拶  佐藤元彦（愛知大学学長） 
      安部 悟（中日大辞典編纂所所長）  
  講演      
    「中日大辞典編纂所の歴史―書院から愛大へ― 」 
      今泉潤太郎（『中日大辞典』第三版編集主幹）  
   
    「『中日大辞典』第三版について」 
      顧 明耀 （ 『中日大辞典』第三版編集委員）    
 

※参加費・申込み不要  
  

８‒４ｂ(6)
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『中日大辞典』第三版 

 

金 子 眞 也 

 

 1968 年に『中日大辞典』が初めて刊行された当時、親字は 7876字（併記されている

繁体字・異体字を入れると 11,195字）、1987年の『増訂第二版』が 8812字（同 13,166

字）であった。今回の『第三版』は 8921字（同 13,840字）であるから、親字の数は前

回より若干増えている。 

 愛知大学中日大辞典編纂所ウェブサイト（http://leo.aichi-u.ac.jp/~jiten/）と『第

三版』「凡例」によると、2009 年 8 月 12 日に、中国の教育部・国家語言文字工作委員

会が発表した《通用规范汉字表》の中に、本辞典に未収録の漢字があり、詳細について

はウェブサイトで対応するとのことである。《通用规范汉字表》じたいが“征求意见稿”

という位置づけであることを考えると、《通用规范汉字表》についてウェブサイト対応

としたことは、妥当な判断であると評者は考える。 

 『第三版』の特徴は、ひとことで言うと「利便性の増大」にある。初心者にもなじみ

やすい作りに変わった。項目に分ければ五つ。 

 まず、第一に、「メリハリがあって内容を追いやすいレイアウト」があげられよう。

これは、辞書をつい読み込んでしまう老眼の評者にとっても、ありがたいことだ。 

 第二に、「発音ごとに別々に立てた見出し」をあげよう。“得”を引く場合、“dé”は

“dé”、“děi”は“děi”で引く。好みが分かれるかもしれないが、初心者にはこの方が

便利だ。 

 第三は、「調べやすくするための工夫」である。たとえば“不好意思”は単独で見出

し項目としてあがっているほか、“好意思”で引いた場合でも、語釈と例文を読めば、

“不好意思”の意味がたどれるよう作られている。ちなみに、本書の“不好意思”のピ

ンイン表記は、bù と hǎoyìsi の二つに分けない bùhǎoyìsi で、2004 年の《现代汉语

规范词典》、2010年の同第二版と同じ表記になっている。 

 第四は、「財布にやさしい値段」である。税別 8,600 円で、学習者からみたら決して

安いとはいえないものの、20 年以上前の『増訂第二版』がつい先日まで同じ値段で売

られていたことを考えると、相対的に言ってすいぶん安くなった。評者などは、「『中日

大辞典』も安くなったものだなぁ」という感慨を禁じ得ない。 

 第五は、「中国の現状への対応」である。“公交车”“动车组”“八卦”（ゴシップ）な

ど新語・俗義はもちろん、“和谐”を引くと“和谐社会”が用例に出てくるなど、なか

なか頑張っている。 

レイアウトを見やすくし語彙を増やした分、どこか減らさなければならないのは、自

然な道理だ。『第三版』から外された例として、“二位”（二人を表す尊称）をあげてお

８‒４ｃ
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く。こういう外国人に分りにくい敬意の表現が省かれたのは残念である。 

最後に、ひとこと。紙の辞書には「読み進む楽しさ」があり、電子媒体には「例文検

索の便」がある。『第三版』が早期に電子化され、紙と電子媒体の両方で『第三版』が

楽しめる日が来ることを、評者は強く望んでいる。 

 

〔注〕「漢字文献情報処理研究」 第 11号（2010）所載。 
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中
国
連
携 

辞
書
に
結
実
し
た
東
亜
同
文
書
院
の
偉
業 

中
日
大
辞
典
編
纂
所 

  

概
要 

 

愛
知
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
亜
同
文
書
院
の
華
語
研
究
会
で
は
、
１
９
３
３
年
ご
ろ
か
ら
華
日
辞
典

編
集
の
た
め
の
原
稿
カ
ー
ド
作
り
が
行
わ
れ
て
い
た
。
敗
戦
ま
で
１
４
万
の
カ
ー
ド
が
作
成
さ
れ
た
が
、

こ
れ
ら
の
成
果
物
は
中
華
民
国
に
接
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
愛
知
大
学
創
立
後
、
本
間
喜
一
学
長
は
鈴

木
擇
郎
教
授
（
同
文
書
院
、
華
語
研
究
会
の
責
任
者
）
に
相
談
し
、
原
稿
カ
ー
ド
の
返
還
を
中
華
人
民

共
和
国
に
要
請
。
働
き
か
け
が
実
り
、
カ
ー
ド
は
１
９
５
４
年
９
月
に
返
還
さ
れ
た
。
関
係
者
が
協
議

の
結
果
、
こ
の
カ
ー
ド
は
愛
知
大
学
に
付
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
翌
年
４
月
に
華
日
辞
典
編
纂
処
が

開
設
、
「
中
日
大
辞
典
」
編
纂
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
中
国
語
の
変
化
も
激
し
く
、
カ
ー
ド
は

一
か
ら
作
成
し
直
す
こ
と
に
。
１
３
年
の
年
月
を
か
け
、
１
９
６
８
年
、
愛
知
大
学
「
中
日
大
辞
典
」

が
刊
行
さ
れ
た
。 

 

１
３
年
を
か
け
た
初
版
刊
行
の
労
苦 

 

初
版
「
中
日
大
辞
典
」
は
、
本
学
の
創
立
２
０
周
年
の
記
念
刊
行
物
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
我
が
国

初
の
本
格
的
中
国
語
辞
典
と
し
て
大
き
な
評
価
を
得
、
出
版
の
翌
年
に
は
中
日
文
化
賞
を
授
与
さ
れ
た
。 

 

刊
行
ま
で
の
華
日
辞
典
編
纂
処
（
編
集
委
員
長
鈴
木
擇
郎
、
編
集
主
幹
内
山
雅
夫
ら
）
の
労
苦
は
も

ち
ろ
ん
、
本
間
名
誉
学
長
も
刊
行
実
現
の
た
め
に
労
苦
を
尽
く
さ
れ
た
。
大
学
と
は
別
機
関
の
「
華
日

辞
典
刊
行
会
」
を
設
立
し
、
刊
行
を
見
通
し
て
印
刷
費
原
資
の
確
保
の
た
め
に
奔
走
さ
れ
た
。 

 

な
お
カ
ー
ド
の
返
還
に
は
、
文
学
者
、
文
字
学
者
、
歴
史
学
者
と
し
て
著
名
な
郭
沫
若
先
生
に
多
大

な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
。
中
国
初
の
訪
日
学
術
代
表
団
が
来
日
し
た
時
に
は
、
郭
沫
若
先
生
を
招

待
し
た
が
、
こ
れ
が
本
学
に
お
け
る
国
際
交
流
事
業
の
端
緒
と
な
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。 

 

文
革
と
改
革
開
放
を
経
た
第
２
版 

 

初
版
刊
行
後
、
辞
書
編
纂
処
は
一
旦
解
散
し
た
が
、
１
９
６
６
年
か
ら
始
ま
っ
た
文
化
大
革
命
に
よ

り
、
多
数
の
新
た
な
語
彙
が
登
場
し
、
対
応
を
迫
ら
れ
た
。
郭
先
生
の
尽
力
に
よ
り
、
文
革
さ
な
か
の

１
９
７
３
年
、
辞
書
編
集
関
係
者
に
よ
る
愛
知
大
学
学
術
代
表
団
が
訪
中
し
、
南
開
大
学
・
北
京
大
学
・

復
旦
大
学
で
「
中
日
大
辞
典
」
座
談
会
を
開
催
。
種
々
の
指
摘
や
提
案
を
受
け
た
こ
と
を
契
機
に
、
辞

典
編
纂
処
の
再
開
が
決
定
さ
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
中
国
で
は
文
化
大
革
命
を
経
て
改
革
開
放
政
策
を
導
入
、
次
々
と
新
語
が
登
場
し
た
。
こ
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の
た
め
内
容
の
全
面
的
見
直
し
を
進
め
た
結
果
、
１
０
年
以
上
の
歳
月
を
費
や
し
１
９
８
６
年
に
大
修

館
書
店
よ
り
第
２
版
が
、
さ
ら
に
翌
８
７
年
、
簡
化
字
総
表
な
ど
の
追
加
訂
正
に
よ
る
増
補
第
２
版
が

刊
行
さ
れ
た
。 

 

な
お
、
１
９
９
４
年
に
は
辞
書
カ
ー
ド
返
還
４
０
周
年
を
記
念
し
て
中
国
日
本
友
好
協
会
に
贈
っ
た

１
０
０
０
冊
を
含
め
、
初
版
以
来
、
５
０
０
０
冊
が
中
国
に
贈
呈
さ
れ
た
。 

 

中
日
大
辞
典
編
纂
所
と
改
称 

 

２
０
０
３
年
に
名
古
屋
校
舎
（
現
み
よ
し
市
）
に
編
纂
処
が
移
転
、
中
日
大
辞
典
編
纂
所
と
改
称
。

辞
典
内
容
の
見
直
し
の
た
め
、
中
日
大
辞
典
新
版
編
集
委
員
会
が
発
足
し
た
。
編
集
委
員
長
に
安
部
悟
、

編
集
主
幹
に
今
泉
潤
太
郎
が
就
任
し
、
第
３
版
の
編
集
が
開
始
さ
れ
、
２
０
１
０
年
２
月
、
大
学
創
立

６
０
周
年
記
念
と
し
て
、
２
０
年
ぶ
り
に
第
３
版
「
中
日
大
辞
典
」
が
発
行
さ
れ
た
。 

 

最
新
の
研
究
結
果
を
取
り
入
れ
、
内
容
の
全
面
的
な
改
訂
が
な
さ
れ
た
。
同
窓
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
献
身
的
に
協
力
し
、
多
数
の
新
語
資
料
を
提
供
し
た
こ
と
も
特
筆
に
値
す
る
。 

  

第
３
版
の
主
な
特
徴 

① 

収
録
親
字
数
は
１
万
４
０
０
０
。
親
文
字
に
は
繁
体
字
（
旧
体
字
）
・
異
体
字
を
併
記
。 

② 

一
般
語
彙
は
も
ち
ろ
ん
、
文
語
・
古
白
話
・
方
言
・
成
語
・
慣
用
句
か
ら
新
語
ま
で
、
幅
広
く
豊

富
に
収
録
し
て
い
る
。 

③ 

語
釈
は
正
確
で
、
例
文
は
常
用
さ
れ
る
典
型
的
な
も
の
を
多
数
収
録
。
語
釈
・
例
文
中
の
多
音
字

に
は
適
宜
、
読
み
（
ピ
ン
イ
ン
）
を
示
す
。 

④ 

文
法
説
明
を
豊
富
に
取
り
入
れ
、
同
義
語
・
反
義
語
な
ど
を
示
す
と
共
に
、
語
の
硬
軟
・
褒
貶
な

ど
に
も
十
分
に
配
慮
。 

⑤ 

中
国
特
有
の
百
科
項
目
も
ふ
ん
だ
ん
に
収
録
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
詳
細
な
解
説
を
施
す
。 

⑥ 

部
首
索
引
、
日
本
語
索
引
、
付
録
１
３
点
。 

  

こ
れ
か
ら
の
姿 

電
子
化
と
用
途
別
の
２
つ
の
将
来
像 

 

電
子
辞
書
や
電
子
書
籍
の
普
及
が
本
格
化
し
、
辞
書
の
世
界
は
変
革
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
「
中

日
大
辞
典
」
も
例
外
で
は
な
く
、
電
子
化
も
一
つ
の
将
来
像
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

「
中
日
大
辞
典
」
の
大
き
な
特
長
に
、
も
と
も
と
非
常
に
多
く
の
語
彙
を
収
録
す
る
「
百
科
事
典
的
」

と
い
う
要
素
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
多
様
な
検
索
を
容
易
に
す
る
コ
ー
パ
ス
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る

検
索
が
可
能
な
大
量
の
言
語
デ
ー
タ
）
化
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。 

 

ま
た
、
紙
媒
体
で
は
紙
面
の
制
約
で
削
除
さ
れ
て
い
た
語
彙
も
、
デ
ジ
タ
ル
化
す
れ
ば
無
限
大
に
収
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録
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
第
１
版
・
第
２
版
も
含
め
た
「
串
刺
し
検
索
」
も
可
能
に
な
れ
ば
、
そ
の

時
代
ご
と
に
即
し
た
語
彙
を
選
ぶ
こ
と
も
可
能
と
な
る
。 

 

そ
れ
と
は
逆
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
編
纂
所
の
今
ま
で
の
蓄
積
を
活
用
し
、
例
え
ば
「
古
典
」「
汎

用
」
「
表
現
」
と
い
っ
た
、
用
途
別
の
「
中
日
大
辞
典
」
の
登
場
を
期
待
す
る
声
も
あ
る
。
こ
ち
ら
も

一
つ
の
将
来
像
と
し
て
検
討
し
た
い
。 

  

〔
注
〕
愛
大
『
同
窓
会
報
』N

O
.106

（
二
〇
一
〇
年
六
月
一
日
）
所
載
。 
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知
を
愛
し
人
を
育
み 

―
愛
知
大
学
物
語―

 
 

（
八
八
～
九
二
、
一
〇
〇
、
一
〇
一
） 

和 

木 

康 

光 
 

宿
願
の
『
中
日
大
辞
典
』 

  

愛
知
大
学
が
『
中
日
大
辞
典
』
の
編
纂
に
か
か
っ
た
の
は
一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
か
ら
だ
っ
た

が
、
そ
の
源
流
は
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
頃
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の
頃
、
東
亜
同
文
書
院
で
『
華

日
辞
典
』
を
編
纂
す
る
た
め
原
稿
カ
ー
ド
の
作
成
を
始
め
た
。
そ
の
作
業
は
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）

年
半
ば
ま
で
に
カ
ー
ド
約
十
四
万
語
を
集
め
、
整
理
も
済
ま
せ
て
出
版
準
備
を
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。

だ
が
、
こ
こ
で
終
戦
。
原
稿
カ
ー
ド
は
中
国
側
に
接
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
く
れ
ぐ

れ
も
散
逸
し
な
い
よ
う
に
」…

学
長
だ
っ
た
本
間
ら
大
学
関
係
者
は
こ
れ
を
大
き
な
木
箱
五
つ
に
入
れ

て
保
管
を
依
頼
し
、
心
を
残
し
な
が
ら
引
き
揚
げ
た
。 

 

日
本
に
引
き
揚
げ
た
東
亜
同
文
書
院
大
学
を
中
心
と
し
た
学
生
、
教
授
に
よ
っ
て
愛
知
大
学
が
創
立

さ
れ
た
。
し
か
し
、『
華
日
辞
典
』
の
編
纂
は
途
絶
え
た
ま
ま
。
い
つ
し
か
八
年
が
経
っ
て
し
ま
っ
た
。

本
間
は
こ
の
途
絶
を
惜
し
ん
で
、
当
時
の
関
係
者
で
あ
っ
た
小
岩
井
浄
、
鈴
木
擇
郎
ら
の
教
授
と
相
談
、

辞
典
原
稿
を
何
と
か
返
し
て
も
ら
い
出
版
し
よ
う
と
諮
り
、
中
国
側
に
返
還
を
申
し
出
る
こ
と
に
し
た
。 

 

「
接
収
さ
れ
た
東
亜
同
文
書
院
大
学
で
手
が
け
て
い
た
華
語
辞
典
の
原
稿
を
改
正
し
、
中
日
文
化
交

流
に
使
用
し
た
い
か
ら
原
稿
資
料
カ
ー
ド
を
返
し
て
ほ
し
い
」 

 

日
中
友
好
協
会
を
通
じ
て
中
華
人
民
共
和
国
政
務
院
科
学
委
員
長
の
郭
沫
若
ら
に
連
絡
し
た
。
す
る

と
、
や
や
し
ば
ら
く
し
て
中
国
側
か
ら
反
応
が
あ
っ
た
。 

 

「
あ
り
場
所
を
調
べ
る
た
め
に
手
間
ど
っ
た
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と
分
か
っ
た
。
返
還
を
正
式
に
申

請
す
る
よ
う
に
」 

 

カ
ー
ド
類
は
中
国
内
戦
な
ど
で
散
逸
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
半
ば
諦
め
か
け
て
い
た
本
間
ら

の
喜
び
は
ひ
と
し
お
だ
っ
た
。
さ
っ
そ
く
手
続
き
を
し
、
原
稿
カ
ー
ド
を
取
り
戻
し
た
。
そ
れ
が
一
九

五
四
（
昭
和
二
十
九
）
年
十
二
月
。
こ
れ
を
う
け
て
愛
知
大
学
で
は
、
簡
略
文
字
な
ど
激
変
す
る
戦
後

の
中
国
語
の
変
化
を
取
り
入
れ
な
が
ら
『
中
日
大
辞
典
』
の
編
纂
事
業
を
行
う
こ
と
に
し
、
十
余
年
を

経
て
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
、
『
中
日
大
辞
典
』
初
版
が
出
版
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。 

 

『
中
日
大
辞
典
』
は
、
一
定
の
中
国
語
の
学
力
を
も
つ
日
本
人
が
中
国
の
新
聞
・
雑
誌
・
一
般
書
を

読
む
場
合
に
役
立
つ
辞
書
、
い
わ
ば
『
広
辞
苑
』
の
中
国
語
版
を
目
指
し
た
と
あ
っ
て
、
中
国
の
政
経

時
事
・
科
学
技
術
用
語
か
ら
方
言
・
成
語
・
俗
語
・
諺
語
・
古
語
に
及
ぶ
語
彙
（
ご
い
）
十
三
万
余
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
Ｂ
６
判
、
総
ペ
ー
ジ
二
千
百
二
十
三
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
大
冊
。 

 

こ
う
し
た
本
格
的
な
中
国
語
関
係
の
辞
典
刊
行
に
反
響
は
大
き
く
、
画
期
的
な
中
国
語
辞
典
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
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「
語
彙
は
政
治
、
科
学
用
語
か
ら
方
言
、
成
語
、
諺
、
古
語
に
及
び…

読
者
に
親
切
な
編
集
で
あ
る
」

（
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
） 

 

「
こ
の
辞
典
の
出
版
に
よ
っ
て
、
日
本
は
中
国
に
関
し
て
世
界
の
学
界
に
誇
り
う
る
金
字
塔
を
建
て

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
」
（
毎
日
新
聞
記
事
） 

 

マ
ス
コ
ミ
に
も
好
評
だ
っ
た
。
中
日
新
聞
社
は
、
そ
の
文
化
的
意
義
を
認
め
て
、
一
九
六
八
（
昭
和

四
十
三
）
年
度
中
日
文
化
賞
を
『
中
日
大
辞
典
』
編
集
グ
ル
ー
プ
に
贈
っ
た
。 

 

国
際
的
な
評
価
も
高
か
っ
た
。 

 

中
国
カ
ー
ド
返
還
に
か
か
わ
っ
た
一
人
、
中
国
科
学
院
長
・
郭
沫
若
（
か
く
ま
つ
じ
ゃ
く
）
は
、
辞

典
編
纂
に
励
む
愛
知
大
学
を
激
励
す
る
た
め
「
激
濁
揚
清
」
と
い
う
書
を
し
た
た
め
、
辞
典
編
纂
中
の

一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
年
、
折
か
ら
訪
中
し
た
豊
橋
市
長
で
あ
り
愛
知
大
学
理
事
で
も
あ
る
河
合

陸
郎
（
ろ
く
ろ
う
）
に
托
し
た
。
そ
れ
は
「
濁
ヲ
激
シ
テ
清
ヲ
揚
グ
」―

語
彙
の
大
海
か
ら
基
準
と
な

る
べ
き
詞
語
を
採
る―

と
い
う
意
を
表
し
た
も
の
で
、
中
国
側
で
も
『
中
日
大
辞
典
』
へ
の
期
待
が
高

い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。 

 

大
学
は
中
日
友
好
協
会
へ
、
こ
れ
ま
で
の
好
意
に
感
謝
の
意
を
こ
め
て
千
二
百
部
贈
呈
し
た
が
、
こ

れ
が
中
国
各
地
へ
送
ら
れ
、
広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

辞
書
は
中
国
以
外
に
も
、
ア
ジ
ア
研
究
で
著
名
な
世
界
各
国
の
大
学
の
図
書
館
に
贈
呈
し
た
が
、
こ

れ
ら
の
大
学
で
も
学
究
者
の
間
で
極
め
て
有
用
な
中
国
文
献
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
〝
ア
イ
チ
ダ

イ
ガ
ク
〟
の
名
は
国
際
的
に
広
ま
り
、
掛
値
な
し
に
〝
世
界
に
誇
る
『
中
日
大
辞
典
』
〟
の
レ
ッ
テ
ル

が
張
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

『
中
日
大
辞
典
』
は
そ
の
後
、
増
訂
版
が
出
さ
れ
て
い
く
。 

 

改
訂
版
編
集
に
一
応
の
目
処
が
つ
い
た
の
は
改
訂
作
業
開
始
後
、
十
年
の
歳
月
が
経
過
し
た
一
九

八
四
（
昭
和
五
十
九
）
年
の
こ
と
。
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
二
月
に
『
中
日
大
辞
典 

増
訂

版
』
が
誕
生
し
た
。
増
訂
版
は
本
文
二
千
五
百
二
十
ペ
ー
ジ
、
索
引
を
加
え
る
と
総
ペ
ー
ジ
数
二
千

七
百
六
十
五
ペ
ー
ジ
と
厚
み
を
増
し
た
。 

 

増
訂
版
は
一
万
七
千
部
刷
っ
た
。
と
こ
ろ
が
売
れ
足
は
速
く
、
一
年
の
う
ち
に
残
部
三
千
部
を
切

る
、
ま
さ
に
「
飛
ぶ
よ
う
な
勢
い
」
に
、
翌
年
、
一
万
部
増
刷
し
た
。 

 

こ
う
し
て
多
く
の
研
究
者
・
実
務
家
・
学
生
に
長
年
愛
用
さ
れ
て
き
た
が
、
日
中
関
係
の
進
展
と

と
も
に
国
内
外
で
多
種
多
様
な
辞
典
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
中
、
さ
ら
に
『
中
日
大
辞
典
』
の
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
、
名
古
屋
（
三
好
）
校
舎
に
「
中
日
大
辞
典
編
纂
所
」
を
移
し
て
、
第
三

版
の
編
纂
に
取
り
組
ん
だ
。 

 

そ
し
て
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
刊
行
の
「
増
訂
第
二
版
」
か
ら
数
え
て
二
十
数
年
ぶ
り
の

改
訂
と
し
て
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
二
月
に
「
第
三
版
」
が
刊
行
さ
れ
た
。 

 

「
第
三
版
」
で
は
、
新
語
の
追
録
や
フ
ォ
ン
ト
を
よ
り
読
み
や
す
い
も
の
に
変
更
す
る
な
ど
、
よ

り
使
い
良
い
辞
書
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
「
第
三
版
」
の
刊
行
に
つ
い
て
、
神
戸
市
外
国
語
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
こ
ん
な
記
述
が
さ
れ
て
い
る
。 
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「
こ
の
『
愛
知
大
学 

中
日
大
辞
典
』
は
、
中
国
語―

日
本
語
辞
典
で
は
数
少
な
い
、
普
通
話
や

方
言
だ
け
で
な
く
文
語
や
古
語
も
引
く
こ
と
が
で
き
る
辞
典
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
研
究
者
・
実
務

家
・
学
生
の
方
々
に
長
年
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。」 

 

「
こ
の
『
愛
知
大
学 

中
日
大
辞
典
』
は
、
中
国
語
と
中
国
を
、
よ
り
広
く
深
く
知
り
そ
し
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
最
良
の
辞
書
の
一
つ
で
す
。」 

 

「
現
在
、
大
学
等
で
中
国
語
を
学
ん
で
い
る
学
生
さ
ん
、
そ
し
て
仕
事
で
中
国
語
の
読
み
書
き
会

話
や
翻
訳
等
を
し
て
お
ら
れ
る
方
に
は
、
ぜ
ひ
お
手
元
に
一
冊
『
愛
知
大
学 

中
日
大
辞
典 

第
三

版
』
を
持
っ
て
お
か
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
中
国
語
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
仕
事
に
、
大
い
に

役
立
つ
一
冊
で
す
。」 

 

こ
れ
ま
た
、
的
確
な
評
価
の
も
と
『
中
日
大
辞
典
』
の
今
日
的
な
存
在
意
義
を
し
っ
か
り
捉
え
た

紹
介
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

『
中
日
大
辞
典
』
の
出
版
は
、
愛
知
大
学
の
中
国
研
究
の
業
績
に
お
い
て
一
つ
の
金
字
塔
を
な
す

も
の
だ
が
、
大
学
史
上
、
そ
の
後
の
国
際
交
流
に
大
き
く
扉
を
開
き
、
画
期
的
な
進
展
を
み
せ
て
い

く
契
機
と
な
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。 

 

「
資
料
カ
ー
ド
を
快
く
返
し
て
く
れ
た
う
え
、
そ
の
後
の
資
料
提
供
な
ど
中
国
の
好
意
に
感
謝
せ

ざ
る
を
え
な
い
。
辞
典
編
集
の
た
め
に
約
五
千
万
円
の
経
費
が
か
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
辞
典
の
収
益

で
ま
か
な
う
つ
も
り
は
な
い
。
辞
典
の
売
り
上
げ
は
出
版
社
の
経
費
を
差
し
引
き
、
す
べ
て
を
日
中

友
好
基
金
に
す
る
こ
と
を
大
学
と
し
て
決
め
た
」 

 

一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
二
月
八
日
、
豊
橋
校
舎
で
『
中
日
大
辞
典
』
出
版
披
露
の
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
い
た
時
、
本
間
名
誉
学
長
が
発
表
し
た
こ
の
〝
基
金
〟
は
、
日
本
と
中
国
の
交
流
な
ど
に

役
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

大
学
で
は
、
そ
の
後
、
郭
沫
若
を
通
じ
て
、
中
国
側
に
愛
知
大
学
学
術
代
表
団
の
派
遣
を
要
望
す

る
な
ど
、
交
流
の
実
現
に
努
め
る
が
、
そ
の
努
力
は
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
九
月
に
田
中
角

栄
首
相
が
訪
中
し
、
日
中
国
交
正
常
化
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
実
現
を
見
る
。 

 

翌
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
、
中
国
側
か
ら
「
南
開
・
北
京
・
復
旦
三
大
学
に
愛
知
大
学
代

表
団
を
受
け
入
れ
る
」
と
い
う
招
聘
状
が
届
い
た
。
愛
知
大
学
で
は
辞
典
刊
行
委
員
会
で
鈴
木
擇
郎

団
長
は
じ
め
四
名
の
派
遣
を
決
定
し
、
三
週
間
に
及
ん
で
訪
中
し
た
。 

 

責
任
校
と
し
て
世
話
に
当
た
っ
た
天
津
の
南
開
大
学
で
は
、
二
日
間
に
わ
た
っ
て
『
中
日
大
辞

典
』
に
関
す
る
座
談
会
が
行
わ
れ
た
。
上
海
の
復
旦
大
学
で
も
、
語
釈
、
用
例
な
ど
に
つ
い
て
熱
の

こ
も
っ
た
座
談
会
が
持
た
れ
、
辞
典
に
対
す
る
評
価
と
共
に
、
さ
ら
に
充
実
し
た
内
容
と
す
る
た
め

の
共
同
作
業
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
辞
典
改
訂
の
め
ど
に
も
明
か
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

こ
の
愛
知
大
学
学
術
代
表
団
の
訪
中
は
、
中
国
側
か
ら
も
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

 

郭
沫
若
を
表
敬
訪
問
し
謝
辞
を
述
べ
る
機
会
も
あ
っ
た
が
、
人
民
日
報
の
国
際
面
は
「
友
好
を
深

め
る
日
本
学
者
」
と
し
て
そ
の
会
見
を
写
真
入
り
で
報
道
し
た
。
中
国
の
中
央
紙
や
地
方
紙
も
、
訪

中
を
終
え
た
記
者
会
見
記
事
で
『
中
日
大
辞
典
』
と
愛
知
大
学
の
学
術
交
流
に
つ
い
て
大
き
く
紙
面

を
割
い
た
。 
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こ
の
代
表
団
は
愛
知
大
学
が
海
外
に
派
遣
す
る
最
初
の
代
表
団
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
は
ま

た
、
そ
の
後
一
九
八
〇
年
代
か
ら
始
ま
る
愛
知
大
学
の
本
格
的
な
国
際
交
流
の
幕
開
け
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
出
来
事
で
も
あ
っ
た
。 

 

大
学
代
表
団
が
南
開
大
学
等
を
訪
問
し
た
の
を
契
機
に
、
中
国
の
各
大
学
、
機
関
と
の
交
流
が
活

発
化
し
て
、
南
開
大
学
・
北
京
語
言
学
院
か
ら
交
換
教
員
が
愛
知
大
学
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
中
国
人
教
員
が
辞
典
編
集
に
協
力
す
る
体
制
も
つ
く
ら
れ
た
。 

 

中
国
の
大
学
と
協
定
が
結
ば
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。 

 

将
来
計
画
の
検
討 

  

本
間
は
、
前
年
の
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
五
月
九
日
、
九
十
五
歳
で
死
去
。
大
学
で
は
六

月
、
「
元
学
長
大
学
葬
」
を
執
行
。
そ
の
他
界
を
悼
ん
だ
。 

 

顧
み
れ
ば
、
三
好
町
が
愛
知
大
学
誘
致
の
意
思
表
示
を
し
て
か
ら
半
年
、
一
九
七
七
（
昭
和
五
十

二
）
年
十
二
月
の
評
議
会
に
は
、
土
地
購
入
に
関
し
て
賛
否
で
紛
糾
す
る
な
か
、
本
間
は
名
誉
学
長

と
し
て
特
別
に
出
席
し
て
審
議
に
加
わ
り
、
そ
の
結
果
、
三
好
町
の
土
地
購
入
に
関
し
て
の
意
思
決

定
が
な
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
土
地
入
手
の
最
終
決
断
に
ま
で
持
っ
て
い
っ
た
本
間
だ
っ
た
が
、
こ
の

昭
和
六
十
三
年
の
名
古
屋
校
舎
（
三
好
）
の
お
披
露
目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 

し
か
し
、
晩
年
の
本
間
は
、
な
お
愛
知
大
学
に
心
を
か
け
て
い
た
。 

 

「
僕
は
ハ
レ
ー
彗
星
を
も
う
一
度
見
て
か
ら
で
な
い
と
死
な
な
い
よ
」 

 

本
間
は
、
生
前
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
初
夏
の
と
き
、
十
年
後
の
一
九
八
六
（
昭
和
六
十

一
）
年
に
接
近
す
る
機
会
を
期
し
て
、
そ
う
言
っ
た
。 

 

約
七
十
六
年
で
地
球
を
周
回
す
る
と
い
う
ハ
レ
ー
彗
星
が
も
っ
と
も
接
近
し
た
の
は
一
九
一
〇

（
明
治
四
十
三
）
年
の
五
月
十
九
日
、
そ
れ
を
見
た
本
間
は
、
二
回
目
の
ハ
レ
ー
彗
星
望
見
を
夢
見

た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
老
い
て
な
お
矍
鑠
（
か
く
し
ゃ
く
）
と
し
て
人
生
を
謳
歌
す
る
気
概
に
満

ち
て
い
た
。 

 

本
間
は
、
こ
の
言
葉
ど
お
り
に
、
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
に
接
近
し
た
ハ
レ
ー
彗
星
に
望

み
、
そ
の
希
望
を
果
た
し
た
。 

 

し
か
し
、
こ
の
こ
ろ
は
本
間
も
さ
す
が
に
行
動
に
制
約
を
感
ず
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

 

折
か
ら
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
四
月
、『
中
日
大
辞
典
』
の
増
訂
版
が
十
七
年
ぶ
り
に
刊
行

さ
れ
、
そ
の
出
版
記
念
会
が
開
か
れ
た
。 

 

だ
が
、
本
間
は
体
調
優
れ
ず
、
欠
席
や
む
な
く
長
女
の
晟
子
に
代
理
出
席
さ
せ
た
。
そ
の
晟
子

は
、
今
泉
編
纂
所
長
に
宛
て
て
し
た
た
め
た
お
祝
い
の
書
簡
の
最
後
に
、
添
え
書
き
の
か
た
ち
で
本

間
の
現
況
を
こ
う
記
し
た
。 

 

「
私
の
見
て
ま
す
所
、
父
は
こ
の
よ
う
に
み
え
ま
す
。 

 

老
驥
伏
櫪 

志
在
千
里
（
曹
操
）
」 

 

引
用
さ
れ
た<

曹
操>

の
こ
の
句
は
、
三
国
志
の
英
雄
、
魏
の
曹
操
が
著
わ
し
た
『
歩
出
夏
門
行
』
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か
ら
採
っ
た
「
老
驥
伏
櫪
志
在
千
里 

烈
士
暮
年
壮
心
不
已
」
（
老
驥
（
ろ
う
き
）
櫪
（
れ
き
）
ニ
伏

シ
テ
志
千
里
ニ
在
リ 

烈
士
ノ
暮
年
壮
心
已
（
や
）
マ
ズ
）
。 

 

そ
の
表
す
意
は
、
老
い
た
駿
馬
（
し
ゅ
ん
め
）
は
飼
葉
桶
に
つ
な
が
れ
て
い
て
も
千
里
を
走
る
気

持
ち
に
変
わ
り
は
な
い
し
、
節
義
の
固
い
志
士
は
年
を
と
っ
て
も
意
気
盛
ん
な
心
は
抑
え
ら
れ
な
い

…

。 
 

晟
子
は
、
本
間
が
業
を
成
し
遂
げ
た
将
に
晩
年
に
な
っ
て
も
元
気
の
衰
え
な
い
様
を
中
国
英
雄
の

言
葉
に
仮
託
し
た
の
だ
っ
た
。 

 

し
か
し
、
愛
知
大
学
に
燃
や
し
尽
く
し
た
使
命
感
は
い
つ
か
尽
き
る
。 

 

愛
知
大
学
は
創
立
の
人
を
喪
い
、
三
好
に
新
天
地
を
得
て
、
こ
こ
に
時
代
を
画
す
る
エ
ポ
ッ
ク
と

も
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。 

  

〔
注
〕
中
部
経
済
新
聞
二
〇
一
一
年
四
月
一
日
よ
り
連
載
の
「
愛
知
大
学
物
語
」
よ
り
抜
粋
。 
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「
中
日
大
辞
典
」
Ｄ
Ｂ
方
式
へ 

愛
知
大
・
発
刊
５
０
年 

来
年
に
も
公
開 

～
Ｉ
Ｔ
分
野
の
新
語
な
ど
随
時
更
新
～ 

 

愛
知
大
学
の
「
中
日
大
辞
典
」
が
今
年
で
発
刊
５
０
年
を
迎
え
る
。
本
格
的
な
中
国
語
辞
書
と

し
て
研
究
者
や
学
生
に
使
わ
れ
て
き
た
が
、
「
紙
の
辞
書
」
は
現
在
の
第
３
版
が
最
後
に
な
り
そ

う
だ
。
情
報
を
随
時
更
新
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
方
式
に
完
全
移
行
す
る
準
備
が
進
ん
で
い

る
。 

 
 

 

中
日
大
辞
典
編
纂
所
所
長
の
安
部
悟
教
授
＝
現
代
中
国
学
部
長
＝
が
。
大
変
身
を
決
め
た
理
由
を

話
す
。 

 

「
ほ
ぼ
２
０
年
間
隔
で
新
版
を
出
し
て
き
た
。
第
３
版
刊
行
か
ら
１
０
年
も
た
っ
て
な
い
の
に
、

Ｉ
Ｔ
分
野
な
ど
の
新
語
が
恐
ろ
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
増
え
て
い
る
。
電
子
辞
書
で
も
対
応
は
無
理
。
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
方
式
な
ら
い
つ
で
も
情
報
を
追
加
で
き
る
」 

 

準
備
は
第
３
版
刊
行
２
年
後
の
２
０
１
２
年
に
始
ま
っ
た
。
編
纂
所
の
研
究
紀
要
「
日
中
語
彙
研

究
」
を
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
限
定
の
デ
ジ
タ
ル
版
と
し
て
創
刊
し
た
。
辞
典
編
纂
に
か
か
わ
る
現
代

中
国
学
部
の
日
本
人
・
中
国
人
の
教
員
や
、
愛
知
大
か
ら
中
国
に
戻
っ
た
元
教
員
ら
が
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
構
築
に
直
結
す
る
研
究
成
果
を
発
表
し
て
き
た
。 

 

「
文
化
大
革
命
時
代
の
用
語
を
豊
富
に
収
録
し
た
増
訂
第
２
版
と
最
新
の
第
３
版
を
踏
ま
え
た
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
」
と
安
部
所
長
。
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、
誰

で
も
無
料
で
使
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
。
早
け
れ
ば
来
年
に
も
公
開
さ
れ
そ
う
だ
。 

 

「
中
日
大
辞
典
」
の
発
端
は
、
中
国
・
上
海
に
あ
っ
た
東
亜
同
文
書
院
大
学
（
愛
知
大
の
前
身
）

が
、
ま
だ
専
門
学
校
だ
っ
た
１
９
３
３
年
に
手
が
け
た
幻
の
「
華
日
辞
典
」
に
さ
か
の
ぼ
る
。
４
５

年
の
敗
戦
で
接
収
さ
れ
た
辞
書
カ
ー
ド
が
、
５
４
年
に
愛
知
大
に
戻
り
、
６
８
年
に
「
中
日
大
辞

典
」
が
誕
生
す
る
ま
で
の
経
緯
は
、
戦
後
の
日
中
交
流
を
象
徴
す
る
物
語
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い

る
。 

 

物
語
の
主
人
公
は
、
当
初
か
ら
一
貫
し
て
編
集
責
任
者
を
務
め
「
中
日
大
辞
典
」
を
完
成
さ
せ
た

鈴
木
拓
郎
教
授
、
辞
書
カ
ー
ド
返
還
を
い
ち
は
や
く
提
起
し
実
現
さ
せ
た
本
間
喜
一
初
代
学
長
。
そ

し
て
、
中
国
政
府
の
要
職
に
あ
っ
て
カ
ー
ド
返
還
と
そ
の
後
の
学
術
交
流
を
促
し
た
知
日
派
の
文
人

政
治
家
、
郭
沫
若
だ
。 

 

「
激
濁
揚
清
」
。
郭
沫
若
が
愛
知
大
に
贈
っ
た
文
字
が
、
鈴
木
の
遺
影
と
と
も
に
辞
典
編
纂
所
に
掲

げ
て
あ
る
。「
濁
を
激
し
て
清
を
揚
ぐ
」。
言
葉
の
海
に
言
葉
を
探
る
辞
書
編
集
を
た
た
え
、
日
中
関

係
の
将
来
を
見
据
え
る
言
葉
だ
と
い
え
る
。 

 

初
版
、
増
訂
第
２
版
、
第
３
版
の
総
発
行
部
数
は
約
１
５
万
冊
。
創
刊
経
緯
を
踏
ま
え
、
中
国
政
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府
や
中
日
友
好
協
会
、
中
国
の
大
学
な
ど
に
１
万
冊
近
く
を
贈
っ
て
き
た
。 

 

安
部
所
長
は
話
す
。
「
中
日
大
辞
典
は
、
日
中
の
若
者
が
学
ん
だ
東
亜
同
文
書
院
の
流
れ
を
く
む
愛

知
大
学
を
代
表
す
る
企
画
。
電
子
辞
書
を
学
生
に
推
奨
す
る
大
学
が
増
え
、
も
は
や
紙
の
辞
書
の
時

代
で
は
な
く
な
っ
た
。
今
後
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
で
中
日
大
辞
典
が
生
き
続
け
る
」 

  

学
術
交
流
の
さ
き
が
け 

 

今
泉
潤
太
郎
名
誉
教
授 

  

初
版
か
ら
第
３
版
ま
で
編
集
に
か
か
わ
っ
た
今
泉
潤
太
郎
・
愛
知
大
名
誉
教
授
に
聞
い
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

�� 
 

「
中
日
大
辞
典
」
は
６
０
年
代
後
半
か
ら
９
０
年
代
に
か
け
て
中
国
で
も
か
な
り
の
部
数
が
出
回

り
、
幅
広
く
活
用
さ
れ
た
。
日
本
語
を
学
ぶ
た
め
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
の
明
治
大
正
期
に
あ

た
る
清
末
民
初
の
庶
民
の
言
葉
、
経
済
や
政
治
の
用
語
な
ど
、
中
国
の
辞
典
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い

中
国
語
が
豊
富
に
載
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
東
亜
同
文
書
院
時
代
の
蓄
積
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
と
ら
わ

れ
な
い
編
集
方
針
の
た
ま
も
の
だ
っ
た
。
文
化
大
革
命
の
さ
な
か
、
大
学
間
の
学
術
交
流
の
さ
き
が

け
と
な
り
、
欧
米
の
学
界
に
も
愛
知
大
学
の
存
在
を
知
ら
し
め
た
。 

 

「
中
日
大
辞
典
」
は
愛
知
大
学
の
顔
だ
っ
た
。 

 

〔
注
〕
朝
日
新
聞
二
〇
一
八
年
二
月
七
日
朝
刊
所
載
。 
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中
日
大
辞
典
を
巡
る
人
々 

石
田
卓
生
（
愛
知
大
学
非
常
勤
講
師
） 

第
１
回 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
の
日
本
と
中
国 

 

一
昔
前
、
国
際
化
と
い
う
言
葉
が
も
て
は
や
さ
れ
た
が
、
近
頃
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
良
く
使
わ
れ
て

い
る
よ
う
だ
。 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
国
境
を
越
え
た
社
会
や
経
済
な
ど
の
結
び
付
き
の
こ
と
だ
。
サ
ッ
カ
ー
に
た
と
え

る
と
、
国
別
代
表
チ
ー
ム
が
国
際
化
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
や
地
域
の
選
手
が
集
う
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
な
る
。 

 

最
近
、
と
く
に
英
語
教
育
が
重
視
さ
れ
て
い
る
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
関
わ
り
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ

も
サ
ッ
カ
ー
に
た
と
え
て
み
る
と
、
国
別
代
表
チ
ー
ム
は
共
通
の
母
語
を
使
え
ば
良
い
が
、
多
国
籍
状

態
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
は
話
者
の
多
い
英
語
が
役
立
つ
。 

 

注
意
が
必
要
な
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
国
境
を
乗
り
越
え
は
す
る
が
、
均
一
化
す
る
も
の
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
だ
。
互
い
の
伝
統
、
文
化
な
ど
を
尊
重
し
合
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
多
国
籍
チ
ー
ム
は
ま
と
ま
ら
な
い
。 

 

そ
れ
は
実
際
に
は
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
い
。
私
た
ち
日
本
人
の
異
文
化
圏
と
の
関
わ
り
様
に
つ
い

て
、
中
国
文
学
者
の
高
島
俊
男
氏
は
「
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
二
種
類
の
外
国
人
が
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
（
『
本
が
好
き
、
悪
口
を
言
う
の
は
も
っ
と
好
き
』
ち
く
ま
文
庫
、
２
０
１
８
年
）
。 

 

「
第
一
種
外
国
人
」
は
英
語
な
ど
を
話
す
欧
米
人
。
「
第
二
種
外
国
人
」
は
ア
ジ
ア
や
中
東
な
ど
の

人
々
。 

 

そ
し
て
日
本
人
は
第
一
種
外
国
人
を
「
善
良
無
邪
気
な
ほ
ほ
え
み
」
で
迎
え
、
第
二
種
外
国
人
を
「
眉

を
し
か
め
て
見
お
ろ
し
て
」
い
る
の
だ
と
言
う
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
明
治
時
代
に
は
「
脱
亜
入
欧
」
（
遅
れ
て
い
る

ア
ジ
ア
を
離
れ
て
先
進
的
な
西
欧
を
目
指
す
）
と
日
本
人
は
言
っ
て
い
た
の
だ
。 

 

ア
ジ
ア
と
欧
米
を
こ
と
さ
ら
区
別
す
る
と
い
う
の
は
奇
妙
な
こ
と
だ
。
本
来
、
日
本
人
に
と
っ
て
欧

米
も
ア
ジ
ア
も
異
文
化
と
い
う
点
で
は
対
等
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
考
え
を
先
取
り
す
る
よ
う
に
し
て
中
国
や
ア
ジ
ア
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
の
が
１
９

０
１
（
明
治
三
四
）
年
に
上
海
で
創
立
さ
れ
た
東
亜
同
文
書
院
（
後
に
大
学
）
で
あ
り
、
そ
の
後
身
校

と
し
て
４
６
（
昭
和
二
一
）
年
に
豊
橋
で
創
立
さ
れ
た
愛
知
大
学
だ
。 

 

こ
の
連
載
で
は
、
愛
知
大
学
『
中
日
大
辞
典
』
出
版
の
歴
史
を
軸
に
し
て
、
東
亜
同
文
書
院
と
愛
大

の
中
国
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
見
て
い
く
。 

 

第
２
回 

濃
紺
の
表
紙
と
朱
色
の
表
紙 

 

こ
と
ば
を
使
う
の
に
欠
か
せ
な
い
の
が
辞
典
だ
。
新
聞
や
本
を
読
む
の
に
国
語
辞
典
を
引
い
た
り
、

英
語
の
勉
強
で
英
和
辞
典
を
引
い
た
り
す
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。 
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辞
典
の
「
辞
」
は
こ
と
ば
、
「
典
」
は
規
範
の
こ
と
。
世
の
中
に
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
ば
の
規
範
を

作
る
と
い
う
の
は
大
変
な
こ
と
だ
。 

 

愛
知
大
学
（
以
下
、
愛
大
）
は
、
そ
う
し
た
途
方
も
な
い
作
業
を
し
て
『
中
日
大
辞
典
』
を
出
版
し

た
。
こ
の
辞
典
は
中
国
語
の
世
界
で
は
と
て
も
有
名
で
、
中
国
研
究
者
に
愛
用
者
が
多
い
。 

 

１
９
９
０
年
代
半
ば
、
愛
大
の
学
生
だ
っ
た
筆
者
は
朱
色
の
表
紙
の
『
中
日
大
辞
典
』
を
携
え
て
北

京
に
留
学
し
た
。
そ
こ
で
は
、
多
く
の
日
本
人
留
学
生
が
愛
大
の
辞
典
を
使
っ
て
い
た
。
愛
大
生
と
し

て
内
心
、
誇
ら
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
教
室
で
見
慣
れ
な
い
濃
紺
の
表
紙
の
『
中
日
大
辞
典
』
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
持

ち
主
に
尋
ね
て
み
る
と
、
日
本
語
を
学
ぶ
中
国
人
が
使
っ
て
い
た
も
の
で
、
北
京
の
書
店
で
売
っ
て
い

る
と
言
う
。 

 

早
速
、
書
店
に
行
っ
て
み
た
が
、
『
中
日
大
辞
典
』
は
見
当
た
ら
な
い
。
店
員
さ
ん
に
「
我
要
一
本

爱
知
大
学
的
中
日
大
辞
典
」
（
愛
大
の
辞
典
を
１
冊
く
だ
さ
い
）
と
頼
む
と
、
翌
日
午
後
に
ま
た
来
な

さ
い
と
言
う
。
言
わ
れ
た
通
り
に
出
直
し
、
や
っ
と
濃
紺
の
表
紙
の
辞
典
を
買
う
こ
と
が
で
き
た
。 

 

２
つ
の
『
中
日
大
辞
典
』
を
比
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
北
京
で
買
っ
た
濃
紺
の
表
紙
の
も
の
は
初
版
本
、

日
本
か
ら
持
っ
て
き
た
朱
色
の
表
紙
の
も
の
は
増
訂
第
２
版
で
あ
っ
た
。 

 

そ
れ
ま
で
は
知
ら
な
か
っ
た
が
。
愛
大
の
『
中
日
大
辞
典
』
を
使
っ
て
日
本
人
は
中
国
語
を
学
び
、

中
国
人
は
日
本
語
を
学
ん
で
い
た
の
だ
。
『
中
日
大
辞
典
』
は
日
中
の
架
け
橋
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。 

 

で
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
辞
典
を
愛
大
は
作
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
理
解
す
る
に
は
愛
大
の
た

ど
っ
て
き
た
歴
史
を
知
る
必
要
が
あ
る
。 

 

第
３
回 

「
荒
尾
精
と
御
幡
雅
文
と
日
清
貿
易
研
究
所
」 

 

愛
知
大
学
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
く
と
、
明
治
時
代
、
中
国
の
上
海
に
あ
っ
た
日
進
貿
易
研
究

所
に
た
ど
り
着
く
。 

 

設
立
者
は
名
古
屋
生
ま
れ
の
荒
尾
精
で
あ
る
。
荒
尾
は
陸
軍
将
校
だ
っ
た
が
、
日
本
の
発
展
に
は
国

際
貿
易
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
人
材
養
成
に
は
貿
易
相
手
国
に
つ
い
て
の
実
践
的
教
育
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
荒
尾
は
軍
人
を
辞
め
る
と
、
１
８
９
０
（
明
治
二
三
）
年
、
日
本
と
地

理
的
に
近
く
、
今
後
貿
易
が
盛
ん
に
な
り
そ
う
な
中
国
（
当
時
は
清
）
を
専
門
と
す
る
日
清
貿
易
研
究

所
を
作
っ
た
。 

 

こ
れ
を
ス
パ
イ
学
校
と
見
る
向
き
も
あ
る
が
、
実
際
は
福
沢
諭
吉
の
弟
子
で
長
崎
商
業
学
校
の
元
校

長
・
猪
飼
麻
次
郎
（
い
か
い
・
あ
さ
じ
ろ
う
）
と
い
う
教
育
者
が
教
頭
を
務
め
る
れ
っ
き
と
し
た
商
業

学
校
だ
っ
た
。 

 

中
国
を
専
門
と
す
る
日
清
貿
易
研
究
所
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
科
目
は
中
国
語
で
あ
る
。
し
か
し
、

当
時
の
日
本
の
中
国
語
教
育
は
決
し
て
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
で
重
視
さ
れ
て
い
た
外
国
語
は
、

近
代
化
に
必
要
な
科
学
技
術
を
学
ぶ
た
め
の
英
語
や
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
だ
っ
た
。
近
代
化
と
は

直
接
結
び
付
か
な
い
中
国
語
へ
の
関
心
は
低
く
、
中
国
語
を
専
門
的
に
教
え
る
大
学
レ
ベ
ル
の
学
校
は
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ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。 

 

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
日
清
貿
易
研
究
所
の
中
国
語
教
員
・
御
幡
雅
文
は
、
中
国
語
の
日
常
会
話
教

科
書
「
華
語
跬
歩
」
（
か
ご
き
ほ
）
、
ビ
ジ
ネ
ス
会
話
教
科
書
「
生
意
雑
話
」
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
教
科
書

「
文
案
啓
蒙
」
、
上
海
方
言
の
ビ
ジ
ネ
ス
会
話
教
科
書
「
滬
語
便
商
」（
こ
ご
べ
ん
し
ょ
う
）
な
ど
独
自

の
中
国
語
教
材
を
作
り
、
熱
心
に
教
え
て
い
た
。
日
清
貿
易
研
究
所
は
、
当
時
の
日
本
で
最
も
進
ん
だ

中
国
語
教
育
機
関
だ
っ
た
の
だ
。 

 

こ
の
日
清
貿
易
研
究
所
は
資
金
難
の
た
め
に
１
８
９
３
（
明
治
二
六
）
年
に
閉
所
し
て
し
ま
う
が
、

そ
の
卒
業
生
か
ら
は
中
国
で
起
業
し
て
実
業
家
と
し
て
成
功
し
た
白
岩
龍
平
や
向
野
堅
一
、
国
宝
を
含

む
中
国
古
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
集
し
た
藤
井
善
助
、
大
倉
財
閥
で
活
躍
し
た
河
野
久
太
郎
な
ど
中

国
と
関
わ
る
多
数
の
人
材
が
出
た
。 

 

第
４
回 

「
日
清
貿
易
研
究
所
か
ら
東
亜
同
文
書
院
へ
」 

 

１
８
９
０
（
明
治
二
三
）
年
、
日
本
の
貿
易
立
国
を
目
指
し
た
荒
尾
精
は
、
上
海
に
中
国
貿
易
を
専

門
と
す
る
学
校
・
日
清
貿
易
研
究
所
を
設
立
し
た
。
日
本
の
近
代
的
な
中
国
語
教
育
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
だ
っ
た
が
、
日
清
貿
易
研
究
所
で
は
中
国
語
教
員
・
御
幡
雅
文
が
独
自
の
中
国
語
教
材
を
作
っ
て
中

国
語
教
育
を
展
開
し
、
多
数
の
中
国
専
門
家
を
養
成
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
研
究
所
は
資
金
難
な
ど
か

ら
短
期
間
で
閉
鎖
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

１
９
０
１
（
明
治
三
四
）
年
、
日
中
提
携
を
目
指
す
民
間
団
体
・
東
亜
同
文
会
が
、
上
海
に
大
学
レ

ベ
ル
の
学
校
で
あ
る
東
亜
同
文
書
院
（
以
下
、
書
院
）
を
設
立
し
た
。
こ
の
時
、
東
亜
同
文
会
会
長
・

近
衛
篤
麿
（
こ
の
え
・
あ
つ
ま
ろ
、
近
衛
文
麿
の
父
）
は
、
院
長
に
根
津
一
（
ね
づ
・
は
じ
め
）
を
招

聘
（
し
ょ
う
へ
い
）
し
た
。 

 

根
津
は
荒
尾
の
親
友
で
、
日
進
貿
易
研
究
所
の
運
営
に
も
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
経

験
を
踏
ま
え
て
設
立
さ
れ
た
書
院
は
、
日
清
貿
易
研
究
所
と
同
じ
く
中
国
貿
易
を
専
門
と
す
る
学
校
と

な
っ
た
。 

 

そ
こ
で
は
、
当
然
、
中
国
語
教
育
が
重
視
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
真

島
次
郎
だ
。
０
５
（
明
治
三
八
）
年
、
書
院
を
第
２
期
生
首
席
で
卒
業
す
る
と
母
校
の
中
国
語
教
員
と

な
っ
た
。 

 

真
島
は
卒
業
直
後
に
犬
養
毅
の
中
国
訪
問
の
通
訳
を
任
さ
れ
る
ほ
ど
中
国
語
が
抜
群
だ
っ
た
が
、
教

育
者
と
し
て
も
優
れ
て
い
た
。 

 

教
え
子
の
鈴
木
格
三
郎
（
第
５
期
生
）
は
「
真
島
先
生
は
説
明
す
る
と
き
は
い
つ
も
立
っ
た
ま
ま
発

音
か
ら
本
の
言
葉
ま
で
い
ち
い
ち
親
切
丁
寧
に
解
明
さ
れ
る
、
こ
と
に
難
し
い
発
音
に
な
る
と
先
生
は

学
生
一
人
一
人
に
つ
き
発
音
の
仕
方
を
教
え
ら
れ
た
。
先
生
の
口
つ
き
は
６
０
余
年
を
経
っ
た
今
日
な

お
眼
に
し
み
つ
い
て
お
る
」
と
回
顧
し
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
真
島
の
教
え
子
の
中
か
ら
は
多
く
の
中
国
語
専
門
家
が
育
ち
、
い
つ
し
か
所
員
の
日
本
人

中
国
語
教
員
の
ほ
と
ん
ど
は
書
院
卒
業
生
と
な
っ
て
い
た
。 
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第
５
回 

真
島
次
郎
、
鈴
木
択
郎
と
「
華
語
萃
編
」 

 

愛
知
大
学
は
、
日
中
両
国
で
評
価
さ
れ
る
『
中
日
大
辞
典
』
を
作
っ
た
。
そ
の
成
り
立
ち
を
見
て
い

く
。 

 

佐
賀
県
佐
賀
市
の
東
泉
寺
に
は
、
１
９
６
８
（
昭
和
四
三
）
年
に
建
て
ら
れ
た
「
真
島
次
郎
先
生
顕

彰
碑
」
が
あ
る
。
真
島
は
愛
大
の
前
身
校
で
あ
る
上
海
に
あ
っ
た
東
亜
同
文
書
院
に
学
び
、
卒
業
後
は

母
校
の
教
員
に
な
っ
た
。 

 

明
治
、
大
正
時
代
の
書
院
生
は
み
な
真
島
か
ら
中
国
語
を
学
ん
で
い
る
。
戦
前
、
書
院
は
中
国
語
教

育
で
高
い
評
価
を
得
て
い
た
が
、
そ
れ
を
築
き
上
げ
た
の
が
真
島
だ
っ
た
。 

 

そ
う
し
た
真
島
の
教
育
活
動
の
中
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
書
院
独
自
の
中
国
語
会
話
教
科
書
『
華

語
萃
編
』
（
か
ご
す
い
へ
ん
）
を
作
っ
た
こ
と
だ
。 

 

『
華
語
萃
編
』
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
会
話
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
や
路
面

電
車
、
人
力
車
と
い
っ
た
日
常
生
活
で
の
会
話
も
あ
れ
ば
、
中
国
人
教
師
と
の
授
業
中
の
や
り
と
り
と

い
っ
た
学
校
生
活
に
つ
い
て
の
会
話
も
あ
る
。 

 

面
白
い
と
こ
ろ
で
は
、
日
本
式
の
風
呂
場
の
作
り
方
を
中
国
人
に
説
明
す
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
会
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
か
と
言
え
ば
、
当
時
の
中
国
人
の
入
浴
と
は
身
体
を

洗
い
流
す
だ
け
で
あ
り
、
湯
船
に
張
っ
た
お
湯
に
漬
か
る
こ
と
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ

う
し
た
中
国
で
日
本
式
の
お
風
呂
に
入
る
た
め
に
は
、
中
国
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
自
分
で
作

る
し
か
な
か
っ
た
。 

 

現
代
の
外
国
語
教
科
書
は
、
旅
行
や
留
学
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
や
り
取
り
と
い
っ
た
訪
問
者
と
し
て
の

立
場
を
想
定
す
る
の
が
普
通
だ
。
そ
れ
に
対
し
て
『
華
語
萃
編
』
は
、
日
本
式
の
風
呂
作
り
の
会
話
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
人
が
中
国
に
根
を
下
ろ
し
て
暮
ら
す
こ
と
を
考
え
た
も
の
だ
っ
た
。 

 

ま
た
、
真
島
は
書
院
の
中
国
語
教
員
の
養
成
に
熱
心
だ
っ
た
。
鈴
木
択
郎
（
第
１
５
期
生
、
戦
後
は

愛
大
教
授
）
は
、
真
島
に
「
君
は
や
は
り
教
員
が
い
い
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
て
書
院
の
教
員
に
な
っ
て

い
る
。
他
に
も
、
松
永
千
秋
（
第
４
期
生
）
、
富
田
寿
男
（
第
１
３
期
生
）
な
ど
、
真
島
は
こ
れ
と
見

込
ん
だ
教
え
子
を
所
員
の
中
国
語
教
員
に
ス
カ
ウ
ト
し
た
。 

 

真
島
は
２
５
（
大
正
十
四
）
年
に
４
３
歳
の
若
さ
で
病
没
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
中
国
語
教
育

は
真
島
の
薫
陶
を
受
け
た
鈴
木
を
中
心
に
し
て
受
け
継
が
れ
、
さ
ら
に
発
展
し
続
け
て
い
っ
た
。 

 

第
６
回 

「
書
院
カ
ラ
ス
」
は
上
海
で
北
京
を
思
う 

 

愛
知
大
学
の
前
身
校
で
あ
る
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
は
、
中
国
語
教
育
で
有
名
だ
っ
た
。 

 

書
院
は
中
国
に
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
中
国
語
の
学
習
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
実
際
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。 

 

井
上
ひ
さ
し
『
国
語
元
年
』
は
、
明
治
時
代
、
日
本
人
同
士
で
も
方
言
が
異
な
れ
ば
意
思
の
疎
通
が

難
し
か
っ
た
様
子
を
描
い
て
い
る
。
同
じ
こ
と
が
中
国
に
も
あ
っ
た
。 

 

書
院
が
教
え
た
中
国
語
は
「
北
京
語
」
だ
。
北
京
辺
り
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
書
院
が
あ

っ
た
上
海
で
は
、
北
京
語
と
発
音
や
表
現
の
異
な
る
方
言
が
話
さ
れ
て
い
た
。
あ
る
書
院
生
は
、
上
海
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の
街
中
で
北
京
語
を
聞
い
た
の
は
、
白
人
の
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
の
つ
じ
説
法
だ
け
だ
っ
た
と
言
っ
て

い
る
。
書
院
の
北
京
語
は
上
海
で
は
誰
も
使
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。 

 

上
海
方
言
の
た
だ
中
で
、
書
院
生
は
ど
の
よ
う
に
北
京
語
を
学
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。 

 

現
在
の
中
国
語
学
習
は
、
拼
音
（
ピ
ン
イ
ン
。
発
音
を
あ
ら
わ
す
中
国
式
ロ
ー
マ
字
つ
づ
り
）
を
覚

え
な
が
ら
発
音
を
習
得
し
、
さ
ら
に
文
法
を
学
び
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
や
表
現
は
辞
書
を
引
い
て
理

解
す
る
。 

 

し
か
し
、
１
９
５
０
年
代
ま
で
の
日
本
の
一
般
的
な
中
国
語
学
習
は
、
教
員
の
見
よ
う
見
ま
ね
で
発

音
を
覚
え
、
後
は
教
材
の
文
章
を
ひ
た
す
ら
暗
唱
す
る
も
の
だ
っ
た
。
師
匠
の
噺
（
は
な
し
）
を
聞
い

て
ま
ね
を
す
る
落
語
の
稽
古
の
よ
う
な
も
の
だ
。 

 

書
院
生
は
、
そ
う
し
た
授
業
の
ほ
か
に
「
念
書
」
と
呼
ば
れ
る
自
主
学
習
会
を
開
い
て
中
国
語
学
習

に
励
ん
だ
。
そ
う
し
て
、
毎
日
、
書
院
の
校
庭
に
は
数
百
人
の
書
院
生
に
よ
る
中
国
語
が
響
き
渡
っ
た

の
だ
っ
た
。 

 

そ
れ
を
近
所
の
住
人
た
ち
は
「
書
院
カ
ラ
ス
」
と
呼
ん
だ
そ
う
だ
。
カ
ラ
ス
の
鳴
き
声
は
う
る
さ
が

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
書
院
カ
ラ
ス
と
い
う
こ
と
ば
は
、
書
院
生
が
う
る
さ
い
ほ
ど
熱
心
に
中
国
語
を

練
習
し
て
い
た
だ
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。 

 

第
７
回 

東
亜
同
文
書
院
の
中
国
語
教
育 

 

愛
知
大
学
の
前
身
は
、
戦
前
、
上
海
に
あ
っ
た
東
亜
同
文
書
院
だ
。
書
院
は
中
国
語
教
育
で
有
名
だ

っ
た
。
授
業
は
日
本
人
と
中
国
人
の
教
員
が
必
ず
ペ
ア
を
組
ん
で
行
い
、
課
外
で
は
「
念
書
」
と
呼
ば

れ
る
学
生
の
自
主
学
習
会
が
毎
日
開
か
れ
た
。 

 

そ
う
し
て
中
国
語
を
学
ん
だ
書
院
卒
業
生
は
、
中
国
関
係
の
商
社
マ
ン
、
新
聞
記
者
、
外
交
官
、
教

育
者
な
ど
と
し
て
、
戦
前
だ
け
で
は
な
く
戦
後
も
活
躍
し
た
。 

 

書
院
の
中
国
語
教
育
が
成
果
を
上
げ
た
の
は
、
書
院
生
と
教
員
の
熱
心
さ
に
加
え
て
、
さ
ら
に
具
体

的
な
目
標
が
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
そ
れ
が
「
大
旅
行
」
だ
。 

 

大
旅
行
と
は
、
書
院
生
が
中
国
各
地
を
２
～
３
か
月
か
け
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

当
時
の
中
国
は
交
通
の
便
が
良
く
な
く
、
政
情
は
不
安
定
で
治
安
の
心
配
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中

で
大
旅
行
す
る
た
め
に
、
書
院
生
は
ど
う
し
て
も
中
国
語
を
習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
大
旅
行
で
、
書
院
生
は
、
多
く
の
中
国
人
と
直
接
交
流
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
よ
り
高
度
な
中

国
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
着
け
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
中
国
の
人
々
と
密
着
し
た
書
院
の
中
国
語
教
育
は
、
語
学
の
上
達
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中

国
人
と
の
間
に
信
頼
関
係
を
築
く
素
養
を
培
わ
せ
た
。 

 

真
島
次
郎
（
第
２
期
生
・
書
院
教
授
）
は
、
人
の
言
動
に
中
国
人
差
別
を
感
じ
取
る
と
「
中
国
人
を

見
下
し
て
は
い
な
い
か
、
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
」
と
諭
し
た
。 

 

坂
本
義
孝
（
第
１
期
生
・
書
院
教
授
）
は
、
息
子
に
「
自
分
の
居
る
べ
き
と
こ
ろ
は
中
国
だ
」
と
言

っ
た
。 

 

石
射
猪
太
郎
（
第
５
期
生
・
外
交
官
）
は
、
息
子
に
「
友
人
を
持
つ
な
ら
中
国
の
友
」
と
言
っ
た
。 
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書
院
で
学
ん
だ
人
た
ち
は
、
心
か
ら
中
国
に
親
し
ん
で
い
た
の
だ
。 

 
 第

８
回 

教
科
書
の
次
は
辞
典
を
つ
く
ろ
う 

 

愛
知
大
学
の
前
身
で
あ
る
上
海
に
あ
っ
た
東
亜
同
文
書
院
は
、
戦
前
、
中
国
語
教
育
で
有
名
だ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
こ
に
は
問
題
も
あ
っ
た
。 

 

坂
本
一
郎
（
第
２
０
期
生
、
卒
業
後
は
書
院
教
授
）
は
、
卒
業
直
後
の
自
ら
の
中
国
語
の
語
学
力
に

つ
い
て
「
聞
く
こ
と
と
話
す
こ
と
と
読
む
こ
と
に
は
一
応
自
信
が
あ
っ
た
が
、
語
学
的
に
考
え
て
み
る

と
わ
か
ら
ぬ
こ
と
ば
か
り
」
と
言
っ
て
い
る
。 

 

聞
く
、
話
す
、
読
む
が
で
き
る
の
に
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
は
不
思
議
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

そ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
日
本
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
誰
も
が
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え

る
事
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
語
教
育
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
な
け
れ
ば
難
し
い
。
話
せ
る
こ
と

と
語
学
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
違
う
の
だ
。 

 

明
治
、
大
正
の
頃
、
書
院
の
中
国
語
教
育
は
、
発
音
は
教
員
や
先
輩
の
見
よ
う
見
ま
ね
、
話
す
・
読

む
・
書
く
に
つ
い
て
は
、
教
科
書
を
ひ
た
す
ら
暗
記
さ
せ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
う
し
て
書
院
生

は
実
用
的
な
中
国
語
の
表
現
を
た
く
さ
ん
身
に
つ
け
た
も
の
の
、
一
方
で
文
法
的
な
理
解
に
は
欠
い
て

い
た
。 

 

こ
れ
は
書
院
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
。
戦
前
日
本
の
中
国
語
教
育
と
は
、
そ
う
し
た
も
の
だ
っ
た
の

だ
。
そ
の
た
め
辞
典
の
必
要
性
は
高
く
な
く
、
辞
典
と
言
っ
て
も
詳
し
い
説
明
も
な
い
単
語
集
の
よ
う

な
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。 

 

そ
う
し
た
中
、
１
９
３
３
（
昭
和
八
）
年
、
書
院
は
鈴
木
択
郎
を
リ
ー
ダ
ー
に
、
本
格
的
な
中
国
語

辞
典
の
編
纂
（
へ
ん
さ
ん
）
を
始
め
る
。
こ
の
こ
と
は
、
書
院
の
中
国
語
教
育
が
教
材
の
丸
暗
記
か
ら

変
化
し
始
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
。 

 

書
院
は
中
国
語
の
教
育
経
験
を
蓄
積
さ
せ
て
い
く
中
で
、
辞
典
を
引
き
つ
つ
中
国
語
の
仕
組
み
を
考

え
て
理
解
す
る
中
国
語
教
育
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
。 

 

第
９
回 

書
院
生
と
ラ
ブ
レ
タ
ー 

 

愛
知
大
学
の
前
身
で
あ
る
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
を
、
日
本
の
中
国
侵
略
の
た
め
の
ス
パ
イ
学
校
だ

っ
た
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
誤
解
だ
。
実
際
の
書
院
は
中
国
貿
易
に
特
化
し
た
商
学
系
の
高

等
教
育
機
関
だ
っ
た
。 

 

し
か
し
、
日
本
の
学
校
で
あ
る
以
上
、
日
本
の
戦
争
の
影
響
を
受
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。 

 

日
本
の
学
生
と
戦
争
の
直
接
的
な
関
り
は
、
１
９
４
３
（
昭
和
十
八
）
年
か
ら
行
わ
れ
た
学
徒
出
陣

が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
書
院
生
が
戦
場
に
動
員
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
な
い
。 

 

３
７
（
昭
和
十
二
）
年
７
月
、
北
京
郊
外
の
盧
溝
橋
で
勃
発
し
た
日
中
戦
争
の
戦
火
は
、
８
月
に
は

書
院
の
あ
る
上
海
に
も
飛
び
火
し
た
。
こ
の
時
、
８
０
名
の
書
院
生
が
通
訳
と
し
て
従
軍
し
、
１
名
の

戦
死
者
を
出
し
て
い
る
。 
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こ
う
し
た
戦
争
の
最
中
に
あ
っ
て
も
、
書
院
生
の
中
国
へ
の
親
し
み
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 

島
田
孝
夫
（
第
３
４
期
生
）
は
、
通
訳
従
軍
中
に
日
本
軍
兵
士
に
乱
暴
さ
れ
た
中
国
人
の
女
学
生
を

助
け
て
い
る
。 

 

「
我
不
是
兵
。
我
是
東
亜
同
文
書
院
的
学
生
」
（
私
は
兵
士
で
は
な
い
。
私
は
東
亜
同
文
書
院
の
学

生
で
す
）
と
島
田
さ
ん
は
言
い
、
彼
女
を
中
国
人
だ
ち
が
戦
禍
を
避
け
て
隠
れ
て
い
る
山
中
ま
で
送
り

届
け
た
。
交
戦
相
手
国
の
人
々
の
中
に
た
っ
た
一
人
、
丸
腰
で
立
ち
入
る
と
い
う
の
は
命
が
け
だ
。
し

か
し
、
島
田
さ
ん
が
危
険
な
目
に
遭
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
誠
意
が
中
国
人
に
伝
わ
っ
た
の
だ
。 

 

こ
の
話
に
は
後
日
談
が
あ
る
。 

 

島
田
さ
ん
の
も
の
に
助
け
た
女
学
生
か
ら
ラ
ブ
レ
タ
ー
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
２
人
の
や
り

取
り
は
３
年
ほ
ど
続
い
た
が
、
結
局
、
戦
争
に
よ
っ
て
引
き
裂
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
島
田
さ

ん
は
、
彼
女
か
ら
の
手
紙
を
終
生
大
切
に
持
ち
続
け
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
２
人
の
気
持
ち
は
通
じ
合

っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。 

 

第
１
０
回 

東
亜
同
文
書
院
と
本
間
喜
一
、
愛
知
大
学 

 

１
９
３
９
（
昭
和
十
四
）
年
、
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
は
旧
制
大
学
の
認
可
を
受
け
た
。
そ
れ
ま
で

商
業
実
務
教
育
中
心
だ
っ
た
が
、
こ
の
昇
格
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
度
な
学
術
機
関
で
あ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
旧
制
大
学
は
１
９
４
７
年
以
前
の
学
校
制
度
）
。 

 

そ
こ
で
書
院
に
招
か
れ
た
の
が
本
間
喜
一
だ
。
本
間
は
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
法
律
学
科
（
現
・

東
京
大
学
法
学
部
）
を
卒
業
す
る
と
、
検
事
、
判
事
を
経
て
、
東
京
商
科
大
学
（
現
・
一
橋
大
学
）
や

法
政
大
学
の
教
授
と
し
て
民
法
や
商
法
の
教
育
・
研
究
を
行
い
、
弁
護
士
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
方
角

の
実
務
・
教
育
・
研
究
を
行
い
、
弁
護
士
と
し
て
も
活
動
し
た
。
法
学
の
実
務
・
教
育
・
研
究
の
全
て

に
通
じ
て
い
る
本
間
は
、
旧
制
大
学
に
昇
格
し
た
ば
か
り
の
書
院
に
と
っ
て
う
っ
て
つ
け
の
人
物
だ
っ

た
。 

 

本
間
は
書
院
に
赴
任
す
る
と
、
優
秀
な
教
員
を
集
め
る
な
ど
し
て
、
た
ち
ま
ち
旧
制
大
学
と
し
て
の

教
育
体
制
を
整
え
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
が
戦
争
が
激
化
し
、
書
院
生
に
も
学
徒
出
陣
が
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

本
間
は
出
征
す
る
書
院
生
に
「
必
ず
生
き
て
帰
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
呼
び
か
け
た
。
こ

れ
は
書
院
生
を
深
く
感
動
さ
せ
た
。
国
の
た
め
に
命
を
さ
さ
げ
る
の
が
当
然
と
さ
れ
て
い
た
当
時
、
こ

の
言
葉
は
異
例
だ
っ
た
の
だ
。 

 

４
５
（
昭
和
二
十
）
年
、
日
本
が
敗
戦
す
る
と
書
院
は
廃
校
と
な
り
、
戦
場
か
ら
帰
っ
て
き
た
書
院

生
は
行
き
場
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

そ
う
し
た
教
え
子
の
た
め
に
、
本
間
は
新
大
学
設
立
に
動
い
た
。
こ
れ
に
協
力
し
た
の
が
東
三
河
の

人
々
だ
。
戦
災
を
受
け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
豊
橋
市
は
補
助
金
を
支
給
し
、
中
部
瓦
斯
（
現
・

サ
ー
ラ
エ
ナ
ジ
ー
）
社
長
神
野
太
郎
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
人
々
も
熱
心
に
支
援
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
４
６
（
昭
和
二
一
）
年
に
開
港
し
た
の
が
愛
知
大
学
だ
。
こ
の
大
学
は
、
教
え

子
を
思
う
本
間
と
東
三
河
の
人
々
の
教
育
が
一
つ
と
な
っ
て
出
発
し
た
も
の
な
の
だ
。 
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第
１
１
回 

高
師
原
に
鳴
く
書
院
カ
ラ
ス 

 

戦
前
、
中
国
語
教
育
で
有
名
だ
っ
た
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
大
学
は
、
日
本
が
敗
戦
す
る
と
中
国
で

存
続
で
き
な
く
な
っ
た
。 

 

書
院
の
学
長
だ
っ
た
本
間
喜
一
先
生
は
、
母
校
を
失
っ
た
教
え
子
の
た
め
に
新
大
学
設
立
運
動
を
起

こ
し
、
東
三
河
の
人
々
の
協
力
を
得
て
、
１
９
４
６
（
昭
和
二
一
）
年
、
豊
橋
郊
外
の
高
師
原
に
愛
知

大
学
を
開
講
し
た
。 

 

愛
大
は
「
世
界
文
化
ト
平
和
ニ
寄
与
ス
ヘ
キ
新
日
本
ノ
建
設
」
（
『
愛
知
大
学
設
立
趣
意
書
』
）
を
担

う
国
際
的
教
養
と
視
野
を
持
つ
人
間
の
育
成
を
目
指
し
、
「
国
際
」
、
「
ア
ジ
ア
」
、
「
地
域
」
を
重
視
す

る
教
育
・
研
究
を
掲
げ
た
。 

 

大
都
市
に
し
か
大
学
が
な
か
っ
た
当
時
、
地
方
都
市
か
ら
世
界
を
目
指
す
教
育
を
興
そ
う
と
い
う
の

は
大
き
な
挑
戦
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
現
代
社
会
で
注
目
さ
れ
て
い
る
グ
ロ
ー
カ
ル
な
姿
勢
（
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
野
に
立
ち
つ
つ
、
同
時
に
ロ
ー
カ
ル
の
視
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
を
目
指
す
）
に
通

じ
る
先
進
的
な
も
の
だ
っ
た
。 

 

愛
大
は
ア
ジ
ア
、
特
に
中
国
を
重
視
し
た
。
そ
れ
は
前
身
校
で
あ
る
所
員
の
伝
統
を
継
承
し
た
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

 

中
国
に
関
す
る
教
育
・
研
究
の
基
礎
と
な
る
中
国
語
教
育
で
は
、
書
院
の
中
国
語
教
員
だ
っ
た
鈴
木

択
郎
、
桑
島
信
一
、
池
上
貞
一
、
内
山
雅
夫
が
教
壇
に
立
ち
、
書
院
独
自
の
中
国
語
教
科
書
『
華
語
萃

編
』
（
か
ご
す
い
へ
ん
）
を
使
っ
て
教
え
た
。 

 

書
院
の
雰
囲
気
は
学
生
に
も
あ
っ
た
。
書
院
か
ら
や
っ
て
来
た
学
生
が
、
書
院
時
代
と
同
じ
よ
う
に

自
主
的
中
国
語
学
習
会
「
念
書
」
を
開
い
た
の
だ
。 

 

こ
う
し
て
高
師
原
の
愛
大
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
か
つ
て
上
海
市
民
が
「
書
院
カ
ラ
ス
」
と
呼
ん
だ
書

院
流
の
中
国
語
発
音
練
習
の
声
が
響
き
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
後
輩
た
ち
に
引
き
継
が
れ
、

愛
大
の
伝
統
と
な
っ
て
い
っ
た
。 

 

第
１
２
回 

本
間
喜
一
の
東
奔
西
走 

 

敗
戦
に
よ
っ
て
閉
校
し
た
東
亜
同
文
書
院
大
学
の
学
長
だ
っ
た
本
間
喜
一
は
、
１
９
４
６
（
昭
和
二

一
）
年
、「
世
界
文
化
ト
平
和
ニ
寄
与
ス
ヘ
キ
新
日
本
ノ
建
設
」（
『
愛
知
大
学
設
立
趣
意
書
』
）
を
担
う

国
際
的
教
養
と
視
野
を
持
つ
人
間
の
育
成
を
目
指
し
て
愛
知
大
学
を
開
学
し
た
。 

 

こ
の
時
、
本
間
は
大
学
運
営
に
豊
富
な
経
験
を
持
つ
慶
応
義
塾
大
学
の
元
塾
長
・
林
毅
陸
（
は
や
し

き
ろ
く
）
を
初
代
学
長
に
招
き
、
自
ら
は
一
教
員
と
し
て
愛
大
を
支
え
よ
う
と
し
た
。 

 

し
か
し
、
翌
年
、
本
間
は
愛
大
を
離
れ
て
い
る
。
最
高
裁
判
所
長
官
・
三
淵
忠
彦
た
っ
て
の
願
い
で

最
高
裁
事
務
総
長
に
就
任
し
た
の
だ
。 

 

三
淵
は
本
間
の
裁
判
官
時
代
の
上
司
で
あ
る
。2

人
の
関
係
は
師
弟
と
い
え
る
も
の
で
、
三
淵
の
強

い
要
請
を
本
間
は
断
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 

５
０
（
昭
和
二
五
）
年
、
最
高
裁
の
運
営
を
軌
道
に
乗
せ
た
本
間
は
愛
大
に
戻
っ
た
。
こ
の
時
、
三

淵
の
後
任
の
最
高
裁
長
官
・
田
中
耕
太
郎
（
本
間
の
一
高
、
東
大
以
来
の
友
人
）
が
豊
橋
ま
で
や
っ
て
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来
て
、
本
間
に
最
高
裁
事
務
総
長
へ
の
再
登
板
を
懇
請
し
て
い
る
。 

 

そ
れ
を
本
間
は
固
辞
し
た
。
当
時
、
愛
大
は
深
刻
な
財
政
難
に
直
面
し
て
お
り
、
加
え
て
林
学
長
の

体
調
が
悪
化
し
て
い
た
。
危
機
に
ひ
ん
し
た
愛
大
の
か
じ
取
り
が
で
き
る
の
は
本
間
以
外
に
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。 

 

本
間
は
愛
大
の
学
長
に
な
る
と
、
大
学
院
や
女
子
短
大
の
設
置
、
名
古
屋
校
舎
（
現
・
車
道
キ
ャ
ン

パ
ス
）
の
拡
充
な
ど
現
在
に
至
る
愛
大
の
骨
格
を
整
え
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
活
動
の
中
で
も
特
筆
す

べ
き
も
の
が
『
中
日
大
辞
典
』
の
編
纂
で
あ
る
。 

 

第
１
３
回 

受
け
継
が
れ
た
中
国
語
辞
典
作
り 

 

愛
知
大
学
の
前
身
校
で
あ
る
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
大
学
は
、
鈴
木
択
郎
（
戦
後
、
愛
大
教
授
）
を

リ
ー
ダ
ー
に
中
国
語
辞
典
を
編
纂
し
て
い
た
。
し
か
し
、
敗
戦
に
よ
っ
て
書
院
は
閉
校
し
、
そ
れ
ま
で

に
作
成
し
て
い
た
約
１
４
万
枚
の
中
国
語
語
彙
（
ご
い
）
カ
ー
ド
は
中
国
に
接
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

本
間
喜
一
は
、
１
９
５
０
（
昭
和
二
五
）
年
、
愛
大
の
学
長
に
就
任
す
る
と
、
す
ぐ
に
書
院
の
中
国

語
語
彙
カ
ー
ド
の
返
還
運
動
を
始
め
た
。
本
間
は
、
書
院
の
中
国
語
辞
典
編
纂
（
へ
ん
さ
ん
）
を
、
愛

大
で
完
成
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
だ
。 

 

当
時
、
日
中
間
に
は
国
交
が
な
か
っ
た
が
、
中
国
科
学
院
院
長
・
郭
沫
若
の
協
力
も
得
て
、
５
４
（
昭

和
二
九
）
年
、
中
国
語
語
彙
カ
ー
ド
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
敗
戦
で
接
収
さ
れ
た
も
の
が
戻

っ
て
く
る
と
い
う
の
は
異
例
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

こ
う
し
て
中
国
語
語
彙
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
愛
大
は
、
５
５
（
昭
和
三
〇
）
年
、
華
日
辞
典
編
纂

処
（
現
・
中
日
大
辞
典
編
纂
室
）
を
設
け
、
鈴
木
を
編
纂
委
員
長
と
し
て
中
国
語
辞
典
の
編
纂
を
始
め

た
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
書
院
出
身
の
教
員
。
内
山
雅
夫
と
桑
島
信
一
、
中
国
か
ら
招
聘
（
し
ょ
う
へ
い
）

し
た
張
禄
沢
と
欧
陽
可
亮
、
愛
大
卒
業
生
の
今
泉
潤
太
郎
で
あ
る
。
加
え
て
、
学
外
の
書
院
卒
業
生
や

中
国
専
門
家
の
協
力
も
得
な
が
ら
辞
典
編
纂
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
時
に
は
愛
大
生
も
手
伝
っ
た
。 

 

当
初
、
６
年
間
で
の
完
成
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
実
際
に
『
中
日
大
辞
典
』
と
し
て
出
版
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
そ
の
倍
以
上
の
時
間
を
費
や
し
た
６
８
（
昭
和
四
三
）
年
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

今
泉
は
、
「
大
学
の
授
業
以
外
の
時
間
は
ほ
と
ん
ど
辞
典
作
り
を
し
て
い
た
」
、
「
授
業
の
な
い
土
日

で
も
辞
典
編
纂
処
に
行
く
こ
と
が
普
通
だ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
作
業
を
続
け
て
も
、

な
か
な
か
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
辞
典
の
編
纂
は
困
難
な
こ
と
だ
っ
た
。 

 

第
１
４
回 

難
航
す
る
編
纂 

 

１
９
５
５
（
昭
和
三
〇
）
年
、
愛
知
大
学
は
中
国
語
辞
典
の
編
纂
（
へ
ん
さ
ん
）
を
始
め
た
。 

 

こ
の
取
り
組
み
は
国
際
的
な
注
目
を
集
め
、
中
国
や
ア
メ
リ
カ
の
学
者
が
た
び
た
び
視
察
に
や
っ
て

来
た
。
彼
ら
の
評
価
は
高
く
、
５
６
（
昭
和
三
一
）
年
に
は
中
国
か
ら
辞
典
編
纂
資
料
が
寄
贈
さ
れ
、

５
７
（
昭
和
三
二
）
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
慈
善
団
体
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
が
支
援
を
申
し
出
た
。 

 

国
内
外
か
ら
期
待
を
寄
せ
ら
れ
た
愛
大
の
中
国
語
辞
典
だ
っ
た
が
、
当
初
見
込
ん
だ
６
年
間
を
過
ぎ

て
も
完
成
し
な
か
っ
た
。 
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辞
典
を
作
る
と
い
う
の
は
、
変
化
し
続
け
る
こ
と
ば
を
集
め
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
途
方
も
な
い
企

て
だ
。
例
え
ば
、
『
広
辞
苑
』
の
初
版
は
編
纂
に
２
０
年
余
り
を
費
や
し
て
い
る
。 

 

愛
大
は
、
最
初
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
が
戦
前
に
作
成
し
た
約
１
４
万
枚
の
中
国
語
語
彙
（
ご
い
）

カ
ー
ド
を
も
と
に
辞
典
を
作
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
戦
前
と
戦
後

で
は
中
国
語
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
だ
。 

 

漢
字
の
変
化
。
戦
前
は
日
中
両
国
で
同
じ
形
の
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
戦
後
は
そ
れ
ぞ
れ
変
化

し
た
。
例
え
ば
、
戦
前
は
日
中
共
に
「
豐
橋
」
と
書
い
て
い
た
の
が
、
戦
後
は
日
本
で
は
「
豊
橋
」
、

中
国
で
は
「
丰
桥
」
と
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

発
音
表
記
の
変
化
。
戦
前
は
ロ
ー
マ
字
表
記
の
「
ウ
ェ
ー
ド
式
」
、
あ
る
い
は
発
音
記
号
「
注
音
字

母
」
が
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
戦
後
に
な
る
と
「
拼
音
」
（
ピ
ン
イ
ン
）
と
い
う
ロ
ー
マ
字
表
記

が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
「
北
京
」
の
中
国
語
音
は
、
ウ
ェ
ー
ド
式
で
は
「Pe

i
3
c
h
i
n
g
1

」
、

注
音
字
母
で
は
「
ㄅ
ㄟ 

ㄐ
ㄧ
ㄥ
」
、
拼
音
で
は
「b

ě
i
jīn

g

」
と
表
わ
す
。 

 

さ
ら
に
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
ば
も
あ
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の
新
語
も
生
じ
て
い
た
。 

 

こ
う
し
た
変
化
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
作
業
を
続
け
た
結
果
、
中
国
語
語
彙
カ
ー
ド
は
い
つ
し
か
書

院
の
時
の
倍
以
上
、
実
に
約
３
０
万
枚
に
増
え
て
い
た
。 

 

第
１
５
回 

本
間
元

学
長
、
再
び
走
る 

 

戦
前
、
上
海
に
あ
っ
た
東
亜
同
文
書
院
大
学
は
、
当
時
の
日
本
に
は
な
か
っ
た
本
格
的
な
中
国
語
辞

典
を
編
纂
（
へ
ん
さ
ん
）
し
て
い
た
が
、
戦
争
に
よ
っ
て
未
完
に
終
わ
っ
た
。 

 

敗
戦
時
の
書
院
学
長
・
本
間
喜
一
は
、
戦
後
、
愛
知
大
学
を
開
校
さ
せ
る
と
、
１
９
５
５
（
昭
和
３

０
）
年
、
書
院
の
中
国
語
辞
典
編
纂
を
愛
大
で
再
開
さ
せ
た
。 

 

中
国
語
の
大
き
な
変
化
も
あ
っ
て
、
編
纂
は
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
が
、
６
４
（
昭
和
三
九
）
年

頃
に
な
る
と
、
よ
う
や
く
完
成
の
め
ど
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

し
か
し
、
出
版
費
の
調
達
が
さ
ら
な
る
問
題
と
な
っ
た
。 

 

愛
大
の
中
国
語
辞
典
の
出
版
で
は
、
日
本
に
は
な
か
っ
た
約
３
千
字
も
の
「
簡
体
字
」
（
中
国
語
の

漢
字
の
字
体
）
の
活
字
を
作
る
必
要
が
あ
り
、
当
時
の
金
額
で
１
５
０
０
万
円
以
上
と
い
う
出
版
費
が

見
込
ま
れ
た
（
厚
生
労
働
省
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」
に
よ
れ
ば
６
８
年
大
卒
初
任
給
は
月
給
３

万
６
０
０
円
）
。 

 

そ
の
金
額
を
愛
大
が
出
す
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
辞
典
を
推
進
し
た
本
間
は
、
す
で
に
愛
大
の
学
長

職
を
降
り
て
お
り
、
愛
大
は
以
前
ほ
ど
辞
典
に
対
し
て
積
極
的
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
。
編
纂
委

員
長
・
鈴
木
択
郎
は
「
愛
知
大
学
の
内
部
で
さ
え
も
、
こ
の
辞
典
に
つ
い
て
は
認
識
が
浅
く
、
出
版
費

の
大
学
負
担
は
た
や
す
く
は
決
定
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。 

 

こ
の
局
面
を
打
開
し
た
の
は
、
や
は
り
本
間
だ
っ
た
。
本
間
は
学
内
外
宏
邦
粘
り
強
く
協
力
を
呼
び

か
け
た
。
そ
の
結
果
、
愛
大
は
も
ち
ろ
ん
、
図
書
印
刷
株
式
会
社
、
日
本
通
運
、
朝
日
新
聞
、
毎
日
新

聞
、
多
数
の
中
国
関
係
の
商
社
、
中
国
書
専
門
店
の
大
安
な
ど
か
ら
の
支
援
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
だ
。 
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こ
う
し
て
、
６
８
（
昭
和
四
三
）
年
、
愛
大
の
『
中
日
大
辞
典
』
が
出
版
さ
れ
た
。
愛
大
が
編
纂
を

始
め
て
か
ら
１
３
年
、
書
院
の
辞
典
編
纂
開
始
か
ら
は
３
５
年
も
の
年
月
が
過
ぎ
て
い
た
。 

 

最
終
回 

日
中
を
つ
な
い
だ
辞
典 

 

愛
知
大
学
の
「
中
日
大
辞
典
」
の
出
版
で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
手
法
も
用
い
ら
れ
た
。
日
中
友
好

を
目
指
し
て
中
国
に
贈
呈
す
る
分
の
予
約
購
入
を
広
く
募
っ
た
の
だ
。 

 

１
９
６
８
（
昭
和
四
三
）
年
、「
中
日
大
辞
典
」
が
出
版
さ
れ
た
。
日
本
で
は
大
好
評
で
あ
っ
た
が
、

中
国
で
の
反
応
は
す
ぐ
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
当
時
、
中
国
は
文
化
大
革
命
の
混
乱
の
最
中
に
あ
っ

た
。 

 

７
２
（
昭
和
四
七
）
年
、
日
中
国
交
正
常
化
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
翌
年
、
突
然
、
中
国
の
有
力
大
学
・

南
開
大
学
か
ら
愛
大
に
招
待
電
報
が
届
い
た
。
「
中
日
大
辞
典
」
に
関
す
る
学
術
交
流
の
呼
び
か
け
だ

っ
た
。 

 

愛
大
は
す
ぐ
に
辞
典
の
編
纂
（
へ
ん
さ
ん
）
委
員
長
・
鈴
木
拓
郎
を
団
長
と
し
、
中
国
関
係
の
教
員
・

池
上
貞
一
、
今
泉
潤
太
郎
、
中
島
敏
夫
か
ら
な
る
訪
中
団
を
派
遣
し
た
。 

 

交
流
会
の
席
上
、
中
国
の
研
究
者
た
ち
は
、
「
中
日
大
辞
典
」
は
日
本
人
の
中
国
語
学
習
だ
け
で
は

な
く
、
中
国
人
の
日
本
語
学
習
に
も
役
立
つ
も
の
で
、
両
国
の
文
化
交
流
を
促
進
さ
せ
る
も
の
だ
と
評

価
し
た
。
さ
ら
に
、
辞
典
に
つ
い
て
２
０
０
余
り
も
の
提
言
を
寄
せ
て
き
た
。
こ
れ
は
「
中
日
大
辞
典
」

を
詳
し
く
研
究
し
て
い
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
だ
。
や
は
り
、
中
国
の
「
中
日
大
辞
典
」
へ
の
関
心

は
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
学
術
交
流
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
愛
大
は
南
開
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
の
大
学
と
の
関
係

を
深
め
て
い
っ
た
。 

 

そ
し
て
、
「
中
日
大
辞
典
」
は
、
中
国
の
研
究
者
た
ち
が
予
想
し
た
よ
う
に
、
中
国
両
国
の
人
々
が

互
い
の
こ
と
ば
を
学
ぶ
の
に
大
い
に
用
い
ら
れ
、
両
国
の
交
流
に
貢
献
し
続
け
た
。 

 

現
在
、
紙
の
本
と
し
て
の
「
中
日
大
辞
典
」
の
編
纂
は
終
了
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
「
愛
知
大
学
中
国
語
彙
（
ご
い
）
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
今
な

お
両
国
交
流
の
一
翼
を
担
い
続
け
て
い
る
。 

  

〔
注
〕
東
海
日
日
新
聞 

令
和
四
年
三
月
～
六
月
毎
週
火
曜
日
掲
載
。 
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米国における「東亜同文書院大学」と 

愛知大学の『中日大辞典現象』 
李春利     

                     愛知大学経済学部教授・ICCS運員委員  

 

1. 一、 経緯 

 1901年に上海で設立された東亜同文書院大学を源流にもつ愛知大学の中国研究は「第

二の世紀」に入った。「第二の世紀」の幕開けの象徴は2002年の文部科学省21世紀COE

（center of  excellence）プログラムの採択による愛知大学国際中国学研究センター

（ICCS）の発足である。2001年の東亜同文書院百年祭が20世紀を締めくくったとするな

らば、2002年のICCS発足は21世紀への発進にほかならない。 

 私はたまたまICCS推進委員会のアメリカ部会に入っているので、米国の中国研究の拠

点校と研究交流のネットワークを構築するために、2003年にICCS事務局長 (当時）の山

本一巳教授と共に2回にわたって、米国の主要大学を訪問した。 

 1回目は2003年3月13日から3月22日までで、アメリカ西海岸のカリフォルニア大学ロ

サンゼルス校（UCLA)、カリフォルニア大学バークレイ校、スタンフォード大学、ワシ

ントン大学とハワイ大学を訪問した。2回目は9月7日から9月18日までで、中西部のミシ

ガン大学とシカゴ大学、東海岸のプリンストン大学とハーバード大学を訪問した。 

    訪問先は主に各大学の中国研究センターもしくは東アジア研究センターや関連部、

およびアジア図書館などであった。これらの研究機関には愛知大学が編纂した『中日大

辞典』や学術誌『中国21』の中国語版などを贈呈してきた。 

（中略） 

 

四、 米国における愛知大学の『中日大辞典』 

 約250年の歴史をもつプリンストン大学の美しいキャンパス・センタービルの3に、か

つてアルベルト・アインシュタイン博士が教えていた教室（302号）がある。この「ア

インシュタイン教室」と同じ階の反対側に、プリンストン大学東アジア図書館がある。

その中の一角で、私は愛知大学が編纂した『中日大辞典』を発見した。収蔵されている

のは1968年に出版された『中日大辞典』の初版である。辞書は相当使いこなされており、

本体はかなり傷んでいる。「ご苦労さま」と言ってあげたいぐらいだった。そのすぐ近

くに中国「五四運動」の旗手、太平洋戦争時の駐米大使も務めた胡適（HU Suh）元北京

大学長の「開巻有益」という肉筆の字が掛かっている。ちなみに、胡適も魯迅もかつて

東亜同文書院で講義したことがあり、また東亜同文書院の開校式には中国最初の大学の

一つである南洋公学（現在上海交通大学）の創立者、著名な洋務運動家である盛宣懐も

出席したとの記録も残っている。 

 東アジア図書館副館長のMartin Heijdra博士によれば、愛知大学といえば、すぐ『中

日大辞典』が思い浮かぶという（この評価は中国でもまったく同じである）。彼はオラ

ンダ人で、同国の中国研究の名門校・ライデン大学の出身で、プリンストン大学で博士

号を取得した。彼の専門は中国研究であるが、『中日大辞典』を使って日本語を覚えた。

その後、東京大学に2年間留学した後に、この図書館に勤めるようになった。ライデン

大学では、東アジア研究の専門であれば、中国研究の専攻でも日本語が必修であるとい

う。 

 また、館長のTai-loi  Ma博士はもともとシカゴ大学で長く勉強し、仕事をしてきた。

彼が学生の頃、米国での東アジア研究は中国語と日本語両方の習得が要求されていた。

８‒５ａ(1)
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日本ベースの中国研究の成果を読むために、日本語が必修である。そのために、『中日

大辞典』は広く使われていたという。 

 プリンストンのほかに、今回訪問したミシガン大学、ハーバード大学でも『中日大辞

典』が発見された。米国最古の中国研究機関・ハーバド燕京研究所（Harvard-Yenching 

Institute=哈佛燕京学社）の図書館には『中日大辞典』第二版が収蔵されていた。ハー

バード大学フェアバンク研究センター長のWilt Idema 教授も『中日大辞典』を愛用し

ていた。Idema教授はハーバード大学東アジア学部で中国文学を教えているが、昔、北

海道大学と京都大学で1年間ずつ訪問研究をしていた。彼もオランダ人で、ライデン大

学で博士号取得後、ハーバード大学に移籍するまで母校で長く教鞭を取っていた。彼は

流暢な日本語と中国語を使い分けていた。 

 副所長のRonald Suleski博士によれば、われわれが訪問する前に、Idema教授は愛知

大学の『中日大辞典』について詳しく語っていたという。Suleski（中国通称名：薛龍）

博士はHarvard-Yenching Instituteにも勤めたことがある。彼はイギリス人で、ミシガ

ン大学で中国歴史研究で博士号を取得した後、テキサス大学と上智大学で教えていた。

さらに、彼は米国ヒューロン大学（Huron University）東京校学長、日本アジア協会（The 

Asiatic Society of Japan、1872年設立）会長などを歴任し、通算17年間に及ぶ長い日

本滞在歴をもっており、ハーバード大学では有数の日本通である。彼は戦前の旧満洲に

ついて研究しており、前述のDouglas Reynolds氏（中国通称名任達）の東亜同文書院に

関する研究書を紹介してくれた。2008年、Suleski 博士は愛知大学の招聘を受けて来日

し、講演したことがある。当時の講演録は、ロナルド・スレスキー著『満州の青少年像』

（愛知大学東亜同文書院ブックレット4、あるむ、2008年）と題した日本語の著書に収

録された。 

 『中日大辞典』が刊行された時の世間の評価は高く、『朝日ジャーナル』や毎日新聞

は「この辞典の出版によって、日本は中国語に関しては世界の学界に誇り得る金字塔を

建てた」と絶賛していた。出版翌年の1969年には「中日文化賞」も授与された。欧米の

主要大学では東アジア研究専攻の学生に向けて、カリキュラムの中に中国語と日本語両

方が必修科目として組み込まれており、時代に先駆けて発行された『中日大辞典』はか

つてこのような教育の仕組みとカリキュラムの構造の中で広く使われていたのである。 

（後略） 

  

［注］愛知大学国際中国学研究センター（ICCS）設立10周年記念誌（2013.3 ）所載 
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ロロ
財財
團團
よよ
りり
招招
請請
状状  

明明
年年  
渡渡
米米
のの
小小
岩岩
井井
教教
授授  

 

さ
き
に
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
よ
り
日
本
に
お
け
る
優
秀
な
る
国
際
問
題
研
究
所
と
し
て
認
め
ら
れ

「
中
国
に
関
す
る
欧
米
出
版
図
書
の
購
入
費
」
と
し
て
一
千
㌦
前
後
の
補
助
金
を
交
付
さ
れ
そ
の
後
の
活

動
を
注
目
さ
れ
て
い
る
本
学
国
際
問
題
研
究
所
に
も
又
も
ロ
財
団
よ
り
「
小
岩
井
教
授
渡
米
決
定
」
の
朗

報
が
入
り
関
係
者
を
喜
ば
せ
て
い
る
。 

 

こ
れ
は
か
ね
て
ロ
財
団
が
本
学
国
際
研
究
所
を
日
本
に
お
け
る
優
秀
研
究
所
と
認
定
し
て
際
、
た
ま
た

ま
本
学
研
究
所
を
訪
れ
た
ロ
財
団
人
文
科
学
担
当
Ｃ
・
Ｂ
・
フ
ァ
ー
ス
氏
と
研
究
所
と
の
間
に
交
わ
さ

れ
た
ロ
財
団
へ
の
要
望
の
う
ち
、
先
に
決
定
し
た
「
中
国
関
係
欧
米
出
版
図
書
購
入
費
補
助
金
」
と
共

に
「
本
学
優
秀
研
究
所
員
の
渡
米
」
問
題
が
ロ
財
団
の
取
り
上
げ
る
所
と
な
り
、
そ
の
間
学
長
へ
の
人

選
依
頼
、
個
人
的
折
衝
と
次
第
に
具
体
化
し
、
フ
ァ
ー
ス
氏
の
尽
力
も
あ
っ
て
今
度
正
式
に
決
定
し
た

も
の
で
あ
る
。 

 

な
お
、
小
岩
井
教
授
の
渡
米
は
来
年
一
月
一
日
よ
り
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
何
れ
か
都
合
の
よ

い
六
ヶ
月
を
選
ん
で
実
現
さ
れ
る
予
定
で
、
本
学
研
究
所
の
み
な
ら
ず
学
問
的
連
絡
の
拡
大
と
い
う

意
味
で
、
本
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
所
大
で
あ
る
。 

 

親
愛
な
る
本
間
学
長
殿 

 

私
は
本
財
団
が
貴
大
学
に
小
岩
井
浄
教
授
が
米
国
に
約
六
ヶ
月
滞
在
し
中
国
研
究
の
調
査
を
可
能

な
ら
し
む
る
た
め
に
四
千
二
百
㌦
前
後
の
必
要
と
さ
れ
る
補
助
金
を
与
え
る
事
に
同
意
し
た
旨
御
通

知
申
し
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
の
を
幸
福
に
存
じ
ま
す
。（
中
略
） 

 

補
助
金
の
総
額
は
横
浜
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
間
往
復
船
便
の
費
用
、
米
国
内
に
お
け
る
汽
車
旅
行
の

費
用
（
シ
ャ
ト
ル
・
シ
カ
ゴ
・
ア
イ
セ
ー
カ
・
ボ
ス
ト
ン
・
ニ
ュ
ー
ヘ
ヴ
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ワ
シ

ン
ト
ン
・
カ
ン
サ
ス
シ
テ
ィ
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
経
路
に
よ
る
）
及
び
一
日
十
五
㌦
と
し
て
百
八

十
日
分
を
基
礎
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
補
助
金
に
関
す
る
簡
単
な
公
表
は
本
財
団
次
期
季

報
に
て
行
わ
れ
ま
す
。 

 

私
は
小
岩
井
教
授
の
渡
米
が
同
教
授
に
と
っ
て
も
貴
大
学
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
る
事
を
希
望
し
ま
す
。

勧
告
或
い
は
諸
大
学
へ
の
紹
介
状
等
私
が
そ
れ
以
上
に
で
き
る
事
が
あ
り
ま
す
な
ら
ば
ご
遠
慮
な
く
お
知

ら
せ
下
さ
い
。
敬
具 

一
九
五
二
年
十
一
月
六
日 

 
 

チ
ャ
ー
ル
ス
・
Ｂ
・
フ
ァ
ー
ス 

 

〔
注
〕
幻
の
英
語
版 

愛
知
大
学
新
聞
第
三
六
・
三
七
合
併
号
（
昭
和
二
七
年
一
二
月
二
五
日
）
所
載
。 
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ピ
ン
ポ
ン
外
交
に
よ
る
日
米
中
接
近
に 

「
一
字
千
金
」
の
役
割
を
果
た
し
た
中
日
大
辞
典 

 

国
際
中
国
学
研
究
セ
ン
タ
ー(ICCS)

所
長
・
経
済
学
部
教
授 

李 

春
利 

  

１
９
７
１
年
４
月
名
古
屋
、
世
界
卓
球
選
手
権
大
会 

ま
ず
は
ピ
ン
ポ
ン
外
交
と
は
何
か
を
お
さ
ら
い
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
１
９
７
１
年
春
に
名
古
屋
市

の
愛
知
県
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
第
３
１
回
世
界
卓
球
選
手
権
大
会
に
、
中
国
代
表
団
が
６
年
ぶ
り
に

出
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
卓
球
協
会
会
長
だ
っ
た
後
藤
鉀
二
（
こ
う
じ
）・
愛
知
工
業
大
学
長
が
、

北
京
を
訪
ね
中
国
の
周
恩
来
首
相
と
会
談
し
た
結
果
実
現
で
き
た
も
の
で
す
。
大
会
期
間
中
の
米
中
選

手
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
、
米
国
選
手
団
が
中
国
に
招
待
さ
れ
、
朝
鮮
戦
争
以
来
敵
対
し
て
い
た
米
中

の
外
交
が
一
気
に
動
き
ま
し
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
大
統
領
補
佐
官
の
極
秘
訪
中
、
続
く
ニ
ク
ソ
ン
大

統
領
の
訪
中
に
よ
る
劇
的
な
両
国
の
和
解
が
世
界
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
田
中
角
栄
首
相
の

訪
中
に
よ
り
日
中
国
交
が
樹
立
さ
れ
ま
し
た
。
名
古
屋
を
舞
台
に
し
た
卓
球
交
流
か
ら
始
ま
っ
た
米
中

接
近
、
日
中
国
交
正
常
化
の
流
れ
は
、
冷
戦
下
の
世
界
の
力
関
係
を
大
き
く
変
え
、
世
界
史
に
残
る
「
ピ

ン
ポ
ン
外
交
」
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
小
さ
な
ピ
ン
ポ
ン
球
が
大
き
な
地
球
を
動
か
し

た
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
江
要
介
元
中
国
大
使
は
ピ
ン
ポ
ン
外
交
３
０
周
年
記
念
式
典
の
際
に
、

「
世
界
史
に
残
る
名
古
屋
発
の
出
来
事
は
２
つ
あ
る
。
１
つ
は
日
本
の
戦
国
時
代
、
も
う
１
つ
は
ピ
ン

ポ
ン
外
交
だ
」
と
語
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

米
中
で
愛
用
さ
れ
て
き
た 

 

中
日
大
辞
典 

  

こ
の
世
界
史
的
な
「
ピ
ン
ポ
ン
外
交
」
の
創
世
記
に
は
、
実
は
愛
知
大
学
も
か
か
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

米
国
選
手
団
の
訪
中
希
望
に
対
し
て
は
、
中
国
側
も
大
変
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。
当
時
中
国
の
ト
ッ
プ

に
あ
っ
た
毛
沢
東
主
席
や
周
恩
来
首
相
も
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
迷
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
会

閉
会
前
日
の
夜
、
毛
沢
東
に
よ
る
決
断
が
下
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
中
国
外
務
省
か
ら
国
際
電
話
を
通

じ
て
訪
日
代
表
団
に
指
示
を
伝
え
た
そ
う
で
す
。
当
時
、
国
交
の
な
い
日
中
の
間
で
は
ま
だ
暗
号
通
信

シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
傍
聴
を
警
戒
し
た
中
国
側
が
訪
日
代
表
団
と
の
電
信
暗

号
帳
と
し
て
使
っ
た
の
が
、
愛
知
大
学
の
中
日
大
辞
典
で
し
た
。 

 

中
日
大
辞
典
の
ル
ー
ツ
は
、
愛
知
大
学
の
前
身
と
さ
れ
る
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
大
学
が
１
９
３
０

年
代
か
ら
編
纂
し
は
じ
め
た
『
華
日
辞
典
』
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
敗
戦
時
に
接
収
さ
れ
た
約
１
４
万

枚
の
中
国
語
単
語
カ
ー
ド
が
、
当
時
中
国
全
人
代
副
委
員
長
の
郭
沫
若
（
か
く
・
ま
つ
じ
ゃ
く
）
氏
た

ち
の
お
取
り
計
ら
い
で
、
１
９
５
４
年
に
愛
知
大
学
に
返
還
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
元
に
１
９
６
８
年
に
刊
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行
さ
れ
た
の
が
、
中
日
大
辞
典
で
す
。
日
本
最
初
の
本
格
的
な
中
国
語
辞
典
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、

翌
年
に
は
中
日
文
化
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
を
踏
ま
え
て
、
初
版
か
ら
今
日
ま
で
、

中
日
大
辞
典
は
中
国
側
に
常
に
最
新
版
が
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
中
国
の
大
学
や
研
究
機
関
、

外
務
省
な
ど
で
広
く
使
わ
れ
、
中
国
に
お
け
る
愛
知
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
大
き
く

貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
余
談
で
す
が
、
愛
知
大
学
豊
橋
校
舎
の
正
門
に
刻
ま
れ
て
い
る
「
愛
知
大
学
」

の
４
文
字
は
、
実
は
郭
沫
若
氏
の
揮
毫
に
よ
る
も
の
で
す
。 

 

実
は
私
も
、
中
日
大
辞
典
で
日
本
語
を
覚
え
た
１
人
で
す
。
ま
た
、
上
海
で
日
本
語
を
勉
強
し
た
時

の
先
生
の
１
人
は
、
東
亜
同
文
書
院
の
卒
業
生
で
あ
る
王
宏
教
授
で
し
た
。
約
２
０
年
前
にICCS

が

発
足
し
て
ま
も
な
く
、
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
に
訪
米
し
た
際
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
、
プ
リ
ン

ス
ト
ン
な
ど
錚
々
た
る
大
学
で
、
使
い
込
ま
れ
た
ボ
ロ
ボ
ロ
の
中
日
大
辞
典
（
初
版
）
を
見
て
、
「
お

疲
れ
様
！
」
と
言
っ
て
あ
げ
た
い
ぐ
ら
い
感
動
し
ま
し
た
。
米
国
で
は
東
亜
同
文
書
院
や
中
日
大
辞
典

は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。
中
日
大
辞
典
は
欧
米
で
も
広
く
愛
用
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

文
献
を
調
べ
る
と
、
米
国
の
「
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
」
の
理
事
た
ち
が
１
９
５
０
年
代
に
二
度
に
わ

た
り
、
愛
知
大
学
を
訪
問
し
、
「
日
本
で
愛
知
大
学
ほ
ど
中
国
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
」

と
評
価
し
、
中
日
大
辞
典
の
編
纂
に
対
し
て
寄
付
と
支
援
を
申
し
出
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

「
一
字
千
金
」
の
役
割
を
果
た
し
た 

 

中
日
大
辞
典 

  

縁
が
あ
っ
て
、
２
０
０
４
～
０
５
年
と
２
０
１
８
～
１
９
年
に
二
度
に
わ
た
り
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

で
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
訪
問
研
究
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
２
回
目
の
と
き
に
、
同
大
学
フ
ェ
ア
バ
ン

ク
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
で
『
江
培
柱
文
存 

対
日
外
交
台
前
幕
後
的
思
考
（
江
培
柱
文
集 

対
日
外
交

の
表
と
裏
の
考
察
）
』
と
題
し
た
本
を
発
見
し
ま
し
た
。
ピ
ン
ポ
ン
外
交
の
際
に
中
国
外
交
官
の
一
員

と
し
て
名
古
屋
に
来
た
江
培
柱
氏
の
回
顧
録
で
す
。
そ
こ
に
は
中
日
大
辞
典
が
電
信
暗
号
帳
と
し
て
使

わ
れ
た
と
い
う
驚
く
べ
き
事
実
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
内
容
を
検
証
し
、
今
年
４
月
と

８
月
に
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
２
回
の
「
ピ
ン
ポ
ン
外
交
５
０
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
初

め
て
発
表
し
た
の
で
す
。
２
回
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
孔
鉉
佑
中
国
大
使
が
基
調
講
演
を
行
い
、
私

は
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。 

 

暗
号
の
手
法
は
単
純
な
も
の
で
す
。
中
国
外
務
省
と
訪
日
代
表
団
が
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
版
の
中
日
大
辞

典
を
携
え
、
国
際
電
話
で
例
え
ば
「
９
６
０
ー
右
ー
３
８
」
と
伝
え
ま
す
。
そ
れ
は
「
中
日
大
辞
典
９

６
０
ペ
ー
ジ
右
段
３
８
行
目
の
漢
字
」
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
事
前
に
決
め
て
い
た
余
分
な

数
字
も
交
え
て
複
雑
化
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
こ
の
要
領
で
一
文
字
ず
つ
伝
え
、
例
え
ば
「
邀
」「
請
」

「
美
」「
国
」「
隊
」
す
な
わ
ち
「
邀
請
美
国
隊
＝
米
国
チ
ー
ム
を
招
聘
す
る
」
と
い
う
文
章
に
し
た
の

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
５
０
年
前
の
４
月
に
、
「
ピ
ン
ポ
ン
の
音
が
世
界
中
に
響
き
渡
っ
た
」
と
言
わ

れ
た
こ
の
毛
沢
東
の
決
断
は
、
こ
の
よ
う
に
中
日
大
辞
典
を
介
し
て
名
古
屋
に
届
い
た
の
で
す
。 

 

江
氏
は
さ
ら
に
、
「
こ
れ
は
お
そ
ら
く
最
も
原
始
的
で
最
も
解
読
し
に
く
い
暗
号
通
信
な
の
で
は
な
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い
か
と
思
う
。
現
在
、
机
に
置
い
て
あ
る
こ
の
中
日
大
辞
典
を
見
る
と
、
特
定
の
歴
史
的
な
状
況
の
下

で
『
一
字
千
金
』
と
も
い
え
る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
実
に
感
無
量
で
あ
る
。
」
と
つ

づ
っ
て
い
ま
す
。
私
の
発
表
は
、
中
日
新
聞
朝
刊
（
５
月
２
３
日
）・
東
京
新
聞
夕
刊
（
５
月
３
１
日
）

の
一
面
ト
ッ
プ
で
報
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
編
集
関
係
者
も
「
ま
さ
に
０
０
７
の
世
界
だ
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

世
界
の
評
価
を 

 

愛
知
大
学
の
自
信
に 

  

日
本
、
中
国
、
欧
米
に
と
っ
て
、
中
日
大
辞
典
は
長
ら
く
、
代
え
の
き
か
な
い
重
要
な
書
物
だ
っ
た

の
で
す
。
私
が
愛
知
大
学
の
学
生
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し
い
の
は
こ
の
こ
と
で
す
。
初
版

か
ら
中
日
大
辞
典
の
編
纂
に
参
加
し
、
の
ち
に
編
集
委
員
長
を
務
め
た
今
泉
潤
太
郎
名
誉
教
授
に
こ
の

こ
と
を
伝
え
る
と
、
非
常
に
感
銘
し
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
８
月
末
に
、
私
は
『
エ
ズ
ラ
・
ヴ
ォ

ー
ゲ
ル 

最
後
の
授
業
ー
永
遠
の
隣
人
』
と
題
し
た
本
を
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
先
生
故
人
と
の
共
著
と
い
う
形

で
出
版
し
ま
し
た
。（
本
誌
Ｐ
．
２
１ 

Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
参
照
）
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
名
誉

教
授
の
エ
ズ
ラ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
先
生
は
、
『
日
中
関
係
史
』
で
１
０
ペ
ー
ジ
ぐ
ら
い
割
い
て
、
近
衛
篤

麿
や
東
亜
同
文
書
院
、
そ
し
て
愛
知
大
学
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
地
方
の
一
私
立
大
学
と
自

他
共
に
捉
え
ら
れ
が
ち
な
愛
知
大
学
で
す
が
、
見
る
角
度
を
変
え
、
時
に
は
世
界
か
ら
眺
め
る
と
、
独

自
の
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。
こ
れ
は
学
生
に
は
大
き
な
自
信
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
他
者
の
真
似
で
き
な
い
部
分
を
改
め
て
自
己
評
価
し
、
も
っ
と
訴
求
し
て
国
際
競
争
力
の
向
上

に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

  

〔
注
〕
愛
大
通
信
二
二
二
号
（
二
〇
二
一
年
十
一
月
二
十
日
）
所
載
。 
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辞辞
書書
がが
介介
しし
たた
ピピ
ンン
ポポ
ンン
外外
交交  

～～
中中
国国  

暗暗
号号
のの
道道
具具
にに
五五
〇〇
年年
前前
のの
新新
事事
実実
～～  

  

外
交
官
の
回
顧
録 

愛
知
大
教
授
分
析 

 

一
九
七
一
年
に
名
古
屋
市
で
開
か
れ
た
国
際
卓
球
大
会
を
通
じ
て
米
中
両
国
が
急
接
近
し
た
「
ピ
ン

ポ
ン
外
交
」
を
巡
り
、
当
時
の
中
国
外
務
省
が
大
会
参
加
中
の
中
国
代
表
団
に
対
し
、
愛
知
大
編
さ
ん

の
「
中
日
大
辞
典
」
を
暗
号
に
使
い
、
米
国
代
表
チ
ー
ム
に
訪
中
を
要
請
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。
米
中
国
交
樹
立
や
日
中
国
交
正
常
化
の
流
れ
を
つ
く
っ
た
ピ
ン
ポ
ン
外
交
か
ら
五
〇

年
の
節
目
に
、
新
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。 

 

中
国
代
表
団
秘
書
だ
っ
た
外
交
官
の
江
培
柱
氏
が
二
〇
一
三
年
、
中
国
で
出
版
し
た
回
顧
録
で
経
緯

を
明
か
し
た
。
愛
知
大
国
際
中
国
学
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
の
李
春
利
教
授
が
一
九
年
、
米
ハ
ー
バ
ー
ド

大
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
で
同
書
の
記
述
を
見
つ
け
、
分
析
し
て
い
た
。 

 

一
九
七
一
年
三
～
四
月
に
名
古
屋
市
の
愛
知
県
体
育
館
で
行
わ
れ
た
第
三
一
回
世
界
卓
球
選
手
権

大
会
に
は
、
中
国
代
表
が
六
年
ぶ
り
に
参
加
し
た
。 

 

江
氏
の
回
顧
録
に
よ
る
と
、
中
国
外
務
省
は
代
表
団
の
訪
日
前
か
ら
、
中
日
大
辞
典
を
使
っ
た
暗
号

で
連
絡
す
る
と
決
め
て
い
た
。
中
日
大
辞
典
は
愛
知
大
が
六
八
年
に
刊
行
し
、
当
時
唯
一
の
本
格
的
な

中
国
語
と
日
本
語
の
辞
書
。
本
国
と
名
古
屋
で
電
話
を
す
る
際
、「
辞
書
の
ペ
ー
ジ
数
と
左
右
の
位
置
、

お
よ
び
行
数
」
で
機
密
を
伝
え
た
と
記
し
て
い
る
。 

 

李
教
授
に
よ
る
と
、
暗
号
は
例
え
ば
「
９
６
０-

右-

３
８
と
伝
え
た
場
合
、
「
中
日
大
辞
典
の
九
百

六
十
ペ
ー
ジ
目
の
右
側
、
上
か
ら
三
十
八
行
目
の
漢
字
」
を
意
味
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
方
法
を

一
文
字
ず
つ
繰
り
返
し
、「
邀
」「
請
」「
美
」「
国
」「
隊
」（
邀
請
美
国
隊
＝
米
国
チ
ー
ム
を
招
聘
す
る
）

と
い
っ
た
文
章
に
し
た
と
み
ら
れ
る
。
実
際
の
電
話
で
は
事
前
に
決
め
て
い
た
余
分
な
数
字
も
加
え
、

暗
号
を
さ
ら
に
複
雑
化
し
て
い
た
。 

 

中
国
側
は
当
初
、
敵
対
関
係
に
あ
る
米
国
の
代
表
チ
ー
ム
と
接
触
し
な
い
方
針
だ
っ
た
が
、
閉
会
前

日
の
四
月
六
日
夜
、
毛
沢
東
主
席
の
決
定
を
受
け
た
中
国
外
務
省
が
、
中
国
代
表
団
に
「
米
国
チ
ー
ム

を
中
国
に
招
聘
す
る
こ
と
」
と
暗
号
電
話
で
指
示
。
江
氏
は
「
中
日
大
辞
典
で
指
示
を
解
読
し
、
急
い

で
代
表
団
の
責
任
者
に
報
告
し
た
」
と
舞
台
裏
を
明
か
し
て
い
る
。 

 

中
国
代
表
団
は
名
古
屋
市
東
区
の
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
て
お
り
、
電
話
の
盗
聴
や
情
報
漏
え
い
を
警
戒

し
た
と
み
ら
れ
る
。
江
氏
は
「
お
そ
ら
く
最
も
原
始
的
で
最
も
解
読
し
に
く
い
暗
号
」
と
記
し
て
い
る
。 

 

大
会
後
に
日
本
か
ら
中
国
に
訪
問
し
た
米
国
チ
ー
ム
は
、
周
恩
来
首
相
の
歓
迎
を
受
け
た
。
互
い
に

関
係
改
善
を
模
索
し
て
い
た
米
中
は
急
接
近
し
、
翌
七
二
年
二
月
に
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
が
訪
中
。
同
年

九
月
に
は
田
中
角
栄
首
相
が
訪
中
し
、
中
国
が
国
際
社
会
の
輪
に
加
わ
る
流
れ
が
生
ま
れ
た
。 

 

李
教
授
は
「
ピ
ン
ポ
ン
外
交
を
巡
る
最
後
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
が
は
ま
っ
た
思
い
だ
。
米
中
、
日
中
関
係

は
今
も
複
雑
だ
が
、
各
国
が
歩
み
寄
っ
た
ピ
ン
ポ
ン
外
交
の
精
神
に
立
ち
返
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
る
。 
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※
ピピ
ンン
ポポ
ンン
外外
交交 

１
９
７
１
年
に
名
古
屋
で
開
か
れ
た
第
３
１
回
世
界
卓
球
選
手
権
に
、
日
本
卓
球
協
会
会
長
の
後
藤
鉀
二

（
こ
う
じ
）
愛
知
工
業
大
学
長
が
、
国
交
の
な
い
中
国
の
代
表
チ
ー
ム
を
招
請
。
大
会
中
、
中
国
代
表
団
の

バ
ス
に
誤
っ
て
乗
車
し
た
米
国
人
選
手
と
中
国
人
選
手
が
贈
り
物
を
交
わ
す
な
ど
、
米
中
チ
ー
ム
の
交
流

が
生
ま
れ
た
。
中
国
政
府
は
大
会
後
、
米
国
チ
ー
ム
を
中
国
に
招
待
。
朝
鮮
戦
争
か
ら
敵
対
し
て
い
た
米
中

に
和
解
の
流
れ
が
生
ま
れ
、「
小
さ
な
ピ
ン
ポ
ン
球
が
大
き
な
地
球
を
動
か
し
た
」
と
言
わ
れ
た
。
大
会
会

場
と
な
っ
た
愛
知
県
体
育
館
に
は
２
０
１
５
年
に
ピ
ン
ポ
ン
外
交
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
た
。 

  

「「
一一
字字
千千
金金
」」
歴歴
史史
動動
かか
すす  

～～
愛愛
大大
編編
ささ
んん
のの
「「
中中
日日
大大
辞辞
典典
」」
～～  

    

一
九
七
一
年
に
名
古
屋
で
開
か
れ
た
世
界
卓
球
選
手
権
大
会
を
通
じ
、
中
国
に
国
際
舞
台
へ
の
扉

を
開
い
た
「
ピ
ン
ポ
ン
外
交
」
。
そ
の
過
程
で
愛
知
大
の
「
中
日
大
辞
典
」
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
こ
と
は
、
あ
る
意
味
必
然
だ
っ
た
と
言
え
る
。 

 

愛
大
は
一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
、
上
海
で
開
学
し
た
高
等
教
育
機
関
「
東
亜
同
文
書
院
」
が

ル
ー
ツ
。
日
本
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
俊
才
が
全
寮
制
で
中
国
語
や
商
慣
習
を
学
び
、
作
家
の
魯
迅
も
教

壇
に
立
っ
た
。
同
書
院
は
中
国
語
と
日
本
語
の
辞
書
を
作
ろ
う
と
一
四
万
枚
の
単
語
カ
ー
ド
を
作
成
し

た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
日
本
の
敗
戦
で
閉
校
し
、
単
語
カ
ー
ド
も
中
国
に
接
収
さ
れ
た
。 

後
継
の
教
育
機
関
と
し
て
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
、
愛
知
県
豊
橋
市
に
愛
大
が
誕
生
。
後
に
単
語

カ
ー
ド
の
返
還
を
中
国
政
府
に
打
診
す
る
と
、
五
四
年
に
実
現
し
た
。
愛
大
は
こ
の
カ
ー
ド
を
も
と
に

六
八
年
、
初
の
本
格
的
な
辞
書
と
な
る
「
中
日
大
辞
典
」
を
刊
行
（
中
日
文
化
賞
受
賞
）
。
中
国
日
本

友
好
協
会
に
千
二
百
冊
を
贈
呈
し
た
。
大
辞
典
は
海
を
渡
り
、
中
国
で
日
本
語
を
学
ぶ
学
生
や
研
究
者
、

外
交
官
の
間
で
必
須
の
辞
書
と
な
っ
た
。 

 

外
交
の
世
界
で
は
、
本
国
と
海
外
の
出
先
機
関
と
の
間
で
重
要
情
報
を
伝
え
る
際
、
他
国
の
情
報
機

関
を
警
戒
し
暗
号
を
使
う
の
が
常
識
。
七
一
年
当
時
、
日
本
と
国
交
の
な
い
中
国
は
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

な
く
、
訪
日
し
た
中
国
代
表
団
と
の
臨
時
の
暗
号
帳
と
し
て
「
中
日
大
辞
典
」
を
選
ん
だ
。 

 

日
中
関
係
改
善
の
糸
口
を
探
る
使
命
を
担
っ
て
い
た
中
国
代
表
団
に
は
、
卓
球
選
手
以
外
に
外
交
官

も
加
わ
り
、
後
に
外
相
と
な
る
唐
家
璇
氏
も
メ
ン
バ
ー
に
い
た
。
回
顧
録
で
当
時
の
舞
台
裏
を
明
か
し

た
江
培
柱
氏
も
そ
の
一
人
。
外
務
省
ア
ジ
ア
局
日
本
課
や
、
在
日
大
使
館
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
中

日
覚
書
貿
易
事
務
所
駐
東
京
連
絡
所
に
勤
務
し
て
い
た
。 

 

そ
の
後
の
日
中
国
交
正
常
化
交
渉
に
も
関
与
し
た
江
氏
は
、「
中
日
大
辞
典
」
を
手
元
に
置
き
続
け
、

回
顧
録
の
中
で
「
現
在
、
机
に
置
い
て
あ
る
中
日
大
辞
典
を
見
る
と
、
特
定
の
歴
史
的
な
状
況
の
下
で

『
一
字
千
金
』
と
も
言
え
る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
実
に
感
無
量
で
あ
る
」
と
つ
づ
っ

て
い
る
。 
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文
化
大
革
命
の
動
乱
で
国
内
が
混
乱
し
、
国
際
社
会
か
ら
孤
立
し
て
い
た
中
国
が
世
界
卓
球
選
手
権

大
会
に
参
加
し
た
の
は
、
日
本
卓
球
協
会
会
長
だ
っ
た
後
藤
鉀
二
・
愛
知
工
業
大
学
長
ら
の
努
力
の
た

ま
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
ピ
ン
ポ
ン
外
交
の
過
程
で
橋
渡
し
役
と
な
っ
た
中
日
大
辞
典
は
、
日
中
友
好

の
精
神
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
現
在
、
日
中
政
府
は
尖
閣
諸
島
の
問
題
な
ど
で
対
立
が
続
い
て

い
る
が
、
「
民
間
の
力
」
が
対
立
を
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
、
五
十
年
前
の
ピ
ン

ポ
ン
外
交
が
教
え
て
く
れ
る
。 

（
平
岩
勇
司
） 

 

「「
ピピ
ンン
ポポ
ンン
外外
交交
」」
とと
「「
中中
日日
大大
辞辞
典典
」」
をを
巡巡
るる
江江
培培
柱柱
氏氏
のの
主主
なな
記記
述述
（（
要要
旨旨
））  

１
９
７
１
年
、
第
３
１
回
世
界
卓
球
選
手
権
大
会
が
日
本
の
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
。（
中
国
）
外
務
省
ア
ジ

ア
局
日
本
課
と
訪
日
し
た
代
表
団
と
の
間
の
「
極
秘
」
の
指
示
や
報
告
で
、
日
本
最
新
版
の
「
中
日
大
辞
典
」
の

臨
時
の
電
信
暗
号
帳
と
し
て
使
っ
た
。
機
密
の
文
字
は
、
大
辞
典
の
ペ
ー
ジ
数
と
左
右
の
位
置
お
よ
び
行
数
に
、

固
定
の
数
字
を
追
加
し
て
電
話
で
伝
え
た
。 

 

４
月
６
日
夜
、
国
内
か
ら
暗
号
電
話
に
よ
る
指
示
が
届
い
た
。「
中
米
両
国
の
選
手
と
人
民
の
友
情
を
増
進

す
る
た
め
、
大
会
後
に
米
国
卓
球
チ
ー
ム
の
訪
中
を
招
聘
（
し
ょ
う
へ
い
）
す
る
」
。
私
は
「
中
日
大
辞
典
」
で

指
示
を
解
読
し
、
急
い
で
代
表
団
の
責
任
者
に
報
告
し
た
。 

 

こ
れ
は
お
そ
ら
く
最
も
原
始
的
で
最
も
解
読
し
に
く
い
暗
号
通
信
で
は
な
い
か
と
思
う
。
現
在
、
机
に
置
い

て
あ
る
「
中
日
大
辞
典
」
を
見
る
と
、
特
定
の
歴
史
的
な
状
況
の
下
で
「
一
字
千
金
」
と
も
言
え
る
役
割
を
果
た

し
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
実
に
感
無
量
で
あ
る
。 

「
江
培
柱
文
存 

在
日
外
交
台
前
幕
後
的
思
考
（
江
培
柱
文
集 

在
日
外
交
の
表
と
裏
の
考
察
）」
か
ら 

  〔
注
〕
中
日
新
聞
朝
刊
令
和
三
年
五
月
二
三
日
記
事
。 
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江培柱〈江培柱文存〉对日外交台前幕后的思考  

社会科学文献出版社  

2013.8.1刊 

 

中中日日邦邦交交正正常常化化亲亲历历记记            

江江培培柱柱  

 我出生于山东，在东北长大，童年经历了抗日战争那段难难的岁月。 

新中国成立后进入大学学日语的时候，遇到父老乡亲的一致反对。他们说 

日本鬼子那么坏，你还要学他们的语言，我说，这是工作的需要，再者从 

事中日友好交流也是我的志愿。正是组织上的这一安排和我的选择，使我 

毕业后到外交部工作并得以从事对日工作。但是刚开始工作的时候，中日 

关系尚处于无邦交的僵冷时期。当时我很羡慕别的司处的同事，可以出国 

到主管国家地区办业务，学习和深造，而近在咫尺的日本，却遥远而冷漠， 

仅有非官方的民间交往，还要绕道香港。 

 不过，到了 20世纪 70 年代，情况逐渐发生了变化。随着我国的发展壮 

大，国际声望，地位日益提高。我国在联合国的合法席位得以恢复，一些 

同我国无邦交的国家要求同我国建交，同我国人民友好合作的呼声一浪高 

过一浪。长期敌视，遏制我国的美国也派基辛格秘密访华，摸求两国关系 

的正常化。当时的日本佐藤内阁却依然无视现实，在”两个中国”的死胡 

同里挣扎，做着”螳臂挡车”的幻梦。然而，日本国内要求中日友好，实 

现邦交正常化的浪潮卷日本，我国长期以来推行的”民间先行，以民促 

官”的对日政策和大量友好工作显现出明显的效果。双方交往日趋频繁， 

关系也更为密切。我们这些从事外交工作的人，也以民间人士的身份，参 

与多起访日代表团和接待日本访华团的活动，亲历了两国推进邦交正常化 

的全过程。有趣和巧合的是，我所经历的中日邦交正常化的几个重要片断， 

几乎都与”土”字沾边。 

 

““土土密密码码””办办大大事事 

1971年 3月，第 31 届世界乒乓球绵标赛在日本名古屋举行。世乒赛组 

委会委员长，日本乒协主席后藤钾二向我国发来正式遨请。因”文化大革 

命”与世界体坛隔绝多年的我国体育界，就是否派队参加的问题，请示中 

央。报告最后送到毛主席那里。毛主席作了重要批示:”我队应去，要一不 

怕苦，二不怕死，准备死几个，不死更好。”大家得知，竞相传告，欣喜非 
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常。签于这是”文化大革命”以来我国首次派团出国比赛，又值我国调整 

改善与加强对外关系的关键时刻，国家体委与外交部协商并报中央批准， 

组成由运动员，教练员，外事人员共 60 多人的大型代表团，由国家体委的 

赵正洪任团长，多年负责对日外事工作的王晓云担任副团长，宋中任秘书 

长。我们几个外交部和中日友协的干部，也分别以秘书，翻译等身份随团 

前往。 

 中国代表团在”友谊第一，比赛第二”和推进中日友好的方针指引下 

积极进取，努力工作，获得优异成绩。运动员在比赛中敢打敢拼，技术和 

精神面貌都有很好的表现，取得了女团，女单，男双三项冠军，男团，女 

单，女双和混双四项亚军，并与包括美国在内的各国选手广交朋友，切磋 

球技，增进了了解和友谊。副团长王晓云等外事工作人员则利用这次参赛 

的大舞台，积极开展工作，同日本各党派，团体，各界朋友进行了广泛而 

频繁的接触，为中日友好助威加油，为改善两国关系奔走，拉开了”乒乓 

外交”的帷幕，媒体一致在日本刮起了一场强劲的”王(晓云) 旋风”， 

掀起了前所未有的”中日热”。 

 特别值得一提的是，正是在这届世乒赛期间，我代表团正式向美国乒 

乓球代表团发生了访华邀请。毛主席高瞻远瞻的战略决策，以”小球转动 

大球”，不仅开后了长期处与敌对，隔绝状态的中美两国交往的大门，也赢 

得了世界。 

 本来中央批准的邀请方案是不包括美国的，”如美国队要求访华，可予 

婉拒”。但是 4 月 6 日晚，国内通过密码电话传来指示: ”为增进中美两国 

运动员和人民之间的友谊，正式邀请美国乒乓球队于 31届世乒赛之后访 

华。”我用带来的”土密码”----本<中日大辞典>译出指示，赶忙报告 

代表团领导。 

 4月 7日下午，比赛仍在爱知县体育馆大厅紧张进行。观众为选手们精 

湛球艺欢呼，喝彩，掌声雷动。就在此刻，体育馆地下一层会客厅也是 

”于无声处听惊雷”。中国代表团秘书长宋中紧急约见美国乒乓球代表团负 

责任哈里森，向他转达了对美国乒乓球队的访华邀请。哈里森很是激动， 

感谢中方的邀请并答应立即报告国内，他表示相信，全美上下都会为之高 

兴。结果，以美国乒协主席格雷厄姆･斯延霍文为团长的代表团 4月 10日 

即飞抵北京开始了正式访问，美国代表团包括哈里森和带姆博根等乒协官 

员和在名古屋曾同中国运动员有过接触的乒乓球选手格伦･科恩等人。 

 他们的访问获得成功并得到周恩来总理的亲切会见。周总理说，你们 

应激来访打开了两国人名友好交往的大门。 

 这件事情对我个人来说尤其难忘。可能不会有人想到，在当时访日参 

赛的条件下，包括邀请美国代表团访华这样机密非凡的信息都是通过”土 
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密码”电话传送的。那时中日两国关系尚未正常化，我国驻日机构---备 

忘录贸易办事处也未设立密码通讯。前后方联系靠托带信件，紧急时只有 

打国际电话，而不宜公开的机密，就只能靠自己设定”土密码”了。此次 

赴日前，我们商定，前后方电话窗口的名字为”陈东新”，以 20世纪 60年 

代日本最新版的《中日大辞典》作为临时密码册，我带上一本随代表团赴 

日，外交部亚洲司日本处留一本。属于绝密，机密的指示和请示报告一律 

通过”土密码”，机要内容的字词以大辞典页码，左右边以及行序再加上固 

定数字，在电话上传达，因此，我打给”陈东新”的电话和”东新来电” 

常常夹杂着不少阿拉伯数字，需要”译”出才明白。这恐怕是最为原始又 

最难破译的密码通信了。如今，我每当看到桌前摆放的这本《中日大辞典》 

就想起它在特定历史条件下发挥的”一字千金”的作用而无限感怀。 

 

 

[注] 〈江培柱文存〉对日外交台前幕后的思考 2013年 8月 

     社会科学文献出版社所载。 
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愛愛
知知
大大
編編
ささ
んん  

日日
・・
米米
・・
中中
友友
好好  

黒黒
子子
のの
辞辞
典典  

１
９
７
２
年
の
日
中
国
交
正
常
化
か
ら
今
年
で
５
０
年
。
敵
対
し
て
い
た
米
中
や
日
中
の

国
交
回
復
に
つ
な
が
っ
た
「
ピ
ン
ポ
ン
外
交
」
の
実
現
に
は
、
愛
知
大
（
名
古
屋
市
）
が
編
さ

ん
し
た
「
中
日
大
辞
典
」
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
関
係
改
善
の
糸
口
を
探
る
中
国

政
府
が
外
交
官
に
暗
号
で
指
示
を
伝
え
る
際
に
利
用
。
近
年
、
そ
の
事
実
を
知
っ
た
同
大
関
係

者
は
「
改
め
て
友
好
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い
る
。 

中中
国国
、、
暗暗
号号
伝伝
達達
にに
活活
用用  

  

ピ
ン
ポ
ン
外
交 

ピ
ン
ポ
ン
外
交
は
７
１
年
に
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た
世
界
卓
球
選
手
権
を
機
に
始
ま
っ
た
。

誤
っ
て
中
国
の
バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
米
国
人
選
手
に
中
国
人
選
手
が
贈
り
物
を
渡
し
、
そ
の

後
、
中
国
の
招
待
で
米
国
チ
ー
ム
が
訪
中
す
る
な
ど
交
流
し
た
。 

 

中
国
選
手
団
に
同
行
し
て
来
日
し
た
外
交
官
の
江
培
柱
氏
が
、
当
時
の
内
幕
を
明
か
す
回

顧
録
を
２
０
１
３
年
に
中
国
で
出
版
。
同
大
国
際
中
国
学
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
の
李
春
利
教

授
（
国
際
産
業
論
）
が
米
国
で
回
顧
録
を
見
つ
け
、
昨
年
４
月
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
報
告
し
た
。 

 

李
教
授
に
よ
る
と
、
江
氏
は
選
手
権
閉
幕
前
夜
の
本
国
と
の
電
話
で
、
毛
沢
東
主
席
の
指
示

を
暗
号
で
伝
え
ら
れ
た
。
盗
聴
を
警
戒
し
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
際
に
使
わ
れ
た
の
が
、
初
の
本

格
的
な
中
国
語
辞
典
と
し
て
同
大
が
１
９
６
８
年
に
刊
行
し
た
中
日
大
辞
典
だ
っ
た
。
暗
号

は
大
辞
典
の
ペ
ー
ジ
と
列
、
行
を
示
す
数
字
に
あ
ら
か
じ
め
決
め
た
数
を
交
ぜ
た
も
の
で
、
該

当
す
る
漢
字
を
つ
な
げ
て
解
読
し
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
と
い
う
。 

 

指
示
は
「
中
米
両
国
の
選
手
と
人
民
の
友
情
を
増
進
す
る
た
め
米
国
チ
ー
ム
を
中
国
に
招

待
す
る
」
と
い
う
内
容
で
、
江
氏
は
「
急
い
で
代
表
団
の
責
任
者
に
伝
え
た
」
と
い
う
。
暗
号

に
つ
い
て
は
「
お
そ
ら
く
最
も
原
始
的
で
、
最
も
解
読
し
に
く
い
」
と
評
し
て
い
た
。 

 

「
発
想
に
驚
き
」 

 

選
手
の
交
流
は
７
２
年
２
月
の
米
大
統
領
訪
中
、
同
年
９
月
の
日
中
共
同
声
明
に
つ
な
が

り
、「
小
さ
な
ピ
ン
ポ
ン
球
が
大
き
な
地
球
を
動
か
し
た
」
と
い
わ
れ
た
。
編
さ
ん
に
携
わ
っ

た
今
泉
潤
太
郎
・
同
大
名
誉
教
授
は
「
大
辞
典
を
暗
号
に
使
う
発
想
に
驚
い
た
。
ピ
ン
ポ
ン
外

交
や
国
交
回
復
に
役
立
て
た
の
は
感
慨
深
い
」
と
話
し
た
。
李
教
授
は
「
民
間
交
流
が
国
交
正

常
化
の
原
動
力
に
な
っ
た
。
大
辞
典
は
友
好
の
使
者
と
し
て
役
割
を
果
た
し
た
」
と
し
て
い
る
。 

 

 
 

〔
注
〕
読
売
新
聞
夕
刊
令
和
四
年
十
月
十
四
日
・
朝
刊
令
和
四
年
十
月
十
五
日
記
事
。 
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1 
 

中 国 日 本 友 好 协 会 用 箋 
 

大安市店轉 

爱知大学中日大辞典刊行会： 

    贵会赠给我会的《中日大辞典》1200 册已如数受到。 

对此隆重的赠品，仅致谢意。 

    贵会经过多年的努力，编篡出版了《中日大辞典》。它对

于日本人民学习毛泽东思想、了解中国社会主义革命和社会主

义建设，特别是史无前例的无产阶级文化大革命，从而发展中

日友好和文化交流将起积极作用。对贵会为此而辛勤劳动所取

得的成果，谨致祝贺。 

    我会将不辜负贵会的厚意，拟将这批辞典分送给各有关单

位和人士参考、使用，以资中日两国人民的相互理解，进一步

发展两国人民的战斗友谊。 

                            谨      致 

    友  谊  的  问  候 

                         

                      中  日  友  协 

                         1968 年 6 月 21 日 

印 

８‒６(1)
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2 
 

訳文 
 
大安気付 愛知大学中日大辞典刊行会御中 
 貴会より贈られた「中日大辞典」1200 冊確かに受け取りました。この豪華な

贈り物に対し感謝いたします。 
貴会の多年にわたる努力により「中日大辞典」は編纂出版されました。これ

は日本人民が毛沢東思想を学び中国の社会主義革命と社会主義建設、特に史上

例を見ないプロ文化大革命を理解して、中日友好と文化交流を発展させる上で

積極的な役割を果たすことでしょう。貴会のご苦心の結実に対し謹んでお祝い

致します。 
 わが協会は貴会の厚意をむだにせず、この辞書を関係個所と関係者に送り届

け、参考、利用させて中日両国人民の相互理解に役立て、更に両国人民の戦闘

的友誼を発展させたいと存じます。 
 
〔注〕初版本寄贈に対する中国側の礼状。 
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中 华 人 民 共 和 国 国 家 教 育 委 员 会 

 
 
 
爱知大学 
学长 浜田 稔 先生： 
《中日大辞典（增订版）》到，非常感谢。我年令已大，学习语言有一定困难，但我正愿

以此学习日语。以增进中日友谊。 

    去年，对丰桥的访问，正今难忘。 

至此，再次谢。 

 

中华人民共和国国家教育委员会 

学生管理司司长 

杨学 
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愛  知  大  学 

名誉学長 本間喜一先生 

学  長 浜田 稔先生   

 

 

拝復 早春の候、本間先生、浜田先生には益々お元気で、ご活躍の趣、およろこび申

しあげます。中日友好協会は貴校よりご恵贈いただきました中日大辞典増訂版一千冊を

さる三月十九日に嬉しく拝受致しました。毎度ながらご芳情の程心からありがたく存じ

ております。長い間中日友好と中日学術交流のために力を尽くしていらっしゃる貴大学

の責任者の方々に厚くお礼申しあげます。特に本間先生は数十年一日の如く日中友好と

学術交流に精魂を打込まれ、それが花を咲せ、実をむすんだことを心からお慶び申し上

げ、敬意を表すものでございます。 

 ご恵贈下ださいました中日大辞典はこれから関係部門にお分け致しますが、特に文化交

流の面でより大きな役割を発揮することを期待し、又、その成果が本間先生と浜田先生及

び辞典編纂発行に従事した方々のご苦労にたいする最良のお返しになると考えます。 
 末筆ながら皆様のご健勝をお祈り申しあげます。 
 取り敢えず書中をもってお礼申し上げます。 

敬具 
 
 
 
 

1987 年 3 月 25 日 

中日友好協会会長 孫平化 
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中 华 人 民 共 和 国 国 家 经 济 委 员 会 

 
 
 
爱 知 大 学 学 长  浜 田 稔 先生： 
 
    春暖时节，谨祝安康。 

 

    您代表贵大学赠送给我国国家经济委员会的 1，000本中日大辞典（增订版）已收到， 

 

对于贵方的友好情谊，我们深表感谢。如同所期望的那样，我们即将这些辞典转发下去， 

 

同时转达贵方的友好之情。相信这 1，000本词典将在中日友好及中日人才交流事业中得 

 

到充分应用。 

 

 

                                                             此致 

 
                                                       敬意 

 
中华人民共和国 

国家经济委员会副主任 

 

袁宝华 张彦宁 

一九八七年三月二十七日 
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1 

爱爱
知知
大大
学学
赠赠
我我
一一
千千
部部
中中
日日
大大
辞辞
典典  

本本
报报
东东
京京
六六
月月
一一
日日
电电
（（
记记
者者
陈陈
志志
江江
））  

  

日
本
爱
知
大
学
向
我
国
家
教
育
委
员
会
赠
送
一
千
部
修
定
版
《
中
日
大
辞
典
》
的
赠
书
仪
式

昨
天
下
午
在
名
古
屋
市
隆
重
就
举
行
。《
中
日
大
辞
典
》
是
一
部
在
中
日
两
国
学
术
、
文
化
交

流
上
起
过
重
要
作
用
的
工
具
书
。 

  
 〔

注
〕
「
光
明
日
報
」
一
九
八
六
年
六
月
四
日
所
載
。 
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愛 知 大 学 
 

愛総務第 40 号 
1994 年 7 月 8 日 

 
中国日本友好協会 
会長 孫 平 化 先生 
 

愛 知 大 学 
学長 石 井 吉 也 

 
愛知大学『中日大辞典』寄贈について 

 
 
拝啓 ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
 さて、本学出版の『中日大辞典』は初版刊行以来、出版部数 12 万冊を越え、「日中友

好の船、学術交流の橋」として、国内外の関係者から評価を受け今日に至っています。 
 本年は、『中日大辞典』刊行の契機となった、東亜同文書院大学制作の「華日辞典原

稿カード」が、1954 年 9 月貴協会名誉会長郭沫若先生のご好意により中国人民保衛世

界和平委員会より寄託されてから 40 周年の記念すべき年に当たります。 
 ご存知のことと思いますが、本学は 1967 年中日大辞典初版の刊行を記念して 1,200
冊を貴会へ贈呈しましたが、この度、カード返還 40 周年の記念として 1,000 冊を寄贈

し、あらためて感謝の意を表することとなりました。なにとぞお納め下さるようお願い

申し上げます。 
 就きましては、直接ご挨拶申しあげるべきですが、あいにく公務繁多のため、ここに

中日大辞典編纂処所長今泉潤太郎教授を派遣しご挨拶させたいと存じます。ご多忙のと

ころ恐縮に存じますが、ご配慮のほどお願い申し上げます。 
 なお、駐日本国特命全権大使徐敦信先生には私がご挨拶申しあげる所存でございます。 

敬具 
  

８‒６(6)
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愛
知
大 

あ
り
が
と
う…

…

原
本
カ
ー
ド
返
還
４
０
年 

中
日
大
辞
典
、
中
国
へ
寄
贈 

  

中
日
大
辞
典
の
原
本
と
な
っ
た
カ
ー
ド
の
返
還
四
十
周
年
を
記
念
し
、
編
纂
（
さ
ん
）
し
た
愛
知
大

が
北
京
の
中
日
友
好
協
会
に
同
大
辞
典
一
千
冊
（
八
百
六
十
万
円
相
当
）
を
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
十
八
日
、
東
京
の
中
国
大
使
館
に
石
井
吉
也
学
長
ら
が
訪
れ
、
徐
敦
信
中
国
大
使
に
目
録
を
手
渡
す
。 

 

中
日
大
辞
典
は
、
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
、
中
国
・
上
海
に
設
立
さ
れ
た
日
本
最
古
の
海
外
の
大
学
「
東

亜
同
文
書
院
大
」
の
集
め
た
辞
典
原
稿
カ
ー
ド
十
四
万
枚
が
原
本
。 

 

昭
和
二
十
年
の
敗
戦
と
同
時
に
同
大
が
廃
校
と
な
っ
た
時
、
カ
ー
ド
は
中
国
の
地
に
残
さ
れ
た
が
、

「
ぜ
ひ
返
し
て
も
ら
っ
て
辞
典
を
完
成
さ
せ
た
い
」
と
、
同
二
十
九
年
、
同
大
の
最
後
の
学
長
で
愛
知

大
の
本
間
喜
一
学
長
が
資
料
を
接
収
し
た
中
国
政
府
に
要
望
。
中
国
側
も
「
文
化
交
流
を
促
進
し
た
い
」

と
、
同
年
九
月
、
愛
知
大
学
へ
引
き
渡
さ
れ
た
。 

 

同
大
で
は
「
華
日
辞
典
編
纂
処
」
を
設
置
し
、
編
集
に
着
手
。
同
四
十
三
年
の
初
版
刊
行
以
来
出
版

部
数
は
十
二
万
三
千
冊
を
数
え
た
。
現
在
は
急
激
に
変
化
す
る
中
国
事
情
を
踏
ま
え
た
辞
典
の
前
面
改

訂
版
を
計
画
中
。 

 

中
日
大
辞
典
編
纂
所
長
の
今
泉
潤
太
郎
教
授
（
六
一
）
は
「
あ
の
カ
ー
ド
が
な
け
れ
ば
、
日
本
で
の

中
国
語
研
究
の
深
ま
り
方
も
違
っ
て
い
た
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
い
い
辞
典
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。 

  

〔
注
〕
読
売
新
聞
一
九
九
四
年
七
月
二
六
日
所
載
。 
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単単
語語
カカ
ーー
ドド
返返
還還  

  

年年  
『『
中中
日日
大大
辞辞
典典
』』      

冊冊
中中
国国
へへ  

感感
謝謝
のの
気気
持持
ちち
込込
めめ
贈贈
るる  

  

愛
知
大
学
（
豊
橋
市
町
畑
町
一
、
石
井
吉
也
学
長
）
は
二
十
八
日
に
東
京
の
中
国
大
使
館
で
同
国
北

京
の
中
国
日
本
友
好
協
会
に
贈
る
「
中
日
大
辞
典
」
千
冊
の
目
録
を
手
渡
す
。
中
日
大
辞
典
は
、
愛
大

の
前
身
の
同
国
上
海
に
あ
っ
た
東
亜
同
文
書
院
大
学
で
中
国
語
の
大
辞
典
を
編
纂
す
る
た
め
に
初
代

編
纂
委
員
長
・
故
鈴
木
択
郎
名
誉
教
授
ら
が
、
収
集
し
た
中
国
語
を
単
語
カ
ー
ド
約
十
四
万
枚
、
七
万

語
が
、
土
台
に
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
単
語
カ
ー
ド
は
、
敗
戦
と
同
時
に
中
国
側
に
接
収
さ
れ
た
が
、
故
郭
沫
若
中
国
科
学
院
院
長
が
、

当
時
の
日
中
友
好
協
会
・
内
山
完
造
氏
を
通
し
て
愛
大
か
ら
返
還
願
い
が
伝
え
ら
れ
、「
中
日
両
国
人

民
の
友
好
と
文
化
交
流
促
進
の
た
め
」
と
し
て
一
九
五
四
年
九
月
に
返
還
。 

 

愛
大
は
、
こ
の
単
語
カ
ー
ド
を
も
と
に
華
日
辞
典
編
纂
処
（
現
在
の
中
日
辞
典
編
纂
処
）
を
発
足
、

十
三
年
の
歳
月
を
か
け
て
同
辞
典
が
日
の
目
を
み
た
。
戦
後
間
も
な
い
時
期
に
中
国
側
の
両
国
人
民
の

交
流
を
念
頭
に
置
い
た
温
か
い
配
慮
が
、
今
日
の
愛
大
の
中
国
研
究
に
大
き
な
実
り
を
も
た
ら
し
、
中

日
友
好
を
発
展
さ
せ
た
。 

 

愛
大
で
は
、
ち
ょ
う
ど
四
十
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
同
辞
典
千
冊
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
。

中
国
へ
の
同
辞
典
の
贈
呈
は
初
版
以
来
、
こ
れ
で
五
千
冊
に
の
ぼ
る
。 

  

〔
注
〕
東
海
日
日
新
聞 

一
九
九
四
年
七
月
二
七
日
所
載
。 

 

愛愛  

大大  

4400  

11000000  
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『『
中中
日日
大大
辞辞
典典
』』  

  

冊冊
をを
寄寄
贈贈
へへ  

  

原原
稿稿
カカ
ーー
ドド
返返
還還  

  

周周
年年  

愛愛
大大
がが
友友
好好
協協
会会
にに  

 
 

中
国
研
究
者
必
携
の
辞
典
と
し
て
知
ら
れ
る
「
中
日
大
辞
典
」
を
編
さ
ん
し
て
い
る
愛
知
大
学
中
日

大
辞
典
編
纂
（
さ
ん
）
処
は
、
辞
典
の
も
と
に
な
っ
た
原
稿
カ
ー
ド
が
中
国
か
ら
返
還
さ
れ
て
四
十
年

に
な
る
の
を
記
念
し
て
、
中
日
友
好
協
会
に
同
辞
典
一
千
冊
を
寄
贈
す
る
。
二
十
八
日
、
石
井
吉
也
学

長
が
東
京
の
中
国
大
使
館
を
訪
れ
、
徐
敦
信
大
使
に
目
録
を
手
渡
す
。 

 

二
千
八
百
㌻
、
約
十
四
万
語
が
収
録
さ
れ
て
い
る
同
辞
典
は
、
国
内
最
高
水
準
の
中
国
語
辞
典
で
、

一
九
六
八
年
の
初
版
発
行
以
来
、
十
二
万
三
千
冊
を
出
版
。
香
港
や
北
京
で
も
販
売
さ
れ
、
中
国
政
府

に
は
、
こ
れ
ま
で
に
愛
大
か
ら
約
五
千
冊
が
贈
ら
れ
て
い
る
。 

 

中
日
大
辞
典
は
、
愛
知
大
ゆ
か
り
の
東
亜
同
文
書
院
（
中
国
・
上
海
）
が
一
九
三
二
年
に
「
華
日
辞

典
」
と
し
て
出
版
を
計
画
。
辞
典
の
原
稿
カ
ー
ド
を
作
成
中
、
敗
戦
の
た
め
没
収
さ
れ
、
そ
の
後
、
中

国
政
府
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
。
五
三
年
、
当
時
の
本
間
喜
一
愛
知
大
学
長
が
郭
沫
若
中
国
科
学
院
院

長
に
カ
ー
ド
の
返
還
を
要
望
。
「
日
中
文
化
交
流
の
懸
け
橋
」
と
し
て
翌
五
四
年
、
辞
典
編
さ
ん
の
準

備
を
し
て
い
た
愛
大
に
引
き
渡
さ
れ
た
。 

 

返
還
四
十
周
年
記
念
事
業
で
は
、
寄
贈
と
と
も
に
、
九
八
年
刊
行
を
め
ど
に
同
辞
典
を
全
面
改
定
す

る
こ
と
も
決
定
。
八
〇
年
代
以
降
の
中
国
の
改
革
・
開
放
路
線
に
伴
う
学
術
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
内
容

に
す
る
。 

  

〔
注
〕
中
日
新
聞 

一
九
九
四
年
七
月
二
八
日
所
載
。 
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中中
国国
へへ
中中
日日
大大
辞辞
典典  

  

冊冊  

  
  

資資
料料
返返
還還      

年年
をを
記記
念念   

 

一
私
大
と
し
て
『
中
日
大
辞
典
』（
大
修
館
書
店
刊
）
を
編
纂
（
へ
ん
さ
ん
）、
発
行
し
続
け
て
い
る

愛
知
大
学
（
豊
橋
市
）
が
最
新
版
千
冊
を
中
日
友
好
協
会
（
孫
平
化
会
長
）
に
贈
る
こ
と
に
し
二
十
八

日
、
中
国
大
使
館
で
石
井
吉
也
学
長
ら
が
目
録
を
手
渡
す
。
八
〇
年
代
以
降
の
中
国
社
会
の
変
化
を
踏

ま
え
、
愛
知
大
は
同
辞
典
の
全
面
改
訂
を
決
め
、
新
版
を
は
じ
め
、
新
た
に
中
日
辞
典
と
し
て
は
初
め

て
Ｃ
Ｄ
版
、
ス
タ
デ
ィ
ー
版
発
行
の
準
備
に
か
か
っ
て
い
る
。 

 
 

 

愛
知
大
学
は
、
中
国
・
上
海
に
あ
っ
た
東
亜
同
文
書
院
大
学
の
関
係
者
が
終
戦
直
後
の
一
九
四
六
年
に

設
立
し
た
。『
中
日
大
辞
典
』
は
書
院
時
代
に
企
画
さ
れ
、
終
戦
直
前
に
は
資
料
カ
ー
ド
約
十
五
万
枚
が
収

集
さ
れ
た
。
し
か
し
、
敗
戦
で
国
民
政
府
軍
に
接
収
さ
れ
た
。 

 

最
後
の
書
院
大
学
長
を
務
め
た
本
間
喜
一
学
長
は
、
中
国
科
学
院
長
の
郭
沫
若
氏
に
返
還
を
願
い
出
た
。

五
四
年
九
月
、
引
き
揚
げ
船
で
届
け
ら
れ
た
。 

 

本
間
学
長
の
決
断
で
愛
知
大
は
「
華
日
辞
典
編
纂
処
」
を
開
設
、
六
八
年
二
月
、
初
版
の
刊
行
に
こ
ぎ

つ
け
た
。
八
六
年
四
月
に
大
改
訂
、
二
年
に
一
回
の
増
刷
ご
と
に
新
語
を
採
録
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に

十
二
万
三
千
部
、
最
近
は
年
に
五
千
部
売
れ
て
い
る
。 

 

「
日
中
友
好
の
船
、
学
術
交
流
の
橋
」
と
評
価
さ
れ
、
日
中
交
流
に
か
か
わ
る
人
々
の
必
携
辞
書
と
い

わ
れ
る
。
古
典
か
ら
現
在
の
科
学
技
術
ま
で
百
科
項
目
も
収
録
、
中
国
に
は
こ
う
し
た
多
目
的
辞
典
は
少

な
い
た
め
、
逆
引
き
に
利
用
す
る
の
に
も
重
宝
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
。 

 

限
定
価
八
千
六
百
円
は
中
国
の
一
般
市
民
の
一
カ
月
分
の
給
料
に
相
当
し
、
大
学
生
ら
に
と
っ
て
は
高

根
の
花
。
愛
知
大
は
大
学
、
図
書
館
な
ど
に
四
千
冊
を
寄
贈
し
て
き
た
が
、
今
年
は
カ
ー
ド
が
返
還
さ
れ

て
四
十
周
年
に
当
た
る
た
め
、
一
千
冊
を
贈
る
こ
と
に
し
た
。 

 

辞
典
の
大
改
訂
は
創
立
五
十
周
年
事
業
と
し
て
行
う
。
新
版
で
は
八
〇
年
代
以
降
の
改
革
・
開
放
、
社

会
主
義
市
場
経
済
体
制
の
確
立
に
伴
う
社
会
変
化
、
学
術
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
内
容
を
一
新
す
る
。 

 

編
纂
処
長
は
今
泉
潤
太
郎
教
授
が
務
め
、
中
国
人
ス
タ
ッ
フ
も
参
加
し
て
い
る
。
九
八
年
に
刊
行
す
る

予
定
。 

 

石
井
吉
也
・
愛
知
大
学
長
の
話 

『
中
日
大
辞
典
』
の
出
発
点
で
あ
る
カ
ー
ド
返
還
に
対
し
、
改
め
て
感

謝
の
意
を
表
し
た
い
。
中
国
の
教
員
か
ら
寄
贈
の
希
望
も
強
く
、
さ
さ
や
か
だ
が
、
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
う
。
全
面
改
訂
は
組
織
も
確
立
し
た
の
で
、
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
ら
れ
る
内
容
に
す
べ
く
努
力
し
た

い
。 

  

〔
注
〕
朝
日
新
聞 

一
九
九
四
年
七
月
二
八
日
所
載
。 
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愛愛
知知
大大
学学  

  

中中
日日
大大
辞辞
典典  

  

冊冊
、、
中中
国国
へへ
寄寄
贈贈  

  
    

  
  

返返
還還      

年年
をを
記記
念念
しし  

 
 

中
日
大
辞
典
の
原
本
と
な
っ
た
「
華
日
辞
典
原
稿
カ
ー
ド
」
が
中
国
か
ら
返
還
さ
れ
て
四
十
年
に
な

る
の
を
記
念
し
て
、
辞
典
を
編
さ
ん
し
た
愛
知
大
学
が
中
国
日
本
友
好
協
会
（
中
国
・
北
京
）
に
中
日

大
辞
典
一
千
冊
を
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
大
学
の
石
井
吉
也
学
長
ら
が
二
十
八
日
、
東
京
の
中
国

大
使
館
を
訪
れ
徐
敦
信
大
使
に
目
録
を
贈
呈
す
る
。 

 

華
日
辞
典
原
稿
カ
ー
ド
は
い
ま
で
言
え
ば
、
市
販
さ
れ
て
い
る
情
報
カ
ー
ド
の
よ
う
な
も
の
（
縦
一

〇
㌢
、
横
一
五
㌢
）
で
、
一
つ
の
単
語
に
つ
い
て
一
、
二
枚
使
っ
て
い
る
。
太
平
洋
戦
争
中
、
唯
一
海

外
に
あ
っ
た
日
本
の
大
学
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
が
集
め
た
も
の
で
約
十
四
万
枚
に
及
ん
だ
。
一
九
四

五
年
の
敗
戦
で
同
大
学
は
廃
校
と
な
り
、
カ
ー
ド
は
中
国
に
保
管
さ
れ
た
。
同
大
学
最
後
の
学
長
で
、

愛
知
大
学
の
創
始
者
で
も
あ
る
本
間
喜
一
氏
が
五
四
年
に
カ
ー
ド
の
返
還
を
要
請
。
中
国
側
も
「
日
本

と
の
文
化
交
流
の
促
進
に
」
と
同
年
、
愛
知
大
学
に
引
き
渡
さ
れ
た
。 

 

文
化
大
革
命
後
に
増
訂
版
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
八
十
年
代
後
半
か
ら
の
改
革
・
解
放
政
策
で
株
式

市
場
な
ど
経
済
的
用
語
や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ハ
イ
テ
ク
用
語
な
ど
が
急
増
。
全
面
改
訂
版
で
は
こ

う
し
た
用
語
な
ど
を
網
羅
す
る
。 

 

中
日
大
辞
典
編
纂
所
長
の
今
泉
潤
太
郎
教
授
（
六
一

）
は
「
中
国
の
好
意
で
カ
ー
ド
を
返
し
て
く
れ

た
か
ら
こ
そ
辞
典
は
で
き
た
」
と
中
国
へ
の
感
謝
の
意
を
話
し
、
全
面
改
訂
版
編
纂
へ
の
意
欲
を
見
せ

て
い
る
。 

  

〔
注
〕
毎
日
新
聞 

一
九
九
四
年
七
月
二
八
日
所
載
。 
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「「
華華
日日
辞辞
典典  

原原
稿稿
カカ
ーー
ドド
」」  
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中
国
へ
中
日
大
辞
典 

 

冊
贈
る 

学
長
が
大
使
に
目
録
渡
す 

 
 

愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
に
と
り
、
本
年
は
記
念
す
べ
き
年
と
な
っ
た
。
中
日
大
辞
典
刊
行
の
契
機
と

な
っ
た
東
亜
同
文
書
院
華
語
研
究
会
制
作
に
な
る
華
日
辞
典
資
料
カ
ー
ド
が
中
国
か
ら
返
還
さ
れ
、
愛

知
大
学
に
託
さ
れ
て
か
ら
、
四
十
年
目
に
あ
た
る
。
本
学
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、
こ
の
ほ
ど
中
国

日
本
友
好
協
会
（
孫
平
化
会
長
）
に
対
し
中
日
大
辞
典
一
千
冊
を
贈
呈
す
る
こ
と
と
し
、
去
る
七
月
二

十
八
日
に
東
京
の
中
国
大
使
館
に
お
い
て
石
井
学
長
か
ら
徐
敦
信
中
国
大
使
に
目
録
が
渡
さ
れ
た
。
徐

敦
信
大
使
か
ら
は
丁
寧
な
感
謝
の
意
と
、
こ
の
辞
典
が
中
国
で
重
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、

今
後
に
つ
い
て
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

 
 

（
中
日
大
辞
典
編
纂
処
所
長
・
今
泉
潤
太
郎
） 

 

編
纂
処
所
長
、
北
京
で
孫
中
日
友
好
協
会
会
長
に
報
告 

 

中
日
大
辞
典
編
纂
処
編
の
中
日
大
辞
典
は
、
一
九
六
八
年
の
初
版
刊
行
以
来
、
出
版
部
数
は
十
二
万

三
千
冊
を
数
え
、
「
日
中
友
好
の
船
、
学
術
交
流
の
橋
」
と
、
国
内
外
の
関
係
者
か
ら
評
価
を
受
け
今

日
に
至
っ
て
い
る
。
本
学
は
新
版
（
第
三
版
）
を
一
九
九
八
年
に
出
版
す
べ
く
あ
ら
た
な
編
纂
事
業
へ

の
取
り
組
み
を
始
め
る
こ
と
と
な
り
、
併
せ
て
コ
ン
サ
イ
ス
学
習
版
、CD
-RO

M

の
編
集
を
進
め
る

予
定
で
あ
る
。
本
年
は
中
日
大
辞
典
刊
行
の
契
機
と
な
っ
た
東
亜
同
文
書
院
制
作
の
華
日
辞
典
資
料
カ

ー
ド
が
中
国
側
の
好
意
に
よ
り
返
還
さ
れ
、
愛
知
大
学
に
寄
託
さ
れ
て
か
ら
四
十
周
年
に
あ
た
る
。 

中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
た
ば
か
り
の
時
期
に
郭
沫
若
中
日
友
好
協
会
名
誉
会
長
、
鄭
振
鐸
文
化

省
副
大
臣
な
ど
が
、
内
山
完
造
日
中
友
好
協
会
理
事
長
、
本
間
喜
一
学
長
の
要
請
を
う
け
、
日
中
友
好

の
見
地
か
ら
文
化
交
流
の
贈
物
と
し
て
、
同
カ
ー
ド
が
返
還
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
中
国
側
の
数
々
の
支

援
と
協
力
の
も
と
に
、
今
日
の
中
日
大
辞
典
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
華
日
辞
典
資
料
カ
ー
ド
返
還
に
い
た
る
経
緯
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
。 

一
九
三
〇
年
頃
か
ら
東
亜
同
文
書
院
の
中
国
語
教
員
に
よ
り
、
華
日
辞
典
編
集
の
た
め
の
資
料
カ
ー

ド
の
制
作
が
始
ま
り
、
敗
戦
時
に
は
十
数
万
枚
（
約
七
万
語
）
と
な
っ
た
。
書
院
の
財
産
と
し
て
、
こ

の
カ
ー
ド
も
中
国
国
民
政
府
教
育
京
滬
特
派
員
辨
公
処
に
よ
り
接
収
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
接
収
委
員
が

著
名
な
文
学
者
で
あ
る
鄭
振
鐸
氏
で
あ
っ
た
。 

愛
知
大
学
が
創
設
さ
れ
、
学
内
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
一
九
五
四
年
、
同
文
書
院
大
学
の
最
後
の

学
長
で
あ
っ
た
本
間
先
生
が
、
こ
の
カ
ー
ド
を
返
し
て
も
ら
い
、
ぜ
ひ
愛
知
大
学
の
手
で
完
成
さ
せ
た

い
と
関
係
者
に
働
き
か
け
た
。
当
時
日
本
政
府
は
台
湾
政
府
を
認
め
て
い
た
た
め
、
こ
の
話
は
全
て
民

間
サ
イ
ド
で
進
め
る
他
な
か
っ
た
。
日
中
友
好
協
会
は
本
間
先
生
も
設
立
発
起
人
の
一
人
と
し
て
作
ら

れ
た
当
時
、
唯
一
の
全
国
組
織
で
あ
っ
た
。
同
年
七
月
、
内
山
完
造
理
事
長
（
上
海
に
あ
っ
た
内
山
書

11000000  
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店
の
ラ
オ
パ
ン
。
郭
沫
若
氏
や
同
文
書
院
と
も
親
し
い
関
係
が
あ
っ
た
）
を
通
し
て
、
郭
沫
若
氏
へ
こ

の
件
を
願
い
出
た
。
十
月
に
康
大
川
「
人
民
中
国
」
編
集
長
宛
へ
申
し
出
て
欲
し
い
旨
の
返
事
が
あ
り
、

結
局
、
翌
年
の
四
月
、
「
こ
の
カ
ー
ド
は
国
民
政
府
国
立
翻
訳
館
に
接
収
さ
れ
て
い
た
が
一
部
は
散
失

し
大
部
分
は
残
存
し
て
い
る
。
中
日
両
国
民
の
友
誼
と
文
化
交
流
の
促
進
の
見
地
か
ら
、
文
化
交
流
の

贈
り
物
と
し
て
日
本
の
方
々
に
贈
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
送
り
方
に
つ
い
て
知
ら
せ
て
く
れ
」
と
の
回

答
が
寄
せ
ら
れ
た
。
中
国
人
民
保
衛
世
界
和
平
委
員
会
（
郭
沫
若
名
誉
会
長
）
の
劉
貫
一
秘
書
長
名
で

あ
っ
た
。 

こ
の
カ
ー
ド
は
、
大
き
な
二
つ
の
木
箱
に
つ
め
ら
れ
、
引
き
揚
げ
船
興
安
丸
に
よ
っ
て
塘
姑
か
ら
舞

鶴
へ
、
更
に
東
京
へ
送
ら
れ
て
き
た
の
が
、
一
九
五
四
年
九
月
、
本
学
へ
着
い
た
の
は
一
二
月
八
日
の

こ
と
で
あ
る
。
島
田
政
雄
日
中
友
好
協
会
理
事
が
受
け
取
り
の
責
任
者
で
あ
っ
た
。
現
在
の
教
職
員
組

合
事
務
所
の
建
物
に
華
日
辞
典
編
纂
処
が
設
け
ら
れ
、
一
九
五
四
年
の
四
月
、
辞
典
編
纂
が
大
学
の
事

業
と
し
て
正
式
に
開
始
さ
れ
た
。 

思
え
ば
、
愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
は
今
を
去
る
六
十
年
前
、
東
亜
同
文
書
院
で
の
華
日
辞
典
資
料
カ

ー
ド
制
作
を
淵
源
と
し
て
お
り
、
幾
多
の
紆
余
曲
折
を
経
た
結
果
、
現
在
の
体
を
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
六
八
年
初
版
刊
行
に
当
た
っ
て
、
倉
石
武
四
郎
中
国
語
学
会
会
長
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
推
薦
の
言
葉

は
よ
く
こ
の
経
緯
を
述
べ
て
い
る
。 

「
そ
れ
は
数
奇
を
き
わ
め
た
辞
典
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
中
国
は
上
海
の
同
文
書
院
に
呱
々
の
声
を
あ

げ
、
十
数
年
に
し
て
終
戦
と
と
も
に
中
国
に
接
収
さ
れ
た
。―

中
略―

そ
れ
よ
り
さ
ら
に
十
年
、
日
本

は
豊
橋
の
愛
知
大
学
で
根
本
的
な
検
討
と
整
理
が
加
え
ら
れ
、
い
ま
よ
う
や
く
刊
行
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。―

中
略―

こ
の
辞
典
は
、
か
つ
て
日
中
両
国
の
あ
い
だ
に
介
在
し
て
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た

が
、
そ
れ
は
や
が
て
両
国
文
化
交
流
の
使
命
た
る
資
格
を
賦
与
さ
れ
る
所
以
と
な
っ
た
」 

「
日
中
友
好
の
橋
、
文
化
交
流
の
船
」
と
評
せ
ら
れ
る
愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
成
立
の
由
縁
を
、
こ

れ
以
上
適
切
に
説
明
し
て
い
る
言
葉
は
他
に
な
い
。 

な
お
、
今
年
度
夏
期
中
国
語
セ
ミ
ナ
の
引
率
と
し
て
出
張
中
の
八
月
二
十
三
日
午
後
、
北
京
の
中
日

友
好
協
会
本
部
に
お
い
て
孫
平
化
会
長
に
お
目
に
か
か
り
、
挨
拶
を
し
た
。
孫
平
化
会
長
は
本
間
先
生

の
こ
と
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
と
本
学
に
つ
い
て
承
知
し
て
お
り
、
一
千
冊
の
寄
贈
に
対
し
て
感
謝
さ

れ
る
と
と
も
に
、
辞
典
の
配
分
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
、
充
分
活
用
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
と
約
束
さ

れ
た
。
同
席
し
た
の
は
同
協
会
理
事
の
陳
兆
華
氏
な
ら
び
に
北
京
友
好
翻
訳
服
務
公
司
服
経
理
の
劉
柏

林
氏
で
、
劉
氏
は
文
学
部
講
師
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。 

  

〔
注
〕
愛
知
大
学
通
信
第
１
０
４
号 

一
九
九
四
年
十
月
三
十
一
日
付
。 
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程程永永華華駐駐日日大大使使、、愛愛知知大大学学のの寄寄贈贈「「中中日日大大辞辞典典」」をを受受領領  
2010/12/17 

 
 
程永華駐日中国大使は 11 月 15 日、佐藤元彦愛知大学理事長兼学長と会見し、同校

から中国の大学 113 校に寄贈される「中日大辞典」第 3 版の目録を受け取った。 
佐藤学長は、愛知大学は中国の関係大学との交流・協力を重視しており、今回の辞

典寄贈が中国の大学生の日本語学習を助ける積極的な役割を果たすよう希望して

いると述べた。 
程大使は愛知大学の善意を賞賛し、日本から贈られる辞典は中国の関係大学で有効

に活用され、中日友好に力を尽くすより多くの人材の養成に貢献するものと信ずる

と述べた。 
「中日大辞典」は 1955 年 4 月に本格的編集が始まり、1968 年、1986 年と今年 2
月、第 1、第 2、第 3 版があいついで刊行、発売された。「中日文化賞」を受賞し、

中国国内の日本語学習者の間で広く愛用されている。 
 
 
〔注〕中国大使館ホームページ掲載記事。 
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爱知大学中日大辞典出版说明 
 
    开开端端：在昭和初期（一九三〇年）以前，对学习汉语的日本人来说，最大的苦恼就是

缺少汉语课本，参考书和词典。 
    中国出色的辞典《辞源》、《辞海》分别于在一九一五年和一九三七年问世，但是，这

两本辞典都以文言为对象。作为汉语辞典，最早的大概要属周铭三编《国语大辞典》（总

共为二百八十一页的小型词典），问世于一九二二年，《王云五大辞典》是一九三〇年，《标

准语大辞典》是一九三五年问世，真正的汉语辞典《国语辞典》的问世已是一九三六年。 
    汉语词典的出版莫如说日本更早。在大正初期（一九一〇年代）就已有石山福治的中

国语辞典了。但是这本辞典就连学生使用起来都觉得不满意。（一九三五年石山福治出版

了达一千七百五〇页的《新支那大辞典》）。其后，进入昭和年代，一九二八年《井上支那

语辞典》，一九四一年竹田复的《支那语辞典》等现代汉语词典出版问世，基本上满足了

需要。尽管如此，也难于适应形势的发展和要求的提高。 
    编写外国语词典并非轻易而举。明治中叶以来，在我国，西洋各国语言，特别是英语、

德语、法语词典已基本齐全。这是因为在我国对这些外国语的研究较先进，实际上在这些

国家对本国语言的研究都很先进，已出现了很好的辞典。 
    然而，在中国历来的学者中有重古文，轻口语的习惯，因此，中国学者对现代汉语的

研究是不足的。在此情况下，石山福治、宫岛大八、井上翠、竹田复的词典虽有些不妥之

处，但能编写出汉语辞典并非容易。尽管如此，深感有必要克服这些不妥当，不完全之处。 
    原来的东亚同文书院大学平时有十几名中日两国人组成的汉语教师队伍，有能力编写

出汉语词典，也感到有其责任。于是，汉语教师发起促进编篡汉语词典的工作。编篡方针

是：以《井上辞典》为起点，补充必要的词汇，编写出能够适应现实需要的汉语词典。编

篡业务都是由全体人员利用教学以外的余假时间进行的。后来由于七七事变、太平洋战争，

编篡业务停顿下来。战败后，被作为敌产由中华民国政府接受时，原稿卡片约有十四万张，

词汇数有七、八万条。当时参加词汇收集工作的有： 
        铃木择郎  熊野正平  野崎骏平  坂本一郎  影山巍  岩尾正利  内山雅夫 
        山口左熊  木田弥三旺  金丸一夫  尾坂德司  此外还有八名中国教师（省略其

姓名） 
    归归还还原原稿稿卡卡片片：战后略稳定后的一九五三年七月，爱知大学校长（原东亚同文书院大

学校长）本间喜一跟爱知大学文学系教授铃木择郎（原东亚同文书院汉语教授）热心地说：

“我们要回辞典原稿吧。”铃木想起在交原稿卡片时，对接受委员郑振铎口头提出的愿望：

“等条件允许时，我们想用我们的双手完成这本辞典。”以此，他试探性地提出了请求。

请求信委托日本中国友好协会理事长内山完造送交中国科学院院长郭沫若。由于郭沫若的

斡旋，遵照“为了中日文化交流，将原稿在赠送日本人民”这一宗旨，一九五四年九月，

中国人民保卫世界和平委员会的刘贯一托付回国船“兴安号”送来了原稿卡片。接受单位
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是日本中国友好协会，他们召集了此工作的原有关人员进行协商，最后决定委托原有关人

员多，并对完成此项工作抱有热情的爱知大学。爱知大学决定完成这个有意义的历史性的

事业，决定承担此项任务，不辜负委托。 
    编编篡篡事事业业的的开开始始：中日大辞典编篡业务的正式开始是一九五五年四月。开始时组织了

编篡委员会，因为铃木择郎是一九三三年以来发起并促进本项事业的成员之一，被任命编

篡委员长，原东亚同文书院大学教授内山雅夫和爱知大学中国文学科毕业的今泉润太郎为

专职人员，铃木择郎和爱知大学教授桑岛信一为兼职专门委员，另外在大学内外聘任了几

名协力委员，组成了基本阵容。一九五七年又增加专职人员，有北京中国大学毕业的张禄

泽、原外务省翻译官远藤秀造、NHK 海外局的宗内鸿、东北大学中国文学研究科毕业的

志村良治、爱知大学经济学科毕业的杉本晃等。之后，虽只是短期的又增加了中国大学毕

业的欧阳可亮，充实了编篡阵容，此项事业的完成全靠上述各位的努力。 
    编写工作虽然进展顺利，但与此项工作相比不得不说编辑队伍太小。所以在收集，选

择词汇不能达到预期得目标，很叫人感到遗憾。 
    另一方面，值得庆幸的是，在中国汉语研究工作有了很大的发展。中华人民共和国成

立后，文字改革的形势日益高涨，汉语的研究工作急速发展，也涌现出很多出版物。辞典

方面有《学文化字典》、《同音字典》、《新华字典》等优秀的小型词典。除此以外还出版了

《机工辞典》等很多专业辞典，可以随时得到丰富的资料。在我国，香坂顺一、太田辰夫

的《现代中日辞典》、钟江信光的《中国语辞典》、仓石武四郎的《岩波中国语辞典》等相

继出版。我们《中日大辞典》从以上的辞典中受益非小，在此向日中两国众多的学者们表

示谢意。 
    如上所述，国内外情况有力地推动了本项工作，但与此相反也有不少推迟本辞典完成

日期的因素。一，原定一九六一年完成的计划过于乐观。二，因要全面地吸收中国的文字

改革，有许多地方需要加工、改写。三，要铸造三千多新旧铅字。四，自一九六三年下半

年开始，为了节约经费，缩小了编制，只剩下了不需要另付工资的铃木、内山、张、今泉

四人。所以，到一九六三年才完成此项工作，用了十三年时间，比当初计划的时间晚了一

倍。 
    中中国国方方面面的的援援助助：一九五六年二月收到了由中国人民对外友好协会赠送的《同音字典》、

《简明字典》、《中国语文》等其他资料。一九五五年十二月中国学术考查团副团长冯乃超

访问本大学，并提词“为中日两国文化交流打好坚实的基础”。一九五八年四月中国法律

家代表团团长韩幽桐等访问中日大辞典编篡处，并给予我们鼓励。一九六六年，郭沫若委

托正在访华的丰桥市长河合陆郎带来他那雄浑的墨迹“激浊扬清”，给予了我们鼓励。还

有，铃木择郎一九五八年访华时，北京大学教授吕叔湘和文字改革委员会的庄栋等就有关

文字改革方面给予很多指教。以上这些都使我们不胜感激。 
    校校内内外外对对编编写写，，印印刷刷资资金金方方面面的的援援助助：此项事业很难进行商业性核算盈亏，财务上的

困难是难免的。幸好在这期间，一九五六年文部省科学资助金机关拨给了一笔研究费，一

九五七年朝日新闻社、中日新闻社以及某位不愿公开姓名的热心人提供了许多资助，另外
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还有两位自称“贫者一灯”的人也捐了款，支持我们的编写工作。这些理解日中文化交流

的人们的好意，的确是难能可贵的。 
    编篡工作在一九六六年四月已基本完成，但是出版资金方面无着落。经本间校长数年

的奔走，一九六七年四月受到日本通运社长福岛敏行的关照，得到了许多约购。在有，当

时正值爱知大学创立二十周年，大学评议会决定把本辞典的出版作为纪念活动的一项，所

以，出版费的大部分有了保证，于是决定印刷出版。而后，朝日新闻社、每日新闻社也都

有很多订购，这两个报社的订购，都以订购者的名义赠送给中国，以感谢中国的好意。 
    印印刷刷出出版版：出版计划全部委托给大安股份公司，印刷委托给图书印刷股份公司。这两

家公司都是赞同本事业的日中文化交流。日中友好的性质，全心全意地为完成这部辞典尽

力。大安承担与印刷厂的交涉，有关进行印刷的计划、校对、预定和实施有关销售的计划。

图书印刷公司不惜牺牲巨资新铸了中国的简化汉字和在我国不常用的旧汉字等三千多个

铅字。大安和图书印刷与编写人员经常取得密切的联系，工作进展顺利。 
    本间喜一对中国赠还原稿卡片，身为东亚同文书院大学的最后一代校长，把出版工作

作为爱知大学的事业，深感责任重大，从各方面给予了关照，使这项事业得以完成，尽力

尽责。这项事业完全是从本间的热心开始，并在其关怀下完成的。 
    另外，在此期间，一九五五年十一月就任校长，一九五九年去世的小岩井净也在爱知

大学紧张的经费中拨出编篡费，始终激励编写人员，期待着辞典问世，做出了种种努力。 
    增增订订版版：为了适应中国日新月异的发展，修订中日大辞典成了当务之急。一九六八年

二月，中日大辞典出版发行时，向郭沫若提出了本辞典有关人员要访华的愿望。这一愿望

在一九七三年六月终于得以实现。在南开大学、北京大学、复旦大学同中国的专家们进行

了长时间的交换意见，得到了一些宝贵的经验，并想将其用于修订辞典中。幸好，得到了

久曾神升校长及大学当局的赞同，一九七五年四月再次设立了中日大辞典修订编辑委员会。 
    此次修订始终是在初版范围内进行全面的修改，根本的修订工作还有待于将来。当修

订工作走上正轨的一九八二年一月，铃木择郎不幸突然逝世。 
    修订版比起在初版，更是日中友好合作和学术交流的产物。日中邦交恢复后，随着交

流的扩大增加，得到了中国访问学者和中国进修教员的帮助。爱知大学教授高临渡和黄异

长期协助我们工作。北京农业机械化学院教授黄志明协助编写辞典两年，回国后不久因病

逝世。我们对这些中国老师的始终如一的真挚的合作表示感谢。修订工作一九八四年完成，

此次印刷委托了凸版印刷股份公司。他们使用 CTS 完成了这本辞典。修订版的发行委托

大修馆书店。 
 

1990年 5月 
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中中日日大大辞辞典典内内容容概概要要  
 
 
初初版版  
所收单字          11，195 字（含繁体字 2，264 字，异体字 1，195 字） 
词    条          115，000 余条 
正文页数          1，947 页 
印    数          70，000 册 
开    本          787×1092     1/32    （B6 版） 
编    印          1955 年开始编写，1965 年完成初稿，1967 年印成。 
 
 
增增订订第第二二版版  
所收单字          13，166 字（含繁体字 2，759 字，异体字 1，595 字） 
词    条          136，000 余条 
正文页数          2，520 页 
印    数          40，000 册 
开    本          787×1092     1/32    （B6 版） 
编    印          1975 年开始编写，1984 年完成初稿，1986 年印成。 
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爱知大学中日大辞典编篡处 
 

    爱知大学的创立与东亚同文书院大学象是深深地连接在一起，中日大辞典编篡处的

设立也是和同文书院的中国语研究教育难以分开。 

    设在上海的同文书院，从 1932、1933年为了华日辞典的编集，开始制作资料卡片。

直到战败前，整理的资料卡片已达 14万张，但是，却作为敌产被没收了。 

    爱知大学创立后，不久，本间喜一校长（前同文书院大学校长）同铃木择郎教授等

人磋商，打算向中国方面游说，请求把这些资料卡片返还。其结果，1954年 12月，资

料卡片委托给爱知大学。1955年 4月 1日开设了华日辞典编篡处，中日大辞典的编集开

始了。 

    中国成为社会主义国家后，中国语的变化也很显著，被返还的资料卡片也不能按原

样发挥作用了，结果，从最初的重新制作到成书，经过了 13个岁月。1968年，作为

“爱知大学中日大辞典”出版发行了。不仅被评价为日本国内第一部正式的中国语辞

典，而且被授予中日文化奖。深藏青色的初版本到 1986年增订版发行前，共印刷了 5万

册。 

    1973年，作为爱知大学学术访中团的辞典编集成员，在“文革”的高潮期，在南开

大学、北京大学、复旦大学召开了有关中日大辞典的座谈会，直接听取中国方面的意

见。是一次非常难得的机会。1975年，由于增订版出版的需要，再开编篡处。以旧版为

基础，在内容上更加充实的红书皮的增订版出版发行了。现在，增订第二版已印刷了 7

万余册。 

    中日大辞典从诞生的第一天起，就成了连接中日友好的纽带之一，并作为“中日友

好的使者，文化交流的桥梁”在广大的中日两国人民之间，发挥着积极的作用。 

 

 

 

辞典资料卡片的返还 
 

1932、33年    华日辞典编篡由东亚同文书院研究会开始。战败时，作成了 14万张（7 

           万词条程度）的辞典资料卡片。用木箱 3至 5个收藏。 

 

1945 年 11-12 月    由于战败，被国民政府教育部京沪区特派员办公处（负责人蒋复

瑰、 

           委员郑振铎）没收。东亚同文书院大学停办。 
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1946 年 11 月 15日    爱知大学创立。 

 

1948 年    辞典资料卡片在国内翻译馆（郑振铎：）被保存。一部分遗失了。 

 

1949 年 10 月 1日    中华人民共和国成立。 

 

1950 年末    以铃木教授的名义，委托日中友好协会向中国转达了希望返还资料卡片的 

         意愿。该会还向中国新闻总署国际新闻局的康大川科长转达了请求。 

 

1951-1952年    资料卡片在中国的调查开始了。很快就了解清楚了，在郑振铎文化部

副 

         部长的身边。 

 

1953 年 7月    本间校长经由日中友好协会内山完造理事长向郭沫若中国科学院院长、 

         郑振铎文化部副部长寄送了希望返还资料卡片意愿的信件。 

 

1953 年 10 月 5日    康大川科长向内山理事长指示，资料卡片返还之事向“人民中

国” 

         编辑部发信。 

 

1954 年 4月 10日    受郭沫若主席的指示，很快地找出了资料卡片。被国民党的国立

翻  

         译馆没收后，一部分已遗失，但仍保存了 14万张，是中国政府接收的。从中

日  

         两国人民的友谊和文化交流促进的角度，作为文化交流的礼品赠送给日本。想  

         让日本人知道，怎样送给日本为内容的刘贯一中国人民保卫世界和平委员会秘 

         书长的来信，送到日中友好协会内山理事长那里，当日，转送给了爱知大学。 

 

1954 年 9月 12日    把资料卡片推积在日本人归国的兴安丸号船上。同船从舞鹤港出

发 

         的是日中友好协会乘船代表岛田政雄，资料卡片的领回也进行了。 

 

1954 年 9月 27日    兴安丸从塘沽到达舞鹤。资料卡片被送往日中友好协会总部（东

京）。 

 

1954 年 10 月 10日    日中友好协会召集与资料卡片有关的人协商。原来与此有关的人 

８‒７ａ(1)



185

資料による中日大辞典編纂所の歴史 ８

― 　―

8-7a(1) 
 

7 
 

         很多，可结果是：意见特别一致地把辞典编篡的任务委托给具有热忱的爱知大 

         学完成。 

 

1954 年 11 月    在爱知大学设立了华日辞典编篡处开设准备室。 

 

1954 年 12 月 8日    两大木箱资料卡片到达爱知大学的消息，向日中友好协会伊藤武

雄 

         理事长报告。 

 

1955 年 4月 1日    华日辞典编篡处开始运转，着手编集。由有关人员组成的华日辞典 

         刊行会设立了。 

透过数字来看中日大辞典增订第二版 
 

收录辞条数        143000 个词 

词头数            1366字 

简化字            8812字 

繁体字            2759字 

异体字            1595字 

页数              正文 2520页  索引 197页  附录 24页 

书的厚度          70mm/大型版 95mm 

长×宽            185mm×140mm/大型版 270mm×205mm 

书的重量          1．45kg/大型版 3．7kg 

正文一行字数      24字  左右双栏排版 

正文一页行数      66字  左右双栏排版 

解说最多字数      488字 

汉字笔划最多      25划 

汉字笔划最少      1划 

大标题最多字数    15字 

出版发行日        1987年 

发行册数          73500 册（总计 123500册） 

定价              8600日元/大型版 12000日元 
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原稿大征集中 
 

    中日大辞典编篡处，从象以下的利用者中募集知音，请踊跃应征。 

        题目    爱知大学中日大辞典与我 

        页数    400字稿纸 3页为限 

    被应征的人赠送纪念品。 

 

 

 

中日大辞典与郭沫若先生 
 

    被挂在辞典编篡处的匾额，“激浊扬清”四个字是郭沫若先生书写的。既是文学家、

文字学家、历史学家，作为诗人、作家还是书法家的著名的郭沫若先生，在文学革命运

动时期十分活跃，并组织了创造社。在国民革命时期，以政治家的身份活动。日本留学

和流亡日本，并且从处境危险的日本逃离，同日本有很深的缘分。特别是中华人民共和

国成立后，作为新中国的代表，给日本国民留下了深刻的印象。 

    中日大辞典的刊行成为契机，有关资料卡片的返还，金仰仗先生非凡的努力。战

后，第一次率中国代表团来日之际，为鼓舞辞典编篡，派副团长冯乃超（中山大学副校

长）访问了爱知大学。中日大辞典出版后，在文化大革命中的 1973年，能够在南开大

学、北京大学、复旦大学，召开有关辞典的座谈会，也是郭沫若先生聘请的结果。当

时，在北京的人民大会堂有机会受到郭沫若先生的亲切接见。 

    “激浊扬清”书帖，是河合陆郎丰桥市长（本学理事）1965年访中拜会郭沫若先生

之际，托该氏送到中日大辞典编篡处。激浊扬清一词的含义，指从浩如烟海的词汇中采

撷的应该达到典范的词语，可以说，的确与辞典编篡的宗旨相吻合。 

 

 

 

 

 

日中友好的船  文化交流的桥梁 
 

    中日大辞典脱胎于中国，成长在日本。（另载“辞典卡片返还”）被称为中日友好的
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使者，文化交流的桥梁的中日大辞典，向中国赠送了 5000册。 

    1968年    初版发行时向中国日本友好协会赠送了 1200册。 

    1986年    增订版发行时，向中国国家教育委员会赠送 1000册。 

    1988年    增订第二版发行时，向中国国家经济委员会赠送 1000册。 

 

    1994年    为纪念辞典资料卡片返还 40周年，向中国日本友好协会赠送 1000册。 

    另外，1986年向中国大使馆赠送 100册。 

    除此之外，向访问爱知大学的中国的各代表团，以及，访问中国的爱知大学代表团

向中国方面赠送的等等，合计数百册。 

    1973年 6 月，爱知大学代表团初次访问中国，在上海市乘坐公共汽车时，无意之中

看到了一位携带中日大辞典的中年妇女。言谈之中了解到，因为她是上海市教育局的职

员，68年赠送给中日友好协会的 1200册中的 1册，恰巧被分配到这里，懂日语的她有

幸得到此书。真是一次令人惊奇的奇遇。 

 

 

中日大辞典编篡体例的样本及特色 
 

    汉字的标题。 

    行数的表示    每隔（文字的）5行用“a、b、c…”来表示。卷末的《日本语索

引》用这个表示（五十音图的）行。 

    典故的出处 

    鲁迅、老舍等作家的小说啦、毛泽东的作文啦、还从《水浒传》、《西游记》、元代杂

剧等古典文学名著中广泛地旁征博引。 

        同义词的集中处理 

    同义词集中在主要的大标题后，总括起来施行解释。 

        索引 

    汉字部首不同，按笔划数顺序进行汉字索引。通过眼前的感受，很容易引出新的部

首。复杂的字给予两个以上的部首。 

        拼音标题 

        单词的说明 

    施行详细而又具体的说明。 

        汉字字头的字体 

    为使中国的字体规范化，以《印刷通用汉字字形表》为标准，采用正确的字体。 

“・”的后面是繁体字，前面是简化字。“（ ）”内是以体字。 

        汉字字头的读音和拼音分类 
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    汉字的读音用粗线条字表示。一个字有两个以上的读音时，每一个读音分为“A，

B…”施行解释。 

        汉字字头的解释 

    ①，②，③的区分下，给予丰富的译文，施行详细的注释。例句尽可能地多举，加

上译文，使意思和用法更加明确。 

        附录 

    部首表 

    部首名称一览表 

    根据《异读词审音表》修订音一览表 

    日中字形对照表 

    中国历史略表 

    省、自治区、直辖市简称表 

    中国政治机构一览表 

    中国重要纪念日、二十四节气、旧历主要节日一览表 

    亲戚和家族关系表 

    北京传统住宅图解 

    世界国名、首都名一览表 

    度量衡比较对照表 

    化学之素表 

    中国略图 

    汉语拼音字母、托马斯・威妥玛式的罗马字、注音字母对照表 

 

 

〔注〕中日大辞典出版案内（1990 年版） 
 
 

８‒７ａ(1)



189

資料による中日大辞典編纂所の歴史 ８

― 　―

8-7a(2) 
 

1 
 

Chu-Nichi Daijiten ( Chinese-Japanese Dictionary.) 
Aichi University Chu-Nichi Daijiten Office of compiling and Editing. Approx. 2,000 
pages ; 10,000 characters ; vocabulary of about 130,000 words. List price 4,000 Yen 
(app. $11.00). Publisher : Agent of Chu-Nichi Daijiten compiling and Editing 
committee in Tokyo. 2-4-10 Hongo, Bunkyo-ku, Tokyo. 
 
  Those students of Sinology who have grown to respect and depend upon 
Morohashi’s Daikan-wa Jiten for the study of early, medieval and modern Chinese 
texts, will be delighted to know that scrupulous Japanese scholarship has now 
produced an exhaustive dictionary for contemporary literature in the vernacular 
idiom. 
  Compilation of this work was begun in 1931 by a committee of Chinese and 
Japanese professors at the shanghai Towa Dobun Shoin (East Asian Dobun Institute 
of Shanghai). By the end of W.W.Ⅱabout 140,000 data cards had been compiled; all 
were then confiscated by the Chinese government as a war-prize. It was not until 
1954 that, through the efforts of various parties, the crates of data cards were 
shipped to Japan so that work could be continued. With the publication of this 
dictionary Aichi University Professor Takuro Suzuki, Editor-in-chief and head of the 
compiling committee, climaxes thirty-seven years of work. 
  This lexicon embraces over 130,000 words, including current political and 
economic, scientific and technological terms in addition to the proverbs, slang 
expressions, figurative speech, maxims and puns with which the vernacular 
language abounds. For the linguistics student, expressions peculiar to a certain 
dialect are all noted as such. 
  A particularly attractive feature is the inclusion of onomatopoeic and mimetic 
expressions : the dilidala’s and qichikacha’s which enrich the Chinese tongue in great 
number. 
  Characters are presented in both simplified and complex form, but sample 
sentences and compounds are printed only in simplified Kanji. The spelling system 
used for pronunciation of characters is the “pin-yin” system approved and sometimes 
used by the mainland Chinese today. Characters, and all combinations under each 
character, are listed in alphabetical order to facilitate reference when pronunciation 
is known; there is, of course, an index based upon radicals, and an index of characters 
whose radicals are difficult to determine. 
  Other features of this dictionary include: a Japanese-Chinese index; a list of 
annual events in mainland China; charts showing family relationship terms; a 
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diagram of a traditional Peking residence; a map of China; a chart of the political 
structure of mainland China; a chart of the chemical elements. 
  A gift-copy of the above dictionary is being forwarded to your University Library 
with our compliments. 
 

Aichi University 
Chu-Nichi Daijiten 
Compiling and Editing Committee 

 
 
〔注〕初版出版案内英文版（1968 年） 
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CHU-NICHI DAIJITEN 

OF 

AICHI UNIVERSITY 

(INTRODUCTION TO THE PUBLISHING) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Aichi University 

Chu-NIchi Daijiten Compilation Office 
Introduction to the publishing of Chu-Nichi Daijiten (Chinese-Japanese 
Dictionary)of Aichi University 
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*The Beginning : 
  Before the early part of Showa(the 1930s), the greatest obstacle for students of 
Chinese language in Japan was the lack of appropriate textbooks, reference books 
and dictionaries. 
  Two outstanding dictionaries, Ciyuan and Cihai ,were published in 1915 and 
1937 respectively. However, both these dictionaries were intended for literary 
language. As for Chinese dictionaries, the earliest were probably the series of  
three dictionaries compiled by Zhou Ming : Guoyu Dacidian (a compact dictionary 
of 281 pages) published in 1922, Wang Yunwu Dacidian published in 1930, and 
Biaozhunyu Dacidian  published in 1935, but the publication of a genuine Chinese 
dictionary Guoyu Cidian did not take place until 1936. 
 
  It is not wrong to say that a Chinese dictionary was published in Japan earlier 
than in China. In the early Taisho period(second decade of the twentieth century), 
a Chinese dictionary compiled by Fukuji Ishiyama had already been published. 
However, even learners of Chinese language did not find this dictionary very 
satisfactory. In 1935 Fukuji Ishiyama published the 1,750 page New Chinese 
Dictionary. Later, in Showa, the publication of modern Chinese dictionaries such as 
Inoue’s Chinese Language Dictionary in 1928 and Chinese Language Dictionary by 
Wataru Takeda in 1941 satisfied the basic needs of learners of the Chinese 
language. Nevertheless, it was still difficult to meet the demand for higher 
standards. 
  Compilation of foreign language dictionaries is by no means an easy task. Since 
the mid-Meiji period, dictionaries of foreign languages, particularly of English , 
German, and French have basically been completed. That is because Japan was 
relatively advanced in the study of these foreign languages. In fact, these countries 
were very much advanced in the study of their own languages, so good dictionaries 
appeared. 
 
  In China, however, Chinese scholars traditionally valued classic literature much 
more than colloquial language, which explains why modern Chinese language had 
not been studied so deeply. Under these circumstances, the dictionaries compiled 
by Fukuji Ishiyama , Daihachi Miyajima, Midori Inoue and Wataru Takeda may 
not be perfect, but it is not an easy task to compile Chinese dictionaries. One still 
feels keenly the need to overcome the defects and weak points of these dictionaries. 
  Toa Dobun Shoin (East Asian Dobun Institute of Shanghai) had a group of more 
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than ten regular Chinese language teachers, both Chinese and Japanese ,who had 
the competence to publish a dictionary and thought it was their duty to du so. They 
therefore set to work on the compilation of a Chinese dictionary. Their policy was to 
compile a dictionary, based on Inoue’s Chinese Dictionary, which would be able to 
meet the needs at that time by supplementing necessary vocabulary to it. They 
found the time for their compilation work during their spare time. Later , their 
compilation work came to a halt due to the 7 July Incident and the outbreak of the 
Pacific War. When the draft of the dictionary was confiscated by the government of 
the Republic of China as enemy property after the defeat of Japan, there were 
approximately 140,000 cards bearing 70,000～80,000 words. Among the compiling 
staff were Takuro Suzuki, Shohei Kumano, Shunpei Nozaki, Ichiro Sakamoto, 
Takashi kageyama, Masatoshi Iwao, Masao Uchiyama, Sakuma Yamaguchi, Misao 
Kida, Kazuo kanamaru, Tokuji Osaka and eight Chinese teachers. 
 
*The Return of the Cards : 
  In July 1953, when the Post-war situation had become more stable,Kiichi 
Honma, the President of Aichi University (previously the President of Toa Dobun 
Shoin Institute) and Takuro Suzuki, Professor of the Literature Faculty of the 
same university (preciously Professor of Chinese Language at Toa Dobun Shoin 
Institute) were very enthusiastic about putting a request to the Chinese 
government for the return of the draft of the dictionary. Prof. Suzuki remembered 
expressing their wish to the Chinese official Zheng Zhengduo at the time of the 
confiscation of the cards, that they would very much like to complete the dictionary 
for themselves when conditions permitted. Because of this, he made a tentative 
request to the Chinese government. The letter of request was handed to Guo 
Moruo, the Director of the Science Institute of China through Kanzo Uchiyama, the 
Chairman of Japan-China Friendship Association. With his assistance, and in 
accordance with the policy decision that, “Based on the spirit of promoting cultural 
exchange between China and Japan, the draft will be presented to Japan”, Liu 
Guanyi, a member of the Chinese People’s Committee to Protect World Peace, 
ordered that the cards should be returned to Japan on the boat “Koanmaru”, which 
brought Japanese returnees back from China in September 1954. The recipient 
was the Japan-China Friendship Association. They discussed future plans for the 
drafting with people related to this project, and finally decided that the task should 
be entrusted to Aichi University where there were many people who had worked 
for it previously and who were very enthusiastic about completing the job. Aichi 
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University decided to take up the task of completing this valuable and historic 
project so as not to disappoint people’s expectations. 
 
*The Start of the Compilation: 
  The compilation of Chu-Nichi Daijiten formally began in April 1955, when the 
Compilation Committee was set up. Takuro Suzuki, one of the members who had 
been involved in the project from the beginning, was appointed as Editor-in-Chief. 
The main staff consisted of Masao Uchiyama, previously Professor of Toa Dobun 
Shoin Institute, and Juntaro Imaizumi, a graduate of Chinese literature at Aichi 
University, as full-time staff. Takuro Suzuki and Shinichi Kuwashima, Professors 
of Aichi University, were part-time staff, and some assistants were recruited from 
both within and outside of the university. In 1957 the full-time staff were 
increased: Zhang Luze, a graduate of the University of China in Beijing; Shuzo 
Endo, a former translator at the Ministry of Foreign Affairs ; Kou Muneuchi ,a staff 
at NHK overseas programs ; Ryoji Shimura, a graduate of Chinese Literature 
(post-graduate course) from Tohoku University ; and Akira Sugimoto, a graduate of 
Economics from Aichi University. Later, Ouyang Keliang, a graduate of the 
University of China joined them, although only briefly , which strengthened the 
compilation office. The completion of this enterprise depended entirely on the 
efforts of the above mentioned staff. 
 
  Although the work went on smoothly, it could not be denied that the size of the 
staff was too small for this kind of project. Therefore, to their great regret they 
were unable to fulfill the original target in terms of collecting and selecting 
vocabulary. 
  However, what was very fortunate was that the study of Chinese language in 
China made a great progress. After the foundation of the People’s Republic of 
China, the Chinese Character Reform movement advanced rapidly, and a great 
number of publications appeared. Among them there were Xue Wenhua Zidian, 
Tongyin Zidian, and Xin Hua Zidian, all of which are compact dictionaries of high 
quality. In addition, the publication of many technical dictionaries such as Ji Gong 
Cidian (Dictionary of Technology) began to provide abundant materials. In Japan, 
Modern Chinese-Japanese Dictionary by Junichi Kosaka and Tatsuo Ota, Chinese 
Dictionary by Nobumitsu Kanegae, and Iwanami’s Chinese Dictionary  by 
Takeshiro Kuraishi were published one after another. Our Chinese -Japanese 
Dictionary owes a great deal to above mentioned dictionaries, and we would like to 
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express our gratitude towards the great number of scholars concerned, both 
Japanese and Chinese. 
  As mentioned above, although the general situation, domestic and foreign, had 
been encouraging towards the project, there were quite a few elements which 
delayed the completion of the dictionary. (1) The original estimate of 1961 for its 
completion turned out to be too optimistic. (2) In order to absorb the Character 
Reform in China completely, many additions and rewritings had to be made. (3) It 
was necessary to cast more than 3,000 types of characters, both made. (4) From the 
latter half of 1963, due to financial difficulties, the size of the editorial staff was cut 
down to four – Suzuki, Uchiyama, Zhang and Imaizumi– to whom the university 
did not have to pay extra allowances. Therefore, it was not until 1963 that the task 
was finally completed, having taken 13 years altogether, twice as long as had been 
estimated at the outset. 
 
*Aid from China : 
In February 1956, we received Tongyin Zidian, Jianming Zidian, Zhongguo Yuwen, 
as well as other reference materials sent by the Chinese People’s Association for 
Friendship with Foreign Countries. In December 1955, the deputy head of Chinese 
Academic Research Group, Feng Naichao, visited our university and left us a 
written message of encouragement : “Let us establish a firm foundation for cultural 
exchange between China and Japan.” We received several groups of visitors from 
China : a group of Chinese legal specialists in April 1958, Chinese economic 
delegates in June 1964, and in December of the same year delegates of Chinese 
legal specialists, including their leader Han Youtong, visited the compiling office to 
give us their support. In 1966, Guo Moruo entrusted Rokuro Kawai, Mayor of 
Toyohasi City, who was visiting China at the time, with his buoyant calligraphy “Ji 
Zhuo Yang Qing” (obtain clean water by stirring dirty water), which gave us 
enormous encouragement when we received it. Moreover, in 1958, during a visit to 
China, Takuro Suzuki had been given valuable advice concerning Character 
Reform by people such as Lü Shuxiang, Professor of Beijing University, and 
Zhuang Dong, member of the Character Reform Committee, to all of whom we 
express our sincere gratitude. 
 
*Financial Aid from within the University and from Other Sources for the 
Compilation and Printing of the Dictionary : 
  It is difficult to discuss a project such as this in terms of commercial profit and 
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loss, since financial difficulties are unavoidable. Fortunately over this time, the 
Research Assistance Division of the Ministry of Education provided us with funds 
in 1956, while in 1957 the newspaper companies Asahi Shinbun and Chunichi 
Shinbun, as well as an earnest supporter who wishes to remain anonymous 
donated considerable sums of money. Also ,there were two people who donated 
money as “a small candle from the poor” in support of our dictionary compilation. 
The good will of those who show their understanding towards cultural exchange 
between Japan and China is certainly very precious.  
  By April 1966,the compilation of the dictionary was basically complete, but the 
problem of funding the publication had not been solved. Through the good offices 
over many years of Kiichi Honma, the Honourary President of Aichi University, we 
were able, in April 1967,to obtain a considerable number of advanced purchase 
orders thanks to Toshiyuki Fukushima, the President of Nippon Express Co., Ltd.. 
In addition, it was the occasion of the twentieth anniversary of the foundation of 
Aichi University, and the University Council decided to include the publishing of 
the dictionary in the anniversary events, which meant securing most of its 
publishing costs. Thus publication became possible. Both the Asahi and Mainichi 
newspaper companies made many advanced purchase orders, which were donated 
to China in the names of these companies to express our gratitude for their 
cooperation. 
 
*Printing and Publication : 
  The entire publishing plan was entrusted to Daian Co., Ltd., and the printing to 
Tosho Printing Co., Ltd.. Both companies had been in favour of the spirit of 
promoting Sino-Japanese cultural exchange and friendship between the two 
countries of our project, and devoted themselves to the completion of the task. 
Daian managed the negotiation with the printing factory, printing plans, 
proofreading, and sales. Tosho Printing newly cast more than 3,000 types of 
characters for the simplified Chinese characters and those outdated characters 
which were not in frequent use in Japan, investing sacrificially large sums of 
money. The staff and the two companies worked in close cooperation and the work 
went very smoothly. 
  Kiichi Honma, as the last President of Toa Dobun Shoin Institute, assumed great 
responsibility for the return of the data cards by the Chinese Government and for 
the final product, the publication of the dictionary, as a project of Aichi University. 
 His tireless efforts, together with support from various quarters, made the project 
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a success. The project owes its entire success to the initial enthusiasm shown by 
Honma and his patronage during the process.  
  Moreover, great efforts were also made by Jo Koiwai, who was installed as 
President of Aichi University in November 1955, in raising funds for the completion 
out of university’s tight budget, and in his constant encouragement to the staff. He 
was very much looking forward to the publication, but unfortunately died in 1959. 
 
*Revised Edition : 
  In order to catch up with the continuous progress of China’s development, a 
revision of Chu-Nichi Daijiten became urgently necessary. In February 1968, when 
the dictionary was published, a request was made to Guo Moruo that the staff 
should be allowed to visit China. This request was finally granted in June 1973. 
They spent a long time exchanging opinions with Chinese scholars at Nankai 
University, Beijing University and Fudan University, and obtained precious 
experiences with the intention of utilizing them in the revision of the dictionary. It 
was very fortunate that the Compilation Office of Chu-Nichi Daijiten was 
reestablished in April 1975,with the agreement of the President, Hitaku Kyusojin, 
and the university authorities, while the Committee for Revising Chu-Nichi 
Daijiten was organized with Takuro Suzuki as the Chife Editor and Juntaro 
Imaizumi as Committee Chairman. 
 
  The revisions at this time were mainly made within the framework of the first 
edition, and a complete revision was to be made in the future. However, in January 
1982, Takuro Suzuki’s sudden death came just as the revision work was getting 
under way. 
  The revised edition, compared with the first edition, was to a greater extent the 
product of friendly cooperation and academic exchange between the two countries. 
Following the recovery of diplomatic relations, and with the expansion of cultural 
exchange, we were able to obtain assistance from visiting Chinese scholars and 
Chinese teachers studying in Japan. Professors Gao Lindu and Huang Yi of Aichi 
University also helped us for a long time. Professor Huang Zhiming of Beijing 
Agricultural Machinery Institute helped us with the compilation for two years, but 
died not long after his return to China. We express our deepest gratitude towards 
those Chinese teachers for their sincere and reliable assistance. The revision was 
completed in 1984 and the printing was entrusted to Toppan Printing Co., Ltd., 
who completed the dictionary making use of computer technology. The publishing 
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of the revised edition was entrusted to Taishukan Publishing Co., Ltd.. 
 
 
 
 

Chu-Nichi Daijiten 
 
 
First Edition 
Characters          11,195 characters (including 2,264 complex characters and  

1,195 related characters) 
Vocabulary          more than 115,000 
Pages               1,947 
Number printed      70,000 volumes 
Size                 787  ×  1,092    1/32  (B6) 
Compilation and Printing 

                          Compilation commenced in 1955, first draft completed in  
1965, printed in 1967. 

 
 
Second Edition (revised) 
Characters          13,166 characters (including 2,759 complex characters and  

1,595 related characters) 
Vocabulary          more than 136,000 
Pages               2,520 
Number printed      40,000 volumes 
Size                 787  ×  1,092    1/32  (B6) 
Compilation and Printing 

                          Compilation commenced in 1975, first draft completed in  
1984, printed in 1986. 

 
 
 
 
[Footnotes] 
P2    L7    Ciyuan      辞源 
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             Cihai      辞海 
      L10    Zhou Ming      周  铭 
             Guoyu Cidian      国语大辞典 
      L11    Wang Yunwu Dacidian      王云五大辞典 
      L12    Biaozhunyu Dacidian      标准语大辞典 
      L16    Fukuji Ishiyama   石山福治 
      L18    New Chinese Dictionary   新支那大辞典 
      L20    Inoue’s Chinese Language Dictionary   井上支那語辞典 
             Chinese Language Dictionary   支那語辞典 
      L21    Wataru Takeda   竹田 復 
      L32    Daihachi Miyajima   宮島大八 
              Midori Inoue   井上 翠 
P3    L3      Toa Dobun Shoin   東亜同文書院 
      L14    Takuro Suzuki   鈴木択郎 
             Shouhei Kumano   熊野正平 
             Shunpei Nozaki   野崎駿平 
             Ichiro Sakamoto   坂本一郎 
     L15    Takashi Kageyama   影山 巍 
             Masatoshi Iwao   岩尾正利 
             Masao Uchiyama   内山雅夫 
             Sakuma Yamaguchi   山口左熊 
             Misao Kida   木田彌三旺 
     L16    Kazuo Kanamaru   金丸一夫 
             Tokuji Osaka   尾坂徳司 
     L18    Kiichi Honma   本間喜一 
     L24    Zheng Zhenduo   郑 振铎 
     L27    Guo Moruo      郭 沫若 
     L28    Kanzo Uchiyama   内山完造 
             Japan-China Friendship Association   日中友好協会 
     L31    Liu Guanyi      刘贯一 
     L33    Koanmaru   興安丸 
P4   L1     Aichi University   愛知大学 
     L7     Chu-Nichi Daijiten   中日大辞典 
     L11    Juntaro Imaizumi   今泉潤太郎 
     L12    Shinichi Kuwashima   桑島信一 
     L15    Zhang Luze   张  禄泽 
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             Shuzo Endo   遠藤秀造 
     L16    Kou Muneuchi   宗内 鴻 
     L17    Ryoji Shimura   志村良治 
     L18    Tohoku University   東北大学 
             Akira Sugimoto   杉本 晃 
     L19    Ouyang Keliang      欧阳可亮 
     L29    Xue Wenhua Zidian      学文化字典 
            Tongyin Zidian      同音字典 
     L30    Xin Hua Zidian      新华字典 
     L31    Ji Gong Cidian      机工辞典 
     L32    Modern Chinese – Japanese Dictionary   現代中日辞典 
     L33    Junichi Kosaka   香坂順一 
             Tatsuo Ota   太田辰夫 
             Chinese Dictionary   中国語辞典 
     L34    Nobumitsu Kanegae   鐘ヶ江信光 
             Iwanami’s Chinese Dictionary   岩波中国語辞典 
P5   L1     Takeshiro Kuraishi   倉石武四郎 
     L17    Jiangming Zidian   简明字典 
     L20    Feng Naichao      冯  乃超 
     L25    Han Youtong      韩  幽桐 
     L26    Rokuro Kawai   河合陸郎 
     L27    Toyohasi   豊橋 
             Ji Zhuo Yang Qing      激浊扬清 
     L31    Lü Shuxiang      吕  叔湘 
             Zhuang Dong      庄  栋 
P6   L5     Asahi Shinbun   朝日新聞 
             Chunichi Shinbun   中日新聞 
     L15    Toshiyuki Fukushima   福島敏行 
             Nippon Express Co., Ltd.,   日本通運株式会社 
     L19    Mainichi     毎日新聞 
     L28    Daian Co., Ltd.,   株式会社 大安 
     L29    Tosho Printing Co., Ltd.,   図書印刷株式会社 
P7   L5     Jo Koiwai   小岩井 浄 
     L14    Nankai University   南开大学 

    L15    Beijing University   北京大学 
            Fudan University   复旦大学 
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    L18    Hitaku Kyusojin   久曽神 昇 
    L30    Gao Lindu   高  临渡 
            Huang Yi   黄  异 
    L31    Huang Zhiming   黄  志明 
P8  L1     Toppan Printing Co., Let.,   凸版印刷株式会社 
    L3     Taishukan Publishing Co., Let.,   大修館書店 
 
 
〔注〕愛知大学「中日大辞典案内」英文版（1990 年） 
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編纂者のことば 
 
 この辞典の編纂事業は、すでに昭和六年頃から上海東亜同文書院で企画準備され、同

二十年には、十四万枚にのぼるカードが作成されていましたが、敗戦の結果、その継続

はほとんど不可能と考えられていました。 
 その後両国有志者の尽力、とくに中国人民保衛世界和平委員会の御好意によって、日

中文化交流促進のため、この編纂資料は日本人民に贈られることになり、日中友好協会

に届けられました。同協会では早速各方面の関係者と協議の結果、この辞典編纂事業は

もとの関係者が多く、かつその完成に熱意をもつ愛知大学に、これを委ねることになっ

たわけであります。 
 愛知大学（当時の学長は元東亜同文書院大学学長 本間喜一氏）では、この意義ある

歴史的事業を完成するため、その重任にあたることを決意し、付託にこたえることにな

りました。 
 不肖私は、この事業の発案ならびに推進にあたった者の一人として編集委員長を命ぜ

られ、内山雅夫君を専任委員とし、多くの人々の協力をえて、約十一年の歳月をその検

討整理にあててまいりましたが、今日ようやくその完成をみることになったのでありま

す。 
 中国では社会体制の変革にともなって、言葉の上でも文字の上でも目ざましい変化が

あり、このため従来のカードはほとんどこれを書きかえ、また増補につとめました結果、

ここに親字約一万、語彙十三万の大辞典として、この間長期の編纂業務を継続するにあ

たっては、文部省科学研究補助、朝日新聞、中日新聞社および篤志家の御援助を仰ぎ、

また出版にふみきるにあたっては福島敏行氏（日通社長）の御協力をいただきました。

ここに記して厚く謝意を表する次第であります。 
 この辞典の実現が、日中文化の交流発展に少しでも貢献するところがあれば、幸これ

にすぎるものはないと存じます。 
 

鈴 木 択 郎 
 
 
 
 

日中文化交流の使節                倉 石 武四郎 
 
それは数奇をきわめた辞典であった。はじめ中国は上海の同文書院に呱々の声をあげ、

十数年にして終戦とともに中国に接収された。書院の教授たちは、おそらく永久に日の
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目をみないものとおもわれたにちがいない。戦後十年にちかく、その厖大な資料が中国

から返還された。そだての親たちのうれしさは想像にあまりある。それよりさらに十年、

日本は豊橋の愛知大学で根本的な検討と整理がくわえられ、いまようやく刊行されよう

としている。それには実に、日中両国人の心血がそそがれていた。 
日中両国は、いわゆる一衣帯水のあいだいにありながら、言語系統のまったくちがっ

た民族である。しかも、日本は中国の漢字を吸収し、もっぱら漢字によって意思をつた

えようとして、中国の言語そのものに肉薄することをおこたった。こうして中国語の研

究はおくれ、中国語の辞典が本格化したのは、きわめて最近のことにすぎない。自然、

この辞典のごとき厖大なものは、まだあらわれていない。いまやその刊行によって、中

国の古今東西にわたるおびただしい語彙は、きわめて容易に検索することができ、日本

の中国語研究に一大利便をくわえることになった。 
おもえば、この辞典は、かつて日中両国のあいだいに介在して数奇の運命をたどった

が、それはやがて両国文化交流の使節たる資格を賦与される所以となった。前後三十余

年にわたる編集各位の努力にたいし、こころからなる敬意をささげたいとおもう。 
（東京大学名誉教授） 

 
 
 

中日大辞典に寄せて                金 子 二 郎 
 

待望久しい愛知大学の中日大辞典が、いよいよ出版されることを承り、喜びにたえま

せん。この辞典ができ上がるまでのいきさつについては、別に詳しい報告もあると思い

ますが、要するにそれは日中文化交流史上に特筆されるべき、美しい心暖まる話です。

そしてそれをこんな美事な形に結実させられた愛知大学の諸先生はじめ関係の皆さま

に、心からのお祝いと敬意を表したいと思います。 
 この大辞典は、そうした因縁によるだけでなく、内容からみても、質量共に日本の中

国辞典にとって画期的なものになりました。凡そ中国語のあらゆる問題は、この辞典の

中で解答を求めることができるでしょうし、付録を活用することによって、ある程度中

国についての百科事典的な役目さえ果すでしょう。良い辞書に乏しいことをなげいてい

た、日本の中国語学界もようやくこれで不満を解消することができるでしょうし、学生

諸君も大きな恩恵を受けることになりましょう。 
（大阪外国語大学学長） 

 
 
 
〔注〕初版発売チラシ（1967 年） 
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最新の資料をもとに増補改訂された 
わが国最大の中国語辞典 
 
 

一九六八年、戦前からの厖大な蓄積をもとに出版された 
愛知大学の『中日大辞典』は、 
豊富な語彙と的確な解釈によって高い評価を得て世にむかえられた。 
以来二十年、近代化を進める中国の最新の資料をもとに増補改訂し、 

  最新最高の中国語辞典として改めて世に贈る。 
 
 

５大特色 
① 中国の多方面の資料にもとづき、最新の語彙までくまなく検討して収録した増補改

訂版。 
② 用字はすべて正確な簡化字を使用。親文字の見出しには繁体字（旧字体）・異体字を

併記した。収録親文字数一万三千字。 
③ 一般語彙はもとより、政経時事・科学技術用語から、方言・俗語・成語・諺語・古

語におよぶ十四万語の豊富な内容。 
④ ふんだんな百科項目、充実した各種付録は、中国に関する総合辞典としての性格を

あわせ持つ。 
⑤ 使いやすい漢字部首索引を採用。巻末の日本語索引は、日中辞典としても活用でき

る。 
 
 

Ｂ６判・上製函入・２，７６５頁 
定価 ６，８００円 
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刊行のことば 
 
 愛知大学の『中日大辞典』は、戦前からの厖大な資料の蓄積をもとに、一九六八年に

出版されました。爾来二十年、その豊富な語彙と的確な解釈は中国語学界・教育界はも

とより、広くマスコミ・実業界からも高く評価されてきました。 
 またこの辞典の資料が、一九五四年中国から返還され、その後も一貫した中国側の好

意により日本での出版が実現したということもあって、この『中日大辞典』が日中友好

のために果たした役割は計り知れないものがあります。 
 愛知大学では、近代化を進める中国の最新の資料をもとに、増補改訂の作業を進める

一方、小社にその出版を委嘱され、一九八六年春、『増訂版』発行に至りました。 
 この間、中国では一九八五年「関于普通話異読詞審音表的通知」が発表され、一九八

六年には「簡化字総表」が再発表されるなど、発音及び文字表記のうえで重要な決定が

なされました。本辞典はこれら中国側の決定を全面的に取入れて内容を補正し、『増訂

第二版』として新たに出版するものです。 
 なお今回、『増訂第二版』発行と小社創業七〇周年を記念し、文字を大きく読みやす

くした「特装大型版」も併せて発行することにいたしました。 
 『中日大辞典』が、広く読者に愛用され、ひいては日中友好のために役立つとすれば

幸いこれに過ぎるものはありません。 
 

一九八七年三月 大修館書店 
 
 
 

この辞典を推薦します 
 
●増補改訂を喜ぶ 
 中国はいま、非常に大きな転換期に直面しております。特に、日中両国の経済関係

においても、貿易不均衡の問題をはじめ、合弁合作事業の推進、技術転移の促進な

ど、解決が急がれる問題があり、そうした問題の解決のためには、さらに、日中両国

の相互理解を深め、広い分野にわたる交流をたかめることが、なんとしても必須の要

件であります。 
 このたび、愛知大学の中日大辞典編纂処において『中日大辞典』が、最近の中国に

おける現代化をふまえて、増補改訂されますことは、まことに喜ばしく、日中友好の

拡大発展に大いに寄与されるものと信じます。 
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 わたくしは、今回の増訂版にかかわられた諸先生に、敬意を表するとともに、一層

のご精進を期待するものであります。 
南海電気鉄道株式会社取締役会長      
日中経済協会副会長・関西本部長      

川 勝  傳 
 
 
●現代中国理解のための新しいキーワードの数々 
 昭和四十七年、日中両国の国交正常化以来、両国の交流が広がり深まる中で中国語

辞典、事典類の出版も次第に増えてきた。だが何か心待ちされていたのが『中日大辞

典』増訂版の出版であった。他の類書の特徴、長所を認めるのにやぶさかではない

が、やはり昭和四十三年の初版以来使い込んできた『中日大辞典』が僅かずつとは言

え時代に遅れていくのがもどかしく思われていた。 
 今回ようやく『中日大辞典』増訂版が発行され、そのもどかしさも解消されること

になろう。試みにページを開くと「一言堂」、「包産到戸」、「気管炎」など今日の中国

を理解する新しいキーワードの数々が目に触れる。一挙に十四万に増えた語彙は現代

中国理解の有力な武器となるであろう。 
 生命を持ち、常に成長する言語、とりわけ大きな転換の時代のある生きた中国語を

どこまでとらえるか。困難な作業に当られた編纂者の御努力に敬意を表するととも

に、『中日大辞典』増訂版が最も信頼できる中国語辞典として、また事典として広く利

用されることを期待している。 
東海大学教授      

毎日新聞前北京市局長      
辻  康 吾 

 
 
●日中友好・文化交流の架橋 
 数千年の歴史をもつ漢字は、東洋の文化とその発展に大きく寄与しました。漢字は

中国人民の貴重な財産であるばかりでなく、日本人民にとっても貴重な財産です。愛

知大学編纂の『中日大辞典』は、語彙が豊富で、大変使いやすく、中国研究者の良き

友でありました。このたび、中国の最新資料にもとづき、全面的に修訂されて、大修

館書店から出版されるという朗報に接し、心からお祝いの意を表します。また、改め

て修訂されたこの『中日大辞典』が、中日両国人民の友好と文化交流促進の面で、さ

らに大きな役割をはたすことを願ってやみません。 
中華人民共和国駐日本国特命全権大使    

章  曙 
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●新たな発展を祝す 
 愛知大学が編纂された『中日大辞典』は１９６８年に出版され、ここに１８年を

経、発行部数も７万冊に及び、読者に大いに歓迎され中日両国文化交流に多大な貢献

をされたことは喜ばしい限りである。 
 『中日大辞典』は語彙は豊富、解釈は正確であり、実用価値もあり、かつ高い学術

水準に達しており、中日両国人民が言葉を学び合い理解を深め合う上に必ず備えるべ

き書籍である。 
 いま、編纂者は精益々精ヲ求ムという進取的精神を持って全面改訂を行った。新版

がまもなく世に出るに際し、私はこの新版を読者諸氏の良き師、良き友として推薦し

たい。 
 『中日大辞典』の編纂は中日両国の友好協力の輝きをいや益すとともに、南開大学

と愛知大学の友好協力関係を結ぶための媒介ともなった。私は本辞典の新たな発展を

祝し、かつ中日両国人の友情がとこしえに続くことを祈るものである。 
 南開大学と愛知大学の友好協力が日ましに繁栄することを願いつつ。 

南開大学学長      
滕  維 藻 

 
 
●『中日大辞典』改訂版出版を祝う 
 愛知大学で編纂中の『中日大辞典』改訂版がまもなく出版されるとの朗報を聞き、

ここに謹んで北京語言学院を代表し、衷心よりお祝い申し上げるとともに、私個人か

らも心よりお祝い申し上げます。 
 言葉は人類の最も重要なコミュニケーションの手段であります。中日両国の文化交

流と経済協力をさらに強めるため、また両国人民の世々代々の友好のために私たちは

互いに相手の言葉を学ぶ必要があります。現在日本語を学ぶ中国人はますます多くな

り、中国語を学ぶ日本人も日ましに増えています。『中日大辞典』は中国人が日本語を

学ぶうえで、また日本人が中国語を学ぶうえで重要な役割を果たし、大きな貢献をな

してまいりました。改訂後の『中日大辞典』はより一層大きな役割を果たし、大きな

貢献をすることでしょう。 
 愛知大学が学術上更に大きな成果をあげられるようお祈り申し上げます。 

北京語言学院院長      
呂  必 松 

 
 
〔注〕増訂版発売チラシ（1986 年） 
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創立６０周年記念事業のご案内 

 
愛知大学は、1946 年 11 月 15 日に中部地区唯一の旧制法文系大学として誕生

し、2006 年に創立 60 周年を迎えます。これを記念して、さまざまな事業を計

画しています。 
 
 
 

「中日大辞典第三版」の出版 

我が国最初の本格的中国語辞典として評価され、本学と中国との深い関わりを象徴する『中

日大辞典』。増訂第二版が刊行され、すでに 17 年が過ぎており、新たに多数の新語・新義を

収録させた新版を出版します。 
 
 
 
 

〔注〕第三版刊行の予告。創立 60 周年をむかえるキャンペーン用パンフ（2006 年 5 月）

所載。 
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曹全碑全文 
 
    君諱全，字景完，敦煌效榖人也。其先蓋周之胄，武王秉乾之機，翦伐殷商，既定爾

勳，福祿攸同，封弟叔振鐸于曹國，因氏焉。秦漢之際，曹參夾輔王室，世宗廓土斥（境）

竟，子孫遷于雍州之郊，分止右扶風，或在安定，或處武都，或居隴西，或家敦煌。枝分

葉布，所在為雄。君高祖父敏，舉孝廉，武威长史、巴郡朐忍令張掖居延都尉。曾祖父述，

孝廉、謁者、金城長史、夏陽令、蜀都西部都尉。祖父鳳，孝廉、張掖屬國都尉丞、右扶

風隃糜侯相、金城西部都尉，北地太守。父琫，少貫名州郡，不幸早世，是以位不副德。 
    君童齔好學，甄極瑟緯，無文不綜。賢孝之性，根生於心，收養季祖母，供事繼母，

先意承志，存亡之敬，禮無遺闕，是以鄉人為之諺曰：“重親致歡曹景完。”易世載德，

不隕其名。 
    及其從政，清擬夷齊，直慕史魚，歷郡右職，上計掾史，仍辟涼州，常為治中、别駕。 
紀綱萬里，朱紫不謬。出典諸郡，彈枉糾邪，貪暴洗心，同僚服德，遠近憚威。 
    建寧二年，舉孝廉、除郎中、拜西域戊部司馬。时疏勒國王和德，弑父篡位，不供職

貢。君興師征討，有吮膿之仁，分醪之惠。攻城野戰，謀若涌泉，威牟諸賁，和德面縛歸

死。還師振旅，諸國禮遣，且二百萬，悉以簿官。 
    遷右夫風槐里令，遭同產弟憂，棄官。續遇禁网（冈），濳隱家巷七年。光和六年，復

舉孝廉。七年三月，除郎中，拜酒泉祿福長。訞賊張角，起兵幽冀，兗、豫、荊、楊同時

并動。而縣民郭家等復造逆亂，燔燒城寺，萬民騷擾，人褱不安，三郡告急，羽檄仍至。

于時聖主諮諏，群僚咸曰：君哉！轉拜郃陽令，收合餘燼，芟夷殘迸，絕其本根。遂訪故

老商量儁艾王敝、王畢等，恤民之要，存慰高年，撫育鰥寡，以家錢糴米粟，賜癃盲。 

    大女桃婓等，合七首藥神明膏，親至離亭。部吏王宰、程横等，賦與有疾者，咸蒙瘳

悛。惠政之流，甚於置郵，百姓繈負，反者如雲。戢治廧屋，市肆列陳。風雨時節，歲獲

豐年，農夫織婦，百工戴恩，縣，前以和（河）平元年，遭白茅谷水害，退於戊亥閒，興

造城郭。 
    是後舊姓及修身之士，官位不登。君乃閔縉紳之徒不濟，開南寺門，承望華嶽，鄉明

而治。庶使學者李儒、欒規、程寅等，各獲人爵之報。廓廣聽事官舍，廷曹郎閤，升降揖

讓朝覲之階。費不出民，役不干時。 
    門下掾王敝、錄事掾王畢、主簿王歷、戶曹掾秦尚、功曹史王顓等，嘉慕奚斯，考甫

之美，乃共刊石紀功。其辭曰：懿明后，德義章，貢王廷，征鬼方，威布烈，安殊荒。還

師旅，臨槐里。感孔懷，赴喪紀。嗟逆賊，燔城市。特受命，理殘圯，芟不臣，寧黔首。

繕官寺，開南門，闕嵯峨，望華山，鄉明治，惠沾渥。吏樂政，民給足。君高升，極鼎足。

中平二年十月丙辰造。 
 
〔注〕 漢郃陽令曹全の碑、曹景完碑ともいう。後漢の霊帝中平２年に建碑、明の萬
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歴初、陜西省郃陽県に出土した。 

 文字はほぼ完全で彫銹も絶佳なため、古来より隷書の模範として最も珍重された。

殊に我国では隷書といえば曹全碑というほどで、隷書の祖師というべきである。 

 「中日大辭典」の題字は、昭和１７年大阪駸々堂書店の昭和新選碑法帖大観第２輯

第７巻漢曹全碑から採ったものである。 
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